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一
（鉛要点集311:POO),,., し例） 311号掲戟

「谷未資料 要点染」に関連事項が掲載されております
アイコンに記載された掲載号の該当ページを参照してください。

（四 DH22:P 0) 
＿例） 2022年版掲載

弊社TIJ行「Complete• DI I柑利衛11:__t'"'家試験完全攻略2022年版」に掲載された1問題です
アイコンに記載された掲載号の該当ページを参照してください

解答 ・解説



［問題 1] 受精の場はどれか。1つ選べ。

a 腟
b 子 宮
c 卵 巣
d 卵符膨大部

►解剖学

•H脳，rl.-1、
a 腟ではがmが生じる。
b 子宮壁に受精卵が名l木する。 子宮壁以外の部位に苅床することを祈床異常といい 、 この結果 、 子宮

外妊娠が生じる。
c 卵巣からは研irが排卵される。
d 父親と舟親それぞれに由来する生殖細胞（精子と卵子）が融合し、 接合子（受梢卵）が形成されるこ

とを受精という。 受籾は卵巣近くの卵管膨大部という 、 卵管で最も幅の広い部分で生じる。

l!iE'ad 

［問題 2] 舌根部を挙上して11峡を狭めるのはどれか。 1つ選べ。
a 横舌筋
b 口盗舌筋
c 上縦舌筋
d 舌骨舌筋

►解剖学

a 横舌筋は，、月 の1つで、 舌中隔に起始し左右に横走し 、 舌幅を変える筋である。
b 「1峡を狭め 、 舌根部を裕上させる筋とは n ,, 舌りhである。一般に舌の位四を変える働きをもつのは

外舌筋であるが、 LI盗舌筋は軟17盗筋の1つである。 口盗舌筋は軟LI益の口盗腱膜に起始し 、 口盗
舌弓の中を縦走し、 舌側縁および舌背に停止する。 従って、 I: ド2方向に作用（軟口盗を引き下げ
るのと舌の挙I·.を行う）し、 口鉄を狭める

C J--. 縦舌筋は1入I ,·, ,1の］つで 、 舌背粘II知の直下を縦走し、 屯に舌行の°渭を行う筋である。

d 舌骨舌筋は外 の1つで、 舌骨外側面に起始し舌側縁およぴ舌秤に停止する。 舌を父ftに引
き 、 舌'Irを突隆させる。

�b cw 要点集311:P8)

［問題 3) 頭益側面の写真（別冊午前No. 1)を別に示す。
矢印はどれか。 1つ選べ。
a 梃口盗商
b 眼腐下孔
C 上眼裔裂
d 茎乳突孔

No. 1 

\ a 写兵はJ.11 I必席を示している。 猥口盗商は1«iJ頭下窃の内側にみ
られる錐体状の隙間である。粟「l盗府は頭部の各部と交通して
おり、 前）jでは日眼窃/'で眼1情に 、 後方では数突竹で外頭臨底
に 、 下方では大口蓋管と小口盗管でf I腔に、 内方は蝶「I盗孔で
鼻腔に 、 外）jは側頭下禽に連絡している。 また、 爽口蓋高には
探J''神 勺（上顎神経に付属する副交感性神経節）、 りJi j消Kの
終佼 、 FわfJ苔叩，,, J f 1茫杵終などを収めている。

b 眼商ド孔は上顎fl·にみられる構造で、 IUぶ1:riい,11nが辿過する。

c 上眼露裂は蝶形骨に存在し、 勁mt軋べ哨rf1rll, f,、 Ill子炉 、 外圧.,, ,.'{, が通過する。
d 茎乳突孔は側頭竹にみられる構造で、 i面ネいが通過する-fLである。

·直＇瀑● a 

►解剖学

［問題 4) 術の組織（象（別冊午前No. 2)を別に示す。
矢印で示す構造はどれか。1つ選べ。

a Retzius〈レチウス〉線条
b Schreger〈シュレーゲル〉線条
c Sharpey〈シャ ー ビー〉線維
d Tomes〈トームス〉線維

a Retzius線条は—l ル の成長線の1つで、 縦断切片では弓状に 、

横断切片では同心円状にみられる。石灰化度が低い部位で、 一般的
に 、 概ねー選叫周期のエナメルfi形成を表している 乳歯や第一）＜
臼歯で、 この線条が強調されたものを新産線という。

b Schreger線条はHunter- Schreger条ともいい 、 縦断切片でLナ 1

ル 、 の走行の辿い（横断面と縦断面の交差）により 、 観察される紛
校様である。 小柱走行の迩いに起囚する光学的現象で 、 エナメル質
深�2 3付近にみられる。

c Sharpey線維は骨などの硬組織に外来性に佼人した線維のことである。 歯周組織では歯根ll災主線維
の両端がセメント質ならぴに固布歯梢1'l·に侵入した部分を指す。

x d Tomes線維は象L 名II竹中に存在する、 象牙芽細胞の細胞質の突起である

�a 

No. 2 
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►解剖学

⑧要点墨且］互可匂
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［問題 5] ある栄投素の甚本構造を示す。

且
H2N-C-COOH 

I 

CH3 

この構造をもつのはどれか。 1つ選べ。

a 単 糖
b 核 酸
c 脂肪酸
d アミノ酸

［問題 7] 血液を血消と混和した結果を図に示す。

量消炉;fr-1ii.
a 糖質の基本構造は、 C、 H 、 0原子から構成される。

X b 核酸は五炭糖、 リン酸およぴ塩基から構成される。
c 脂肪酸の基本構造は、 C、 H、 0原fから構成される。

d アミノ酸の基本構造は 、 C 、 II 、 0およびN原子から構成される。

·温► d 

►生理学

［問題 6] 脳の庄中断而の模式図を示す。
�b 叩H22:�旦9

［問題 8] 舌下神経に支配されるのはどれか。1つ選べ。

a 顎舌骨筋
b 口蓋舌筋
c 舌骨舌筋
d 苓突舌竹筋

矢印が示す部位に存在するのはどれか。 1つ選べ。
a 満服中枢
b 言語中枢
c 唾液分泌中枢
d 体温調節中枢

►生理学

A型血消 B型血消

血液型はどれか。1つ選べ。

a A 型
b B 粗！
C AB型
d 0 型

鼈北�:r;\I1,i•
xa A型は.\ 血消では凝集せず、 Iぅ凡Jflli者と凝集する。
Ob B刑は＼ リ血清で凝集し 、 B「リ血消では凝集しない
X C AB型は1り血消 、 B 血消ともに凝集する
x d 0刑はA,f-lJ血消 、 B�IJfll消ともに凝集しない。

►生理学

t)枇,�t.l.•
X a 顎舌骨筋は舌骨上筋の1つで 、 二叉神経第 3枝のf i神 支配である。
X b 口盗舌筋は舌筋の名があるが 、 軟口盗筋の1つで、 中に打1/1�1µォ”と湘走.,,心で構成される咽頭神経

叢の支配を受ける。
O c 舌下神経は純粋な休性巡動神経である 主に17蓋舌筋を除く舌筋(JJ、J舌筋と外舌筋）を丈配し、 舌の

運動を司る 舌骨舌筋やオトガイ舌筋は外舌筋の1つで 、 舌下神経支配である
X d 茎突舌骨筋は舌骨上筋の1つで 、 可面祉＇埓支配である

►生理学

3
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a 満II如中枢は現f"'ト部に併在する。
b ;]語中枢は1 と に存在する。

c 矢印が示す部位は廷月である。延髄には唾液分泌中枢や現吸中枢、 ,,,頃珀調紺中枢、 吐中枢、 糀I'
中枢などが存在する。

d 1本温調節中枢は，,!床下部に存在する

..... �H豆詞

�C 
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［問題 9] 後天性梅縣の第1期にみられるのはどれか。 1つ選べ
a ゴム腫
b 梅毒疹
c Hutchinson歯
d 鼠径部リンパ節腫大

►病理学

亀t.'°"i.
a ゴム種は後天性梅甜の第 3期にみられる。病理組織学的には肉芽腫を基する結節状病変である。

b 梅茄疹は後天性梅甜の第2期にみられる。 第2期に出現するバラ疹や丘疹など種々の発疹のことで
ある。

c Hutchinson歯は主に永久歯の上顎中切歯に出現する半月状の形成不令で、 晩期先天性梅茄でみられ
る。 先天性梅癖は生後数か月で生じる早期先天性梅協と2歳以降に生じる晩期先天性梅塀に分けら
れる。

d 梅協は1切胎内で経胎盤性に感染する先天性梅毒と、 ほとんどが性行為により 感染する後天性梅毒と
がある。 このうち 、 後天性梅泥はI�染後 、 1-3週の潜伏期間を経て発症し、 病期は3期に分類さ
れる。 後天性梅母の第1期には鼠径部リンパ節の腫大や外陰部の無痛性の硬結がみられる。

·遭● d 

［問題 1 0) 棘融解による上皮内水疱がみられるのはどれか。 1つ選べ。

a 類天疱癒
b 尋常性天疱癒
c 口腔扁平苔癬
d 再発性アフタ

►病理学

a 類天疱術は、 粘膜上皮と粘膜ド結合組織とを結合する某底膜梢成タンパクに対するLI己抗体が形成
される �' • 疾患である。 従って 、 上 に水疱が形成される。

b 町嘴性犬疱癒は皮府の水疱性疾患の一つで、 初期症状として17腔粘膜に生じる頻度が高い自已免疫
疾患である。自己抗体により 上皮内の棘細胞陪の接着がit害され、 棘融解が生じて」ぇ＇に水疱を
形成する。

c 口腔扁·jZ苔群は皮Ji!i粘膜の炎症性角化病変で、 11腔粘膜では網状 、 線状などの白色病変の周囲に紅
斑を伴う。 頗粘膜に好発し左右対称性に発症することが多い。

d アフタは白色偽朕で被われた小円形の潰瘍で、 周囲は紅祉となっている。 ペー チてソト��'に特徴的
な所見である。

［問題 1 1] 分泌型slgAで正しいのはどれか。 1つ選べ。
a 2祉体を形成する。
b 血消中に存在する。
c 胎盤通過性がある。
d 金屈アレルギーに関与する。

0曲，r.t..:t•
a IgAは2泣体を形成し 、 分泌型lgA〈slgA〉となり 、 粘は免疫に関与する。

X b 分泌型IgAは呼液や栂礼中に存在する。 二批体を形成しないIgAは血iii中に存在する。
c 胎盤通過性がある免疫グロプ リンはIgGである。

X d 金屈アレルギーはW型アレルギーで、 感作 T細胞と抗原の反応が発症の原因となる。 発症に免疫グ
ロプリンは関与しない。

... a 

►微生物学

（印要点集3 1 1 :P30) (m._pH22:P78) 

［問題 1 2] グラム陰性菌に特有の構造はどれか。1つ選べ。

a 外 膜
b 芽 胞
c 英）股
d ペプチドグリカン

►微生物学

a グラム陰性歯と1場性菌の染色態度の違いは、 細胞壁の構造や構成の違いによる。 グラム陰性菌は細
胞壁のペプチドグリカンJriが？く、 グラム染色に陰性を示す（クリスタルバイオレ トで染色され
ない）。 外膜はグラム〖会竹歯に特有の構造で、 細胞壁の外側にあり 、 リポ多糖(I、PS、 内 Iわ糸）で構
成される。

b 芽胞は特定のグラム隅・日歯が形成する。
X C 英膜は一部の細歯がもつ。グラム陽性歯ではStreptococcus pneumoniaeやBacillus anthracisなど

が、 グラム陰性菌ではPorphyromonas g111givalisやPrevotella intermediaが英膜をもつ。
>< d ペプチドグ リカンはグラム陰性歯、 グラム1湯性菌に共通する細胞壁の主たる構成1成分である。

.... ↓ a （面夏点集3 1 1 :�旦）

3
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［問題 13) ジンジパインによって分解されるのはどれか。 1つ選べ。

a 糖
b DNA 
c 脂 質
d タンパク質

［問題 15] 血液脳関門を辿過するのはどれか。 1つ選べ。
a アセチルコリン
b ドパミン塩酸塩
c プロポフォ ー ル
d ノルアドレナリン

►微生物学

〇叔!tt'1』9
Oct ジンジバインはPorpr'1.·romo.1.1s r ダva/1; が産生するトリプシン様酵索活性を有するシステインプ

ロテアー ゼである。免疫グロプリンや細胞外マトリックスなどのタンパク灯を分解することで、 歯
周組織を破壊するとともに 、 宿主の免疫機構から回避する作用ももつ。

働量じ● �w 要点集311 :P35) (W DH22:P85) 

［問題 14] レニン ・ アンジオテンシン ， アルドステロン系による血圧維持機構の模式図を示す。

ンゲノ〗

,
▼

ォジンア［
 

アンジオテンシンI

’▼
 

| アンジオテン�1

＇ 雪闊竺竺�_j置見
1の過程を抑制するのはどれか。 1つ選べ
a /3遮断薬
b Ca拮抗薬
c ACE翡悔薬
d AT II受容体拮抗薬

►薬理学

a /3遮断楽は降l」;．薬の1つで、 心脇のB受容体を遮断することで降l王作用を発現する
b Ca拮抗薬は降圧薬の1つで、 血管'I惰滑筋収縮に関与するCaを拮抗することで降圧作）Tlを発現する
C I又1中の1はアンジオテンシン I からアンジオテンシンIIへの変換に関わる ン え

＼りである アンジオテンシンII にはIii符収，作用があり 、 ACE阻害薬は、 アンジオテンシン
IIの合成を阻害することで降圧作用を発現する。

d AT II受容体〈AT1受容体〉拮抗薬は降圧楽の1つで、 アンジオテンシン受容休を遮断することで降
I± 作用を発現する。

Iiil,i● c 

tH: が；t.-1 •• 
a アセチルコリンは水溶性が嵩いため 、 血液脳関門を通過しない。

b ドパミン塩酸塩は水溶性が嵩く、 血液脳関門を通過しない。
c プロボフォ ー ルは脂浴性が高く 、 血液脳l閲門を容易に通過する。

d アドレナリンは水溶性が高く 、 血液脳関門を通過しない。

�c 

►薬理学

占

血液脳I対門では疾物の血中から脳内への移行を制限し 、 多くの物質は脳内に自由に人ることができな
い。水溶性の高い物質あるいはタンパク質などの大きな分白よこの関門を通過しにくいが、アミノ酸やグ
ルコ ースなどの神経活勁のエネルギー 源となる栄投素は選択的に血液脳関門を通過する

［問題 16] 化学的消掃を目的とした歯磨剤の成分はどれか。 1つ選べ
a 硝酸カリウム
b トラネキサム酸
C デキストラナーゼ
d ラウリル硫酸ナトリウム

►口腔衛生学

a 硝酸カリウムは� j, lの緩和をFl的に配合される。
b トラネキサム酸は血中プラスミン活性をmt�;:して、 フィプリン溶�,.による炎症を抑制する作用を.fi"

する
C デキストラナ ーゼはデキストご 分解酵素であり 、 プラークを分鮒する成分で化学的消掃をFl的に

配合されている。
Xd ラウリル硫酸ナトリウムは硲泡剤として配合されている。

�C 年22:P旦
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［問題 17] 歯垢の成熟に伴っ て増加するの は どれか。 2 つ選べ。

a Acti' nom yc e s 
b Fu sob act e rium 
c Noc紅di a
d Strept oc occu s 

31
1
 

一Oa 、 Ob 歯垢の成熟 に 伴 い 、 通性娠気性
菌 の A cti nom ycesや 偏 性 鎌気 性 歯 の
Fu sob act erium が増加する。

X C 好気性菌 の N oc ardi aは 、 歯垢の成熟に
伴い減少する。

x d S tr e pt oc occu sはほぽ変化 しない。

... a 、 b (W\ DH22: P 82) 
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►口腔衛生学

3 5 7 9 ( 日 ）
プラ ー ク の H 齢

．．．．．．．． 好気性油 ーーーー・ 通性嫌気性歯 一 偏性嫌気性菌

［問題 1 8] 10 歳の男児。 学校歯科健康診断 を 受診 し た。 検査の結果 、 上顎右側第二小臼歯に実質欠
損が認められた。 検査時の口腔内写真（別冊午前No. 3 ) を 別 に示す。

健康診断票への記入で正 し いのは どれか。 1つ選べ。

a 叫 は健康診断票に△と 記入する。

b 且 は健康診断票に X と 記入する。

c 幻 は健康診断票に〇と記入する。

d 立 は健康診断票に CO と 記入する。

41ili.��i�iふ●
X a 、 Ob � は要抜去 乳歯であり 、 要注意乳歯 と して X と 記入する。

X C __5j にう蝕の処置 は さ れていないため未処骰う歯であ り 、 C と 記
入する。

X d 且l は実質欠損が認められるため要観察歯( CO) ではない。

No. 3 
►口腔衛生学

... b 

要― 点

学校歯科健診で用いる記号に は以下のものがある。

現在歯 ： ＼、 う蝕の未処骰歯 ： C 、 う蝕の処骰歯 ： 0 、 永久歯の喪失歯 ： △ 、 要注意乳歯 : X 、 要観察
歯 ： CO と 記入する。 その他 、 歯列 ・ 咬合 ・ 顎関節、 歯垢の状態 、 歯肉の状態 を 0 、 1 、 2 で評価する。

ま た歯周疾患要観察者を GO、 朝科医による診断 、 治療が必要な場合は G と 記入する。

［問題 19] 毛先 を用いるプ ラ ッ シング法はどれか。 2 つ選べ。

a バス法
b フ ォ ー ンズ法
c ロ ー リング法
d チャ ーター ズ法

►口腔衛生学
-�f函l-\i9
O a バス法 は 、 毛先を歯面に対 し 45 度の角度で歯肉溝 に入るよう に 当て、 近遠心的 に 数 mmの範囲で

振動 さ せる。

Ob フ ォ ー ン ズ法は 、 毛先を歯面に対 して直角に当て、 円 を 描 く ように動かす。

X C ロ ー リ ング法は歯プラ シの脇腹を 用 いた方法で、 毛束を歯軸に対 し平行に当て、 歯面に沿わせなが
ら回転 さ せる。

X d チャ ー タ ー ズ法は歯 プ ラ シ の脇腹を 用いた方法で 、 毛先 を切縁側 に 向 け、 切縁側から根尖側へ移動
さ せ 、 歯肉辺縁に当たったところで加圧振動 さ せ 、 その後根尖方向へ回転 さ せる。

�● a 、 b

［問題 20] 正常な歯周組織は どれか。 2 つ選べ。

a 接合上皮は角化している。
b 歯肉溝が l - 2 mm である。

c ス テ ィ ッ プリ ングがみられる。

d 歯根膜原 さ は約 0. 2 µmである。

►口腔衛生学
� 込i•
X a 接合上皮は内縁上皮であり 、 非角化上皮である。
Ob 歯肉溝は1~2mmが正常 と さ れている。
() C ス テ ィ ッ プ リングは付滸歯肉表面にみられる、 小 さ い く ぼみである。 浮腫や進行性歯 肉 炎により消

失する。
X d 歯根股原 さ は約 0 .2mm である。

.... b 、 C

［問題 21]  L eavell と Clark の疾病予防の概念による歯周疾患の予防で一次予防はどれか。 2 つ選べ。

a PMTC 
b 熱煙指禅
c 動揺歯の固定
d 歯周基本治療

91'1趾滋『�·
a PMTC は特異 的予防であり 、 第一次予防に分類 さ れる。

Ob 禁煙指郡は健康増進であり、 第一次予防に分類 さ れる。

X C 動揺歯の固定は機能障害の防止であり、 第二次予防に分類 さ れる。

X d 歯周基本治税は早期発見 ・ 早期治療であり、 第＝次予防に分類 さ れる。

� a 、 b

►口腔衛生学

（鉛 DH22: P 1 42) 
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［問題 22] 健康 「1 本 2 1 (第二次） の 「歯 ・ ロ 腔の健康」 の項 目 に お い て 、 設定 し た 日 標 の達成度等

の判定に歯科疾患実態調査結果を 用 い る の は どれか。 2 つ選べ。

a 60 歳で 24 歯以上の 自 分の削を有する 者の割合の増加
b 40 歳代 に お け る 進行 し た歯周炎 を 有 す る 者 の割合の滅少
C 20 歳代 に お け る 歯 肉 に 炎症所見 を 有 す る 者の割合の減少
d 1 2 歳児の一 人平均 う 歯数が 1 . 0 歯未満で あ る 都道府県の増加

►衛生学 ・ 公衆衛生学

.. lf��i� 七4、.. 
C a 「60 歳で 24 歯以上の 自 分 の 歯 を 有 す る 者の割合の増加」 の 判 定 に は 、 歯科疾患実態調介の結果が

用 い ら れる 。

O b 「40 歳代に お け る 進行 し た歯周 炎 を 有 す る 者の割合の減少」 の判定には 、 歯科疾患実態調査の結果
が用い ら れ る 。

X C 「20 歳代 に お け る 歯 肉 に 炎症所見 を 有 す る 者の割合の減少」 の 判 定 に は 、 国民健康 ・ 栄投調査の結
果が用 い ら れ る 。

X d 「12 歳児の一 人平均 う 歯数が 1 . 0 歯未満であ る 都道府県の増加」 の判定に は 、 学校保健統計調究の
結果が用 い ら れ る 。

� a 、 b

［問題 23] COVID 19  (coronavirus disease 2019) の感染源対策 は どれか。 1 つ選べ。
a 手洗いの励行
b 手す り の消毒
c マ ス ク の消 用
d 流行国か ら の 入 国禁止

►衛生学 ・ 公衆衛生学

X a 、 x b 、 X C 手洗いの励行 、 手す り の梢窃、 マ ス ク の滸用 は 愁染経路対第で あ る 。
C d 感染症は病原体 を 含 む感染源、 病原体 を 連ぶ感染経路、 さ ら に病原体に対する 宿主感受性の 3 つ の

要 因 に よ っ て発生する 。 流行国か ら の 入国禁止は 感染源対策で あ る 。

, 讀- d 

［問題 24] 地球温暖化に影押す る と 考 え ら れて い る 温室効果ガ ス は どれか。 2 つ選べ。

a メ タ ン

b フ ロ ン

c 一酸化炭素
d 二酸化炭素

O a メ タ ン は 地球温1殷化に関係する 。

X b フ ロ ン は オ ゾ ン 層の破壊に関係する 。

X C 一酸化炭素は大気汚染物質の一つで あ る が、 温暖化 と は関 連が薄い。

r� d 二酸化炭素は地球温暖化に関係する。

... a 、 d

►衛生学 ・ 公衆衛生学

［問題 25] 複数の研究デー タ を 統合 し て 分 析 し 、 総合的に結論 を 郡 き 出 す の は どれか。 1 つ選べ。

a 症例報告
b コ ホ ー ト 研究
c メ タ ア ナ リ シ ス
d ラ ン ダム 化比較試験

►衛生学 ・ 公衆衛生学

鼈北滋n.-•
x a EBM (科学的根拠 に 基づ く 医療） に お い て 、 エ ビデ ン ス レ ベ ルが高い順に並べる と 、 メ タ ア ナ リ シ

ス 、 ラ ン ダム 化比較試験、 コ ホ ー ト 研究、 症例報告、 権威者の意見 （ エ キ ス パー ト オ ビ ニ オ ン ） と な
る 。 症例報告 と は、 症例梢報の共有で あ り 、 複数の症例の統計学 的 な 解析 を 行 っ た も の で は な い。

主に症例数が少な く 、 ま れ な 疾患な どで行われ る こ と が多 い。

X b コ ホ ー ト 研究 と は 、 将 来 に わ た っ て観察 し追跡を続け る こ と で 、 特定の要因の有無が病気の発生 ま
た は 予 防 に 関 係 し て い る か を 調査する 方法であ る 。

l c メ タ ア ナ リ シ ス と は 、 複数の結果 を統合 し 、 あ る 要 因 が特定の疾患 と 関 係す る か を 解析す る 統計手
法 で あ る 。

X d 対象者を無作為 に 2 つの グ ル ー プに分け 、
一方 に は 評価 し よ う と し て い る 治療や予 防 の た めの介入 を

行 い （介入群） 、 も う 片 方 に は介入群 と 異 な る 治根 （従来か ら 行 わ れて い る 治療 な ど） を 行 い （対照群） 、

一定期間後に病気の罹患率 ． 死亡率、 生存率 な ど を 比較 し 、 介入の効果を検証す る も ので あ る 。

� c 

［問題 26] 国際生活機能分類 〈ICF〉 の概念図 を 示す。

①
 

① は どれか。 1 つ選べ。

a 形態隙害
b 健康状態
c 能力障害
d 社会的不利

活 動 � � 参 加
I 活動制限I I 参加成約 1

↑ ↑ 
↓ i 

環境因子 I 個 人 因 子

►衛生学 ・ 公衆衛生学

O b ① は 健康状独である 。 疾病や体の変調 、 怪我、 妊娠、 高齢、 ス ト レ ス な ど様 々 な も の を 含む広い概
念 と な っ て い る 。 「疾病」 だけでな く 、 我 々 が普段か ら 関係する よ う な心身の状態 ま で含 ま れて い る 。

働遍D b
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［問題 27] 感染症の予防及 び感染症の患者に対す る 医療 に 関 す る 法律で、 感染症の発生 に 関して都
道府県知事に対する 届出義務が規定 さ れ て いるのはどれか。 1つ選べ。

a 医 師
b 保健師
c 薬剤師
d 歯科医師

►衛生学 ・ 公衆衛生学

•M辿，;iふ●
O a 「医師は、 次 に 掲 げ る 者 を 診断 し た と き は、 厚生労働省令で定め る 場合 を 除 き 、 第一号に掲げる 者

については直 ち に その者の氏名 、 年齢 、 性 別 その他犀生労働省令で定め る 事項 を 、 第二号に掲げる
者については七 口 以内 に その者の年齢、 性別その他厚生労働省令で定め る 事項 を 蔽寄り の保他所長
を 経由 し て都道府県知市 に 届 け 出なければならない。 」 と規定され て い る 。

... 

［問題 28] 地域包括支援セ ン ターの機能はどれか。 1 つ選べ。

a 要介談の認定
b 生活保護の認定
c 訪問 介設の実施
d 高齢者虐待への対応

什，准凶，t.t�•
X a 最終的な要介護認定は介護認定審査会で行う 。

X b 居住地の福祉事務所が認定を行 う 。
X C 介設保険サー ビ ス 事業者が行 う 。

0 d 地域包括支援セ ン ター に お け る 包括的地域支援事業である 。

.. � ● d 

►衛生学 ・ 公衆衛生学

（ 鉛 DH 22 : P 202) 

［問題 29] 国勢調査で正 し いのはどれか。 2 つ選ぺ。

a 全数調査である 。

b 一般統計調査であ る 。
c 人 口動態統計である 。

d 5 年 ごとに実施され る 。

►衛生学 ・ 公衆衛生学

aill辿込1遍l
O a 国勢調査は、 10 月 1 Fl 時点でのわが国 に居住 す る 全 国民が対象となる 全数調在である 。

X b 珪幹統計調査である 。

X C 国勢調査は、 調査年の10 月 1 「1 現在の 人 口 調査である ため 、 人 口動態統計ではなく 、 人 「l静態統
計である 。

0 d 国勢調査は、 5 年 ごとに実施される 。

.. � ● a 、 d

［問題 30] 我が国の公的医療保険制度で正 し いのはどれか。 2 つ選べ。

a 療養の給付は現金給付である 。

b 後期高齢者医療制度の対象者は75 歳以上である 。

c 正常な妊娠 ・ 分娩の牲用は保険診療の対象となる。
d 保険医療機関は厚生労働大臣の指定 を受ける 必要がある 。

►衛生学 ・ 公衆衛生学

•±: ，迄， i•
X a 療養給付は原則現物給付である 。

1 b 我が国の医療保険は、 職域を基 に し た被用者保険と、 居住地 （市町村） を 基 に し た 国民健康保険、 75
歳以上の高齢者等が加入す る 後期高齢者医療制度 に 大 き く 分け ら れ る 。 75 歳以上の者は現在加 入 し
て い る 医療保険 （ 国民健康保険 、 健康保険） を 強制的に 脱退させ ら れ、 後期高齢者医療制度 に組み込
ま れ る 。

X C 健康診断 （診断害交付 を 含 む ） 、 人 間 ド ッ ク 、 予 防接種 、 正常妊娠および正常分娩、 美容整形および
審美歯科、 入院室料差額、 歯科材料費差額、 間接治療!J'l (交通股 ＼ 補装具、 眼鏡等） 、 薬局で処方せ
んなしで購入する 医薬品などは保険給付外である 。

で d 保険診療 を 行 う に は保険医療機関の指定は必須であ る 。 保険医登録 、 保険医療機 関 （ 病 院 、 診療
所） 、 保険薬局 （保険調剤薬局） の指定は、 健康保険法の規定により 、 序生労働大 臣への登録 により
行われ る 。

� b 、 d

［問題 31] 医療倫理の 4 原則で正 し いのはどれか。 1つ選べ。

a 研 鐙
b 自 律尊韮
c 信義誠実
d 使命の 自 貨

►歯科衛生士概誦

�fl, 位�
O b 医療倫理原則とは医燎にお け る 倫理的問題解決への指針となる 、 他の多 く の道徳的基準および判断

の基礎となる根本的な行動基準である 。 自 律椋重原則とは、 患者が治療上の決定 を 下すため に必要
な情報 を 開示 し 、 自 律的な決定 を促進する ことであ る 。

... b 

要 点

＠ 医の倫理 4 原則
• 自 律... , ,I(原則 ： 「 自 律的な患者の意思決定を 昨重せ よ 」
・ 無危古原則 ： 「患者に危害 を 及 ぽすのを避けよ」
・ 普行 （与益） 原則 ： 「患者に利益 を も た ら せ」
・ 止義 （ 公正） 原則 ： 「利益と負 担 を 公平 に配分せよ」

（凶 DH 22 : P 243) 
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［問題 32] 平成 30 年衛生行政報告例 （就業医療関係者）の概況にお け る 「就業場所別にみた就業歯
科衛生上」 の 図 を 示す。

その他 0.4% (538 人）

介護保険施設等に該当 す る の はどれか。 1 つ選べ。
a I 
b ②  
C 3 
d ,'!) 

病院
5.096 

6.629 人）

① 1.6%(2.151 人）
② 1.0% (1 .282 人）
③ 0.7% (963 人）
④ 0.5%(646 人）
＂菜所 0.2% (283 人）

都道1/.f県 0.0% (66 人）

� b 

►歯科衛生士概論

a ① はrlf町村であ る
� b ② は介,;,tf�,,ペ施、，ぶ，で、 介護老人保健施設 、 介護医療院、 指定介設名人福祉施設、 居宅介護支援市

菜所などが含まれる。
c ③ はれ科研I· 七f双または養成f''である
d ④ は保健所であ る。

（印 DH 22:P22V

［問題 33] . 患者が医療機閑で診断を 受けた内容について 、 他の医療機関で確認す る 権利 をもつこと
を 明記してい る のはどれか。 1つ選べ。

a リス ボン宜，t
b ジ ュ ネ ー プ宜言
c ヘルシ ンキ直言
d ヒ ポク ラ テ ス の誓い

►歯科衛生士概論

,.., a 個 別的な医療関係において患者· n 身の主体性 を強調するとい う 観点から、 患者の人格がi阻重される
とともに、 息者が日らの意思と選択のもとに敢普の医療 を 受 け る こ と ができるという 、 患者として
の権利を 、 特に 「，患者の権利」 とい っている。 患者の権利については 、 世界医師会総会で採択 され
た 「患者の権利に関する泄界医師会 リス ボン直言」 で温われてい る。

X b ジュ ネ ー プ宣言は ヒ ホクラテ入 の誓い をもとに 、 現代に即した医の倫理に関するパター ナリ スム の
倫理規範であ る 。 第2回 世界医師会総会で採択された。

c ヘルシン キ宜言はニ ュルンベルク綱和 をもとに、 枝ぶ者の 人権? ' など医学研究にお け る 規定 を 宣
言したものである。 被験者のインフ す ム ド ・ コ ンヤントの前要性の強調である。

X d ヒ ポク ラ テ ス の1平いは 、 医師の心構え 、 患者をft';つけない 、 差 別しない 、 秘密 を守る 等のパターナ
リ ズム の倫理規範である。

.. � ● a （四 DH 22:P醒

［問題 34] I I腔癌の TNM 分類で 1\1 分類の評価に用 い ら れ る の はどれか。 1つ選べ。
a CT 
b 口腔内超音波検査
c 附科）廿コ ーン ピー ム CT
d パ ノ ラマ エ ッ クス線撮影

►歯科臨床の基礎
鼈北滋ふ●
O a TNM 分類とは、 ］性腫怜の病態を分類したものである。 Tは原発 巣 の人 ュ さを表し、 Nは所屈リン

パ節への転移の布無、 M は辿伽政器への転移の有無 を 表している。 従って 、 M 分類の評価にr「）いら
れるのは 、 一度に全身を診ることがで き る検査である。 CT は全身を撮影して検査できるため 、 M 分
類の評価に用いられる。

b 、 X C 、 d 口腔内超音波検査、 歯科Jtt コ ーン ビー ム CT 、 パ ノ ラマ エ ッ クス線撤影は 顎顔面領域
のみ検査対象に含 まれるため 、 M 分類の評価には適 さない。

�a 
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［問題 35) 75 歳の女性。 ］ 食事中に入れ歯が痛い ことを主訴として来院した。 義歯の滸脱時や安
跨時には痛み はないという。口腔内を診察したところ 、 2 咬合時の義歯床の沈下が認められた。
3 咬合の修正が必要と判断 され 、 4 咬合調整を行うことになっ t·‘�〇

この診療記録で SOAP の 「0」 に該当するのは どれか。1つ選べ。

a ① 
b ② 
c ③ 
d ④ 

►歯科臨床の塁礎

畿:lfl,柑lt--1/i●
X a 問題解決指向型診療録(POMR : Probl e m  Ori ent e d  Medical Rec ord または POS : Probl e m  Ori e nt e d  

Syst em)では、 まず問題点を列 挙 し 、 それぞれの問題について記録内容を S (Subject)、 0 (Object)、
A (Assessment)、 P( Plan)に分類する。 「食事中に入れ術が痛い」 は患者の訴えであり、 S にあたる。

- b 「咬合時の義歯床の沈下が認められた」 は口腔内診査によるものであり、 0にあたる。
X C 「咬合の修正が必要と判断」 はAにあたる。

)( d 「咬合調整を行う」 は P にあたる。

�b 

［問題 36) 正前な発行を示す小児の1 1腔内写真 （別冊午前No. 4 ) を別に示す。
年齢は どれか。 1 つ選べ。

a 6 歳
b 8 歳
C 10 歳
d 12 歳

O c 本症例の歯の萌出状態は 、 上顎は中切歯、 側切歯、 乳
犬歯、 第一小臼歯 、 第二乳r-·1歯、 第一大臼歯がみられ、
下 顎は中切歯、 側切歯、 犬歯、 第一小臼歯、 第二乳臼
歯、 第一大 臼歯がみられる。上顎犬歯、 ヒ下顎第二小
臼歯が萌出前である こ と から、 10 歳頃と考えられる。

�C 

No. 4 
►歯科臨床の基礎

［問題 37] 意識を消失した患者に共通する呼 吸不全の原因 は どれか。1つ選べ。

a 上気道閉塞
b 声門の閉鎖
c 横隔II知の痙攣
d 呼 吸筋の麻痺

-�. 辿，迅a•
Ca 意識を消失した患者では、 舌根沈下に よ る上気道閉塞が起 こり呼 吸イ沼全となる。
X b 意識消失では声門の閉銀は起こらない。

c 横陥膜の痙學はいわゆる、 し ゃ っくりである。横隔朕の刺激により繰り返し起こる。 窓識消失では
起こらない。

X d 呼 吸筋の麻痺は筋弛緩薬の投与により起こる。

� a 

►歯科臨床の塁礎

［問題 38] 小窟裂溝初期う蝕の検査に用いるのはどれか。1つ選べ。
a 有鉤探針
b 半淋体レーザー

C 加熱スト ッ ピ ング
d アシ ッ ド レ ッ ドプロビ レ ン グリ コ ー ル液

.. l柑，凶，．
X a 有鉤探針は再石灰化層を破壊する恐れがある。髄室開拡の際に残存する夭盗の確認、 除去に用いら

れる。
つ b 小禽裂溝に牛じる初期う蝕では 、 実 質 欠損を伴わない初期段階のエナ メ ル 質 表面下が脱灰 し て い

る。 視診により明らかな実質欠担が認められない場合、 鋭い探針で触診する と 表屑の再石灰化9けを
破壊 して実質欠損を生じる恐れがあるために注意を要する。 こ のようなう称のない咬合面う蝕の検
出には 、 レ ザー 蛍光社、 （ ダイ アグノデント） の感度が最も翡い。

C 加熱スト ッ ピン グは 、 歯髄の印 へ診究に用いられる。
X d ア シ ッ ド レ ッ ドプ ロ ビ レング リ コ ール液はう咄検知液であり 、 感染象牙質の染め出しに）廿 いられる。

�b 

►保存修復学

(W DH22:P亭
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［問題 39] 25 歳の女性。 上顎左側第一小臼歯の冷 水痛を主訴と して来院 し た 検布の結呆、 コ ン ボ
ジットレ ジ ン 修復を行 う こと になった。 初診時と修復物除去後の口腔内与真 （別冊午前 No. 5 A) と
り）削器具の写真 （別冊午前 No. 5 B) を別に示す。

次に用いる切削器具は どれか。 1 つ選べ。
a I 
b �  
c ③ 
d 4 

.... d 

初診時 修復物除去後 ①
 

n"＂B
 

② 
③
 

④
 

a ① は タ ン グステン カ ー バイ ドバーである 金 ，．勺姐緑11) )除4ゃ'<\; 11>]形成に用 いる
x b 

② 
は ダ イ ヤ モ ンドポ イ ン ト である 商 i/uJ JI幼成に/11 いる。

C ® は ダイヤ モ ン ドボイントである。 ぅ • 7)問t などに用いる
d ① は コ ン ト ラア ン グ ルハ ン ド ピ ー スに装沿するス チ ー ル製ラウ ン ドバーである。 う 蝕 象牙質の除去

に 用 いる。

［問題 40] 歯 問 分離で牽引の原理を利 川するのはどれか。 1 つ選べ。

a ウ ッド ウ ェ ッ ジ
b エ リ オッ ト のセパ レ ー ター

C フ ェ リ ア ーのセパレ ー ター

d アイボリーのセパレー ター

►保存修復学

O c 歯間分離 に は 、 lll ] II打1、till]分離法と ， ｛和叩IJ分離法がある 即時歯Ill! 分離法には、 く さび分離型セパ
レー ター と牽引型のセパ レ ー ターの二種類がある く さ び分離型 に は 、 '!:' '7 '- 、 ⑨ リ
トのセパレ ター 、 3) ア イトリ か） セ パ レ タ があり 、 牽引 型 セ パ レ ー ター に は 、 フ リ ア の
こ I 夕 がある 級徐(./.澗分離法 に は デ ン タル フ ロ ス や弾性ゴム、 スト ッ ビ ン グなどが存化す
るが 、 い ずれもくさびの原JI[!_を利用 している

［問題 41] 53 歳の男性。 上顎右fl[IJ中切歯の感染根管治療を行って いたが打診痛がil'l失せず、 他院か
ら の紹介で来院 した。 上顎右側側切歯にも打診痛があり 、 歯髄祉気診で反応が認められなか っ た
初診時のエック ス 線写真 （別冊午前 No. 6 A ) 、 処骰後の口腔1人J'り：貞 （別冊午前 No. 6 B ) 及 びエ ッ ク
ス線万洟 （別冊午前 No. 6 C ) を別に示す

行った処附は どれか。 1つ選べ。
a 抜 髄
b 根尖掻爬法
c 歯根尖切除術
d ア ペキ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン

►保存修復学
No. 5 A B

 
No. 6 A B

 
c

 

►歯内療法学

X a 呈且� (ま失活歯であるため抜髄は行わない。
X b 根尖掻爬法は病変祁の楳物や肉 井組織を掻爬する方法で根尖部の りJ除は行わない。
ッ c エ ッ ク ス 線与真を術前術後で比較すると、 根尖部が切 断 さ れてお り 、 歯根尖切除術が行われている

のがわかる
X d 根尖は完成 しているため 、 根尖未完成歯に行 う ア ペキ シ フ ィケ ー シ ョ ン は行わない。
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［問題 42] 根管治療 に 用 い る 器具の写真 （別冊午前 No. 7 ) を 別 に示す。

使用 目 的 は どれか。 1 つ選べ。

a 側枝の拡大
b 灼曲根管の拡大
c 根管への洗浄液到達
d 根管シ ー ラ ー の充坂

畿�1fl,�1!糾，
X a 側枝内の洗浄は期待で き る が、 拡大はで き な い。

X b 丹 曲 根管の拡大は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製の フ ァ イ ル やニ ッ ケ ルチ
タ ン 製 ロ ー タ リ ー フ ァ イ ル を 用 い る 。

O c 設問の写真は 、 超音波 も し く は音波振動 装 岡 に 装 消 さ れた フ ァ イ ル

で、 根管内 を 洗浄液で満た し 、 振動 を 発 振 し て根管内の洗浄 に 用 い
る 。 振動 に よ り 生 じ る 気泡やキ ャ ビ テ ー シ ョ ン 作 用 に よ り 洗浄効果
を 高 め る た め に使用 さ れて い る 。

X d 根 管 シ ー ラ ー の充埴に は レ ン ツ ロ を 用 い る 。

� 量i●

► 歯内療法学

No. 7 

［問題 43] 67 歳の女性。 上顎左側臼歯部頬側歯肉の腫脹 と 咬合痛を主訴 と し て 来院 し た。 自 発痛 は
な い。 初診時の口腔内写真 （別冊午前 No. 8 A) と あ る 検査時のエ ッ ク ス 線写真 （別冊午前 No. 8 B) を
別 に示す。

考 え ら れ る 処憐 は どれか。 1 つ選べ。

a は ： 感染根管治療
b 旦 ： 歯根尖切除
c 位 ： 感染根管治療
d 位 ： ト ラ イ セ ク シ ョ ン

No. 8 A B
 �

 

►歯内療法学

�i• 
X a 、 X b 口 腔内写真か ら 、 じ の 歯 肉 に脱脹 お よ び痕孔が認め ら れ る 。 艇孔か ら ガ ッ タ パ ー チ ャ ポ イ

ン ト を 挿入 し て エ ッ ク ス 線撮彩を行い 、 原因部位を特定す る 。 本症 例 で は 、 痕管の ガ ッ タ パー チ ャ

ポ イ ン ト は 、 位 の頬側近心根の根尖部透過像 に 達 し て い る た め 、 原 因 歯 は 匝 では な い。

O c 、 X d ガ ッ タ パ ー チ ャ ポ イ ン ト は 、 位 の頗側近心根の根尖部透過（象 に 達 し て い る た め 、 根尖性歯
周 炎 の 処 骰 と し て 位 の感染根管治放 を 行 う 。

Mlk● 

［問題 44] 50 歳の女性。 上顎右側第一大臼歯の歯肉随脹 を 主訴 と し て 来 院 し た。 慢性歯周 炎 と 診断
し 、 歯周基本治療 を 行 っ た。 基本治療終了後の再評価の結果、 歯周外科治療 を 行 う こ と に な っ た。

歯周外科治療 中 の 口腔内写真 （別冊午前 No. 9A) と 器具の写真 （別冊午前 No. 9 B) を 別 に示す。 再評
価時の歯周組織検査結果の一部 を 表に示す。

頬 側 ＊
4 1⑥ 1 4  

歯 種 釦
口蓋側

＊
3 [ 3 [ 4  

動揺 度 ＊ ＊ ゜
＊ ： プロ ー ビ ン グ深 さ (mm)
〇印 ： プロ ー ビ ン グ時の出血
• • : Miller の判定基準

次に使用 す る 器具 は どれか。 2 つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

①
 

③
 

No. 9 A 

一
j
 

B
 

②
 

④
 

►歯周治療学

. 幽込ii.
X a ① は フ ァ ー ケ ー シ ョ ン プ ロ ー プで あ る 。 分岐部病変の診断に使用する 。

ヘ b ② は ポー ン フ ァ イ ル で あ る 。 術槽骨整形術や切除術に使用する 。 棚状の歯槽骨形態 を フ ァ イ ルで削
合 し て生理的な歯槽骨形態 に 整 え る 。

X C ③ は カ ー ク ラ ン ド メ ス で あ る 。 主 に歯 肉切除術 に お け る 外斜切 開 に 使用する 。 すでに切 開 は 終了 し
て い る 。

0 d ④ は持針器で あ る 。 分岐部剃囲の形態修正が終了 し た 後、 生理食塩水等で洗浄後、 全層弁 を 復位 し

縫合する 。
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［問題 45] 歯周外科治療で組織付済療法は どれか。 1 つ選べ。

a GTR 法
b 歯肉切除術
C フ ラ ッ プ手術
d 遊離歯肉移植術

► 歯周治療学

x a GTR 法 は歯尉組織再tj:_療法に 含 ま れ る 。

X b 歯肉切除術 は切除療法に含 ま れ る 。

C c フ ラ ッ プ手術は組織付好療法 に含 ま れる 。 組織付着療法 は 、 歯根面 や歯 周 ポ ケ ッ ト 内 の汚染物質を

消掃 し 、 歯狗軟組織が歯根面 に付灼す る の を 促す た め の手術法で あ る 。

X d 遊離歯肉移植術は歯周形成手術 に 含 ま れ る 。

... i● 

［問題 46] 45 歳の女性。 下顎臼歯部欠損に よ る 咀哨困難を主訴 と し て 来院 し た。 診察の結果 、 イ ン

プラ ン ト 補綴治療 を 行 う こ と に な っ た。 イ ン プラ ン ト 体埋 入 術 中 の 口 腔 内写真 （ 別冊午前 No. 1 0 A、

B) を 別 に示す。

A の操作 目 的 は どれか。 1 つ選べ。
a 埋入窟の形成
b 対合関係の確認
c 埋入位骰の決定
d 埋入府の 深 さ 測定

X a 埋入商の形成は ド リ ル を使用 して 行 う 。
r b 細 い ド リ ル で穿孔後 、 方向指示棒 を 挿 入 し て 対

合関係な どを確認す る 。
X C サ ー ジ カ ル ガ イ ド プ レ ー ト を 使 用 し て埋 入 位 骰

を 決定 し て か ら 皮質骨 を 穿孔する 。

X d 埋 人荊 を 拡大 後、 深 度測 定 器 を 使 m し て埋 入 荊
の深 さ を測定する 。

.,.. b （ 図 DH 22 : P 394)

No. 1 0  A 

►歯科補綴学

B 

{' 

写真 A は皮質骨上に立っ て い る ）j向指示枠で 、 写真 B は埋入 さ れた イ ン プ ラ ン ト イ本であ る 。 イ ン プラ

ン ト 体埋 入術式は以下の順 と な る 。 ① イ ン プラ ン ト 体埋 人部位の粘膜の剥離 、 ② サ ー ジ カ ル ガ イ ド プ

レ ー ト を使用 して埋入位附を 皮 質骨 に 印記、 ③ 細 い ド リ ルで埋入位置 を 穿孔、 ④ 方向指ホ棒 を 挿 入 し て

対合関係な ど を 確忽 （写真 A) 、 ⑤ 太い ド リ ル を 使用 し て埋 人 廊 を 拡大 し 、 イ ン プラ ン ト イ本の埋入詢形成 、

⑥ イ ン プ ラ ン ト 休埋 入 （写庚 B) 、 '1) ヒ ー リ ン グ キ ャ ッ プ装滸後に縫合する 。

［問題 47] プ リ ッ ジ装沿時の口腔内写真 （ 別冊午前 No. 1 1 ) を 別 に示す。

こ の ボ ン テ ィ ッ ク の特徴は どれか。 1 つ選べ。
a 溜美性が良い。

b 清掃性が良い。
c 食演が滞留 し や す い。

d 下顎前歯部 に 使用 で き る 。

X a 、 X C 写真の プ リ ッ ジの甚底面形態は離底制で あ る 。 離底型ポ ン テ ィ ッ ク は ポ ン テ ィ ッ ク 基底面 と
顎堤粘膜 と の 間 に 空隙があ る た め 、 自 浄性 ・ 消描性に1憂れ食液は滞留 し に く い が、 装着感や稲美性
に劣る 。 適応部位は下顎臼歯部のみであ る 。

O b 離底型ポ ン テ ィ ッ ク は甚底 面 と 顎堤粘股 と の 間 に 空隙があ る た め 、 歯 間 プ ラ シ やデ ン タ ル フ ロ ス で
消掃 し やす い。

X d 離底型 ポ ン テ ィ ッ ク は基底面 と 顎堤粘股 と の 間 に 空隙があ る た め 、 下顎前歯部に使用 で き な い。 な
お 、 船底型ポ ン テ ィ ッ ク はやや審美性が劣 る が、 出顆部が口唇で1隠れて見え に く い た め 使用 で き る。

�b 

No. 1 1  

►歯科補綴学

［問題 48] 86 歳の男性。 咀哨時の下顎義歯床下粘膜の1冬痛 を 主訴 と し て 来 院 し た 。 検査の結果 、 上
下顎全部床義歯 を新製す る こ と に な っ た。 義附製作過程の写真 （別冊午前 No. 1 2 ) を 別 に示す。

こ の操作の 日 的 は どれか。 1 つ選べ。

a 仮想咬合平而の決定
b ゴシ ッ ク ア ー チの描記
c 垂直的顎1/ll 関係の記録
d 頭蓋に対する 上顎骨位骰の記録

●迎 �
X a 仮想咬合 平 面 の 決定 に は 、 t硲fL IIIJ 線や カ ン ペ ル 平 面 を 参 考

に咬合平面板 を 用 い て 決定する 。
X b ゴ シ ッ ク ア ー チ は ゴシ ッ ク ア ー チ ト レ ー サ ー で描記する 。

X C 垂直的顎ll:ll 関係の記録は ド顎安，w位 を利用 し て 行 う 。
r d フ ェ イ ス ボ ウ は 、 頭葱の一部であ る 顆頭 （顎関節） に対する

J-. 顎骨の位i'li: を記録す る た め に 使 用 す る

�瀑I d 

No. 1 2  

►歯科補綴学
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［問題 49] 全身麻酔にお いて患者の術前経口摂取を制限する 目的は どれか。 1つ選べ。
a 血圧の安定
b 誤感の予防
c 血糖上昇の抑制
d 口腔衛生の保持

►口腔外科学

Ul 且辿�．
X a 禁水時間が長いと脱水とな り 、 全身麻酔淋入時に血圧低下 を 起 こ す可能性があ る 。 こ のため 、 術前

経LI摂取の制限を出来るだけ短縮する 傾向 に あ る 。

Ob 全身麻酔祁入時や抜管時の嘔吐、 胃 液の逆流による 気道閉塞や誤照性肺炎の防止のため 、 術前に経
口摂取の制限 （いわゆる禁食、 禁水） を 行う。

X C Jfll糖値維持のため に経口摂取制限を 行うものではない。

X d 口腔衛生は周術期口腔機能管理によっ て保持 さ れる 。

... b 

［問題 50] 5 歳の女児。 発音の 異常 を主訴として来院した。 1年前か ら 異常に気付いていたが、 改
善 を期待しその ま ま に していたという。 初診時の口腔内写真 （別冊午前 N o. 1 3 A ) と舌突出時の写
哀 （別冊午前 N o. 1 3 B ) を 別 に示す。

考え ら れ る のは どれか。 1つ選べ。

a 巨舌症
b lfll管腫
c 正中菱形舌炎
d 舌小帯強直症

●卦臨
X a 巨舌症でも発音の 異常は生じ るが 、 口腔内写真では舌は歯

列弓に収ま ってお り 巨舌症ではない。

X b 舌 に血管腫が生 じ 、 舌の形態が大 き く 変化すれば発音に影
押するが 、 口腔内写真では血管腫の兆候は認め ら れない。

X C 正中菱形舌炎の兆候は認め ら れない。 小児では非常に ま れ
で あ る 。

Oct 口腔内写真よ り 、 舌突出時に舌尖がハ ー ト 形になる こ と、

安惜時の写真にも舌小帯の付着位置が舌尖に認め ら れ る こ
と、 さ ら に発音に 異常があ る ことか ら 舌 小帯強直症で あ る
こ とが判断で き る 。

� d 

N o. 1 3  A 

B
 

►口腔外科学

［問題 5 1 ]  生後1週の乳児。 経口摂取がで き な い こ と を 主訴として来院 した。 出生時に左側上唇の
破裂 を認めていたという。 初診時の頻貌写真 （別冊午前 N o. 1 4 ) を 別 に示す。

最も適切な対応はどれか。 1つ選べ。

a 流動食の摂取
b Hotz 床の装着
c 経秘胃管の挿入
d 摂食 ・ 唖下訓練

31
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〇幽i�fr�;・
X a 生後1週のため 、 H otz 床 の装着し哺乳障害を改善後に 、 流動食

の摂取を行うのが望 ま しい。

う b 顔貌写真は片側唇裂 を 示 している 。 哺乳障害を有してお り 、 そ
れ を 改善 す る た め に 、 H otz 床 の 装 沿 を 行う。 生 後1-2週間
で H otz 床 製 作 の た め の 印象 採 得 を 行 い 、 生 後 1 か 月 以 内 に
H otz 床の装 沿 を 行う。 H otz 床装沼 の 目 的は、 哺乳障寓の改善 、

頒発育誘迎、 破裂の縮小、 恥粘膜保護、 舌の悪習癖 （破裂部に
舌 を 入 れ る ） の予防がある 。

X C 生後1週の乳児に経鼻胃管の挿入は負担がある ため有効ではない。

X d 生後1週のため 、 摂食 ・ 唖下訓練は有効ではない。

―

b 

N o. 1 4 
►口腔外科学

［問題 52] 87 歳の女性。 口腔内の変色 を主訴として 、 グルー プホ ー ム の 職員 か ら 訪問歯科診療の依
頼があ っ た。 半年前か ら 違和感があ り 、 1か月 前 か ら 左側 頬粘朕に接触痛を 感 じ るよう にな っ たと
いう。 義歯は半年 前 か ら 使川していない。 C 型肝炎の既往がある 。 診療時の口腔内写哀（別冊午前
N o. 1 5 ) を 別 に示す。

考え ら れ る のは どれか。 1つ選べ。

a 白板症
b 義歯性沿瘍
c 口腔扁平苔癬
d 口腔カ ン ジ ダ症

9:�f1,I出ふ●
X a 白板症は口腔粘膜 に み ら れる境界明瞭な 白 色 を 呈 す る 病変であ り 、

接触痛は一 般的には生 じない。

X b 患者は半年前か ら 義歯 を 使用していないため 、 義歯性潰瘍は考えに
< I, ヽ 。

O c 左側頬粘膜に接触痛を 有 し 、 赤いび ら んとその周囲 に 白色の病変を
伴 っ て い る 。 ま た患者は C 型肝炎の既往があ る こ と か ら 、 口腔扁平
苔群が最も疑われる 。

>< d 萎縮性 カ ン ジ ダ症でも接触痛 を 生 じ る が 、 本症例では粘膜の萎縮 を
認めず、 カ ン ジ ダ症は考 え に く い。

... 

►口腔外科学
N o. 1 5  

（釦 DH22 :P40 1)
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a
b
c
d
 

題問―
―
 

53] 咬爪癖 に よ っ て 生 じ る のはどれか。

開 咬
上顎正中離開
上顎狭窄歯列弓
プラ ス の オ ー バ ー バ イ ト

1つ選べ。

ai.t�� 紐●
開咬とは、 上下顎前歯部のオー バー バ イ トがマ イ ナス となっ て い る 状態である 。 主に 吸指癖 に よ っ
て生 じ 、 開咬部に舌を 介在させ る と 、 舌突出癖や異常l燕下癖につながる 可能性がある 。

口腔習癖は顎頻面領域の正常な成長発育 を 阻 害 し 、 様 々 な不正咬合 を 引 き 起 こ す。 咬爪癖では単純
に 爪 を咬むだけでなく 、 歯と歯のIUJ に 爪 を 入れて咬み込む こ とが多い。 咬 爪癖は上顎中切歯間 に生
じ る こ と が多く、 習癖が持統す る と上顎正 中 離 開 を ま ね く 。
上顎狭窄歯列弓は、 上顎歯列弓が正常 よ り も 狭 く なっ て い る 状態であ る 。 主な原因は吸指癖などに
よ る 口腔周 囲筋の筋圧の過剰や開咬 ・ ロ呼吸であ る 。 舌が下顎に収 ま っ て し ま う ため上顎に対 し て
舌圧が生 じず、 歯列弓が狭窄する 。 咬爪癖では生 じない。
プ ラ ス のオ ー バー バ イ トは、 上下顎の垂直的な咬合が正常な状態であ る 。 通常オ ー バ ー バ イ ト は 2
- 3 mm 確保されおり 、 オ ー バ ー バ イ ト 0 mm は切端咬合であ る 。 プ ラ ス の オ ー バ ー バ イ ト と 咬 爪
癖は直接関係 しない。

X a 

O b 

X C 

X d 

.at• b
 

►矯正歯科学

［問題 54] 身長の成長速度曲線 （別冊午前No. 1 6 ) を 別 に示す。

初溺1の発現時期はどれか。 1 つ選べ。

① 
② 
③ 
④ 

a
b
 c
d
 

ti凶，込do.
O d 成 長 速 度 曲 線は、 個 人の 身体発育の状況 を 年 間 の 増

加趾 と し て示 し た も のであ る 。 図 の 山 の部分 （③) が
第...::. 1欠 性徴期であり 、 身長発脊が盛 ん になる 。 第 二
次性徴期が始 ま る 年齢は、 平均で男 子が 11歳半、 女
子が10 歳であり 、 女子は第二次性徴期 の 後 期 に 初 潮
が発現す る 。

•■•• d
 

身
長
成
長
速
度

①

ー↓

No. 1 6  

④
ー
↓

③

|＞
ハ

②
ー
�

►矯正歯科学

年齢

［問題 55] 5 歳 の 男 児。 口蓋の膨 隆 を 主訴 と し て 来 院 し た。 1 か 月 前 に 母 親が気付 い た がそ の ま ま
に し て い た と こ ろ 、 最近 になっ て徐 々 に 大 きくなっ て き た と い う 。 初診時の 口 腔 JJ、J写頁 （別冊午前
No. 1 7  A) と エ ッ ク ス線写真 （別冊午前 No. 1 7 B ) を 別 に示す。

考 え ら れ る 原因はどれか。 1つ選べ。

過剰歯
歯牙肋
エ プーリ ス
含歯性脱胞

a
b
 c
d
 

X b 
c
d
 

x
 

� a
 

No. 1 7  A B
 

► 1J1児歯科学

tf紺孔ふ●
J a I I腔内写真 に お い て い 」｝ の蘭から 離れた 「l蓋側 に膨隆が認め られ 、 表面は正常粘膜であ る 。 萌 出

し て い る 乳歯 に 明 ら かな異常は認め ら れない。 パ ノ ラ マエック ス 線写真では、 込 と 重なる よ う に
歯牙様構造物が認め ら れ、 過剰歯の存在が疑われる 。 同歯に よ り 上旦ー には離開が認められる 。

パ ノ ラ マエ ッ ク ス線写真上 、 歯牙腫の存在は認め ら れない。

エ プーリスは歯肉 に生 じ る 非腫瘍性の限局性病変で、 部位が異なる 。

含歯性嚢胞は嚢胞腔内 に歯冠部 を 含 む桜胞で、 下顎臼間部に好発す る 。

［問題
a
b
c
d
 

56] 体重が出生時の約 2 倍 になる時期はどれか。

生 後 3 か 月
生後 6 か 月
生 後 9 か 月
生後12 か 月

1つ選べ。

►小児歯科学

｀凶:r;t.�h•
O a 出生時体重の平均値は男 児 3 . 04kg、 女 児 2 . 96kg であ る 。 出生後 3 - 5 日 に 5 - 8%の生理的体重

減少が生 じ る が、 生 後 7 -10 日 で出 生 時体軍 に l!:!I復し、 生 後 1 - 3 か 月 に お い て1 日 当 たり 30-
35g の体重増加率で急峻に 発育し 、 生 後 3 か 月 は約 2 倍、 1歳では約 3 倍となる 。 なお 、 出生時 身
長は男女 と も 約 50cm で、 1歳では約 1 . 5 倍 と なる 。

� 

3
1
1
 

a 
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［問題 57] 2 歳 6 か 月 の女児。 検査中の口 腔 内写真 （別冊午前 No. 1 8 ) を 別 に示す。

この検壺で確認で き る のは どれか。 1つ選べ。
a 歯の動揺
b 口呼吸の有無
c 歯間の離開度
d 小帯の付済位附

31
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一X a 歯の動揺は歯 を ピ ンセッ ト でつま む な ど して確認する 。

X b 口呼吸の有無は口唇や舌 な どの軟組織の状態 な どか
ら 確認する 。

X C 歯間の離 開 度 は 歯 間 空隙の幅 を計測する こ と で診査
で き る 。

d 口 唇 を 前 方 に 引 く こ と で、 上唇小帯の付滸部位 に 貧
血帯が生 じ る 。 この貧血帯の位置を確認す る こ と で、

上唇小帯が乳中切歯の歯 間 に 入り 込んでい る か ど う
か を調べる こ と がで き る （プラン チテス ト） 。

.. � ● d 

No. 18 
►小児歯科学

（印 DH22: P451)

［問題 58] 幼若永久歯の病態、 処置お よ び治癒形態の組合せで正 し いのは どれか。 2 つ選べ。
a 一部性歯髄炎 アペキソ ゲ ネ ー シ ス 生理的な歯根形成
b 一部性歯髄炎 アペキシ フ ィ ケ ー シ ョ ン 骨様組織 に よ る根尖閉鎖
c 全部性歯髄炎 アペキ ‘ノ ゲ ネ ー シ ス 生理的な 歯根形成
d 全部性歯髄炎 ア ペキシ フ ィ ケ ー シ ョ ン 骨様組織 に よ る 根尖 閉 鎖

►小児歯科学

C a、 � d 幼若永 久歯の根尖閉鎖の術式は 2 つに分 け ら れ、 一部性歯髄炎の処骰法は アベキソ ゲネー シ ス
であり 、 生理的な歯根形成が促 さ れ る。

一方、 アペキシ フ イ ケ ー シ ョ ン （抜髄 、 感染根管治療） は根尖
部 ま で感染が及んでいる か歯髄が壊死 、 壊疸に陥っ た歯に対 し 、 硬組織形成に よ る 根尖の狭窄、 あ る
いは閉鎖を促す ものであ る。

X b 、 X C 幼若永久歯 に お け る 一部性歯髄炎の処個法は ア ペキ ソ ゲ ネ ー シ スで、 全部性歯髄炎の処骰法
は ア ペキシ フ ィ ケ ー シ ョ ン で あ る 。

.. 瀑瀑● a 、 d 

［問題 59] 気道防御 能 を 評価で き るのは どれか。 2 つ選べ。
a 咳テスト
b 頸部聴診法
c 反復唾液感下テスト
d オー ラルデ イ ア ド コ キネ シ ス

►障害者 ・ 高齢者歯科学

鼈閥滋血●
ヘ a 気道防御 と は飲食物が唖下す る 瞬 間 に 食追 に 送 ら れ る よ う 、 声門閉鎖 と 喉頸閉鎖に よ り 気道を遮断

する こ と であ る 。 ま た 飲食物が誤 っ て気道へ と 流入 し た場合に咳嗽反射に よ り 飲食物 を 体外に排出
す る 機能 も 含 ま れる 。 従って、 気道防御能 を 評価する と い う こ と は誤咤の有無 を 評価す る と い う こ
と であ る 。 咳テス トは不顕性誤唖の有無 を判別する ス クリー ニ ン グテストであり 、 気道防御 能 を 評
価で き る。

) b 頸部聴診法は 、 食塊 を 喋下す る 際に咽頭部で生 じ る 感下音、 な ら びに感下前後の呼吸音 を 頸 部 よ り
聴診する こ と で、 非佼襲的に喉頭佼入や誤唖 、 下咽頭部の貯留 を判定する 方法であ る 。

X C 反復唾液照下 テ ス トは誤感のスクリー ニ ン グ テ ス ト と して用 い ら れて い る が、 誤燕の疑いのみ診断
でき る こ と 、 むせの有無 を評価基準 と してい な い こ と か ら 、 気道防御能の評価に有効 と は い え な い。

d オー ラルディ ア ドコ キ ネ シ ス と は 、 舌 、 口 唇、 軟 口盗 な どの運動速度や巧緻性を 発音状況 に よ っ て
評価する 検査法であ る 。

ー噸a a 、 b 

［問題 60] 92 歳の女性。 今朝か ら 閉 口ができ な く な っ た こ と を 主訴 と し て、 訪 問歯科診療の依頼が
あ っ た。 義歯は最近、 外 し た ま ま に してい る と い う 。 初診時の頷貌写真 （別冊午前 No. 19 ) を 別 に示す。

最 も 疑われるのは どれか、 1つ選べ。

a 顎関節脱臼
b 顎関節弛直症
c 顎関節症 I 型
d リ ウマチ性珈関 節 炎

No. 19 
►障害者 ・ 高齢者歯科学

a 前 I I ま では症状がな く 、 今朝か ら 閉 1 1がで
き な く な っ た こ と を 考 え る と 、 発症が急で
あ っ た こ と が考 え ら れ る 。 正 貌写真 か ら 閉
口不能 、 側 貌写真 か ら 耳前部の陥没を認め
る 。 顎関節脱臼では 、 耳前部の陥没、 1月 口
不能 、 流涎、 人相の変化な どが認め ら れ る 。

b 顎関節強直症は、 顎関節内部の骨の癒済や関
節周囲の靭帯の石灰化 に よ り 顎関節が動かな
く なり 、 開Lil賄古が認め られる疾患である 。

� C 顎関節症 I 型は IIIJ.ll爵筋1旅',!;: を主徴 と した も ので、 主 な 症状 は 開 日 時而 、 1月 II f,!,,.'・片で あ る 。
d リ ウ マ チ性顎関節炎は 、 関節 炎が起 こ り 軟竹や骨が破壊 さ れて関節の機能が損なわれ、 放 っ て お く

と 関節が変形す る 疾患であ る 。 症状は顎関節の疼痛や開「l障岩で、 徐 々 に症状が強 く な っ て く る 。

働遍D
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［問題 61] 2 歳の女児。 17腔内診査を希望 し て来院した。 問診によ り 先天疾患があるという。 診察
の際 、 突然全身が突っ張った。 その時の写真（別冊午前 No. 20 ) を別に示す。

この反射はどれか 1つ選べ。
a 把握反射
b モ ロ ー反射
c 緊張性類反射
d バ ビンスキー反射

！ 

X a 把握反射は原始反射の1つである。 手常把握反射は手掌を指で
押すと握 り しめる反射で 、 足底把握反射は足指の付け根に触れ
ると、 つかもうと指を屈曲する反射である。

X b モ ロー 反射は原始反射の1 つ で、 仰臥位の児の頭を持ち 上げ、

急に手の ひらに落 下 さ せる と 、 両手を伸ばして抱きつくような
姿勢を示す。

C c 緊張性頸反射は原始反射の1つであ り 、 頸を右側に向けると右
側上肢が伸張、 左側下肢が屈冊 するものである。 正 ‘常発育であ
れば生後 5 、 6 か 月 で消失するが 、 脳性麻痺児ではこ の反射の残存がみられる。

X d バ ピンス キ ー 反射は原始反射の1つ で 、 足裏をこすると親指が反 り 返 り 、 残りの足指は外側に開く。

11]遍 c

►障害者 ・ 高齢者歯科学
N o.20 

［問題 62] 71歳の女性。 家族から1 1腔の管理を依頼さ れた。 3か ）J 前に脳卒中で片麻痺となり、 l
か月前から特別殺護老人ホ ー ムに人居 しているという。 完全介助であるが 、 会話はできる。 初診時
の患者の写其（別冊午前 No . 2 1 A) と義相の写真 （別冊午前 N o. 2 1 B ) を別に示す。

ま ず行うべき対応はどれか。 2 つ選べ。

a 直接感下訓綽
b 口腔消揺の実施
c 構音補助床の装着
d 義歯取扱いの指淋

X a 経口摂取が,1�可能な状態であるため 、 直接徳
下訓紬は適切ではない。

O b 義歯が装沿 されてお り 、 また下顎には歯が存在
することからU腔消据を実施する必要がある。

X C 会話はできるため構音補助床の装沼は必要な
Vヽ゜

d 義歯粘膜面にバイオ フ ィ ルムの付苅がみられ
るため 、 義凶の消掃など取扱いの指導が必要
である。

— b 、 d

No .2 1  A 
►障害者 ・ 高齢者歯科学

B 

［問題 63] 中切歯に斑状歯がみられた。

フ ッ 素の暴露を受けた時期はどれか。 1つ選べ。
a 胎生 4 - 6 週
b 胎生12 - 20 週
C 出生時- 5 歳
d 6 - 8 歳

►歯科予防処置

X a 、 X b 胎生 6 週以降に、 歯胚の形成が開始する。 フ ッ 素は胎盤を辿過しに く いため 、 乳歯では発症
が稀である。

c 中切歯は 3- 4 か ）J で石灰化が開始し、 5 歳で完了する。

d 6 歳以降では 、 中切歯はすでに石灰化は完了している。

�C 

点

歯のフ ッ 索症 （斑状歯）は フ ッ 化物による1栓性中形の1つ で、 歯の形成期に数か月から数年に渡 り 翡i農度
の フ ッ 化物を含有する飲料水を飲水したときに出現する。 フ ッ 素は胎盤を通過しに く いため 、 孔歯では発
症が稀である。

［問題 64] 歯固組織の形態の模式図を示す。

① ② 

仮性ポケ ッ ト はどれか。 1 つ選べ。

a ①  
b ② 
C J) 
d ④ 

③
 ④ 

►歯科予防処置

X a ① は正常な歯周組織である。

� h ② は仮性ポケ ッ ト（ポケ ッ ト底は七 メ ン トー エナ メ ル境にあり 、 歯肉のみ腫脹）である。
X C ③ は （骨縁J::.) 歯周ポ ケ ッ ト（ポケ ッ ト底は骨緑より歯冠側にある） である。
" d ④ は（骨縁下）歯周ポ ケ ッ ト （ポケ ッ ト底が骨緑よ り 根尖側）である。

働遍� b
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［問題 65] CPI 測定に川いる 器具の写真 （別冊午前No.22 ) を 別 に示す。
こ の器具で診査す る 項 目 は どれか。 2 つ選べ。

a 歯石付着
b 歯肉出血
c 付着歯肉幅
d ポケット深 さ

lill辿込�瀑.
X a 歯石の付着状況は診査項 目 に は 含 ま れない。

() b 歯肉から の出血はCPI プロ ー ブの挿入で診査する 。

X C 正確な歯周 ポ ケ ッ ト深さは測定できない た め 、 付着歯肉
幅は診査できない。

し d 大 ま かな歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ (4~5mm、 6mm 以上） を 診
査す る 。

働遍D b 、 d

No.22 
►歯科予防処置

［問題 66] 歯肉 炎 と 歯周 炎 を鑑別する所見は どれか。 1つ選べ。

a ポ ケ ット形成
b 歯根膜腔の拡大
c ア タッチ メ ン トロ ス
d プロ ー ビ ン グ時の出血

►歯科予防処四
： ＂ ＇  

X a 歯肉 炎は歯肉 に の み 炎症が限局しており 、 ア タッ チ メ ン ト ロ ス （付着の喪失） や歯柏骨吸収を 伴わな
い。 ポケットは歯肉 （仮性） ポ ケットが形成 さ れる 。 一方 、 歯周 炎は歯周組織の破壊を伴 う ため 、 ア
タッチ メ ン ト ロ スや歯槽骨の吸収が認め ら れ る 。 ポ ケ ット底部の根尖側への移動が認め ら れ る ため 、

柏周 （真性） ポケッ トが形成され る 。 ボケットは 、 歯 肉 炎 と 歯周炎の両方で認め ら れ る所見である 。

X b 歯根膜腔の拡大は 、 咬合性外似のエッ ク ス 線所見であ る ため 、 歯 肉 炎 と 歯周 炎の鑑別所 見ではない。

c 歯周炎は歯柏骨·吸収、 ア タッチ メ ント ロ ス を 伴 う 。 歯 肉 炎では認め ら れない所見であり 、 鑑別で最
も 厘要 となる 。

x d プ ロ ー ビ ン グ時の出血 (BOP) は 、 ポ ケ ッ ト 底部の炎症の有無 を 評価す る ため に用い ら れ る 。 歯肉
炎 、 歯周炎の どち ら で も 認め ら れ る 所見である 。

—

c 

［問題 67] 歯周基本治療で行 う の は どれか。 2 つ選べ。

a 永久固定
b 急性炎症の処置
c 根分岐部の形態修正
d 化学的プラ ー ク コ ント ロ ー ル

►歯科予防処置一X a 水久固定は 、 蘭周基本治療や歯周外科治療 に よ り 歯周組織の炎症及び歯 周 ポ ケットの改善がなされ
た段階で、 複数歯にわたる 固定が必要であ る 場合に行 う 。 口！空機能回 復治療で行われる 。

ヘ b 局所の急性炎症があ る 場合 は 、 応急処晋 と し て 炎症 を抑制し 、 歯周炎の治癒を促す。 必要 に 応 じ 、

抗菌薬の投与や咬合調整及び歯周 ポケット内洗浄など を 行 う 。

X C 根分岐部の形態修正は伯周外科治粗で行われる 。
d ¥ 肖蒋薬、 酵素剤などの薬物 に より 化学的 に プ ラ ー ク 形 成 を 抑制す る こ と を 化学的プ ラ ー ク コ ント

ロ ー ル と い い 、 歯周碁本治燎で行わ れ る 。 化学的プ ラ ー ク コ ン ト ロ ー ル は機械的プ ラ ー ク コ ン ト
ロ ー ル （プ ラ ッ シ ング） の補助的な位置付けで、 適切に使用す る こ と でプラ ー ク コ ン ト ロ ー ルの効果
を高める こ と ができる 。

... b 、 d

［問題 68] カ リ オス タット®を実施 し た結果 、 48 時 間後の培地の色調が青色であ っ た。
適切な指淋内容は どれか。 1 つ選べ。

a 口腔清掃励行
b 従来通り でよい
C 間 食の糖分摂取制限
d 糖分摂取 を 強 く 制限

►歯科予防処置

O b カ リ オ ス タッ ト Bは検体 と し て プ ラ ー ク を 用 い 、 プ ラ ー ク 中糸Ill歯の酸産生能 を 、 培地の 色調変化で
み る 方法であ る 。 次の基準 に 従 っ て 、 う 蝕活動性を判定する 。

0青鳳二
心配 やや （糾埃 非常に
な し 危険 危除

�b 

判 定 色 pH 指荘内容
+ + +  黄 4 0 口腔消掃励行 、 糖分摂取を 強 く 制 限

＋ ＋  黄緑 5 0 nil径清柑励行、 間我の糖分摂取制限
＋ 緑 6 0 口腔消掃励行

1『 7 . 0  往来通 り で よ い

（鉛 DH 22 : P620) 
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次の文を読み ［問題 69] 、 ［問題 70] に答えよ。

39 歳の男性。 定期検診のため来院し た 歯垢染色後のチャー ト ( o· L e aryの PCR による） （別冊
午前No. 23)を別に示す。

［問題 69] こ の患者の PCR ス コ アは どれか。 1つ選べ。
a 60% 
b 62% 
C 66% 
d 70% 

［問題 70] こ の患者に指禅する補助的消掃器具で適切でないのは どれか。 1つ選べ。
a 歯間プラ シ
b 水流圧洗浄器
C ラバーチ ッ プ
d デンタルフ ロ ス

次の文を読み ［問題 71] 、 ［問題 72] に答 えよ。

71歳の女性。歯肉の腫脹を主訴と して来院 し た。 歯科医師から口腔清帰指祁と下顎前歯のス
ケ ー リ ングを指示された。初診時の1 1腔内写真（別冊午前No. 24A) と エ ッ クス線写真（別冊午前

No. 24 8) を別に示す。

［問題 71] エ ッ クス線写真で観察で きるのはどれか。 2 つ選べ。
a 歯肉腫脹
b 歯石沈苅
c 根管充埴
d 水平性骨吸収

［問題 72] ス ケ ー リ ング後に起 こ り 得るのは どれか。2 つ選べ。
a 肉の変色
b 歯肉の退縮
c 象牙質知覚過敏
d 歯の動揺度の増加

3
1
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►歯科予防処置

No. 23 
In 

｀ r 
（ 百 ： ボンテ ィ ッ ク）

Br 

［問題 69) 
Oct PCR は歯頸部のプラ ークの付新の什・ 無を評価する。対象歯は第3大臼歯を含む全歯で、 プ リ ッ ジの

ボンテ ィ ッ クは対象外 と するが 、 全部被覆冠 、 イン レ ー 修復されている歯は対象歯となる。
70歯面

25 歯 X 4 歯面 X l00 = 70% 

［問題 70) . 
Oa 歯間隣接面の消掃には歯lllJ プ ラシを使用する。

b 水流圧洗浄器は食物残液の除去やボンテ ィ ッ ク部の消掃に使用するが、 歯垢の除去効率は高 く なく
設間の場合は適切ではない。

C ラ パーチッ プは歯/UI空隙に挿入して歯肉マ ッ サー ジを 口 的として使用する。
) d デンタルフロ スは珀間に挿入して 、 歯而に圧接 しながら上下方向に動かして歯垢を除去する。

·瀑● ［問題 69) d 
［問題 70) b 

No.24 A B
 

►歯科予防処置

1;.i:.』/.;・
［問題 7 1 ]  
" a 歯肉腫脹は1 1腔内写貞では観察されるが 、 エ ッ クス線写真では確認で きない。

b 歯頸部に歯石によるエ ッ クス線不透過像が確認で き る
入 c 根管允墳材はエ ッ クス線,j,透過像と して確認で き るが 、 エ ッ クス線写真上に根智允板を思わせる不

透過像は確認で き ない
こ d 歯柏骨の水平性骨吸収が確認できる。

［問題 72] 
a 歯が失活するわけではないため 、 歯の変色が起 こ ることはない。

こ b 歯肉の炎症が消退するため 、 歯肉は退縮する。
C ス ケ ー リ ングにより根面が露出するため 、 象牙質知北過敏を里することがある。

X d 歯肉の炎症が消退するため 、 歯の動揺度は減少する。

働遍ta [問題 71] b 、 d
［問題 72] b 、 C
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［問題 73) ス ケ ー ラー 刃部の歯面に対する操作角 度で適切な組合せ は どれか。 2 つ選べ。

a 超音波 ス ケ ー ラー 15 度
b シ ッ ク ル タ イ プス ケ ー ラー 45 度
c グレーシー タ イプキュ レッ ト 70 度
d ユニバーサル タ イ プキ ュ レ ッ ト 90 度

►歯科予防処置

C匹●
a 超音波 ス ケ ー ラー の使用 角 度 は 、 約15 度である 。

X b シ ッ クル タ イ プス ケ ー ラー の操作角度は 70 - 85 度であ る 。
c グ レ ーシー タ イ プキュレ ッ ト の適切な操作角 度 は約 70 度である 。

X d ユニバ ー サ ル タ イ プキ ュ レ ッ ト は 、 グ レ ー シ ー タ イ プキュ レ ッ ト 同 様 、 適切な操作 角 度 は約 70 度
で あ る 。

·量19 a 、 C （鉛 DH 22 : P 593) 

［問題 74] 唾液を検体とする う 蝕活動性試験は どれか。 2 つ選べ。

a Swab Lest 
b RD テ ス ト R
c Dentocult®- LB 
d カ リオ ス タ ッ ト ®

►歯科予防処四

•::fa! 込�·
x a Swab test は プ ラ ー ク を検体とする う 蝕活動性試験で、 プラーク 中 酸産生菌の酸産生能 を評価する 。

b RDテス ト ®は唾液を検体とする う 蝕活動性試験で、 レサズリン 遠元性菌の活性を測定する 。

) c Dentocult 8 - LB は唾液を検体とす る う 蝕活動性試験で、 乳酸杵消数 を測定す る 。

X d カ リ オ ス タ ッ ト ®はプラー ク を 検体とす る う 蝕活動性試験で 、 プラー ク 巾酸産生菌 の酷Jl{fl_ 能 を 評
価す る 。

.. i瀑） b 、 C （叫 DH 22:P61 6)

［問題 75] 体重 1 5 kg の小児 に 対 して 2%フ ッ 化ナ ト リウム の歯面塗布を 指示された。
安全に使用 で き る 1 回の使用上限屈 は どれか。 1つ選べ。

a 3 mL 
b 4 mL 
c 5 mL 
d 6 mL 

►歯科予防処置

O a フ ッ素念性中森 （悪心嘔吐） の発現姑 は 2 mgF kg で あ る 。 体重が15kg の場合 、 発現屈 は 30mgF
となる 。 2% NaF に 含 ま れ る フッ素拡は 9 mgF/mL あ り 、 中毒の発現饉 は 3 . 3 ml となる 。
そ の た め計符上 3 mし ま で使用で き る 。

·瀑• a 

← 

［問題 76] グラス ア イ オ ノ マ ー 系シ ー ラ ン ト 材と比較した Bis - GM A 系シ ー ラ ン ト 材 の 特徴で正
しいのは どれか。 2 つ選べ。

a 歯質接着性が小さい。

b 酸処理が必要である 。

c フ ッ 素徐放性があ る 。
d ラバー ダム防湿が必要で あ る 。

►歯科予防処置

� x a Bis GM A 系 シ ー ラ ン ト 材は コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン を ベー ス にしてい る た め 、 接沿性モ ノ マー により
高 い歯質接済性 を示す。

C b 接着性モ ノ マ ー による エ ナ メ ル質への接沿 の た め 、 エッチ ン グ は必要 であ る 。

X C フ ッ 素徐放性を有す る の はグラス アイ オノマー 系で あ る 。

" d レ ジ ン 系シー ラ ン ト 材 は確実な接着の た め に 、 ラバー ダム1坊湿が必要 で あ る 。 グラアイ オ ノ マ ー 系
シー ラ ン ト 材はラバ ー ダム防湿が行えない歯に も 適用可能で あ る 。

� b . d 

［問題 77] 幼稚園の年長児 を 対象 に フ ッ 化物洗口 を実施す る こ と にな り 、 保設者への説明を 依頼さ
れた。

説明内容で正しいの は どれか。 2 つ選べ。

a 洗口実施 日 は飲食や う がい を 控 え る 。

b 園 での フ ッ 化物洗口頻度は週 1 回で あ る 。

c 洗「l液は誤って 1 回飲み込 ん で も 問題ない。
d 萌出直後の永久歯で は う 蝕予防効果が尚い。

►歯科予防処置

11I月.!J;l.-'it-.
> a 有効性 を 高 め る た め 、 洗 1 1 後 30 分 は 飲 食や う がい を 控 え る 。 ま た 、 教育 的な配慮か ら 洗 口 に 先

立 っ て歯磨 き を す る こ とが勧め ら れている 。

X b フ ッ 化物洗口 は頻度 に よ り 、 毎 H 法と週 1 回法に分け ら れ る 。 幼稚園児では�!i ll 法が推奨され る 。
ぐ c 誤 っ て 1 回洗口磁を飲み込ん で も 問題ない こ と を 説 明す る こ と は 、 保護者を 安心させ る た め に も 必

要であ る 。

d 萌出直後の永久歯への効果は高 い 。

3
1
1
 

� c 、 d
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［問題 78] 80 歳の男性。 口腔乾燥を主訴と し て 歯科訪問診療の依頼を受けた。 脳梗塞の既往があり 、

半身麻痺がみ られる 。 1 年前か ら 介護保険施設に 入所しており 、 1 1腔消掃方法を指祁す る こ ととなっ た。
口腔消掃時の患者の体位で適切なの は どれか。 1つ選べ。

a 仰臥位で顔 を 健側 に 向 け る 。

b 仰臥位で頗 を麻痺側 に 向 け る 。

c 側臥位で顔の健側 を 下 に す る 。
d 側臥位で頻の麻痺側 を 下 に す る 。

ailllitt訟』
O c 片麻痺の患者では患者に 恨lj臥位を と ら せ 、 頻の健側 を 卜1MIJ に す る 。

� c 

►歯科保健指導

［問題 79] ロ コ モテ イ プシ ン ド ロ ー ム が疑 わ れ る 症状は どれか。 1 つ選べ。

a 細かい字が見え に く い。

b 食事の際に むせやすい。

c 片足立ち で靴下がは けない。

d 蔽 近 の 出 来事が思い出せない。

►歯科保健指甜

. 北!:迄�』9
X a 「細かい字が見 え に く い」 は視力低下である 。

X b 「食事の際に むせやすい」 は摂食、 唸下機能の低下が疑われる。
{) C ロ コ モ テ イ プ シ ン ド ロ ー ム と は 、 「運動器 の 障 害」 によ り 「要介設になる 」 リ ス ク の 翡い状態にな

る こ と を さ す。 健康 日 本 21 に お い て も 、 ロ コ モテ ィ ブシ ン ド ロ ー ム 、 メ タ ボ リ ッ ク 症候群 、 認知
症 を 健康封命 、 介設予 防 を 阻 害す る 3 大因子と し て そ の対策を重視 し て い る 。 「片足立ち で靴下がは
けない」 は辿動器の低下であり 、 ロ コ モテ イ プ シ ン ド ロ ー ム が疑われる 。

X d 「蔽近の 出 米事が思い出せない」 場合は認知症が疑 わ れ る 。

�瀑►

［問題 80] 糖尿病患者の特徴は どれか。 2 つ選べ。

a U腔乾燥
b 易出血性
c 体重増加
d 創似治癒遅延

►歯科保健指導

C;;U趾�l』
の a 尿 に 多砿の糖が出る ため尿の浸透｝土が上昇 し 、 尿砿が増加する こ とで1 1腔乾燥や皮府の乾燥が生 じ る 。

X b 易出血性は 血小板の異常や凝固因子の異常などが原因で生 じ る こ と が あ る 。 糖尿病 は関係 しない。

X C 糖尿病では糖代謝の低 Fがみ ら れ る 。 よっ て エ ネルギー 産生のため に脂質や タ ン パ ク質代謝が行わ
れ 、 体重減少がみ ら れる 。

d 糖代謝異常 に 伴 う It染防御機構の機能低下や、 血管隙 害 の た め組織への酸素供給が低下 す る こ と
で、 易感染性や創但治癒遅延 を 引 き 起 こ す。

�瀑► a .  d 

［問題 81] 健康増進法で規定して い る の は どれか。 1つ選べ。
a 喫煙防止
b 特殊健康診断
c 歯科疾患実態調査の実施
d 市町村に よ る 歯 周疾患検診の実施

►歯科保健指導

宝it却，
X a 喫煙の防止ではなく 、 多数の者が利 用 す る 施設を管理す る 者 に 対 す る 受動喫煙の防止であ る （ 努力

目 標） 。
X b 特殊健康診断 と は 、 法令で定め ら れた 業務 ま た は特定の物質を取り 扱 う 労働 者 を 対象 に し た事業主

が行う 健康診断で あ る 。 労働安令衛生法で規定 さ れ る 。

X C 歯科疾患実態調査は 、 わが国 の歯科保健状況 を把握 し 、 今後の歯科保健医療対策の推進に 必要な基
礎惰料 を 得 る こ と を H 的と し て実施さ れ て い る 。

C d 従来 、 老 人保健法で規定 さ れて い た 保健事業で医療保険者が実施す る こ ととなった事業以外は 、 市
町村に お い て健康増進法に基づいて実施され て い る 。

働遍ia9 d 

［問題 82) 12 歳の男児。 歯垢の染め 出 し を 行 っ た写呉 （別冊午前No. 2 5 ) を 別 に示す。

17腔清掃指森に先立 っ て 行 う 問診内容で優先順位の高いのは どれか。 2 つ選べ。
a l 日 の生活リズム
b 甘味類に対す る 嗜好
C デ ン タ ルフ ロ ス の使用
d フ ッ化物溶液歯面敬布の経験

lilll.!! 訊曇
O a 生活の乱れが う かがえ る ので 、 1 日 の生活 リ ズ ム を 間 診 す る

こ とが俊先される 。

C b 甘味類の摂取は歯垢の形成 を 促 し 、 う 蝕や歯肉炎発生のリス
ク を 高 め る た め 、 甘味賭好 を 問診す る こ と も 優先 さ れ る 。

X C デ ン タ ル フ ロ ス を 使用 し て い る と は考 え に く い歯口掃除状況
で あ る 。 ま ずは歯ブラシ による歯口掃除指祁 を 優先 さ せ る べ
き で あ る 。

X d I I腔清掃状況とフ ッ 化物歯面塗布 に 、 そ れ ほ ど強い関 連 はない。

lfE9 a 、 b

►歯科保健指導
No.25 
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［問題 83] 65 歳の女性。 前歯の動揺 を主訴として来院した。 基礎疾患として尚血圧症があ り 、 現在
投薬治療 を継続中で あ る 。 検査の結果、 慢性歯周炎と 診断 さ れ 、 歯周基本治療 を 行なっ た 。 SPT 移
行時の口腔内写真 （別冊午前 No. 26 ) を 別 に示す。 再評価時検究結果の一部 を 表に示す。

動揺度 ＊ ＊ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
唇 側 ＊ 2 2 2 3 1 2 2 1 2 2 1 3 3 1 2 2 2 2 

LI蓋側 ＊ 3 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 

歯 種 叫 叫 _lJ LL 旦 は
歯 種 百l 可 了 甘 阿 阿
舌 側 ＊ 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 3 

唇 側 ＊ 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 

動揺度 ＊ ＊ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
プロ ー ビ ン グ深 さ (mm)

* * · Miller の•‘判定基準

患者への説明で適切なの は どれか。 2 つ選べ。

a 「飲み薬が変更 さ れた ら 教 え て く だ さ い 」
b 「歯 と 歯の間 は フ ロ ス を 使 っ て 朋 き ま し ょ う 」
c 「固定が外れる ため 、 あ ま り 咬 ま ずに政べま し ょ う 」
d 「 う 蝕予防に 、 フ ッ素の入 っ た歯磨剤 を 使用 し ま し ょ う 」

31
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No.26 
►歯科保健指切

．澁伍凶、99
O a 降圧薬の種類 によっ て は歯肉増殖症や口腔乾般症などを 生 じ る ため 、 来 院時 に 必ず確認する 必要が

あ る 。
X b 下顎前歯部は著明な歯肉退縮が認め ら れ る 。 歯間消掃 は フ ロ ス よ り 歯 間 ブ ラ シが有効であ る 。
X C 通常の食事で固定が脱離す る よ う であ れ ば、 咬合調整不足や強度不足が考 え ら れる ため 、 来 院 ご と

に調整する 必要がある 。 あ ま り 咬 ま ずに 食べ る と い う よ う な指示 は 行わない。

し d 下顎前歯部 は歯肉退縮し 、 根面の露出がみ ら れ る 。 硲出根面 に は う 蝕が発生やす く なる ため 、 う 蝕
予 防 に フ ッ素入 り 歯磨剤 を 使用 す るのは有効であ る 。 た だし 、 歯磨剤 に 含有 さ れる 研磨剤 によ り 楔
状欠損 を 生 じゃす く なる ため注意 を 要 す る 。

� a 、 d

［問題 84] 令和元年 国民健康 ・ 栄養調査結果の概要を図 に示す。

( % )  
0

0

0

 

5

4

3

 20 I ,,.--
-

,,.--
-

20.8 21.1 21.5 19.4 20.3 21.3 19.2 20.6 21.9 21.9 22-3 

10 

ー・一 男性 ---- 女性

30.5 30.4 30.3 31.3 30.7 32.2 33.0 
29.1 28.6 28.7 29.5 

゜
平成 22年 23年 24年25年 26年 27年 28年 29年30年 令和
21年 元年

この調査項 目 は どれか。 1つ選べ。
a 肥満の割合
b やせの者の割合
c 高齢者の低栄投傾向の者の割合
d 「糖尿病が強 く 疑わ れ る 者」 の割合

►歯科保健指導
鼈紺t,r.t.-if•
O a 肥満者 (BMI ;.;; 25 kg/m り の割合は 男 性 33 . 0%、 女性 22 . 3%であ り 、 こ の10 年 間 でみ る と 、 女

性では有意な増 減 は み ら れないが、 男性では平成 25 年か ら 令和元年の 間 に 有 意 に増加 し て い る 。

X b やせの者 (BMI< 18 . 5 kg/m り の割合は男性 3 . 9% 、 女性11. 5%であ り 、 こ の10 年 間でみる と 、 男
女 と も 有意な増 減は み ら れない。 ま た 、 20 歳代女性のやせの者の割合 は 20 . 7%で あ る 。

X C 65 歳 以上の高齢者の低栄養傾向の者 (BMI � 20 kg/ m り の割合は男性12 . 4%、 女 性 20 . 7%であ
り 、 この10 年 間 でみ る と 男 女 と も 有意な増減はみ ら れない。 年齢階級別 に み る と 、 男 女と も 85 歳
以上でその割合が裔 い。

X d 「糖尿病が強 く 疑 わ れ る 者」 の割合は男 性19 . 7%、 女性10 . 8%であ る 。 こ の10 年 間 で み る と 、 男
女 と も 有意な増減は み ら れない。 年齢階級別 に み る と、 年齢が高い層でその割合が高 い。

� a 

［問題 85] 3 ~ 5 歳児の1 日 の摂取エ ネ ルギ ー に 対す る 間 食の摂取エ ネ ルギー の l=I 安で 適切なのは
どれか。 1つ選べ。

a l ~  5 % 
b 5 ~  10 % 
C 10 ~15 % 
d 15 ~20 % 

►歯科保健指導
畿:f1距tl•
O d 幼 児 は1 日 に 必要な栄投を 3 回の食事では満 たせない た め 、 1- 2 回の間 食が必要となる 。 間 食の

摂取エ ネ ルギー批の 目 安 は 、 1- 2 歳児で 1 日 の摂取エ ネ ルギー 拡の10 -15%、 3 - 5 歳児で15-
20%に す る のがよ い。

働遍D d 
42 43 



31
1
 

「
←

次の文を読み ［問題 86] 、 ［問題 87] を 答 え よ 。

52 歳の女性。 冷たい も の が し み る こ と を主訴と し て 来 院 した。 初診時の問診を 以下に示す。 口腔
内写真 （別冊午前No. 27 ) を 別 に示す。 視診では口腔消掃状態は良好であ る 。

歯科医師 ：
①

いつか ら し み ま すか ？
患 者 ： 2 か月 ほ ど前か ら です。

歯科医師 ： どのよ う な痛みですか ？② 
患 者 ： 刺 すよ う な痛みです。
歯科医師 ： どのよ う な歯 ブ ラ シを 使川 し て い ま すか ？③ 
患 者 ： 硬めです。

歯科医師 ： 4 場合 によっ ては神経 を 取 る こ と になり ま すが、 よ ろ し いですか ？
患 者 ： はい 。

［問願 86) 閉 ざ さ れた質問はどれか。 1つ選べ。

a ①  
b

② c ③  
d ④  

［問題 87) こ の患者への歯科保健指禅で正 し いのはどれか。 2 つ選べ。
a し み る 部分は避けて磨く 。

b プラ ッ シ ン グ圧 を 弱 め る 。
c ブラ ッ シ ン グ方法を確認する 。

d 硬い食べ物 を で き る だ け控える 。

．湿滋�i·
［問題 86] 
X a 、 X C ① 「いつか ら しみ ま すか ？」 、 ③ 「どのよ う な歯プラ シ を

使用 し て い ま すか ？ 」 は、 共点 を紋 った開かれた質問である 。

X b 
② 

「 どの よ う な痛みですか ？」 に 対 す る 答 え 方は多様であ り 、

間かれた質問である 。
d ④ は 「はい」 「 い い え 」 で答 え る質問であ り 、 閉 ざ さ れた質問

である 。

►歯科保健指導

No.27 
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［問題 87) 
X a 、 c 過度なブラ ッ シン グ圧による 知覚過敏症が原 因 と 考 え ら れ、 治療後はプラ ッ シ ン グ圧に注意

しなが ら磨 く よ う 指祁する 。
ヘ b 歯プラ シの硬 さ とプ ラ ッ シ ン グ圧が原 因 と し て 考 え ら れ る ため 、 「ふつ う 」 の刷毛の歯 ブ ラ シで、

ブ ラ ッ シ ン グ圧 を 弱めて磨 く よ う 指淋す る 。
X d 象牙質知党過敏症と食べ物の硬 さ は関係ない。

�遺 ［問題 86) d 
［問題 87) b 、 C

［問題 88] 障 害者の歯科医療体制で二 次医療機関はどれか。 2 つ選べ。
a 大学附属病院
b 一般歯科診療所
c 口腔保健セ ン タ ー

d 障 害者歯科セ ン タ ー

►歯科保健指導

鼈JぷD
a 三 次医療機関は、 障 害者専門診療科 の あ る 機関で、 大学付属病院や総合歯科術院が該当す る。

x b 一次医療機関である 一般南科診療所では、 軽 度の 障 害のあ る 人 を 対象と し て い る 。

C 、 � d 二次医療機関は、 地域歯科医師会や自治体が開設 ・ 運営する 機関で、 口腔保健セ ン タ ー や1坑
害者歯科セ ン タ ー が該当する 。

fil讀. C 、 d

［問題 89] 「 日 本 人 の 食事摂取基準」 で生活習恨病 の 第一次予防のため に 策定 さ れて い る のはどれ
か。 1つ選べ。

a 推奨品
b El標量
c 耐容上限址
d 推定平均必要蜀

X a 推奨批は、 あ る 舟染 団 の ほ と ん ど (97~98%) の 人 に お い て 1 日 の必要砿を 満たすと椎定 さ れ る 1
日 の摂取批である 。

b 目 標批は、 生活習慣病の一次予防を 日 的 と し て 、 現在の 日 本人が当 面の 目 標 と すべ き 摂取茄である 。
X C 耐容上限批は、 ある 母集団に属する ほ と ん どすべて の 人 々 が、 健康障 害 を も た ら す危険がない とみ

な さ れ る 習恨的な摂取屈の上限を与え る批である 。

X d 推定平均必要最は、 あ る 母集団 に お け る 平均必要批の推定値である 。 あ る 母集 団 に 屈 す る 50%の 人
が必要砿 を 満たす と 推定 さ れ る 1 日 の摂取祉である 。

... b 

►歯科保健指導

（ 鉛 DH22:P688)
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［問題 90) 75 歳の男性。 食事摂取の困難を主訴と し て 、 介設老人福祉施設か ら 訪問歯科診療の依頼
が あ っ た。 約1か月 前か ら 食事時間が延長 し 、 摂取屈は著 し く 減少 し て い る とい う 。 認知症 は あ る
が他に特記すべ き 疾患 は な い。 BMI は 1 8 .1であ っ た。 使用中 の義歯に 問題は な か っ た。 食事観察
では 、 隣席の入所者の動 き に 気を と ら れ 、 し ば し ば食事を 中 断 し て い た。 過去1年 間 の 体直変化を
図に示す。

31 

体重記録 ( 2 o / I, 年 ）
1 月 2月 3月 5月 6/l 7月 8月 9月 10月 I I 月 12月

刃 定 日 I I a I a 7 日 2 8 b 日 L/.. a I B 5 日 3 a '7 8 ,, 8 
体 重 5う、 3幼 ,,, .1,. p、 0kg 5巴b 5-'、 匂 炉·7k fl . !_1cg !;_o_._ t短 r;l ,_f kg 4_'f、rko 41,? kg t., 1 , 31@ 

(:,0 ....... 一.........一•••一··-•············-•······-·-···七······-··一←· ·······-··>-・ー••一....................

,,., .』•••一. ' -····

1- --� 三戸三,�
so +----t-·······1··-··-··-··1·········· ····+······ ········1·········-·-l··-··-······ ···-·-··- ··-··········-· ··-··-· 一. ·-········· ·  

適切な対応は どれか。 2 つ選べ。

a 経過を観察する 。

b 義歯の新製を行 う 。

C I燕下機能訓練を行 う 。

d 声かけを し て 食事を促す。

►歯科保健指導

� X a 体重変化の推移から 、 今後、 巖痩 （ る いそ う ） に至る 可能性が高い。 従っ て、 経過観察は不適切である。

X b 使用中の義歯 に 問 題 は な い ため新製は行わ な い。

_) C 本症例 に お け る 食事時問の延長と摂取批の減少は 口腔機能低下 （ いわゆ る オー ラルフ レ イ ル） に 伴 う
事象と考え ら れ る 。 ま た 、 食事の中断は認知症 に よ る 症状 と 考 え ら れ る 。 BMI は18.1で、 巌痩で
は な いが、 過去 1 年 間の体韮変化の推移か ら 、 何 らかの対応が必要であ る 。 設 問 に は 摂 食 ・ ！燕下機
能 に 関 す る 記述がな く 、 食事摂取のI窟害に礫下機能が関与 し て い る か ど う か不明である 。 た だ し 、

摂食 ・ 嗚下 も 含め た 口 腔機能の低下が疑われる こ とか ら 、 照下機能訓練を実施す る 必要性があ る と
考 え ら れ る 。

O ct 周 囲 に 気をと ら れ食事が中断 し て い る こ とか ら 、 気が逸 れ な いよ う 、 積極的に 声かけを行 っ て 食事
を促す。

働ー・ 瀑► C 、 d

［問題 91] 見当識障害で認識で き な く な る の は どれか。 1つ選べ。

a 現在の時刻
b 自 分の氏名
c 道具の使い方
d 自 分の生年 月 日

►歯科保健指導

鼈誹乱如、直’
O a 見当識とは 、 時 間 ・ 場所 ・ 人 な どか ら 、 自 分の笛かれた状況を理解 し 判 断す る 能力である 。 見当識

が障害され る と 、 現在の時刻 、 現在自 分 の 居 る 場所 、 目の前 に 立 っ て い る 人物の認識ができ な く な
る 。 ま た 、 自 分の氏名や生年 月 日 が認識で き な く な る こ とは記憶障害 、 道具の使い方が認識で き な
く な る こ と は失行症 、 視界半側 の空間が認識でき な く な る こ と は半側空間無視と呼ばれ 、 こ れ ら は
窃次脳槻能陪古の主症状と し て知 ら れて い る 。

�a 

［問題 92] 85 歳の男性。 屋内での生活は何らかの介助を要 し 、 日 中 も ベ ッ ド上での生活が主体であ
る が、 座位を保つ こ とはでき る 。 車椅子への移乗 に は 介助が必要である 。

「隊害高齢者 日 常生活自立度の判定基準」 の ラ ンク は どれか。 1つ選べ。
a A 
b B - 1  
c B - 2 
d C 

鼈北渇ふ●
O c ( 妻二 点 参照

� C 

要 点

＠ 障害高齢者の日 常生活自立度判定基準

►歯科保健指導

（図 DH 22 : P 483)

判 定 ラ ン ク 動 作
何 らかの1液害等 を 有 す る が、 日 岱生活はほぽ自 立 し て お り 独力 で外出する

生活 自 立 J J - 1 交通機関等 を利用 し て外出する
J - 2  隣近所へな ら 外出する

屋内での生活は概ね 自 立 し て い る が、 介助な し に は外 出 し な い
準寝た き り A I A - 1  介助 に よ り 外出 し 、 H 中 は ほ と ん どベ ッ ド か ら 離れて牛活する

I A - 2 外出の頻度が少な く 、 日 中 も 寝た り 起 き た り の生活を し て い る
座内での生活は何 ら かの 介 助 を 要 し 、 日 中 も ベ ッ ド上での生活が主体であ る が、 庄位
を保つ

B I B - 1 車いすに移乗 し、 食事、 排泄はベ ッ ドか ら 離れて行う

衷 た き り [ B - 2 介助 に よ り 車いすに移乗する
1 日 中 ベ ッ ド上で過 ご し 、 排泄、 食 中 、 滸替において 介助 を 要する

C I c - 1 自 力 で寝返 りをう つ

J C - 2  自力では寝返 り も う た な い
（平成 3 年 II 月 18 日 老健第 102 - 2 サ)'/.生省大臣't>;房老人保健福祉部屈通知）
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［問題 93] 禁煙指心の行動変容 ス テ ー ジモ デ ル に お け る 「無関心期」 での指禅内容で適切なの は ど
れか。 2 つ選べ。

a 禁煙開始 1::1 を 提案する 。

b ス ト レ ス ヘの対処法 を 考 え る 。
c 健康や喫煙 に 対す る 考 え 方 を 聞 く 。

d パ ン フ レットで客観的情報 を提供する。

3
1
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► 歯科保健指導

� 
X a 禁煙開始 日 を 決定させるのは禁煙の意志があ る 準備期である 。

X b スト レ ス ヘの対処法 を 考 え るのは 、 実行期 に お け る 指禅内容である 。
つ c 、 O ct 健康や喫煙 に対す る 考 え 方 を 聞 く ことや、 パ ン フ レッ ト で客観的情報を提供す る こ と は 、 無

関心期 に 行 う 指禅内容である 。

·直い● C 、 d

芸―占

＠ ステージ別の禁煙指導

（ 鉛 DH 22 : P 671)

ステー ジ 状 態 介入法
① 健康や喫煙に対する 考 え 方 を 開 く 。

② パ ン フ レ ットで客観的梢報を提供する 。

無関心期 6 カ 月 以内に禁煙 し よ う と思わない。 ③ 完全禁性の重要性 を説明する 。

④ 禁煙について の関心 を 問 う 。

⑤ 禁煙が楽 に で き る 方法があ る と 伝 え る 。

① 喫煙の メ リ ッ ト と デ メ リ ットを確認する 。

悪 い と は わ か っ て い て も ま だ焚煙 ② 梨煙への妨げになる も の を 確認する 。

関心期 に踏み切れない。 し か し 、 6 ヵ 月 以 ③ 市販の ニ コ チ ン ハ ッ チの こ と を説明する 。

内 に は禁煙を始め る つ も り であ る 。 ④ 保険が使える禁煙外来のこ と を説明する 。

⑤ 梨煙補助薬を使用す る と 楽に梨煙がで き る こ と を説明する 。

① 具 イ本的に簡 用な達成 1=1 標や禁煙/)fl 始 LI を提案する 。

l 力 月 以 内 に 禁煙 し て み よ う か と ② う ま く い っ た こ と を ほめ 、 失敗の原因を恩い出す。

準備期 考 え い る 、 ま た は す で に 少 し ずつ ③ 市販のニ コ チ ン ハ ッ チ の こ と を説明する 。

禁煙 を開始 し て い る 。 ④ 保険が使 え る 禁煙外来の こ と と を説明する 。

⑤ 槃煙補助楽 を 使用する と 楽に禁煙がで き る こ と を 説明する 。

① スト レ ス ヘの対処法を考える 。

実行期 禁煙 中 で あ る が、 ま だ 6 カ 月 ま で ② 失敗 し やすい状況を確認し避ける 。

経 っ て い な い。 ③ つ い 1 本の怖 さ を 説明する 。

④ 禁腔の効果を確認する 。

① 簡単な時期だがな いが し ろ に さ れて い る 。

② 離脱症状 と 戦っ た禁煙成功者 を孤独に し な い姿勢。

維持期 6 カ 月 以 I::.禁坪 を継続で き て い る 。 ③ 喫煙に対する気持ちの確認と 修正。

④ つ い 1 本の'I/ii � を説明する 。

⑤ 再発 し やすい状況 を確認 し 、 対処する 。

［問題 94] 84 歳の女性。 グ ルー プ ホー ムの職貝より 、 最近食事が し づ ら く なっ たと い う 依頼があり 訪
問歯科診療を行っ た。 ある訓練を実施す ることになっ た。 訓練時の写哀 （別冊午前 No. 28 ) を 別 に示す。

改善が期待 で き る の は どれか。 2 つ選べ。
a 舌 圧
b 唖下反射
c 口唇閉鎖機能
d 鼻咽腔閉鎖機能

鼈拉も、
X a 舌圧の改善は舌抵抗訓練などを行 う こ とで改善で き る 。
X b 吹 き 戻しは感下機能の改善は期待でき るが廃下反射の改善は期待で きない。

O c 設問の写真は 吹 き 戻し （巻 き 笛） を 使用 し た 訓 練 を 行 っ て い る ところであ
る 。 吹 き 戻 し は摂食喋下 障 害 に お け る リ ハ ビ リ テー シ ョ ン に 用 い ら れ る
こ と があ り 、 食物 を 使用 しない間接訓練の1つである 。 期 待で き る 効果
と し て呼吸機能の改善、 発声機能の改善 、 鼻咽腔閉鎖機能の改善、 構音
機能の改善、 口唇閉鎖機能の改善などがあげられる 。

r d 吹 き 戻し は 鼻咽腔が閉鎖で き て いない と 正 し く 行 う こ とがで き ない。
従 っ て 、 訓練 を 行 う こ と で恥咽腔閉鎖機能の改善が期待で き る 。

� c 、 d

►歯科保健指導
No.28 

［問題 95] ある スク リ ー ニ ン グ検杏中の写臭 （別冊午前 No. 29 ) を 別 に 示す。
この検査で正しいのは どれか。 2 つ選べ。
a 口 腔 ケ ア 後 に行 う 。
b 喋下反射惹起性 を 評価す る 。
C 10 秒以内に何同感下で き る か観察する 。

d 喉頭がわずかに挙上した場合 も 1 同 と カ ウ ン トする 。

·↓ 1;1i-ia 
ヘ a 反復唾液唖下テ ス ト を 行 う 際 は 、 唾液の誤照の叶 能 性 を 考 慮 し

て実施前 に 口 腔 ケ ア を 行 う のが望 ま し い。
O b 反復唾液感下テストは誤喋のス ク リー ニ ン グ検壺と し て 頻 用 さ

れ て い る 方法で、 唾 液 を 空唖下 さ せ、 随意 的な唖 F反射惹起性
を 評価する検査である 。 30 秒以内に何回唖下 で き る か を 観察 し 、

甲 状軟骨が指 を 乗り 越 え た 場合を1 回 と カ ウ ン ト し 、 3 栢1/30
秒未満であれば誤喋の疑いがある と判断する 。

X C 反復唾液喋下テス ト は 30 秒以内に何回感下で き る か を 観察する。
X d 喉頭が挙上 し き らない場合は1 回とカウ ント しない。

►歯科保健指導
No. 29 

� a 、 b
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［問題 96] 歯科用器具の写真 （別冊午前No. 30 ) を 別 に示す。

AIDS 患者に使用 後の消甜に最 も 適し て い る の は どれか。 1つ選べ。

a グ ル タラー ル
b ク レ ゾー ル石けん
c 塩化ベ ン ザルコニウム
d 次亜塩素酸ナ ト リ ウム

�」 fl,i '
O a HI V ウイ ルス に は 、 グルタラー ル や次亜塩素酸ナ トリウム、

哨蒻用エタノ ールが有効である。 消毒薬には金属腐食作用
を有す る も のがあるため注意して使用する。 グルタラールは
HIV ウイル ス に有効であり 、 金屈に使用できる。 AIDS 患者
に使用 し た ス ケーラー の消覇に最も適している。

X b クレ ゾー ル石けんは HIV ウ イ ル ス に無効であり 、 金J函 に
適 さ ない 。

X C 塩化ベ ン ザル コ ニウムは HIV ウ イ ルス に無効であ り 、 金
属 に は使用でき る 。

X d 次亜塩素酸ナト リ ウム は HIV ウ イ ル ス に有効であ る が、 金属 を 腐 食 さ せ る た め 金属 製の 器具 の 消
甜 に は適 さ ない。

� a 

No. 30 
►歯科診療補助

［問題 97] 歯科用器具の写真 （別冊午前 No. 31 ) を 別 に示す。

こ の器具 を使用する 前 に 行 う の は どれか。 2 つ選べ。

a アル コ ー ル によ る 清拭
b 注水回路残留水の排出
c ポ イ ン ト ・ バ ー の 回転方向の選択
d ボ イ ン ト ・ バ ー の固定状態の確認

t.+.』�!1--=-t.•
X a ア ル コ ー ル に よ る 消拭では不完全であ る た め 、 内 部 ま で洗浄し

た 後、 滅菌処理を 施す必要がある 。

O b 写真の器具 は 、 エアター ビ ン ハ ンド ピ ー ス である 。 注水回路の
残留水を排出 し 、 衛生箸理 を 徹底 さ せ る こ と は 、 感染防止対策
の上で重要である 。

X C 回転方向の選択が可能なの は マイク ロ モ ー タである 。

O d 口 腔 内で窃速 回 転 し た ポイ ン ト やバー が外れ る こ とがないよ う
に確認する こ とが重要である 。

�● b 、 d

►歯科診療補助
No. 31 

［問題 98] シラン カ ッ プリ ン グ剤は どれか。 1つ選べ。

a MDP 
b HEMA 
c y - MPTS 
d 4 - META 

►歯科診療補助
鼈版i溢伍●
x a MOP はリ ン 酸基を有し 、 歯質とレ ジ ン と を 接着す る 機能性モ ノ マ ー である 。 ま た 、 非貴金属とレ

ジ ン との接倍に有利 と さ れて い る 。

x b HEMA は水酸基を有す る 中 性モ ノ マ ー であ る 。 象牙質プライマ ー や レ ジ ン 添加型グラス ア イ オ ノ
マ ー セ メ ントの液成分に添加 さ れて い る 。

O c ッ — MPTS はシラン カ ップリン グ剤である 。 シリカ と レ ジ ン との接培 に有効である 。

x d 4 - META は カ ル ボキシ基 を有する機能性モ ノ マ ーである 。 歯質とレ ジ ン との接済に有効である 。

� c 

［問題 99] ハ ロ ゲ ン ラ ン プ光照射器と比べた青色発光 ダ イ オ ー ド （青色 LED) 光照射器の特徴 は ど
れか。 2 つ選べ。

a 高い光強度
b 深い煎合深度
c 小 さ い光源サイ ズ
d ラ ン プの短い寿命

►歯科診療補助
el!, 込y
ヘ a LED 照射器はハ ロ ゲ ン ラ ン プ光照射器に 比べ光強度が尚 い。

X b 厘合深度 は コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の シェ ー ド や フ ィ ラー の含有率によ り 左右す る た め 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン
プ照射器と LED 照射器による 差異は認め ら れない。

C LED 照射器は光源サイズが小 さ いた め 、 コー ド レ ス 設計 さ れた商品がある 。

d LED 照射器のラン プ寿命は 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ照射器と比較して長い。

a!&t● a 、 C

［問題 100] がんの薬物療法によっ て 口 腔 に発生する有害事象はどれか。 2 つ選べ。
a 顎骨壊死
b 味‘此障害
c 慢性 GVHD
d 尋常性天疱癒

►歯科診療補助
一

a 骨枡慇症やがんの骨転移による骨病変 の治療薬として ビ ス ホ ス ホネ ー ト を 用 い る こ とがあり 、 こ れ
ら の有 害事象として 叔骨壊死がある 。

J b 抗悪性腫艇薬は有害事象として 味詑隙宮が生 じやすい。
X C 慢性移植片対宿主病 （慢性 GVHD) は造血幹細胞移植などで、 移植片中の造Jfll幹細胞が生 着 後 に 、

その患者で新たにつ く ら れたT 細胞によっ て引き起 こ さ れる 免疫反応である 。

X d 尋常性天疱術 は水疱形成を特徴とする 自己免 疫疾忠である 。

� a 、 b 51 
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［問題 1 0 1 )  38 歳の男性。 下顎右 側 第一小臼歯のイ ン レ ー破折を主訴と して来院した。 昨 日 、 食事中
に 破折 し た と い う 。 検査の結果 、 2 ステ ッ プセルフエ ッ チ ン グ シ ス テム を 用 いて補修修復 を 行 う こ
と になっ た。 処阻中の口腔内写真 （別冊午前 No. 32 ) を 別 に示す。

不要なのはどれか。 1 つ選べ。

a シラ ン 処理
b プライ ミ ン グ処理
c ボ ン デ イ ン グ処理
d レ ジ ン コ ーティ ン グ

3
1
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� O a 旧 コ ノ ポ ジ ッ ト レジ ン イ ンレー と の接合部には、 シラン カ ッ プリ ン グ材
を適用 して接着 を期待する 。

O b 2 ス テッ プボ ン デ イ ン グシス テムでは、 翁壁の歯質 に セ ルフエ ッ チ ン
グ プラ イ マ ー を一定時間適用 し て、 ス ミ ア ー 陪 の浴解 と プライ ミ ン グ
効果を期待する 。

" C セ ルフエ ッ チ ン グ プラ イ ミ ン グ 処理 を 終了 し た 狛 面 に は、 ボ ン デ イ ン
グ処理 を 行 う 。

X d レジ ン コ ーティ ン グ法は、 IJ{J接法レ ジ ン イ ンレー 修復の商壁に適用する 。

�瀑► d 

►歯科診療補助
No. 32 

［問題 1 02] フラ ッ プ手術に使用する 器具の写哀 （別冊午前No. 33 ) を 別 に示す。

骨の切削に使用する のはどれか。 1 つ選べ。
a ①  
b

② c ③  
d ④  

t.�l弘，込�.s... 

O b フラ ッ プ手 術 に 使 用 す る 器具の使用順序
は、 カ ークランド メ ス （③） → 粘膜骨膜剥
離子 （①） → グ レ ー シ ー型 キュレ ッ ト （④）
→ 骨 ノ ミ （

②
) である 。 骨のり） 削 に は骨ノ

ミ を 用 い る 。

... b 

No.33 
►歯科診療補助

①
 ② 

③
 ④ 

［問題 1 03] 70 歳 の 男 性。 義歯の 付着物が気 になり 来 院し た。 下 顎全 部 床 義歯 の 写 真 （別冊午前
No. 34 ) を 別 に示す。 矢印で示す付沿物を義歯用プラシで洗 浄 し たが、 ほ と ん ど除去できなか っ た。

除去法 と して適切なのはどれか。 1つ選べ。

a 酸溶液への浸潰
b 中性洗剤溶液への浸演
c 水 を 用 い た超音波洗浄
d サ ン ド ブラス タ ー の使用

．；比， も訊、
O a 下顎前歯部の舌側は歯石が付沿 しやすい部位である 。 義歯用

ブラシで除去できない こ と から、 下顎全部床義歯の写真の矢
印部は歯石である こ と が分 か る 。 義歯に付滸 し た歯石 を 除去
す る 際はリ ン 酸などの酸溶液に浸浪し超音波洗浄 し 除去する。

X b 中性洗剤溶液への浸泊では歯石 を 除去す る こ と ができない。
X C 水 と 超音波洗浄では歯石 を 除去す る こ と ができない。

X d サンドブラス タ ー を使用す る と 義歯に微小な凹 凸ができ 、 更
に歯石が付着 しやす く なる ので適切ではない。

till頑t a 

No.34 
►歯科診療補助

［問題 1 04] ブ リ ッ ジ治療で I::.顎模型 を 咬合器に装培す る こ と になっ た 。 ある 装置の写真 （別冊午前
No. 35 ) を 別 に示す。

こ の装 置 に 用 い る 材料はどれか。 1つ選べ。
a シ リ コ ー ン ゴム
b スティ ッ キー ワ ッ ク ス
c モ デ リ ン グ コ ン パウ ン ド
d ユ ーティ リ テイ ワ ッ ク ス

，LJLa 
X a シ リ コ ー ン ゴムはLI 腔 内 で咬頭嵌合位 を記録す る 際 に 用

い 、 下顎模型 を装着す る 時 に 使用 す る 。

X b スティ ッ キ ー ワ ッ ク ス は上下顎の校型 を 咬 合 さ せて咬合器
に装済す る 際 に 、 模型の仮固定に使用する 。

() C 写真はバ イ ト フ ォ ークである 。 模型 を調 節性股合器に装着
す る 時はフェ イ ス ボウ を 使用 し 、 頭藍に対する 上顎の位骰
関 係 を ト ラ ン ス フ ァ ー す る 。 バ イ ト フ ォ ー ク に モ デ リ ン グ
コ ン パ ウ ン ド を 巻きつけ 、 上顎歯列の圧痕 を 記録 し上顎捩
型 を 載せて咬合器に装着する 。

X d ユ ーテ ィ リティ ワ ッ ク ス は既成 印 象 用 ト レー の辺縁部 を 延
長 す る 目 的で使用する 。

.... c 

No.35 
►歯科診療補助

52 53 
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［問題 1 05] 抜歯鉗子の写真 （別冊午前 No. 36 ) を 別 に示す。
上顎前歯の抜去 に使用するのは どれか。 1つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

31
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① 

� 拙，む出曇
O a ① は上顎前歯用の抜歯鉗子である 。

X b ② は 上頑臼歯川の抜歯鉗子である 。
X C ③ は F顎前歯用の抜歯鉗子 である 。

X d ④ は 下顎臼歯の残根抜去用鉗子である 。

電― a

②
 

No.36 

③
 

►歯科診療補助

� 

④
 

［問題 1 06] 矯正用プラ イ ヤ ーの写真 （別冊午前No.37 ) を 別 に示す。
結紫線の切 断 に 用 い る の は どれか。 1つ選べ。
a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

-� 枇，込i』
X a ① は ツ イ ー ド ア ー チ ベ ン デ イ ン グ プ ラ イ ヤ ー で

あ る 。 角 線 を歯列弓の形に屈 曲 さ せ た り 、 ト ル ク
を 付与 し た り す る ために使用する 。

X b ② は ユ ー ティー リティー プ ラ イ ヤ ー で あ る 。 用
途 は 多種多梯で 、 主 に ワ イ ヤ ー の結紫 、 主線の箔
脱適合、 バ ンドの適合 、 ロ ッ ク ビ ンの保持 に 用 い
る 。

X C ③ は ホ ウ フ ラ イ ヤ ー である 。 主 に ワ イ ヤ ー の結
紫 、 主線の箔脱適合、 バ ン ドの適合、 ロ ッ ク ピ ン
の保持 に 用 い る 。

O d ④ は ヒ ン ア ン ドリガチ ャ ー カ ッ タ ー で 、 結紫線
の切断 に 用 い る 。

, 口 d

①
 

No. 37 
►歯科診療補助

②
 

＇
 
I

 
＇

 

11: 

［問題 1 07) 自 閉ス ペ ク ト ラ ム 症児 に 絵 カ ー ド を 示 しながら歯科治療 を 行 う ことになっ た。 使用した
絵 カ ー ド （別冊午前 No. 3 8 ) を 別 に示す。

治療を進め る 際に 、 患児が受け入れやす い項 目 は どれか。 1つ選べ。

a 予定の変更
b イ メ ー ジの形成
c 作業のルー チ ン 化
d 言語的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

釦臥，1;\-1、贔
X a 十分な説明がなけ れ ば、 予定の変更がなぜ起 こ っ たの

かが理解で き ず、 不安感が生 じ る 。

X b 頭の中で抽象的 に イ メ ージを形作る ことは不得意である 。

つ c 前 回 と 同 じ こ とが繰 り 返 さ れれ ば、 次 に 起 こ る こ と が
想像で き 、 落 ち 済く ことがで き る。

X d 自 閉ス ペ ク ト ラ ム 症児 は 、 言語的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
は不得意である 。

No.38 
►歯科診療補助

� c 

要― 点

絵 カ ー ド を 示 しながら、 次に何を 行 う のか を あらか じめ示し 、 患児が理解し た上で実際の次のステップに
移って行 く 方法は 、 TEACCH 法としてノ ース カ ロ ラ イ ナ大学で 自 閉スペク ト ラ ム 症患者の治療の た め に 開
発 さ れた ものである 。 自 閉スペク ト ラ ム 症児の特徴に 、 想像力の不足がある。 次に何が起 こ るかが理解で き
ないために 、 健常者が感 じ る よ り 大 き な恐怖 を 感 じ る 。 ま た 、 言葉での説明で は イ メ ー ジが形成 しづらいた
め に、 より 具体的な絵で イ メ ー ジ を 示 してあげる こ とで 、 理解 しやすくなり 、 落 ち 着くこ とがで き る 。

［問題 1 08] 脳性麻痺患者の歯科治療で適切な対応 は どれか。 2 つ選べ。
a 水平位を保つ。

b 周 囲の音 を 遮断 す る 。
c ラ イ ト を急に照らさない 。

d パルス オ キ シ メ ー タ を 使用する 。

►歯科診療補助

t� 抵，�i.-1、tr.
X a 水平位に す る と上下肢の進展緊張や不随意運動 を 起こしやすい。
X b 周囲の音 を遮断 して し ま う と緊張感が増し 、 異常反射が生 じやすくなる 。

O c ラ イ ト を 急 に 当てる 、 大 き な音 を たて る な どの刺激は 、 驚愕反射 を 引 き 起 こ しやすいため注惹が必
要である 。

O d 一過性の呼吸抑制 を 認め る こ とがあるためパルスオキシメ ー タ で呼吸状態 を モ ニ タ リ ン グす る 。

.... c 、 d

要 点

脳性麻痺は生後 4 週間以内 ま でに生 じ た 、 脳の非進行性病変に基づ く 、 運動お よ び姿勢の異常が認めら
れ る 疾患で、 満 2 歳 ま で に発現す る。 驚愕反射 、 咬反射と い っ た 原始反射が残存 し て い る ため、歯科治療
で注意が必要である 。

③
 

④
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［問題 1 09] 口 内法撮影時の写真 （別冊午前 No. 39) を 別 に示す。

使用 し て い る セ ン サー の特徴は どれか。 2 つ選べ。

a 低感度
b 低解像度
c 硬 い セ ン サ ー

d 速い画像表示

... tfi,!,� 訊ii.
X a 、 X b CCD を 用 い た シ ス テ ム は 、 IP を 用 い た シ ス テ ム よ り も 高 感 度、

尚解 像度で あ る 。

O c セ ン サー は IP 方式に比べ似 く 硬い。

O d コ ー ドで コ ン ピ ュ ー タ ー に直結 し て い る た め 、 瞬時に画像が表示 さ れる 。

·遭. C 、 d

・�- ;点

► 歯科診療補助

No. 39 

下顎左側臼歯部の撮影時の写真である 。 受像部そ の も のは確認で き な い が 、 セ ン サ 一 部か ら コ ー ドが伸
びて い る た め 、 CCD セ ン サ ー （個体半淋体セ ン サ ー ） を 使用 し て い る こ と がわ か る 。 デジ タ ル セ ン サ ー に
は CCD を 用 い た も の と IP ( イ メ ー ジ ン グ プ レ ー ト ） を 用 い た も の と があ る 。 CCD 方式の特徴は 、 一般に
IP 方式よ り も 感度が高 く 、 高解像度 （高空間 分解能） で あ る 。 コ ー ドでコ ン ピ ュ ー タ ー と 直 結 し て い る た
め 、 画像表示速度が非常 に 速 い。 一方で、 CCD そ の も の は エ ッ ク ス 線 に反応せず、 エ ッ ク ス 線 を 光 に 変
え る シ ン チ レ ー タ ー が、 プラ ス チ ッ ク ケ ー ス に 内 蔵 さ れ て い る 。 セ ン サー は厚 く 、 硬 い た め 、 口腔内に挿

入 す る に は小 型 に す る 必要があ り 、 受光面積が小 さ く な る 。

［問題 1 1  O] 歯科治療時の偶発症で、 妊娠後期の妊婦が起 こ し やすいの は どれか。 1 つ選べ。

a 過換気症候群
b 口 腔 ジ ス キ ネ ジ ア
C Jfll管迷走神経反射
d 仰臥位低血圧症候群

► 歯科診療補助

a:�f臥:l;t-t�•
X a 過換気症候 群 は 身体生理的誘因や精神 的 ス ト レ ス に よ り 発現す る 。

X b 口 腔 ジ ス キ ネ ジ ア （ オ ー ラ ル ジス キ ネ ジ ア ） は主に舌 、 顔面 、 口腔周囲の筋 に不随意性 、 痙釈性の運
動障害 を 生 じ る 。 抗精神病薬や抗 Parkinson 病薬の使用 に よ り 生 じ る こ と が多 い。

X C 血管迷走神経反射は歯科治療時に最 も 多 く 発生す る 偶発症の 1 つ で あ る 。 歯科治療 に対す る 不安 ・
恐怖 ・ 緊張な どの ス ト レ ス や 強い疼痛刺激に よ る 発現する 。

d 妊娠時の歯科治療は安定期 （妊娠 4 ~ 7 か 月 ） に行 う べ き であ る 。 妊娠 8 か 月 以降の妊婦は仰臥位では
子宮が下大静脈 を圧迫 し 、 心臓へ戻る Jffl流品 （静脈遠流址） を 減少 さ せ る こ と で血圧低下 を 引 き 起 こ
す。 こ れ を 仰臥位低血圧症候群 と い う 。 こ の場合 、 左側臥位 （左側 を 下 に し た体位） に よ り 、 下大静
脈の圧迫 を 解除する。

� d 

解答 ・ 解説
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［問題 1] 麻酔祁入における喉頭展開時の写真（別冊午後 No. 1)を別に示す。

矢印で示すのはどれか。1つ選べ。
a 声 帯
b 喉頭盗
c 喉頭蓋谷
d 梨状陥凹

〇辿�・
a 矢印が示すのは声帯である。

b 、 X C 喉頭鏡のプレー ド部分の先端を喉頭苺谷に挿入に喉頭展開す
ると喉頭蓋が挙上する。

d 梨状陥凹は喉頭器と甲状軟骨の間にある溝状の凹みである。

�j� ● a 

N o. 1 
►解剖学

［問題 2] 消化器系を図に示す。

矢印が示す臓器はどれか。1つ選べ。
a 十二指腸
b 空 腸
c 回 腸
d 直 腸

►解剖学

鼈■』．

Oa 矢印部は胃の幽門部より下部にあり、 十二指腸である。小腸や大腸は梢化器に屈し、 口腔 → ,IJ:l�il → 
令迅 → ＂ → 小脱( -J A噂 → 空／陽 → LnJ賜）→ 人腸( i'f腸 → 結脱 → u'i腸）→ 肛門の経過をたどる。

�量I遭I a （鉛 DH22:P6)

［問題 3) 第一色恩弓に由来するのはどれか。 1つ選べ。

a 口輪筋
b 茎突舌骨筋
c 顎二腹筋前腹
d 顎二腹筋後腹

鼈，；ii.!」/i;t-i-9
X a 、 b 、 d 口輪筋 、 茎突舌骨筋 、 顎二腹筋後腹はt暉l神経支配であり、 第 こ鯉弓 に由来する。

c 顎二腹筋llii腹は三叉神経第 3枝下顎神経支配であり 、 第 鯉弓由来である。なお咀哨筋も第 屯恩弓
由来の筋である。

� c 

►解剖学

(W 要点集311 :Pll)

［問題 4] 典型的な上顎第一大臼歯の特徴はどれか。1つ選べ。
a 2根である。

b 5 咬頭である。
c 遠心咬頭が存在する。

d 近心舌側咬頭が最大である。

x a 上顎大臼歯は 3根、 下顎大臼歯は 2 根である。

b 上顎大臼歯は 1 咬頭、 下顎第一大臼歯は 5 咬頭である。

>< C 辿心咬頭が存在するのは卜•,ll第 人麟＇りである。

d 近心舌側咬頭が最大で、 遠心舌側咬頭が最小である。

働遍IJ9

►解剖学

（鉛 DH22:P9J
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［問題 5] 末梢神経を模式固に示す。

細胞体
ヽ

ヽヽ
ヽヽ

ヽヽ
ヽ

喜
瞑 1 節扁線維
髄

自 律神経節
＇ / 

節後線維

① で示す部位から放出される のは どれか。 1つ選べ。
a イ ンスリン
b ヒスタ ミ ン
c ノルア ドレナリン
d カルシウム イ オン

9① 

［問題 7] 内分泌器官を模式図に示す。

► 生理学

C:,! ．むt•
a イ ンスリンは、 ij� ラ ゲルハ ノスf' B細胞から分泌される ホルモ ン である 。

X b ヒ スタ ミ ン は肥il,,細胞から脱顆粒によって放出される炎症性ケ ミ カルメ デ ィ エーターである 。

c 図の末梢神経は、 『り＇りおよび『 りから出ており 、 また節後線維に比べ節前線維が屯いことから父悠
神経線維であ る 。 交感神経線維の効果器接合部では 、 伝達物質としてノルア ト ナリ が放出され
る。

d カルシウム イ オ ンは筋収.,の際 、 筋小恥体から放出される 。

.ai● （叩 DH22:P51)

［問題 6] 石灰化を抑制す る のは どれか。 1 つ選べ。

a ピ ロ リン酸
b I 型コ ラー ゲ ン
c ホスホリパーゼ
d アルカリホス フ ァ ターゼ

►生理学

a 骨や歯の有機マ ト リ ッ クスにリ ン 酸カルシ ウム が沈箔する ことを石灰化という。 ピ ロ リ ン 酸は ヒ ド
ロ キ シアパタイ ト の結品の形成を阻パ・ し、 石灰化を抑制す る 。

b I 砲 コ ラ ー ゲンは体内に 最も夕い コ ラ ー ゲ ン で、 + Iレ ，？を除 く 硬組織の約 8 割を占め 、 骨、

腱、 皮Jfj 、 象牙質 、 セ メ ン ト 殴な どの主要な線維成分である 。

c ホスホリバーゼはリン脂質加水分解酵索である 。 ホスホリパーゼ A2 は細胞膜のリン脂質を加水分
解して、 プロスタグラ ン ジン等の生理活性物質を産生す る 。

d アルカリホス フ ァ ター ゼはアルカリ現境下でリン酸化合物を分解す る 酵素で、 )�1- 、 肝脇 、 腎臓な ど
に存在す る 。 石灰化開始時期に局所の リン酸濃度を押し上げ、 ATP や ピ ロ リ ン 酸 な どの石灰化阻
害物質を除去す る。

ai.tlt瀑● a cw 要点集311:PSS)

’① 

① の臓器から分泌される のは どれか。 1つ選べ。
a メ ラ ト ニ ン
b サ イ ロ キ シ ン
C アドレナ リ ン
d バ ソ プレ ッ シ ン

〇炉1-!!I...- 』鼻

) a メ ラトニンは＇岱果りから分泌される ホルモンで 、 睡眠溝節 ( · - カ -, ズ , ) に 関与す る
b ① は限1犬腺であ る 。 甲状腺からはサ イ U キ シンが分泌され、 基礎代 ，対の充進や血叫値の上昇な どに

関与する 。

X C ア ドレナリ ン は副腎髄質から分泌される ホルモ ン で 、 lfllll:l '/ やIflll1tf直の上昇 な ど交感神経様作用
を示す。

X d バ ソ プレ ッ シンは下涯休後箔から分泌される ホルモン( t屈IJ/1応ホルモ ン ）で 、 腎臓の集合行において
和の再 吸収に関与する 。

働遍a b

►生理学

（鉛 DH22 :P46)

［問題 8] 顎骨に発生する 偽毅胞はどれか 1つ選べ。
a 歯根殺胞
b 粘液殺胞
C fi,\歯枡激胞
d 単純性骨嚢胞

►病理学

a 歯根殺胞は顎廿に発生す る とぐ性嚢胞であ る 。

X b 粘液殺胞は軟組織に発生す る 佑和1;1である 。

c 如歯槽毅胞は軟組織に発生する ＇＇ 性嚢胞である 。
d 偽弱胞は上皮性厳胞聖をもたない桜胞で 、 単純性骨狐胞や脈舟ti性骨毅胞 、 粘液桜lit幻があ る。 そのう

ち単純性骨嚢胞は、 顎骨に発生す る/,}狐胞である。

衝彊(> (\\lll 要点集 3 1 1 :P47) ( _\U)l DH22 :P@ 
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［問題 9] 肉芽組織の病理組織像 （別冊午後 N o. 2 ) を別 に示す。
矢印で示す部位で主体となる細胞はどれか。 1つ選べ。

a 赤血球
b 脂肪細胞
c 軟骨細胞
d 線維芽細胞

Oct 肉芽組織は、 組織損1傷後の治癒 過程や慢性炎症病巣で生じる組織で
あり 、 'I J/;'' と 註＂ を翡富に含む。 構成細胞は血管内皮細胞や線
維芽細胞で、 免疫細胞である好中球や リンバ球の湿潤を認める。

［問題 1 1 ]  ある免疫担当細胞が腫瘍細胞を認識する機構の模式図を示す。

.. i● d （図 要点集 311:P4� 

No. 2 
►病理学

［問題 1 OJ 口腔内写真 （別冊午後 N o. 3 ) を別に示す。

矢印部の構造はどれか。 1つ選べ。

a 介在結節
b エナメ ル突起
c カ ラ ベ リ ー 結節
d プ ロ ト スタイリ ッ ド

X a 介在結節は、 臼歯辺縁隆線部が肥厚し結節状を呈したも
のである。上顎第一小臼歯に好発する。

X b エ ナ メ ル突起は 、 大臼歯のエナ メ ル質が通‘常のエナ メ ル
セ メ ン ト 橙よ り も、 根尖方向 に伸張しているものであ
る。

c カ ラ ベリー結節は 、 1→ i人・「内の近心舌側 l炭頭の舌側面
に生ずる副結節である。

d プ ロ トスタイ リ ッ ドは、 F;Jikr 1 ··1 の近心頻側咬頭 に 出
現する異常結節である。

�遺� C

N o. 3 
►病理学

（鉛 DH22:P 1 0)

腫瘍細胞

受容体

3
1
1
 

① はどれか。1つ選べ。

a 形質細胞
b ヘルパー T 細胞
c 細胞偏忠性 T 細胞
d ナチュ ラ ル キ ラ ー細胞

►微生物学

X a 形質細胞は、 B''II!" がサ イトカ インの刺激を受け抗休産生細胞へと分化した細胞である 液性免疫
を担う細胞で、 腫瘍細胞は認識しない。

X b ヘルパー T 細胞はfll得免疫の司令塔的役割を担う。 抗原提示細胞の \IJJC ク フ " II 分子ととも に提
示 さ れた抗原を認識し、 種 々 の サ イ トカインを産生する。 こ れらサ イ ト カインに よ り 、 B 細胞の活
性化と分化促進 ( �t'I免疫） 、 細胞偏害性 T 細胞の機能促進 u " 、It免疫） を行う。MHC ク ラス 1 分
了•は認識しない。

c 設問の模式図から、 腫瘍細胞が MHC クラス 1 分＋とともに腫癌抗原を提示 し 、 こ れに 受容体を介
して免疫担当細胞が結合していることが分かる。この機構により腫瘍細胞を認識して攻繋するのは

船If',, �ヽ:i''' r 珊胞である。細胞化澤性 T 細胞は ウ イルス感染細胞や腫瘍細胞など に MJIC ク ラ ス
I 分子とともに 表Illしている抗原に反応し、 当該細胞を直接但害する。

d ナチュ ラ ルキ ラ ー細胞 (NK 細胞）は、 抗原非特界的に非 自 己を攻撃するl'.J �芍紐系の細胞である。

働遍a
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［問題 1 2] 舌背部か ら 採取 し た検体の顕微鏡写真 （別冊午後 No. 4 ) を 別 に示す。
こ の菌種は どれか。 1 つ選べ。

a Aggregatibacter actinomycetemcomitans 
b C叩dida Albicans 
c Porphyromonas gingivalis 
d Streptococcus mutans 

•±fl謝；1-li元・
X a 、 x c Aggregatibacter actinomycetemcomitans や

Porphyromonas gingivalis は 歯 周 病 原 性細 菌 の 一 つ

で、 ボ ケ ッ ト 内部 か ら 検 出 さ れ る グ ラ ム 陰性嫌気性
相菌である 。

0 b Candida Albicans は 1 1腔や皮府 、 腸管、 腔 な ど に‘常在
し 、 口腔で は 舌背部か ら 裔 頻 度 に 検 出 さ れ る 頁菌 で
あ る 。 真 菌 の 基 本 形態 は 菌 糸 形 と 酵母 形 で あ り 、 こ
れ ら が絡み合っ て繊維状の塊を形成す る 。

x d Streptococcus mutans は う 蝕 病 原 性細 菌 の 一 つ で 、

プ ラ ー ク 中 か ら 裔頻 度 に 検 出 さ れ る グ ラ ム 1湯性嫌気
性 レ ンサ球歯である 。

41!噌0 b 

No. 4 

►微生物学

（鉛 DH 22 : P 87)

［問題 1 3) シ ナ プスの模式図を示す。

① で示す受容体は どれか。 1 つ選べ。
a /3受容体
b GAB恥 受容体
c ニ コ チ ン 受容体
d ム ス カ リ ン 受容体

Cl CI― 

►薬理学

9;:f, 滋，f;�1』9
X 3 /3 受容体は ア ド レ ナ リ ン 受容体の一つ で、 G タ ン パ ク 共役型受容体である 。

b ① で示す受容体は GABAA 受容体であ る 。 GABAA 受容体 は イ オ ン チ ャ ネ ル 内蔵型受容体で、 Cl ―

チ ャ ネ ル を 内 蔵 し て い る 。

X C ニ コ チ ン 受容体は、 Na チ ャ ネ ル を も つ イ オ ン チ ャ ネ ル内蔵型受容体であ る 。

X d ム ス カ リ ン 受容体はア セ チ ル コ リ ン 受容体の一つ で、 G タ ン パ ク 共役製受容休である 。

［問題 1 4] ア ド レ ナ リ ン の併用 に よ っ て血圧低下が生 じ る の は どれか。 1 つ選べ。

a NSAIDs 

b a 1 遮断薬
c 三現系抗 う つ薬
d ノ ル ア ド レ ナ リ ン再取 り 込み阻害剤

►薬理学

釦ll.�祖�\-1,+'.. 
X a ア ド レ ナ リ ン と NSAIDs の併用 に よ る 血圧低下 は み ら れ な い。

O b ア ド レ ナ リ ン は交感神経作動薬で 、 a 作用 と /3 作用 を 有す る 。 血管平滑筋 に は 釦 受容体 、 /3 2 受容
体が存在す る が、 通常は 釦 受容体が優位 な た め 、 ア ド レ ナ リ ン 投与 に よ っ て血管平滑筋は収縮す
る 。 そ れに対 し 、 事前に m 受容体 を 遮 断 し た状態でア ド レ ナ リ ン が投与 さ れ る と 、 /3 2 受容体の作
用が発現 し 、 血管平滑筋弛緩に よ る 血圧低下がみ ら れ る 。 こ れ を ア ド レ ナ リ ン 反転 と い う 。

X C 、 X d 三環系抗 う つ薬 、 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 再取 り 込み阻害剤は 、 交感神経終末 に お け る ア ド レ ナ リ
ン の再取 り 込みを抑制する薬物で、 シ ナ プ ス 間 隙 中 の ア ド レ ナ リ ン 濃 度 を 増 加 さ せ る 。 よ っ て ア ド
レ ナ リ ン と の併用 に よ り ア ド レ ナ リ ン の効果が増 強 さ れ 、 血圧は上昇 す る 。

衝量履t b 

［問題 1 5] 気管支喘息発作の治療 に 用 い る の は どれか。 1 つ選べ。
a ア ス ピ リ ン

b ニ カ ル ジ ピ ン 塩酸塩

c サ ル プ タ モ ー ル硫酸塩
d ア ト ロ ビ ン硫酸塩水和物

►薬理学

9iJi.! ↓込土曇
X a ア ス ピ リ ン は非ス テ ロ イ ド性抗炎症薬で、 ア ス ピ リ ン 喘息 を 引 き 起 こ す可能性があ る た め 、 気管支

喘息に は禁忌で あ る 。
X b ニ カ ル ジ ピ ン 塩酸塩は カ ル シ ウ ム 拮抗薬で 、 高血J工の治療 に 用 い ら れ る 。

O c 気管支喘息は 、 種 々 の刺激に対す る 気道の過敏性が高 ま り 、 気管支の収縮、 粘膜腫脹、 分泌過多が

起 こ り 、 気道の広範囲の狭窄 を き たす疾患であ る 。 対症療法 と し て 、 B 受容体作用薬 、 キ サ ン チ ン
誘淋体 （ テ オ フ ィ リ ン ） な ど気管支拡張薬や副腎皮質ホ ルモ ン な どが用 い ら れる 。 サ ル プ タ モ ー ル硫
酸塩は か 受容体作用 薬で 、 気管支拡張作用 を 有 し 、 気管支喘息発作の治療 に用 い ら れ る 。

X d ア ト ロ ピ ン硫酸塩水和物は ム ス カ リ ン 受容体拮抗薬 で 、 麻酔前投薬 に 用 い ら れる 。
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［問題 16] 男性の上顎永久歯 （中切歯、 犬歯、 第一小臼歯、 第二大臼歯） に お け る 歯種別の年間 う 蝕
発病率曲線を図に示す。

100 

゜ー
年
間
う
蝕
発
病
率（
％）

犬歯に 該当 す る の は どれか。 1つ選べ。
a ①  
b

② c ③  
d ④  

1 2 3 4 5 6 
歯の萌出後の年数

·乱.{:'"'"'•

X a ① は いjj第
―

．大 「l歯である 。

X b 
② 

は」_,}fi第一小臼歯である 。
X C ③ は 巳川中 切柘である 。
J d ④ は 最 も う 蝕罹患率が低い歯種であり 、 上頒犬削が該 当 す る 。

�l� ● d 

►口腔衛生学

［問題 1 7] Tooth wear の誘因となる の は どれか。 2 つ選べ。
a 口呼吸
b 歯 ぎ しり
c 習間性嘔吐
d フ ッ 化物の過剰摂取

►口腔衛生学

X a 口呼吸は 、 1 1腔乾燥による う 蝕や歯周疾患の原因となる 。

b 歯 ぎ しり は咬耗 の原因となる 。

c 歯 の 損 耗 (Tooth wear) と は 、 細 菌 感 染 に よ ら ない 歯質 の 喪 失 であ る 。 これ に は 、 1が 耗、 咬 耗 、

酸蝕乱 、 ア フフラクシ ョ ン が含 ま れ る 。 摂食障害に よ る 秤恨性嘔吐は胃酸による酸蝕症の原因となる 。
X d フ ッ 化物の過剰摂取は斑状tり の原因となる 。

66 ー b 、 C

［問題 18] う 蝕の病因論における Newbrun の 4 つの輪の概念図を示す。

① に該当 す る の は どれか。 1つ選べ。

a 時 間
b 歯周病
c プラーク
d 咬合性外偏

►口腔衛生学

,. (� 噂�H.lr-it•
） a う 蝕の要因は細侑要因 、 梢哲要 因 、 r五主要 因 に 区別 さ れ、 そ れ ら 要因が狐なる と う 蝕が発生す る と

考 え ら れ て い る (Keyes の 3 つの輪） 。 さ ら に そ れ ら 要 因 が重なっ て い る 時 間 が長いこと も 要 因 の1
っと捕 ら え 、 時間要因をそ こ に加 え る 場合がある (Newbrun の 4 つの輪） 。

X b 歯周病の発症と う 蝕 は直接に は 関与 しない。

X C プラーク は細凶 要因である 。

d 咬合性外傷は歯周組織に為 害性を与 え る が、 う 蝕の 要 因 に はならない。

l:!E9 a （図 DH22 : P 139)

［問題 19] 9 歳 の女児。 歯 肉 の 肥駆を主訴と し て 来 院 し た。 1年前 か ら 歯肉 が腫れて き た と い う 。

歯肉 は弾性硬で、 歯の動揺や歯磨 き 時の 出 血 は認め られない。 既往歴 に特記事項はない。 初診時の
口腔内写真 （別冊午後 No. 5 ) を別 に示す。

考 え ら れる 疾患 名 は どれか。 1つ選べ。

a 侵襲性歯周炎
b 思春期性歯肉炎
c 薬物性歯肉増殖症
d 辿伝性歯肉線維腫症

（旧，!il�t-1.•
X a 侵襲性歯周炎 は歯桔骨の忽激な破壊が起こる 歯周 炎であり 、

歯肉増殖は伴 わない。
b 思春期l生歯肉 炎 は 、 線維性の歯肉増殖は伴わない。

" C 薬物性歯肉増殖症 は 、 フ ニトイ ン 、 シク ロ スポ リ ン A 、 ニ
プ シ ヒ ンなどの長期服用が原囚の歯肉の線維性増殖である 。

d 歯肉の増殖を伴 う 疾患は 、 薬物性の歯肉増殖と 、 辿伝的な歯
肉線維胚症がある 。 本症例では全身疾患がないことか ら 薬物
性ではなく 、 非炎症性の歯肉増殖症と判断で き る 。 対応は歯
肉切除とプラ ッ シ ン グ指禅である 。

� d 

31
1
 

►口腔衛生学
No. 5 
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31
1 ［問題 20) 24 歳の男性。CFI の検査結果を表に示す。

上顎 ゜ ゜ 1 0 5 ゜ ゜ 2 3 4 2 1 ゜ ゜ 2 
肉柿 8 7 6 5 4 3 2 1 l 2 3 4 0 6 
下顎 ゜ ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 2 2 ゜ ゜ 0 .5  ゜ 2 
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この被検者の値は どれか。 1つ選べ。

a 1 
b 2 
C 3 
d 4 

► 口腔衛生学

9ili1曲t:凶，�
0 c CFI (Community Fluorosis I n d e x  ; 地域 フ ッ 素症指数） は 、 地域にお け る 歯 の フ ッ 素症の 発症程

度を公衆衛生的に判 定 す る 指標で あ る。 まず、 個 人の程度を D e an の斑状歯の分類( Normal : 0 、

Qu e s tionab l e  : 0. 5、 V e ry mild : 1 . 0 、 Mild : 2 . 0、 Mod e rat e : 3. 0、 S e v er : 4. 0 ) に従い各歯を評
価し 、 被検者の狐症度が2番 目 とな る 値を個人の CFI と する。
本症例では 、 2番 目 に重度な歯は上顎右側中切歯で CFI = 3であ る 。 集団の CFI はその平均値 と し
て 符 出 し 、 0. 4 以下 ： 問題なし、 0 . 4 - 0 . 6 : 臨界域、 0. 6 以上 ： フ ッ 素過剰地域、 としてその地域
の フ ッ 素浪度が適切か どうかを評価する。

.. i● c 

［問題 21] デン タ ルプ ラ ー ク中に存在す る グ ラ ム1楊性球菌は どれか。 1 つ選べ。
a A ctJn omy ces 
b N eiss eria 
c S treptococcus 
d V ei llonella 

►口腔衛生学

mコここa
x a A ctm omy ces は グ ラ ム陽性梓菌で 、 A. isra elii は 顎放線菌症、 A. vis cos us は歯周病の原因菌 と 考 え

られている。
X b 、 x d N eiss eria 、 \Iei llonella は グ ラ ム 陰性球菌で、 口腔常在菌の一種であ る 。 特に病原性はもたな

いが、 デン タ ルプラークの成熟に関与 し て い る 。
0 c S tr ept oc oc cus は通性鎌気性グ ラ ム I楊性球歯で 、 デ ン タ ルプラ ーク中に は S. sa nguis が最も多い。

� c 

ヽ

二／i：::；:[[[
る

の は とれ 力 2 つ

►衛生学 ・ 公衆衛生学

鼈』凶却，．
X a 改善してお り 目 標を達成している 。

X b 改蒋してお り 目 標を達成している。
O c 悪化 し ている。
Od 悪化 し てい る 。

� c 、 d

要― 点

歯科口腔保健の推進に係る 施策の成果について は 、 基本的事項の策宛後 5 年を 目 処に中間評価を行う と
と もに 、 10 年後を目 処に最終評価を行うこ と によ り 、 計両の成果を適切に評価し、 その後の歯科「l腔保
健の推進に係る施策に反映 さ せ る こ と と している。 各 目 標の指標達成状況につい て は 、 5 段階 (a1改善 し
てお り 、 目 標を達成 し ている 、 a 2 改善 しているが、 目 標は達成していない 、 b 変わ らない、 C 悪化し てい
る 、 d 設定した指椋又は把握方法が異なる ため評価が困難）で評価した。

＠ 「a l 改善しており 、 目標を達成している」 項目( 6 項目）
＊ 中学生 ・ 高校生にお ける 歯肉に炎症所見を有する者の割合の減少
* 60 歳で 24 歯以上自 分の歯を有する 者の割合の増加
* 80 歳で20 歯以上自分の歯を有する 者の割合の増加
* 3歳児でう蝕がない者の割合が80%以上で あ る都道府県の増加
*12 歳児の一 人平均う歯数が1. 0 歯未満であ る都道府県の増加
＊ 歯科n腔保健の推進に関する 条例を制定 し て い る 都道府県の増加

@ 「a 2 改善 しているが、 目標を達成していない」 項目 (7 項目）
* 3歳児でう蝕のない者の割合の増加
* 12 歳児でう蝕のない者の割合の増加
*20 歳代にお け る 歯肉に炎症所見を有す る者の割合の減少
* 40 歳の未処惜歯を有する 者の割合の減少
*40 歳で喪失歯のない者の割合の増加
* 60 歳の未処個歯を有する者の割合の減少
＊ 過去1年間に歯科検診を受診 した者の割合の増加

@ 「 b 変わらない」 項目 (3 項目）
* 3歳児で不正咬合等が認められる 者の割合の減少
* 60 歳代の咀哨良好者の割合の増加
＊ 介護老人福祉施設及び介護老人保健施設での定期的な歯科検診実施率の増加

@ 「 C 悪化している」 項目( 3 項目）
* 40 歳代にお ける 進 行 し た歯周炎を有す る者の割合の減少
* 60 歳代にお け る 進行 した歯周炎を有す る 者の割合の減少
* I筋害者支援施設及び障害児入所施設での定期的な歯科検診実施率の培加
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［問題 23] ODAで正しいのはどれか。2 つ選べ。
a 保健医療の援助 を 含む。
b 2020 年 までの国際口腔保健 目 標 を示す。
c 二国IUJ援助は JICAが主休となって実施する。
d 最先端技術開発 を 目 的とする国際活動である。

►衛生学 ・ 公衆衛生学

二屁Illり援助は、 まず 「贈与」 と 「政府貸付」 に分けることができる。「附与」 は途上国に対して無償
で提供さ れる協力のことで、 「無償資金協力 」 と 「技術協力」 というものがある。 無俗資金協力対
象分野は、 保健 ． 感染症、 衛生、 水 、 教育、 ,:と村 ・ 此業開発などの基礎生活分野、 社会基盤整備、

環境分野など、 幅広い協力 を実施 している。
b FDIと WHO は共同で2000 年 までに達成すべき国際口腔保健 El 椋 を 設定した。

c JI CAは ODAのうち二国間援助の形態である技術協力 、 イTf釣賓金協力 、 無伯狩金協 力 を 担ってい
る。

X d 開発途上同の社会 ・ 経済の開発 を支援するための政府開発援助である。

.._.. a 、 C （図 DH22:P 1 72) 

一点

同の開発協力とは、 「開発途上地域の開発 を主たる H 的とする政府及び政府関係機関による国際協力活
動」 のことで、 そのための公的汽金を ODA(Official D e v e lo pmenL Assista n c e  (政府開発援助））とい う 。 政
府 または政府の実施機関は ODAによって、 平和構築やガバナンス 、 基本的人権の推進、 人道支援等 を 含
む開発途 国の 「開発」 のため 、 開発途上国または国際機関に対し、 狩金 （贈 与 ・ 貸付笠） · 技術提 供 を 行
う。ODAは、 その形態から、 二国間援助と多1"'111:ll援助（国際機関への出府 ・ 拠IL\) に分けられる。 二国間
援助は 「技術協力」 「有11'i・骰金協力」 「無償査金協力」 の 3つの手法と、 ボランテ ィ ア派逍など 「その他」 の
方法で実施されている。

［問題 24) 地域保健法で規定 さ れているのはどれか。 ］つ選べ。
a 舟子保健セン タ ー

b 市町村保健セン タ ー
c 精神保健福祉センタ ー
d 地域包括支援センタ ー

►衛生学 ・ 公衆衛生学

X a 班了·保健セ ン タ ー はf:J:r 1'峰a人で規定され 、 設骰主体は巾町村 （努）J 目 椋）である。
b 市町村保健センタ ーは 11, 昧 で規定され、 設骰上体は 1である。

X C 精神保健福祉センタ ーは籾神保他及 び籾神1旅害者福杜に関する法律 (�11fllil租逮福祉法） で規定され、
設骰屯体は り（ である。

X d 地域包括支援セン タ ーは介，＇に保険i人で規定され 、 設骰 じ体は巾町村である。

［問題 25] 主な死因 別にみた死亡率の年次推移の図を示す。

主な死因 別にみた死亡玲\ ( 人 「110 万対）の年次推移
320 
300 
280 
260 

死 240
亡 220
率 200 
＾ 人 180
I I 160 

10 140 
対ヽ万 1 20 

100 
80 
60 
40 
20 ゜

22 30 40 50 
昭fll ・ ・ 年

ヽ_,,ヽ,-,一 ①

60 2 7 ・ 17 ・ 27 30 
平成 ・ 年

① はどれか。1つ選べ。
a 肺 炎
b 老 衰
c 心疾患
d 脳血特疾患

a 肺炎は 、 平成 30 年の死囚順位第 ，1 位である。
b 老哀は 、 平成 30 年の死因順位第 3位である。

X C 心疾患は、 平成 30 年の死囚順位第2位である。
d 脳血管疾息は、 平成 30 年の死因顛位第 1 位である。

� b 

►衛生学 ・ 公衆衛生学

（鉛 DH22:P223)
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［問題 26] フ ッ化物洗口の う 蝕抑制効果を調べ る ため 、 フ ッ 化物洗口を介入実施 した A 小学校と実
施 しなかった B 小学校の う 蝕発生状況を 5 年間追跡調査 した。

こ の研究の方法は どれか。 1つ選ぺ。

a 患者対照研究
b 前 向 き コ ホ ート研究
C ラ ン ダ ム 化比較試験
d 非ラ ン ダ ム 化比較試験

►衛生学 ・ 公衆衛生学
li:f!,Et-1• 
X a 患者対照研究は 、 罹患 に 関 す る 過去の要因を調べ る 後ろ 向 き 研究である 。

X b 前 向 き コ ホ ー ト 研究 は 、 研究の 目 的で要 因 に 介入しない観察研究であ る 。
X C ラ ン ダ ム 化比較試験は 、 被検者を無作為 に 分 け る 介入研究である 。 本設問での群分けは 、 学校単位

で分け て お り 、 無作為化されて いない。

' d 非ラ ン ダ ム 化比較試験は 、 被験者を無作為 に群分けされていない介入研究である 。

.-� ● d 

コ一 点

縦断研究は 、 横断研究の よ う に 一時点での調査ではなく 、 過去 にさかの ぽ っ て 、 ま たは将来 に わた っ て
調壺す る も ので、 過去の調査を行う 「 後 ろ 向 き 研究」 と将来にわたっ て調査す る 「 前 向 き 研究」 がある 。

ま た 、 研究の 目 的で要因を変化させる 「介入研究」 と 、 要 因 の異なる梨団を調べ る 「観察研究」 に分類さ
れ る 。

［問題 27] 医 師 ・ 歯科医師 · 薬剤師調査で正 し い の は どれか。 2 つ選べ。

a 毎年実施される 基幹統計である 。

b 従事先の業務内容は調査項 目 であ る 。
C 1 月 1 日 現在の届出表を梨計 し た も のであ る 。
d 医療に従事 し て いない歯科医 師 も 対象となる 。

►衛生学 ・ 公衆衛生学

X a 2 年 ごとに実施される 一般統計調壺である 。

） b 本調査は 、 医 師 、 歯科医師及 び薬剤師について 、 性、 年齢、 業務の種別 、 従事場所 及 び診療科名
（薬剤師を除 く ） 等 に よ る 分布を明 ら か に し 、 厚生労働行政の基礎府料を得 る こ とを 目 的と し て い
る 。 医師、 歯科医師及び薬剤帥の届 出制度により 、 届 出義務者であ る 医 師、 歯科医師、 薬剤師か ら
提出される各届 出票を調査の客体と し て集計し、 そ の結果を公表している 。

X C ]2 月 31 日 現在 の届 出表を集計 した も のである 。

O ct 日 本国内に住所があ っ て 、 歯科医師法第 6 条第 3 項により 届 け出た歯科医師の届 出票を調査の客体
とす る 。 医療に対する 従事の有無は関係ない。

.... b 、 d

［問題 28] あ る 人 の 身元確認のため のデ ン タ ル チ ャ ー ト の照合結果を表に示す。

歯 式
所 見

生 前 死 後

① 立l MB A F  

② 
..±J 残 根 In 

③ 立 In FMC 

④ 針 FMC A F  

A F :  ア マ ル ガ ム 、 FMC : 全部金属冠、 I n : イ ン レ ー
、 MB : 陶材焼付冠

矛盾 しないの は どれか。 1つ選べ。

a ①  
b

② c ③  
d ④  

►衛生学 ・ 公衆衛生学

� X a 法歯学 （歯科法医学） は 個 人識別 （異同識別 、 身元確認） がその主たる 且 的と い え る 。 こ れは 、 追休
の損傷が激 しくて も 歯牙硬組織は 、 他の組織に比べて残存し て い る 場合が多く 、 そ の 治療痕や歯型
を調査す る こ とで個人識別が行 え る ためであ る 。
生前 の デ ン タ ルチ ャ ート が あ る 場 合 、 治療痕は 各 個 人 に 固 有 の も のであ る ため 、 経時的 に 矛 盾
（全部金属冠 → コ ン ポ ジット レ ジ ン 充埴など） がなけ れば個人の特定に極めて有力な証拠となる 。
① は 陶材焼付冠がア マ ル ガム 充填となっ ており 、 経時的 に矛盾する 。

X b 
② 

は残根だ っ た も の が イ ン レ ー 修復となっ ており 、 経時的 に 矛盾する 。

O c ③ は イ ン レ ー 修復が全部金！属冠となっ ており 、 経時的 に 矛盾しない。

X d ④ は全部金屈冠がアマルガム 充堺となっ て お り 、 経時的 に矛盾する 。

� c 

［問題 29] 母子保健で圧 し いの は どれか。 2 つ選べ。
a fJ: 子健康手帳は都道府県が交付 す る 。
b 未熟児訪問指郡の実施主体は保健所である 。
c 出生の屈出 は母子保健法に規定されて い る 。
d 育成医療の医療給付は1罪害者総合支援法に規定されて い る 。

鼈::fr,l.:(胡，ti;.
X a 母子健康手1i長は市町村が交付す る 。
C b 未熟児訪問指禅の実施主体 は保健所である 。
X C 母子保健法で規定 し て い る の は 出生の届 出ではなく、 妊娠の届 出である 。
_; d 育成医療の医療給付は防寓者総合支援法 によ り 規定され て い る 。

� 

►衛生学 ・ 公衆衛生学
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［問題 30] 医療法で定められて い る 医療提供施設は どれか。 1つ選べ。

a 軽翡老人ホ ー ム
b 介獲老人保健施設
c 特別淡談老人ホ ー ム
d 口腔保健支援セ ン タ ー

►衛生学 ・ 公衆衛生学

釦辿，r.t.--i.-•
X a 軽牧老人ホ ー ム と は 、 無料 ま た は低額な料金で老人を入所させ、 食事の提供そ の 他 日 常生活上必な

便宜を供与す る こ とを 目 的と す る 施 設 （老人デイサ ー ビ ス セ ン タ ー
、 老 人短期入所施設、 従護老人

ホ ー ム 、 特別姜談老 人 ホ ー ムを除く ） であ る 。 医療提供施設で は な い 。
し b 介設保険法の規定による 介護老人保健施設は 、 病状安定期 に あ り 、 入院治療をす る 必要 は な いが、

リ ハ ビリテ ー シ ョ ン や看設 ・ 介護を必要とする 要介護者が利用対象者と な る 施設であ る 。 常勤医師
(1人以上） の配骰が義務づけられ る 。 介護保険法の介設保険施設であり 、 医療法の医療提供施設で
も あ る 。

X C 特別捉護老人 ホ ー ム と は 、 65 歳以上であ っ て常時の 介護が必要であり 、 かつ居宅 に お い て こ れを受
け る ことが困難であり 、 やむを得な い事由 により 介護保険法に規定する 介護老人福祉施設に入所す
る こ とが著 し く 困難であ る 者、 ま た は 、 介護福祉施設サ ー ビ ス に係 る 施設介護サー ビ ス 挫の支給に
係 る 者 な どを入所させ 、 従護す ることを 目 的と す る 施設である 。 老人福祉法で規定される 。 医療提
供施設では な い 。

X d 口腔保健支援セ ン ター は歯科 口腔保健法で規定され 、 都道府県 、 保健所を設置す る 市お よ び特別 区
が設骰す る こ とがで き る と規定され て い る 。 医療提供施設で は な い。

... b 

［問題 31] 5 年毎 に 実施され る の は どれか。 1つ選べ。

a 患者調査
b 学校保健統計調査
c 歯科疾患実態調査
d 国民健康 ・ 栄養調査

Clf辿込J.曇l
X a 患者調査は 3 年毎の実施される基幹統計で あ る 。
X b 学校保健統計調査 は毎年実施される 基幹統計であ る 。

( C 歯科疾患実態調査 は 5 年毎の実施される 一般統計で あ る 。

X d 国民健康 ・ 栄従調査は 1If年実施される 一般統計であ る 。

�C 

►歯科衛生士概論

苫 ―

点

歯科疾患実態調査はわが国の歯科保健の状況を把握 し 、 今後の歯科保健医療対策を推進す る ための基礎
査料を得 る こ とを 目 的 と し て い る 。 昭和 32 年から 6 年毎に実施 し て いたが、 平成 24 年 に 策定 し た 「歯科
口腔保健の推進 に 関 す る 基本的事項」 の 中 間評価に あわせ、 調査周期が 5 年 に変更 に な っ た。

［問題 32] 歯科衛生士法に定められた歯科衛生士の業務は どれか。 1つ選べ。

a 冠の装着
b 矯正装置の製作
c 主訴の聞 き 取り
d 歯牙への薬物塗布

►歯科衛生士概論

〇狐，;i七ーー・
X a 歯科医師の指示があ っ ても行え な い 行為 であ る 。
X b 歯科医師 、 歯科技工士の業務で歯科衛生士の業務で は な い 。
X C 歯科医師の指示があ っ ても行え な い 行為 で あ る 。 た だ し、 歯科医師の口述節記は可能で あ る 。
O d 歯科衛生士の業務で あ る 。

働遍D d （印 DH 22 : P 249)

［問題 33] 高齢者 に お け る 循環の生理的特徴は どれか。 1 つ選べ。

a 脈圧の減少
b 臓器血流の増加
c 収縮期血圧の上昇
d 圧受容器反射の充進

►歯科衛生士概譲
, 

X a、 O c 循現器系 に お け る加齢変化と し て 、 血管の弾性低下 （動脈硬化） に 伴 う 収縮期血圧の上昇と、

心拡張能の低下 に 伴 う 拡張期血圧の低下がある 。 そ の た め 、 収縮期血圧と拡張期血圧の差 で あ る 脈
圧は増加す る 。

X b 裔齢者では前述の循環器系 の変化から主要臓器への血流凪 は低下傾 向 に あ る 。 そのため 、 急激な降
圧治療の実施は朦器障害を誘発す る 危険性があり 、 恨重 に対応する 必要がある 。

X d 圧受容器反射とは血圧を一定 に 保持す る 反射機構で 、 高齢者では 感受性が低下 し て い る 。 そ の た
め 、 姿勢や生活の影牌を受けやすく、 起立性低血圧や食後低血圧が起こり やすい。
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［問題 34] 濾紙デ ィ スク法による 味党検査で塩 酸 キ ニ ー ネ を 用 いて 評 価 す る の はどれか。 1つ
選べ。

a 塩 味
b 酸 味
c 苦 味
d う ま 味

►歯科臨床の基礎

·↓t肱，;�伍●
X a 塩味は食塩 を用いる 。

X b 酸味は酒石酪を用いる。

C C i慮紙デ イ スク法は円形の濾紙に味液（シ ョ 糖、 食塩 、 酒心酸、 塩酸キ ニ ー ネ） を 浸 し 、 測定部位 （鼓
索 · 舌咽 ・ 大錐体神経領域）に償き、 被験者が感じた味を答えて も らう方法である。 苦味は塩酸キ
ニ ー ネ を 用い る 。

X d i慮紙ディ スク法では 、 う ま 味は 項 目 に含 ま れない。

.. i瀑9● c 

［問題 35] 客観的咀哨能力検査に用いられる の はどれか。 2 つ選べ。

a 豆 腐
b す る め
c グ ミ ゼ リー

d ビーナ ッ ツ

►歯科臨床の基礎

亀4臥、1;t4;』．
X a 豆腐は客観的な咀哨能力検査には用いられない。

X b す る め は摂取可能食品から評価する方法には用いられてはい る が、 客観的な咀喘能力検査には用い
られていない。

c 咀哨機能の評価法 と して は粉砕能、 食物の混和能を 加味した方法 、 下 顎運動 、 筋電図、 咬合力 、

舌 · 口唇運動などの方法が用いられている。 グ ミ ゼ リ ー は咬断能力 を評価す る方法 と して用いられ
ている 。

d ピーナ ッ ツ は咀哨、 粉砕させ 、 それを回収、 乾燥し 、 規格化された網 目 の飾で粒子 を分別し、 粒子
の大きさの分布状態から咀哨能力 を 符定する 飾分法に用いられている 。

� c 、 d

1'1 

［問題 36] 病態 と それを評価する 血液検査項 日 の組合せで正しいのはどれか。 2 つ選べ。

a 肝障害 BUN 
b 腎障害 AST 
c 低栄養 Alb 
d 炎症反応 CRP 

►歯科臨床の基礎

直-a•
X a 肝障害では逸脱酵素である AST や ALT、 乳酸脱水素酵素 〈LD〉などが高値 と な る。 ま た、 肝障害

が進行する と 、 アルプ ミ ン〈Alb 〉、 総蛋白〈TP〉 、 コ リンエス テ ラ ー ゼ〈ChE〉活性 、 血小板数などが
低値 と な り 、 血中アンモニア、 総 ビ リル ビ ンなどが嵩値を示す。

>< b 腎障害ではク レアチニ ン 〈 Cr〉、 尿素窒素〈BUN〉が高値 を 示 す。

\. C 低栄養では肝臓におけ る 蚕白合成が低下するため 、 Alb などが低値を示す。

C d 炎症反応では CRP や白血球数が高値 を 示 す。

� c 、 d

［問題 37] 放射線の影椰におけ る 線誠反応関係を図に示す。

頻

度

この影響に 含 ま れ る の はどれか。 1 つ選べ。
a 白内障
b 白血病
c 味槌障害
d 口腔乾媒症

餓白
水n々"

�1J?. 
X a 、 X C 、 X d 白内節、 味巽障害、 口腔乾媒症は確定的影響に 含 ま れる。
- b 白血病は確半的影押に含 ま れ る 。

.. 遍 b

►歯科臨床の基礎

（鉛 DH 2 2 :  P 257) 

占

放射線の影牌にお け る 線屈反応I具1係の分類には確率的影牌 と 確定的影評がある 。 確率的影牌は線品の増
加に伴い発生率が増加する 。 線低反応 関係は直線的で 、 しきい線証がな く 、 重篤度は線益に依存しない影
聘である 。 一方、 確定的影押は線址の増加に伴い韮篤度が増加 し 、 線餓反応関係はしきい線搬を 有 す るシ
グモイ ド曲線を呈する。 設問の図はしきい線砿がないため 、 確率的影郭である。
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［問題 38] 26 歳の男性。 上顎右側犬歯から上顎左側犬歯 ま での前歯部の変色 を主訴 と して来院し
た。 診断の結果、 テ ト ラ サ イ ク リン歯であった。 上顎前歯部はすべて生活歯であ り 、 変色程度は軽
度である。処慨中の口腔内写真 （別冊午後 No. 6 ) を 別 に 示す。

治療後に起こ り 得るのはどれか。 2 つ選べ。

a 外部吸収
b 歯冠破折
c 知覚過敏
d 色調の後戻 り

3
1
1
 

-■�,��if� むb•
X a 無髄歯のi票白法では、 i票白剤が象牙細管を介 して歯根膜 を 刺

激した際に歯根が 吸収 さ れ、 外部吸収が生じるこ と がある。

X b 生活歯の歯冠破折は歯の損耗によって生 じる。

O c 生活歯の漂白時に知従過敏が発症するこ と がある。
Od 漂白治療が終了した後 、 一定期間経過後 に 色調 の 後戻 り を

起 こ す こ と がある。

.-,� ● C 、 d

No. 6 
►保存修復学

要
―点

生活歯の漂白は診療所で行 う オ フ ィ ス プ リー チング と 患者が 自 宅で行 う ホ ー ム ブ リー チングがある。 テ ト
ラ サ イク リン歯の う ち 、 苅色が弱 ＜ 、 縞模様がみられない症例が生活歯源白の適応症となる。

［問題 39] 70 歳 の 男 性。 上顎右側第二小臼歯の消掃 時 の遥和感 を 主 訴 と して来院した。 1年前か
ら気付いていたが痛みがないのでその ま ま に していた と い う 。 歯髄電気診で正常反応 を示した。 プ
ラ ッ シング指沿 を 行 っ た。 初診時の口腔内写真 （別冊午後 No . 7 ) を 別 に示す。

適切 と 考えられる処置はどれか。 1つ選べ。

a レジン前装冠修復
b フ ッ 化水素酸旅布
C ラ ミ ネ ートベニア装苅
d コンボ ジ ッ ト レ ジン修復

亀北｛、r;t-1.i•
X a レ ジン前装冠は歯質切削砿が多 く 、 この症例に対しては適切では

ない。
X b フ ッ 化水素酸は技工操作で用いられる甜物で、 D腔内で用いるこ

と は禁忌である。

X C エナメル質は大部分が健全であるため に 、 ラ ミ ネ ー ト ベニ アは適
用 すべ き ではない。

Od 咬合力の歯頸部への躾,.,_, と 機械的刺激の複合作用 による く さ び状
の実質 欠損は 、 To o th w e ar の 代表的なもので 、 患者が知党過敏
や稲美障害 を 訴える場合には、 コ ン ポ ジ ッ トレジンを 用いて修復する。

No. 7 
►保存修復学

［問題 40) 20 歳の男性。 下 顎右側第二大臼歯の修復物周囲の歯質が破折したため来院した。 自 発
痛、 誘発痛 と も に認められず、 歯髄電気診に反応する。 爺髄の危険があったため 、 軟化象牙 質 を 残
存 さ せた まま覆髄処骰 を 行っ た。 初診時のエ ッ クス線写真 （別冊午後No. 8 ) を 別 に 示す。

この処個法 の 目 的は どれか。 2 つ選べ。

a 歯髄の炎症消退
b 修復象牙質の形成
c 軟化象牙質の再石灰化
d デンテ ィ ンブ リ ッ ジの形成

a 歯髄の炎症消退を 目 的 と する歯髄鎖静消炎療法や間接
覆髄法では 、 軟化象牙囲 を完全除去する。

b 、 O c 軟化象牙質の再石灰化と共に修復象牙質の形成
を 目 的 と して、 暫間的間接毅髄法を 行う。

x d デンテ ィ ン プ リ ッ ジは、 直接覆髄法や生活断髄法で形
成 さ れる。

... b 、 C （印 DH22 : P308)

No. 8 
►歯内療法学

［問題 41] 自発痛を生 じるのはどれか。 1つ選べ。
a 歯髄壊死
b 歯根殺胞
c 急性化膿性歯髄炎
d 慢性禎瘍性歯髄炎

►歯内療法学

r叫，:,滋ふ●
X a 歯髄壊死は、 歯髄は失活 しているため根尖性歯周炎の併発はない。 自発痛は生 じない。

X b 歯根媒胞ば慢性根尖性歯財炎に続発 して発症するものであ り 、 自発痛は生じない。
C 自発痛は、 一 般的 に 自 然に 起こる痛み 、 刺激が加えられていないのに感じる痛みである。 一方 、 刺

激が加わると生 じる痛みを誘発痛という 。 怠性歯髄炎や急性化膿性根尖性歯周炎な どで 自 発痛が起
こる。

X d う 商への食片圧入や探針の挿入な どで痛みが誘発 さ れる。

� c 

�遭► d 
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［問題 42] 47 歳の女性。 下顎左側 第一大臼歯部歯肉の違和感を 主訴として来院し た。 歯周基本治療
後の再評価の結果、 歯周外科治療 を 行 う こ と になっ た。 初診時の口腔 内写真 （別冊午後 No. 9 A ) 、

エ ッ ク ス 線写真 （別冊午後 No. 9 B ) 及 び再評価時の口腔内写真 （別冊午後 No. 9 C ) を 別 に示す。
術式選択にあたり 、 最 も 参考となる のはどれか。 1つ選べ。

a 歯肉の形態
b 歯の動揺度
c プ ロ ー ビ ン グ時の出血
d フ ァ ー ケ ー シ ョ ン プロ ー ブに よ る 検在結果

No. 9 A 

41!., .. d 

B
 

c

 

►歯周治療学

� 
X a 歯肉 の形態は歯周外科治療後に変化す る ため 、 参考とはならない。

X b 歯周外科治療 に よ っ て歯周組織の炎症が改 善 さ れれば、 歯の動揺 も 減少す る 。 診断や予 後判定 、 治
療計画の立案に ば必要であ る が、 歯周外科の術式選択に関しての重要度は低い。

X C プ ロ ー ビ ン グ時 の 出血はポケ ッ ト 内 に 炎症がある ことを示す。 歯周外科治療 に よ り 炎症が改善すれ
ば出血しなく なる ため 、 選択の基準 にはならない。

O d エック ス 線写真だけでは根分岐部病変の診断はで き ない 。 そのため 、 フ ァ ー ケ ー シ ョ ン プロ ー ブ を
使用して、 既通す る か ど う かの確認が必要であ る 。 分岐部病変の診断に よ り 術式の選択が変わる 。

［問題 43] 28 歳の男性。 下顎前歯部歯肉の疼痛 を主訴と して来院した。 数 日 前か ら プラ ッ シ ン グ 時
に 痛 み を 感 じてい たが、 昨晩か ら 痛みがひ ど く なっ たと い う 。 ま た 、 家 族か ら 口臭 を 指摘されてい
る 。 エ ッ ク ス 線写真では特 に 異常は認め ら れなかっ た。 初診時の口 腔内写真 （別冊午後 No. 1 0 ) を
別 に示す。 医療面接の結果の一部 を 表に示す。

全 身 的既往歴
喫煙の有無
飲酒の有無
ア レ ル ギー

常用薬
睡眠時間

： てんかん
10 本／日 、 5 年

： 機会飲酒
： なし
▼ フ ェ ニ ト イ ン
: 4 時間

プラ ッ シ ン グ習慣 ： 1 回／ 日 、 就寝前
歯間清掃 用 具の使用 ： なし

主訴の原因と考え ら れ る のはどれか。 1つ選べ。

a 飲 酒
b 喫 煙
c 常用薬
d プ ラ ーク

3
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CT北↓ ・遍l
K. a 飲酒は壊死性泊瘍性歯肉炎と直接的な関係はない。

>< b 喫煙は歯周病の環境因子ではあ る が、 壊死性樅瘍性歯肉
炎との直接的な関係はない。

X C てんかんは常用薬の副作用 として薬物性歯肉増殖症があ
る が、 口腔内写真か ら歯肉増殖は認め ら れない。

ヘ d 壊 死 性 浪 瘍 性 歯 肉 炎 はス ピ ロ ヘ ー タ、 Fusobaclerium
nucleatum、 Prevotella inlcrmedia な ど の 歯 周 病 原 細 菌
が発症に強く 関連 し 、 ス ト レ ス や、 栄養不良などの現瑳
因子が影響す る と考 え ら れている 。

�● 

No. 10 
►歯周治療学

（印 DH 22 : P 338) 

p 

下顎右側 中切歯か ら 犬歯にかけて歯間乳頭部 に 陥 凹がみ ら れ る 。 ま た 、 辺縁歯肉の強い発赤や歯間部の
出血お よ び偽膜形成が認め ら れ る 。 エ ッ ク ス 線写真で異常がない こ とか ら 壊死性汝税Tl:t'4:J 11:J 炎と考 え ら れ
る 。
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［問題 44] 52 歳の女性。 下顎左側 臼歯部の違和 感 を 主訴と し て 来 院 し た。 慢性歯周炎の診断の も
と歯周基本治療 を 行 っ た。 初診時の口腔内写真 （別冊午後 No. 1 1 A ) とエ ッ ク ス 線写真 （別冊午後
No. 1 1  B ) を 別 に示す。 再評価時の歯周組織検査結果の一部 を 表 に示す。

舌 側 ＊

歯 種

頬 側 ＊

根分岐部病変 ＊ ＊ ロニ〗:
＊ ： プロ ー ビン グデプス (mm)
* * : Lindhe の分類 （ ー は分岐部病変がない こ と を示す）
〇印 ： プロ ー ビ ン グ時の出血

次 に 下顎左側 第一大臼歯に 行 う 処骰と し て 考 え られるのは どれか。 1つ選べ。
a ト ン ネリ ン グ
b ヘミセ ク シ ョ ン
c 歯周ポケ ッ ト掻爬術
d エ ナ メ ルマ ト リ ッ ク ス タン パ ク 質の応用

ll日 d

No. 1 1  A B
 

►歯周治療学

a:Ji! 込Y
X a ト ン ネ リ ン グ は Lindhe の根分岐部病変の分類で進行 し た 2、 3 度が適応 と な る 。
X b ヘミセ ク シ ョ ン は一方の根が保存,f�可 能 な と き に適応と な る 。

X C 歯 周 ポ ケ ッ ト掻爬術の適応症は浅い骨縁上 ポ ケ ッ ト であ る 。 本症例のよ う に プ ロ ー ビ ン グデプスが
6 mm あ り 、 さ ら に垂直性骨吸収がある場合は 、 フラ ッ プ手術や歯周組織再生療法が適応と な る 。

O d エ ナ メ ル マ ト リ ッ ク ス タ ン パ ク 質 は 歯 周 ポ ケ ッ ト 6mm 以 上 、 エ ッ ク ス 線写真で幅 2 mm 、 深さ
4mm 以上の垂直性骨欠損に対して適応 さ れ る 。

i 

［問題 45] 60 歳の女性。 イ ン プ ラ ン ト治療を 行 う こ と に な っ た。 治療法の説明 に 用 い た模型の写真
（別冊午後 No. 12 A 、 B ) を 別 に示す。

1 2  A が 1 2 B に 比べて優れて いるのは どれか。 2 つ選べ。

a 安定性
b 咬合カ
c 消掃性
d 義歯破損時の対処

No. 12 A B
 

►歯科補綴学

·せ心
a、 O b 安定性、 咬合力は多く の イ ン プラ ン ト で支え られる A (ボー ン ア ン カ ードプリ ッ ジ） が俊れている 。

X C 清掃性は、 補綴物の着脱 を 行 え る B が優れて い る 。

x d 義歯破損時の対応 は 、 イ ン プ ラ ン ト 埋入本数の少 な い B ( イ ン プ ラ ン ト オ ー バー デ ン チ ャ ー ） が優れ
て い る 。

� a 、 b

· ....,· 点- 、

A は ア ク セ ス ホ ー ル がある こ と か ら 固定式補綴装阻であ る ボー ン ア ン カ ー ドプリ ッ ジであ り 、 B は アク
セ ス ホ ー ル が な い こ とか ら 可撤式補綴装協である イ ン プ ラ ン ト オ ー バー デ ン チ ャ ーであ る 。 ボー ン ア ン
カ ードブ リ ッジと イ ン プラ ン トオ ー バー デ ン チ ャ ー の比較は 、 プ リ ッ ジと義歯の比較と 同 様 に 、 安定性や
咬合力が俊れ て い る のがボー ン ア ン カ ー ド プ リ ッジであ り 、 清掃性が侵れ て い る のが イ ン プ ラ ン トオ ー

バー デ ン チ ャ ー である 。

［問題 46] ク ラ ウ ン の試適で最初に行 う の は どれか。 1つ選べ。

a 内面の確認
b 適合状態の確認
c 隣接接触関係の調整
d 中心咬合位の咬合調整

►歯科補綴学

·� 距;t--'i•
O a 試適時 に は、 模型に問題がないか 、 ク ラ ウ ン 内面 に 突起な どが残っ て い な いか を ま ず確 認す る こ と

が重要である 。 この時点で問題があれば、 調 整 し て い て も 必ず不適合 と な る 。 試適の順番は 、 ① 内
面の確認、

②
隣接接触関係の調整 、 ③ 適合状態の確認 、 ④ 中心咬合位の咬合調整、 ⑤ 偏心咬合位

の咬合調整と な る 。
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［問題 47] 69 歳の男性。上顎義歯の動揺を主訴として来院 し た。3年前に装着した義歯が食事のた
びに落ち て し まう と いう。 検査の結果、 使用中の義歯に咬耗や（阻裂な どは認められなかっ た ため 、

義歯粘膜面に処置 を 行うことになった。処骰には硬化する材科 を 使 用 し た。実施 し た 処置の写兵
（別冊午後No. 1 3 ) を 別に示す。

行われたのは どれか。1つ選べ。
a リペース
b リ ラ イン
c ビー デ ィ ング
d テ ィ ッ シ ュ コンディ シ ョ ニング

No. 13 
►歯科補綴学

X a リベ ース は 現在使m し て いる義
歯 を 用 い て ,M'⑪ca')印象採伊 を
行い 、 印象 ごと埋没する。 人工
歯部分だけ を そ の ま ま残 し 、 義
歯床部分のみ を 新製する方法で
ある。間接法で行う ため本症例
の処龍と異なる。

b 写真は硬質材科 を 用 い てリ ラ イ
ンの実施 を 行 っ て いる。リラ インとは 、 義歯用粘膜面の不適合部分にレジンなどの床用材料を追補
する方法である。

c ピー デ イ ングは作業用模型を 削合することによって行う。本症例の処骰と異なる。
x d テ ィ ッ シュ コンデ ィ シ ョ ニングは 、 新義歯製作時の最終印象前に義歯床下粘膜のひずみや褥板性潰瘍な

どの病変を回復させること を H 的として行う。 軟質材料を用いて実施するため、 本症例の処性と異なる。

blll,� ● b 

［問題 48] 部分床義歯の与真 （別冊午後 N o. 1 4 ) を 別 に 示す。
使用 されている維持装骰は どれか。2 つ選べ。

a ヘアビンク ラスプ
b エーカース ク ラスプ
c バ ッ ク アク シ ョ ン ク ラスプ
d ハ ー ファン ドハ ー フ ク ラ スプ

No. 1 4  
►歯科補綴学

ti::'-� し・
a ヘアピン ク ラスプは 、 ニ アゾーン の アン ダー カ ッ ト を利用する

もので、 歯冠の短い歯に は使えない。
b 、 d 写兵の部分床義歯に使m さ れ て いる維持装骰 はエー カー

ス ク ラスプとハ ー ファン ド ハ ー フ ク ラス プである。エ ーカース
ク ラ ス プ は レス r 付 �' �,i と い われ 、 フ ァ ー ゾ ー ン の アン
ダーカ ッ ト を利用 する。ハ ー ファ ンドハー フ ク ラスプは 、 .j/f\ 、'it勺
が適応となり 、 鉤腕は一方が頻側を 、 他方が舌側を走行する。

X C バ ッ ク アク シ ョ ン ク ラ スプは 、 舌側に鉤体があり 、 鉤腕が欠損
側隣接面、 辺縁隆線部を 通 り 、 頬側のフ ァ ー ゾーンのアンダーカ ッ ト 部に鉤尖 を 笛くク ラ スプであ
る。通常、 上顎臼歯部が適応である。

［問題 49] Be ll 麻痺でみられるのは どれか 2 つ選ぺ。
a め まい
b n笛不能
c 外耳道の水疱
d 唾液分泌異常

► 口腔外科学

a 、 C め まいや外耳迫の水疱がみられるの は 、 Ramsay Hun, 症候群である。その他の症状と し て 、

難聴 、 耳 嗚 り 、 耳痛な どがみられる。

b 、 d Be ll 麻痺は 、 様 々 な原囚により 'i阻1ti11終；；�1,: が生じる疾患である。症状と し て は 、 前額部の
しわ形成不全、 麻痺性兎眼、 Bell 症状 、 恥唇溝消失 、 口笛不能 、 涙分泌異常 、 聴錢過敏 、 唾液分泌
異常や味筵1旅害がみられる。

� b 、 d

［問題 50] 58 歳の男性。舌下面の腫脹 を主訴 と し て 来院 し た。腫脹は弾性軟である。初診時のI―I腔
内写真 （別冊午後No. 1 5) を 別 に示す。

考えられるのは どれか。1つ選べ。
a ガマ腫
b J[rr管種
c 脂肪腫
d 悪性黒色胚

a ガマ腫 （ ラ ヌ ー ラ ） は舌下腺や1 1底部の小唾液腺 、 あるいは額 f
腺からの i )汽，"' によっ て 生じ た嚢胞で 、 1 1底部に発現
し た 嚢胞である。

b 「I)]空内写真よ り 、 舌下部にII音紫色の腫瘤性病変が認められるこ
とから、 血i· -が疑われる。

c 脂肪腫は弾性軟であるが表面粘股が正常あるい は黄白色 を呈す
るため 、 臨床所見が異なる。

d 悪性黒色腫は 、 皮府 、 粘膜におけるメ ラ ニン色索生成細胞が、

悪性変化をきた し て生ずる増殖 ， 破壊性の強い腫勒である。表面に泊瘍を形成し出血をみることも
多く、

一 般に' I' 褐色の沿色 を 認める。

... b 

N o. 1 5  
► 口腔外科学

（釦 DH 22:P404)
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［問題 51] 急性下顎府骨髄炎でみ ら れ る のはどれか。 1つ選べ。

a Bell 麻痺
b Vincent 症状
c Patrick 発痛帯
d Malgeigne 圧痛点

►口腔外科学

畿， 凶，.�も曇
x a Bell 麻痺は末梢性頗面神経麻痺で、 前額部の しわ形成不全 、 兎眼 、 鼻唇溝消失 な どがみ られ る 。

O b 急性下顎骨骨髄炎は、 炎症の経過を第一期 （ 初期） 、 第二期 （進行期） 、 第三期 （腐骨形成期） 、 第 四
期 （腐竹分離期） の 4 つのステー ジに分け ら れる 。 進行期では、 弓 倉症状 （原因歯よ り 近心側の数歯
の打診痛） 、 Vincent 症状 （下唇 ・ オ ト ガ イ 部の知覚麻痺） な どがみ られ る 。 Vincent 症状は、 ，患側の
オ ト ガ イ 神経領域 に生 じ る 知撹異常である 。

x c Patrick 発痛帯は頁性一 叉神経痛でみ ら れ る 。 口 角 、 昴唇溝 、 鼻粟 、 口 唇 な ど 、 冷刺檄や接触刺激
を受け る と 疼痛が誘発 さ れ る 部位である 。

x d Malgeigne 圧痛 点は、 骨折部 に一致した限局性の圧痛である 。

aAi● b 

［問題 52] 上下顎歯列弓の近遠心的関係か ら 不正咬合を分類 したのはどれか。 1つ選べ。
a E. H. A ngle 
b G. V. Black 
c P. Fauchard 
d N. W. Kingsley 

►矯正歯科学

�」 1曇
O a 上下顎歯列弓の近速心的関係に基づく 不正咬合の分類とは、 A ngle の分類である 。 Edward Hartley 

A ngle はア メ リ カ の歯科医 師で最初の矯正歯科専 門 医 と して知 られ、 専門分野 と しての歯科矯正学
の創設者である 。

x b G. V. Black はア メ リカ の歯科医師で、 予防拡大の原 則 に 従 っ た Black の商洞 分類を考案 し 、 臨洞形
成の原則を提唱 し た 。

x c Pierre Fauchard はフ ラ ン スの歯科医師で、 歯列の唇側 に アー チ状の金属板を置 き 、 小 孔 と 歯を紐
で結禁 し歯を移 動 さ せた 。

x d Norman William Kingsley は咬合跳躍法を発表し 、 咬合斜面板を考案 し た。

ー

a

［問題 53) 研究用模型の写真 （別冊午後 No. 1 6 ) を別 に示す。
正 し い所見はどれか。 2 つ選べ。

a 猥状捻転
b 鞍状歯列弓
c Hellman の歯齢皿 A 期
d 正のアーチ レ ン グスディ ス ク レ パ ン シー

.: 枇,�t-1、
O a 上顎左右中切歯に異状捻転がみられる 。

x b 鞍状歯 列 弓 は、 下顎歯列 弓 に お い てマ イ ナスの
デ ィ ス ク レ パ ン シー の た め 小 臼 歯の舌 側 転 位 ま
たは傾斜が起こっ た歯列 弓形態である 。

l.) c 前歯および第一大 臼 歯の萌 出 が完 了 し て い る た
め 、 111 A 期である 。

X d 正の ア ー チ レ ン グ スデ イ ス ク レ パ ン シ ー は空隙
歯ダ1j弓である 。 本症例は空隙歯列 弓ではない。

l1iE9 a 、 C （叫 DH22: P424) 

No. 1 6  
►矯正歯科学

［問題 54] エ ッ ク ス線写真 （別冊午後 No. 1 7 ) を別に示す。
評価でき るのはどれか。 1つ選べ。

a 薬用址
b 骨密度
c 骨年齢
d ター ミナルプレ ー ン

O c 写真は骨年齢の把握の た め に 撮 影 さ れた手根竹エック ス線写真である 。

母指尺側種子骨は、 身長の最大増加期と 同 時期あ る い はその I - 2 年前
に 出現する こ と か ら 、 身長の思春期成Kスパー ト を予測 す る 指標 と し て
利 用で き る 。

·

し

�- C 

►矯正歯科学
No. 1 7  
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［問題 55] 矯正用 器具の写真 （別冊午後 No. 1 8 ) を 別に示す。

口腔習癖除去に用 い る のは どれか。 1つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④ 

� c 

①
 

③
 

No . 1 8  

ふ入
～ざ

④ 

②
 

►矯正歯科学

X a ① は上顎前方牽引装置であ る 。 オ ト ガイ 部 ま たは顔面部 を 固定源 と して上顎骨の成長促進を 目 的に
用 いられる 。

X b ② は ラ ッ プアラ ウ ンド （ベ ッ ク タ イフ リテ ーナ ー で あ る 。 保定装置は、 矯正治療で得られた咬合
状態を維持 し 、 安定する ま で器械的保定と して用いられ る 。

) c ③ は リ ッ プバンパ で あ る 。 リ ッ プバンパー は過剰な下口唇圧によって舌側傾斜 した下顎前歯を 、

圧 を排除す る こ と で唇側傾斜 さ せ 、 大臼歯には口唇I王 を作用 さ せて遠心移動 を 図 る 装箭であ る 。 ま
た、 吸唇癖や咬唇癖な どの習癖除去装附と しても用 い る 。

X d ④ はク ワ ドヘ リ ソ クス であ る 。ク ワ ドヘ リ ッ クス は上顎歯列 弓 の側方拡大 を 目的と して使用 さ れ
る 。

［問題 56] 2 歳の男児。 下顎前歯部のう蝕を 主訴 と して来院 した。1か 月 前に近医で フ ッ 化 ジ ア ン
ミン銀 を 途布 さ れたが、 う蝕が少 しずつ大 き くなっ て い る と いう。 生活反応はある が食事時の痛み
や冷水痛はない。 初診時の口腔内写真 （別冊午後 No. 1 9 A ) と エ ッ クス線写真 （別冊午後 No. 1 9 B )  
を 別に示す。

考えられる対応は どれか。1つ選べ。

a 経 過観察
b コンボジ ッ トレジ ン修復
c 生活歯髄切断法
d 感染根管治療

鼈lfi,↓, �\-i .. 
X a う蝕が進行 しており、 経 過観察は

不適切である 。

O b 通常、 C l から C Z ではコンポ ジ ッ
ト レジン修復が適切である。エ ッ

ク ス 線写真から、 下顎切歯にう蝕
が認められるため 、 コ ンポジ ッ ト
レ ジン修復 を 行う。

c 冷水痛な どの歯髄症状は眩められ
ないため 、 生活歯髄切断法の適応
ではない。

x d 生活歯であり、 感染根管治療の適応ではない。

.... 

No. 1 9  A 
►小児歯科学

B 

［問題 57) 3歳 5 か月 の 男 児。 歯の色の異常を 主訴 と して米院 し た。 色調は萌出時から変 化 してい
ない と いう。 初診時の口腔内写真 （別冊午後 No.20 ) を 別に示す。

考えられるのはどれか。 1つ選べ。

a タ ー ナ ー歯
b 歯の フ ッ 素症
c ハ ッ チン ソ ン歯
d 象牙質形成不全症

X a タ ー ナ ー歯は局所的要因で生 じ る ため、 左右対称の複数歯
に認められない。

X b 歯の フ ッ 素症は、 主に永久歯で認められる エナ メ ル質形成
不全である 。 境界不明瞭の白斑が特徴であ る。

c ハ ッ チン ソ ン歯は、 先火梅上の際に主に永久歯に認められ
る歯の形態異常である 。

d 乳前歯部に象牙質形成不全症が認められる 。

No .20 
► 小児歯科学
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［問題 58] 摂 食感下の 5 期 モ デ ル で、 認知機能の低下 により 主 に 障 害さ れ る 期 は どれか。 1つ
選べ。

a 第1期
b 第 2 期
c 第 3 期
d 第 4 期

►障害者 ・ 高齢者歯科学

•-11函出伍•
O a 摂食感下機能は捕食、 咀哨、 唖下と い う 連続した反応で 、 食物の認知から始 ま り 、 食物を 口腔内に取

り 入れて、 咽頭、 食道を経て胃 に至る ま での過程 を い う 。 摂食唖下機能の過程は、 先行期 （認知期） 、

準備期 （ 捕 食 . U.H, 咽 ・ 食塊形成 ） 、 口腔期 （舌 による 咽頭への送り 込 み） 、 咽頭期 および食道期の 5
つのス テ ージに分けられており 、 こ れ を 摂食唖下の 5 期 モデルとい う 。 第1期 （先行期） は食物 を 認
識し、 口腔内 に取り 込む ま での時期 である。 従 っ て、 認知機能の低下により 障害される 。

X b 第 2 期 （準備期） は主に口腔内に取り 込 ま れた 食物 を 咀 哨 し 、 食塊形成 を 行 う 期である 。

X C 第 3 期 （口腔期） は食物を感下す る た め に 咽頭への送り 込み を 行 う 時期である 。

X d 第 4 期 （咽頭期） は唖下反射による 喋下関連筋群の協調運動により 、 食物が中 咽頭から食道 に送り 込
ま れ る 時期である 。

tilt● a 

［問題 59] 運動を 実行する 身体機能が保たれている に も かかわらず、 熟練した運動行為 を 遂行する
こ とがで き ない神経学的障害はどれか。 1つ選べ。

a 失 行
b 失 認
c 無 動
d 運動失調症

►障害者 ・ 高齢者歯科学

9::f�);t-::t、�·
つ a 「運動 を 実行する 身体機能が保たれている に も かかわらず 、 熟練 し た運動行為 を遂行す る こ とがで

き ない神経学的障害」 とは失行であ る 。 失行とは、 運動器の麻痺や障害、 運動失調などがなく 、 末
梢神経の異常がないに も かかわらず、 既 に 身 につけているはずの合 目 的な運動や動作 を 行 う こ との
で き ない状態 を い う 。

X b 失認とは知党や感詑器に異常はないのに 、 触槌や視従などを 介して対象物 を 認知する こ とがで き な
い状態 を い う 。 高次機能障害の1つである 。

X C 無動は動作が減少 し 、 動作が緩極となり 、 やがて動作が欠如 す る こ と を い う 。 主 と し て脳の異常で
みられ る 。

X d 運動失調症は運動器の麻痺や障害 、 筋力の低下がないのに 、 筋 肉 間の協調連動が不 能 と なり 、 姿
勢 • 平衡の維持や円滑な動作 を 行 う こ とがで き ない状態 を い う 。

, a 

［問題 60] 経昴経管栄登で正しいのはどれか。 1つ選べ。
a 経口摂取が制限され る 。
b 昴腔や咽頭の違和感がない。
c 術後の合併症の発症が少ない。

d 消化器の状態に左右されずに投与で き る 。

一X a 経管栄従で も 経口摂取の併用は可能である 。

X b 管その も のの迎和感が鼻腔や咽頭に 生 じ る 。

O c 経管栄養は、 免疫能 を 高め る た め に感染性合併症の発症が少ない。

X d 消 化器系が健全でない と き は経静脈栄挫となる。

--

►障害者 ・ 高齢者歯科学

［問題 61] ユニバーサルデザイ ン で正 し いのはどれか。 2 つ選べ。

a 使用 には熟練 を要する 。

b 環橙保設 を 目 的としている 。

c 年齢、 性別 に 関係なく利用で き る 。
d 身体障害の程度 にかかわらず利用で き る 。

►障害者 ・ 高齢者歯科学

Ell凶，込i』
O c 、 d ユ ニ バーサルデザ イ ン (Universal Design 、 UD)とは、 すべての人に使いやすい製品 、 現椛、 情

報のデザイ ン を 目 指す理念である 。 ユニ バーサルデザ イ ンの原理に は、 公平性 、 柔軟性、 単純 ・ 直
感性、 認知性、 安全性 、 効率性、 スペ ー ス サ イ ズがあ る 。

3
1
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［問題 62] あ る 補綴装置の製作過程の写真 （別冊午後 No. 21 ) を 別 に示す。

製作する補綴装置は どれか。 1 つ選べ。
a 顎義歯
b 舌接触補助床
c ス ピー チ ェ イ ド
d オ ー バー デ ン チ ャ ー

鼈拙，；む紐●
O a 設問の写真は 、 硬口菟部に栓塞子 を 伴 う 顎補綴装置 （顎義歯）

製作用の模型である 。

X b 舌接触補助床 は 、 舌 と 口羅の接触 を 得 や す く す る た め の 装
罹であ る 。 口蓋部の床に庫み を も たせた形態であ る 。

X C ス ビ ー チ エ イ ド は軟 1 1益部の閉鎖 を 目 的 と し て 装 着す る 装

梱 で あ る 。

X d 模 型 の 形態 か ら 無歯 顎 と 判 別 で き る た め 、 オ ー バ ー デ ン
チ ャ ー で は な い。

3
1
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►障害者 ・ 高齢者歯科学

No. 21  

［問題 63] エ ッ ク ス線写真 （別冊午後 No. 2 2 ) を 別 に示す。

観察で き る の は どれか。 1 つ選べ。

a 歯根破折
b 歯垢沈滸
c 隣接面 う 蝕
d 歯槽骨吸収

�; 抵，む伍•
X a 歯根破折に は垂直性 と 水平性があ り 、 エ ッ ク ス 線写真上で垂直性は縦

に 、 水平性は横に破折線がみ ら れ る が 、 問題の写真か ら は確認す る こ
と がで き な い。

X b エ ッ ク ス線写真 よ り 多飛の歯石沈府が確認で き る 。

X C 憐接面 う 蝕は エ ッ ク ス 線写真上で黒い透過像 と し て確 認 さ れ る 。 問題
の写真 か ら は確認する こ と はで き な い。

O d 下顎前歯部の水平的 な竹吸収がみ ら れる 。

� d （鉛 DH 2 2 :  P 571) 

►歯科予防処置

No.22 

［問題 64] 検査対象歯が同 ー な の は どれか。 2 つ選べ。

a GI (Gingival Index) 
b PI (Periodontal Index) 
c Pll (Plaque Index) 
d PHP (Patient Hygiene Performance) 

►歯科予防処置

e1油，む�i·
\...ヽ a 、 0 c GI (Gingival Index) は 、 歯 肉 の 炎症の程度 を 評価 す る 。 ま た 、 PlI (Plaque Index) は 口 腔 消

掃状態の指標で 、 歯肉辺縁に接する 部位の プラ ー ク イ・J杓益 を評価する 。 対象歯は GI と 同 じ We
である 。

x b 歯周疾患指数 (PI : Periodontal Index) は 、 歯周炎の進行度 を 評価す る 。 対象歯は第三大 臼 歯 を 含 む

全歯の歯周組織を観察する 。

X d PHP は 口腔梢掃状態の指標で 、 歯画を 5 分割 （ 近遠心的に 2 区分、 中央部を 3 区分 し た計 5 区分） し 、

歯垢染 色剤で染色 さ れた部位 を それぞれ l 点 と し て最高 5 点で評価する。 検究対象歯は OHI - S と [nj

一部位の 、 立 廿―
2_ 6 1 6 

6 1 6 の 6 歯で 、 一 」戸 は唇頬側 の み を で信 は舌側 の み を 観察す る 。

�● a 、 C

［問題 65] 垂直性骨 欠損の原 因 と な る の は どれか。 2 つ選べ。

a 口呼吸
b 食片圧入
c 咬合性外傷
d 歯肉縁上歯石

►歯科予防処置

-�jJ. 逗-1,"・
X a 口呼吸は長期 に 及ぶ と 歯の移動や傾斜が起 こ る が、 垂直的骨吸収の原 因 に は な ら な い。

b 食片圧入は歯間乳頭歯肉 や辺縁歯 肉 に 炎 症 を 起 こ し 、 進行す る と 深い真性ポケ ッ ト を 形成す る 。

ヘ c 咬合性外偽では 、 過度の ま た は不正方向か ら の咬合力が加 わ り 歯槽骨の垂直的吸収が生 じ る 。
X d 歯肉縁上歯石 は歯肉の炎症 、 仮性ポ ケ ッ ト と の 関 わ り が強い。

m
5
 

働量t● b 、 C

— 
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［問題 66] 歯周治療に用いる 器具の写真 （別冊午後No. 23 ) を 別 に示す。

正 し いのはどれか。 2 つ選べ。

a フ ェ イ スの両側に刃がある 。

b 部位特異的に設計され て い る 。
c ハ ン ドル を 歯軸と平行 に し て操作する 。

d 第1シャ ンクとフ ェ イ スのなす 角 度は70 度である。

C!J脳辿t(i•
X a 写真はグ レ ー シ ー 型キ ュ レ ソ トであり 、 フ ェ イ スの片

側 に カ ッ ティ ン グエ ッ ジ を 有 す る 。 両刃はシ ッ クル型
キ ュ レ ッ ト、 ユ ニ バ ーサル型 キ ュ レ ッ トの特徴であ
る 。

b グ レ ー シ ー 型 キ ュ レ ッ ト は全歯面 に 適合でき る よ う 、

部位特異的な設計がな さ れ て お り 、 形と角 度が異なる
14 種類がある。

No.23 
►歯科予防処置

X C グ レ ー シ ー 型 キ ュ レ ッ トはオ フ セ ッ ト プ レ ー ド を 有す
る た め 、 第1シ ャ ンクと歯軸 を ,,;_行に し て操作す る 。

d グ レ ー シー 型 キ ュ レ ッ トは、 第 1 シ ャ ン ク と フ ェ イ ス
のなす 角 度は 70 度である 。 ユ ニバ ー サル型 キ ュ レ ッ ト、 シ ッ クル型 ス ケ ー ラー は、 第1シャ ンク
と フ ェ イ スの角度が 90 度になっ て い る 。

·
↓
● b 、 d

［問題 67] ス ケ ー リ ン グ時の除痛法で適切なのはどれか。 2 つ選べ。
a 浸澗麻酔 を 行 う 。

b 粕神鎖静法と局所麻酔法 を 併 用 す る 。

c エ ア ー ス ケ ー ラー を 無注水下で使用する 。

d 痛 み を 感 じ た ら 挙手す る よ う 患者に指示す る 。

►歯科予防処霞

(t:.J込i1�1--'-L•
O a 必要に 応 じ て浸潤麻酔法による 除痛が必要である 。

b 梢神鎖静法では十分な麻酔効果が得 ら れない た め 、 局所麻酔法 を併用 し て 除痛 す る 。

X C エ ア ー ス ケ ー ラー は注水 による洗浄を行いなが ら 使用する 。

X d 施術中に痛 み を 感 じ た ら 挙手 さ せ る こ とは侵襲 度 を 把握 す る う えで必要であ る が、 直接的な除痛法
にはならない。

._. a 、 b

［問題 68] 65 歳の男性。 歯周治療 を終 f し 、 3 か 月 後の メ イ ン テナ ン ス に 来 院 し た。

O' Leary の PCR は 3896であ っ た。 来院時の口腔内写呉 （ 別冊午後 No. 24 ) を 別 に示す。 歯周組織
検査結果を表に示す。

動揺度 ゜ ゜ 0 0 ゜ 0 0 ゜
唇 側 ＊

＼ 3 3 3 3 3 3 3 3 

� 口薔側 ＊ 3 2 2 2 2 2 2 2 

歯 種 1.J 針 __5J jJ 叫 叫 且 且． 旦 旦 且 匝 位 江
歯 種 可 司 引 可 百l 可 可 『 厄 厄 国 后 厄 げ
舌 側 ＊

＼ 3 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 

＼ 唇 側 ＊ 3 3 3 2 2 2 2 2 3 3 3 3 

動揺度 ゜ ゜ 0 0 0 0 ゜ 0 0 0 0 ゜
＊ ： プロ ー ビン グデプス (mm)

メ イ ン テナ ン スで行 う のはどれか。 2 つ選べ。

a 口腔消掃指祁
b 機械的歯面清掃
c オー ラルスクリー ン
d 局所薬物配送システム

亀』
a メ イ ン テ ナ ン ス 3 か 月 であ る ので、 通常 、 エ ッ ク ス線ぢ貞

は撮影 しない。 メ イ ン テ ナ ン スでは、 モ チ ベ ー シ ョ ンの強
化、 口 腔清掃指祁 、 ス ケ ー リ ン グ ・ ル ート プ レ ー ニ ン グ、

機械的歯面清掃 、 う 蝕予防など を 行 う 。

b 歯面を 滑沢化 し 、 プラー ク をつ き にくくす る た め に 、 機 械
的歯面泊掃 を 行 う 。

X C オ ー ラル ス ク リ ー ン は習慣性 LI 呼吸の治療用装骰であ る 。

口腔 内写貞でLlll-f'吸 を疑わせる 所見はない。
X d ボ ケ ッ トは全体的に 3mm 以下であ り 、 n腔消掃指群とス

ケ ー リン グで対応可能である 。 通常 LOOS はメ イ ンテナ ン
スでは行わない。

―

a 、 b

No.24 
►歯科予防処置
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［問題 69] ポ ケ ットプロ ー ビ ン グでわか る の は どれか。 1 つ 選べ。

a 歯周炎の分類
b 竹欠損の状態
c プラ ー ク付箔址
d ア タ ッチ メ ント レ ベ ル

►歯科予防処置

lillitr;l-\遍l

X a ポ ケ ットプロ ー ビ ン グでは 、 歯周 ポ ケ ッ トの 深 さ やア タ ッ チ メ ン ト レ ベ ル の診査が可能 で あ る が、

歯 周 炎 の 種 類 ま で はわからな い。 歯 周 炎 の 診 断 は 、 年齢や性別 、 エ ッ ク ス 線検査 、 細歯検査 な ど
種 々 の検査に よ っ て行 う 。

X b 骨欠損の状態は 、 エック ス 線写真な どで確認する 。

X C プラ ー クや歯石の付着はわかるが、 付着抵はわからな い。
O d ア タ ッ チ メ ン ト レベ ル は 、 セ メ ントエ ナ メ ル境からポ ケ ッ ト底部 ま で の距離であ り 、 ポ ケ ッ ト プ

ロ ー ビ ン グで診査可能である 。

�遭► d 

［問題 70] 歯の動揺 度 に 関 す る 分類 は どれか。 1つ選べ。

a Black の分類
b Miller の分類
c Lindhe の分類
d Kennedy の分類

►歯科予防処置

曇甜，り迄ii!曇
x a Black の分類 は和沿fii] の分類である 。
O b Miller の分類は由の動揺度の分類である 。

x c Lindhe の分類は根分岐部病変 の 分類である 。

x d Kennedy の分類 は歯の 欠相部の分布 を分類 し た も ので 、 部分床義歯の設計で用 いられる 。

... � b 

［問題 71] 口腔内写真 （別冊午後 No. 2 5 ) を 別 に示す。

沈着物の除去 に 適切な手用 ス ケ ー ラ ー は どれか。 1つ選べ。
a # 5  
b # 7  
C # 11 
d # 13 

9ill� 且出伍•
0 a # 5/6 は下顎前歯舌側面に使用 す る 。
x b # 7 は日て百舌側 お よ び、 百�頬側歯頸部 に使用する 。

X C # 11 は百＝可頬側近心何＝言―舌側近心に 使用する 。

X d # 13 は 同て万― 頬側遠心百�舌側遠心に使用 す る 。

� a 

No. 25 
►歯科予防処置

｀
． 

［問題 72] シャ ー プニ ン グで正 し い の は どれか。 2 つ選べ。

a ス ラ ッジがみられたら終了する 。

b セ ラ ミ ッ ク砥石は形態修正 に 用 い る 。
c ス ケ ー ラ ー はペ ン グ リ ップで把持す る 。

d 砥石ある い は ス ケ ー ラ ー の どちらか一方 を 固定する 。

►歯科予防処置

•.Ml紙�-'lii●
O a ス ラ ッ ジは研磨によって生 じ る汚泥 （ 削 り かす ） で、 ス ラ ッ ジは研磨終了の 目 安である。
X b セ ラ ミック砥石 は仕上げに使用 す る 。

X C ス ケ ー ラ ー はパー ム グ リ ッ プで把持する。
O d 砥石ある い は ス ケ ー ラ ー の どちらか一方 を 固定する こ とで、ぶれずに研磨す る こ とがで き る 。

� a 、 d （鉛 D H 22 : P 603)

［問題 73] 歯周病の リ ス ク フ ァ ク タ ー の う ち 現境因子は どれか。 1つ選べ。

a 年 齢
b 糖尿病
c ストレス
d プ ラ キシズム

Ii北滋＆遍l
X a、 X b 年齢や糖尿病は1廿上関連全 身囚＋である 。

O c スト レス は環境関連因子である 。

X d ブ ラ キシズ ム は宿主関連局所外偽性囚＋である 。

&arJt C 

►歯科予防処置

［問題 74] フ ッ 化物応用法と フ ッ 素濃度との組合せで正 し い の は どれか。 1つ選べ。
a フ ッ 化物洗口法 〇 . 2 %
b 水道水 フ ッ化物添加 0 . 8 %  
c フ ッ化物配合歯磨剤 0 .1 % 
d 歯面塗布用 フッ化ナト リ ウ ム溶液 2 . 0 %  

►歯科予防処置

9ill辿込�・
X a フ ッ化物洗 口 法 は 週 1 回法で 900 ppm (0. 09 %) 、 毎 日 法で 250 -450 ppm (0 . 025 - 0 . 045%) のi農

度で用 い る 。

X b 水 道水 フ ッ 化物添加 に は我が国では 0 . 8 ppm 以下の フ ッ 化物が添加 さ れて い る 。

O c フ ッ 化物配合歯磨剤 に は l . 500 ppm (0 .15 % ) を 上 限に フ ッ化物が配合 さ れ て い る 。

X d 歯面途布用 フ ッ 化ナ ト リ ウ ム溶液に は 9 . 000 ppm (0 9 % ) の フ ッ 化物が用いられ る 。

� c （鉛 DH 22 :P628)
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［問題 75) 歯面研磨時の ラ バーカップの操作で適切なの は どれか。 2 つ選べ。

a 低速回転で行 う 。
b 強い圧で 1 か所に押 し 当 て る 。
c 同転 さ せてか ら 歯 面 に 当 て る 。

d 辺縁 を歯肉縁下 に 入れて行 う 。

►歯科予防処置
&Ji.! 込�ェ・
O a ラ バーカップは 低辿回転で使用する こ と で、 発熱を 抑制 し滑沢な歯面 を 形成する 。

X b 歯面に軽 く 当 て、ま た数箇所に接触 さ せ る ことで、 発熱 を抑制し滑沢な歯面を 形成する 。

X C 回転 さ せた後に歯面 に 当 て る と 、 口腔内粘膜を損慟 さ せ る こ と があ る 。

O d ラ バーカップは歯肉縁下の歯面研磨も行 う こ と がで き る 。

� a 、 d

［問題 76] 2 歳の女児。 上顎乳前歯 を 対 象 に 一般法でフッ化物 ゲ ル を 塗布す る こ と になっ た。 塗布
過程の写真 （別冊午後 No. 26 ) を 別 に示す。

適切な顛番 は どれか。 1つ選べ。

a ① → ② → ③ → ④  
b ① → ③ → ② → ④  
c ① → ④ → ② → ③  
d ① → ④ → ③ → ②  

①
 

③
 

No.26 

②
 

④ 
量:J':�
Q C 'l) 歯血贔炉� ④ 洗 1 1 → ？ 激布→ ③ 令剰フ ・ノ 化物のふ き と り の順で行 う 。

►歯科予防処置

.... ............,.. 

［問題 77] 78 歳の男 性。 半 年前 に 脳梗 塞 を 発症し、 以 来 寝 た き り の状態で、 家 族 が 口 腔消掃 を
し て い る と い う 。 家族の依頼 を受け歯科訪問診療 を 行 っ た 。 初 同 訪 問 時の 口 腔 内写真 （別冊午後

No.27 ) を 別に示す。
口腔前庭部の清掃に適するのは どれか。 1つ選べ。

a 歯IIり プ ラ シ
b 瑶動歯 プ ラ シ
c タ フトプ ラ シ
d ス ポ ン ジ ブラ シ

〇肱品ふ●
X a 歯間ブラ シ は歯lliJ 隣接面の消掃に適する 。
X b 電動佑 プ ラ シ は歯面消掃 に は効率的であ る が 、 口腔前

庭の消掃 に は 適 さない。

X C タ フト プ ラ シ は 、 姫後方臼歯遠心面や咬合面の清掃に
適して いる 。

つ d ス ボ ン ジ プ ラ シ は 、 頗粘膜や口菟 、 1 1 腔前 庭部の清掃
に適して い る 。

� d 

No.27 
►歯科予防処讀

［問題 78] 小学校高学年の児窟 に対する 伯科保健指禅で正しいのは どれか。 1つ選ぺ。
a 保護者の点検磨 き を 指淋す る 。
b 第一大臼歯の萌出 に注意す る 。

C IUJ 食の摂 り 方について指淋す る 。
d 歯周炎への移行期であ る こ と を 説明する。

►歯科保健指導

鼈版，；1;\-4�· 
X a 小学校低学年 ま では本 人だけのプラ ッシ ン グでは,i, I -分であ る た め 、 保設者の点検庖き が必災であ

り 、 (1り確に指祁する 。

X b 小学校高学年ではすでに第一大臼歯は萌出 し て い る 。
C lftl 食の摂り 方 は う 蝕発生の リ ス ク になる た め 、 指祁項 U に 人 る c

X d 学箪期は歯肉炎に対す る 注在が必要であ る が 、 歯周炎への移行期 は行年期以降であ る 。

3
1
1
 

�瀑I

� c  
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［問題 79] Asperg er〈アスペルガー〉症候群で正しいのはどれか。 1つ選べ。

a 女性に多い。

b 出生時に診断さ れる。

c 自 我障害が特徴である。

d 知的能力 の発達は保たれる。

,.,� — 

3
1
1
 

一

X a 約 8 . 1 で男性に多くみられる。

X b アスペルガー症候群は、 知的障害のな い 自 閉症で出生時に診断はできない。
X C 周囲の世界 と の関連が持てず 、 自 分だけの世界に閉じこもる特徴がある。

Oct 言語や認知的発達の遅延はみられず、 知的能力は保たれる。

.. � ● d 

►歯科保健指導

［問題 80] 24 歳の女性。 歯垢染色後の歯垢付着状況の図 （別冊午後 N o. 28 ) を 別に示す。
この患者の DI はどれか。 1 つ選べ。
a 1. 0 
b 1. 5 
C 4 . 0  
d 5 . 0  

No .28 

I上 " I�泣窯澪竺］
l:I厄窯笠乞�

►歯科保健指導

鼈辿込�t•

O c DI は口腔内 を 6 分割 （ に胃□�I! 二） し 、 さらに頬側 と 舌側に分 け て プ ラ ー ク を観察する。 1

区分の頬側 、 舌側それぞれで最も高い値 を示す歯を選ぶ。 全区分の合計 を 区分の数で割 り 、 DI を
算定する。

［問題 8 1 )  ある地域で実施 さ れた歯周病予防事業の効果 を評価するこ と にな っ た。

アウト カ ム評価はどれか。 1 つ選べ。
a 事業の参加者数
b 予防活動の実施回数
c 事業前後の歯科受診率の変化
d 保健指導に要した 1 人あた り の単位時間

►歯科保健指導

.；柑，if;\--1、
X a 、 X b 、 X d 事業評価 とは、 定めた 目標の達成状況を確認して 、 目標値の見直 しや事業実施方法の改

善につなげるための取 り 組み と 定義 さ れる。

事業評価には大きく 3つの指標があげられる。 第 1 に、 プロセス（過程）指標があ り 、 「どのように実施し
たか」 を評価する。 第 2 に、 アウ ト プ ッ ト （出力）指標があり 、 「どれだけ実施したか」 を評価する。 第3
に、 アウトカム （成果）指標があり 、 目椋が達成されたか、 そもそも有効なのかどうかを評価する。
事業の参加者数、 予防活動の実施回数、 保健指導に要 した 1 人あた り の単位時間はアウトプ ット評価で
ある。

Oc 事業前後の歯科受診率の変化はアウト カ ム評価である。

I!,--- C （ゆ DH22: P729) 

［問題 82] 特別養護老 人 ホ ー ム入所者 を 対象 と し て 、 歯科衛生士による専門的 な口腔ケアを週に1
回 行 う 群（口腔ケア群） と 、 行わない群 （対照群） と に分け 、 2 年間追跡調査した結果を 表に示す。

口腔ケア群 (184 名）
発熱発生者数 (%) 27 (14 . 7) 
肺炎発症者数 (%) 21( 1 1 . 4) 
肺炎による死亡者数 (%) 14 ( 7 . 6) 

対照群 ( 182 名）
54 ( 29. 7) 
34 ( 18 . 7) 
30 (16 . 5 ) 

口腔ケア群 と 対照群 とで有意 な 差 が認め ら れた直接的理由はどれか。 1 つ選べ。

a ADL の改善
b 免疫能の充進
c 口腔内細歯の減少
d 胃食道逆流の減少

►歯科保健指導

畿貼�、f.
x a ADL の改善によっ て誤唖性肺炎発症の減少は可能ではあるが、 口腔ケアが直接的に ADL 改善に関

与するこ と は考えにくい。

X b 免疫能の充進は肺炎発症を減少させるが 、 LI腔ケアが直接的に免疫能を上昇 させるこ とは考えにくい。

f' C 口腔ケアによ り 口腔内細菌が減少 し 、 気管への侵入細菌の減少につながった結果 と 考えられる。
X d 胃 食道逆流の減少は、 口腔ケアが直接的に関与する こ と は考 えに く い。

� c 
よ っ て 、 24/6 = 4 . 0 である。

.... C 
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［問題 83] 83 歳の女性。 訪問診療の 依穎があ っ た。 患者は認知症が進 行 しており 、 身 の 回 り の世
話 を 家族やヘルパー な どに 頼 る 割合が増 えてい る とい う 。 ま た、 普段は義歯装沿時の食事に 不 自 由
は な く 、 家族と一緒 に 食べる こ と を とて も 楽 し み に してい る と い う 。 初診時の頻貌写真 （別冊午後
No. 29 A ) と 口腔内写真 （別冊午後 No.29 B ) を 別 に示す。

適切な対応 は どれか。 2 つ選べ。

a 直 ち に 義歯の使用 を 禁止する 。

b 義歯の管理について介護者に説明 す る 。

c 義歯の適切 な済脱方法 を 介護者に指祁する 。

d 義歯がなく て も 摂取で き る 錠品 を 与 え る よ う に指禅する 。

9iJ辿込—·
X a、 X d 患者は認知症が進行 してい

る も の の 、 経口摂取が可能で錠事
を 楽 し み に し て い る 。 今す ぐ に 食
形態 を 変更 す る こ と は 適切 な 応 で
は な い。 義歯 を 使用 し 、 安全 に 食
事がで き る よ う に対応す る 。

O b 、 O c 歯科医 帥 は介護者の協 力 を
仰 ぎつつ、 義 歯 を 活 用 し 患 者 の
QOL の向上に努める 。

·瀑� b 、 C

No.29 A B
 

►歯科保健指導

［問題 84] 摂食唖 1,-1旅害に対 す る 直接訓練は どれか。 2 つ選ぺ。
a 喋下体採
b 横向 き 唖下
c 息 こ ら え感下
d ア イ ス マッサー ジ

►歯科保健指辺

1 02 

X a 感下休操は食事前の準備と して行わ れ る こ とが多く 、 令身や頸部の感下関辿筋の リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
を 図り 、 ま た此醒状態の改苦 も 期 待で き る 。 Ill]接訓線の1つである 。

b 横1,1] き 感 卜は牲下時に頸部 を 回旋する こ とで 、 同旋側 の梨状窯 を 狭く し 、 非回旋側の梨状府 に 食塊
を誘祁する 。 誤照や梨状前の残留防JI-. に 打効 な 直接訓練である 。

こ c 息 こ ら え感下は感下前に意識的に 声門 を 閉銀す る ことで 、 感下中の誤l燕 を 防 ぐと同時に声門上に侵
入 した飲食物 を 喀出す る 手技である 。 直接訓練の 1 つである 。

x d アイ ス マッサ ー ジ は 味 ら せた綿棒に水 をつけて、 前 1 1蓋弓 、 舌根部、 咽頭後壁の粘朕 を マ ッ サー ジ
す る こ とで牲下機能の改善 を 図 る IIJJ接,JJII糸東である 。

� b 、 C

摂食嗅下障‘占 に 対 す る 訓練は間接訓紬と直接訓練に分け ら れ る 直接訓練は 実 際 に 食物 を 使111 す る こ と
で、 食物への認識、 咀喘、 I!伶下機能の改善 を H 指す 間桜』II線 は 食物 を m い な い で行 う 訓紬で、 照下関述
器官の機能や協調性を 改善し 、 ！惹下機能の向上 を はか る 。

［問題 85] 5 0 歳 の 男 性。 身長170cm、 体韮 80kg。 事務職でデス ク ワ ー ク が多く 、 運動習恨は ほ と
ん どな い。 栄投素等摂取状況の調査結果の一部 を 表 に示す。

項 日 1 R の摂取菰
① たんぱく質 150 g  
② 脂 質 90g 

③ 食 塩 15 g 
④ 鉄 1 2 mg 

摂取批が適切 な の は どれか。 1 つ選べ。

a ①  
b

② c ③  
d ④  

►歯科保健指導

鼈， 辿込N'.
X a 50 歳男性のたんぱく 質の 目 標磁 は 、 エネルギー 比率で14 ~ 20%であ る 。 た ん ぱく 質 l g は 4 kcal 

に 相 当 す る ため 、 推定エ ネ ルギー必要拡 を も と に計算す る と、 77 . 0 ~ l lO . O g と な る 。 従 っ て、 た
んばく 質摂取拡150 g は 多く、 改善が必要である 。

x b 50 歳 男 性の脂質の 目 標批 は 、 エ ネ ルギ ー 比率で 20~30%である 。 脂質 l g は 9 kcal に 相 当 す る た
め 、 推定エ ネ ルギー必要址 を も と に 計符す る と、 48. 9 ~ 7 7 . 3 g と な る 。 従 っ て 、 脂質摂取羅 90g
は 多 く 、 改善が必要である。

X C 50歳男性のナ ト リ ウム の目標址 （食塩相 当凪） は 7 5 g である 。 従 っ て、 食塩摂取砧15 g は 過剰 で
あ る ため 、 改善が必要である 。

' d 50 歳男性の鉄の推定平均必要凪は 6 . 0 mg、 推奨批は 7 . 5 mg で あ る 。 従 っ て、 鉄摂取址12mg は
推奨猾以上であり 適切である 。

働遍f�● d 

［問題 86] 認知症高齢者の居宅で口腔衛生指祁 を 行 う 際、 対象と な ら な いの は どれか。 1 つ選べ。

a 家 族
b 民生委員
c 介護福祉士
d 訪間看設師

►歯科保健指導

C四，曇
O a 居宅での口 腔衛生指麻であるため家族は対象である 。

X b 民生委貝は、 高齢者や障宮者世帯の見守り や安否確認などにも重要な役割を果たすが、 対象とな ら ない。

• C 介護福祉士は 、 訪問介護と して入浴 ・ 排iill: ・ 食事介助 ・ ロ腔 ケ ア ・ 買い物 ・ 調理等 を 行 う ため対象
である 。

d 訪問看護師は 、 在宅療養者の身体の処骰 、 点滴等を行い 、 必要に応 じて療焚上の健康管理指祁や助

言 、 生活に即 したリハ ビリを 行 う ため対象である 。

·↓ b 
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［問題 87] 脳血箭型認知症 と 比較 し た ア ル ッ ハ イ マ ー 型認知症の特徴 は どれか。 2 つ選ぺ。

a 人格が変化する 。

b 原因疾患が推定で き る 。
c 神経症状が多 く み ら れ る 。

d 全体的 な 能力 低下がみ ら れる 。

►歯科保健指導

畿1f1,怯， 4f.. 
O a 、 O ct 脳全体が萎縮する た め 、 能力低下が全般 的 に み ら れ、 人格 も 変 わ る こ と が多い。

X b 原因疾患が椎定で き る の は脳血管型認知症で あ る 。

X C 麻痺感な どの神経症状が多 く み ら れ る の は脳血管製認知症で あ る 。

... � ● a 、 d

［問題 88] 不足する と 味伐障害 を 起 こ すの は どれか。 1 つ選べ。

a Au 
b I 
c Se 
d Zn 

►歯科保健指導

CェコZn (亜鉛） は 、 魚介類 （ と く に カ キ） に 多 く 含 ま れ 、 核酸 ・ タ ン パ ク 質の合成 に 関与 し て い る 。 不足す る

と 、 味槌障害 、 皮府障害な ど を 引 き 起 こ す。

x a Au (金） は生体に影評 を 与 え る こ と は ほ と ん ど な い。

x b I ( ヨ ウ 素 ） の欠乏では 、 甲状腺腫 、 新陳代謝の低下 を 引 き 起 こ す。
x c Se ( セ レ ン ） の不足は、 心筋障害を症状 と す る 克 山 病 な どを 引 き 起 こ す。

O d Zn (亜鉛） の欠乏 に よ り 味覚障害を き たす。

�� ● d 

［問題 89] ア レ ル ギー 物 質 を 含 む 食品の原材料表示が義務付 け ら れて い る 品 H は どれか。 2 つ選べ。

a 大 豆
b そ ば
c 落花生
d ア ー モ ン ド

►歯科保健指導

•�n. 渇ふ●
X a 、 X d 大豆 、 ア ー モ ン ドは 、 表示が推奨 さ れて い る 食品 で あ る 。

O b 、 O c 食物 ア レ ル ギ ー 症状 を 引 き 起 こ す こ と が明 ら か に な っ た 食品 の う ち 、 特 に 発症数 、 重篤度か

ら 勘案 し て表示す る 必要性の邸 い も の を 食品表示基準 に お い て 特定原材料 と し て定め 、 次の 7 品 目

① え び、 ② か に 、 ③ 小麦 、 ④ そ ば、 ⑤ 卵 、 ⑥ 乳 、 ⑦ 落花生の表示を義務付けて い る 。

�瀑► b、 C

1 04 

［問題 90] 摂 食 ・ ！燕下機能に障害の あ る 要介護患者の食事介助で正 し い の は どれか。 2 つ選ぺ。

a 舌 を 突 出 さ せる 。

b 頭 部 を 後屈 さ せ る 。
c ひ と く ち 飛 を 減 ら す。

d 非麻痺側か ら 食物 を 入 れ る 。

►歯科保健指導

Cl版．和L」 f•
X a 舌 は 口腔底に位置 さ せ 、 咀哨 ， 嗚下時に突 出 さ せ な い。

X b 下 顎 を やや 引 き 、 頸部筋の過緊張 を 防 ぐ。

O c ひ と く ち 泣は健常者 よ り やや減 ら し 、 口腔内での処理能力 を 越 え な い よ う に配慮す る 。
O d 片麻痺の場合に は 非麻痺側か ら 挿 入 す る こ と で誤喋 を 防 ぐ。

.. � C 、 d

［問題 91]  離乳後期の幼児への食事指淋で適切 な の は どれか。 1 つ選べ。

a 1 日 3 回 食 を 定着 さ せ る 。
b i農い味付 けへ馴 れ さ せ る 。

c 手づかみ食べを 制限する 。

d 母乳から 人工乳へ切 り 替え る 。

►歯科保健指導

4lill辿込�曇
O a 生 後 9 - 1 1 か 月 を 離乳 後期 と い う 。 生 後 9 か 月 頃 か ら 離乳食は 1 日 3 回 に し 、 歯 ぐ き でつ ぶせ る 硬

さ の も の と す る 。

X b 濃い味付けの馴化は必要 な い。

X C 離乳後期では 、 成熟型の咀哨 . I! 燕下機能 を獲得する 準価段階であ り 、 舌 は左右運動 も 可能 と な っ て
く る 。 こ の時期に は手づかみ食べ を 十分 に さ せ 、 一口址 を 伐 え さ せ る 。

X d 離乳食の屈 を 増 や し 、 食後の母乳 ま た は育児用 ミ ル ク は次第に減搬 さ せ、 中 止 し て い く 。

... 

［問題 92] 令和元年の国民健康 · 栄旋調査で正 し いの は どれか。 1 つ選べ。
a 成人の 1 日 の 食塩摂取餓 は 6 g 未満であ る 。
b 成人女性の喫煙者の割合は 20 %台であ る 。

c 成 人 の カ ル シ ウ ム 摂取批は推奨飛 を 下 回 っ て い る 。

d 成人男性の BMI25 以上の者の割合は減少 し て い る 。

鼈我出ふ●
X a 成人の 1 H の食塩摂取砿は 10. 1 g (男性 ： 1 0 .  9 g、 女性 9 . 3g) で あ る 。

X b 成人女性の喫煙者の割合は 10%未満 （男性 ： 27 . 1 % 、 女性 ： 7 6%) で あ る 。
G e 成人の カ ル シ ウ ム 摂取址は推奨拡 を 下 [nj っ て い る 。
X d 成人男性の BMI 25 以上の者の割合は増加 し て い る 。

► 歯科保健指導

3
1
1
 

� c 
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［問題 93] 77 歳の女性。 食事時 間 の延長を主訴と し て 来 院 し た。 半年前か ら 自 党 し て い る とい う 。
脳梗塞の既往があ る 。 17 腔 内 診壺の結果、 上下顎全部床義歯の適合は良好であ っ た。 あ る 検査を
行 っ た と こ ろ基準値より も 低値を示 し た。 検査機器の写真 （別冊午後 No. 30 ) を別に示す。

適切な対応は どれか。 2 つ選べ。

a 舌抵抗訓線
b 舌可動域訓練
c バ ルー ン拡張訓練
d 舌接触補助床の製作

•i拙， Mii・
ノ a 設 問 の 写真 は プ ロ ー プ製舌圧測 定器であ る 。 脳梗塞の既往があ

り 、 検壺で基準値の低下が認め ら れ たことか ら 、 舌 の 運動障害に
お け る 舌筋力の低下 が疑 わ れ る 。 従 っ て舌抵抗訓練を行い 、 食塊
形成や食塊の咽頭への移送機能を改普する 。

X b 舌の可動域が低下 し て い る 可能性 も あ る が、 本設問は舌筋力の低
下が疑われており 、 最善な方法とは い え な い。

X C バ ルー ン拡張訓練は、 住道人口部間大,j�全に対する間接訓練である。

0 d 舌接触補助床を製作 す る こ とで、 口腔期 の障害が改善 さ れ る ため 、 食事時間の短縮が期待でき る 。

働量遺� a 、 d

►歯科保健指導
No.30 

［問題 94] 口腔消掃 の 自 立度判定基準 (BDR 指標） で 「R」 は どれか。 1つ選べ。
a 歯磨き
b う がい
c 義歯倍脱
d 義歯清掃

►歯科保健指導

(]; り上↓込土・
X a 歯磨き は B (brushing) であ る 。

b う がい は R (mouth rinsing) で あ る 。 BDR 指 標 は 、 「 歯 磨 き ( brushing ) 、 義 歯 着 脱 ( denture
wearing) 、 う がい (mouth rinsing)」 の 3 項 目 と 、 口腔と義歯の清掃 自 立状況 （布効性、 自 発性 、 習
恨性） につい て 「 自 立 、 一部介助 、 全介助」 の 3 段階と介設困難の有無の評価をする 。

X C 義歯焙脱は D (denture wearing) であ る 。

X d 義歯消掃は評価対象では な い。

［ 口腔清掃の自立度判定基準 】
自 立 一部介助 全介助

B 歯磨 き a ほぽ自 分で］藉 ＜ b 部分的に は 自 分で 底 ＜ c 自 分で磨かない
B a l  移動 して実施する b l  座位を保つ c l  座位 、 半座位を と る
D (Brushing) a 2  吸床で実施する b 2  座位を保て な い c 2  半座位 も と れな い
R 

悶
D 義歯着脱 a 自分で滸脱する。 b 着脱の どち ら かがで き る c 自 分で は ま っ た く 着脱 し
(Denture Weanng) な い
R う がい a プク プク う がいをする b 水を口 に含む程度はする c 水を口 に含 む こ と も で き
(Mouth Rmsmg) な い

�瀑. b 

106 

［問題 95] 76 歳の男性。 舌の違和感を主訴と し て 来院 し た。 1か月 前か ら 食物の食べに く さを 自 覚
し て い たとい う 。 既往歴に特記すべき事項 は な い。 初診時の 口腔 内写真 （別冊午後 No. 31 A ) と舌
前方突出時の写真 （別冊午後 No. 31 B ) を別 に示す。

最 も 考 え ら れる の は どれか。 1つ選べ。

a 三叉神経麻痺
b 顔面神経麻痺
c 舌咽神経麻痺
d 舌下神経麻痺

.. 謳,��1、●
X a 三 叉神経麻痺は、 開 口 障害 ・ 咀哨障害な どの運動麻痺と三叉神

経領域の知覚麻痺を生 じ る 。

X b 顔面神経麻痺は 、 顔面表情筋の運動障害や唾液分泌障害、 味覚
障害、 聴覚過敏、 涙分泌障害を認め る 。

X C 舌咽神経麻痺は 、 舌根部 ・ 咽頭部 ・ 軟 口 菟付近の 知覚麻痺 、 舌
後方1/ 3 の味覚 ・ 知覚障害を認める 。 さ ら に 、 運動麻痺と し て
開恥声、 唖下障害がみ ら れ る 。

O d 本症例は1か 月 前か ら 食べ物の食べ に く さ を 自 覚 し て おり 、 ロ
腔 内写真か ら 舌前方突出時 に舌尖が左側 に 偏 位 し て い る ことが
わかる。 従 っ て舌運動障害で、 左側の 舌下神経麻痺が考 え ら れ
る 。 舌下神経麻痺は 、 片 側 に発症す る こ とが 多 く 、 舌を前方へ
突 出 さ せ る と舌 尖 は患側へ偏位 し 、 舌後退時に舌尖は健側へ偏
位 す る 。

＂ 口 d

►歯科保健指導
No.31 A 

B
 

［問題 96] 水硬性仮封材の性質で正 し い の は どれか。 2 つ選べ。
a 耐庶耗性がある 。

b 歯質接浩性があ る 。

c 歯髄刺激性 は 少 な い。
d 商洞封鎮性は良好である 。

►歯科診療補助
鼈北．，�t-1.i-.
x a 耐摩耗性は劣る 。

X b 水硬性仮封材は機械的嵌合のみで歯質を封鎖す る こ と か ら 、 歯質接沿性は有 し て い な い。

C 、 :) d 水硬性仮封材は唾液な どの水分が接触す ると硬化す る 仮封材で、 歯髄剌激性が少な く 、 辺縁
封鎮性 も 良好である 。

� c 、 d

3
1
1
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［問題 97] 歯科治療で用 い る 器具の写真 （別冊午後No.32) を 別 に示す。

院内感染 リ スク の分類でセミク リ テ イ カル に該 当 す る の は どれか。 1 つ選べ。

a ①  
b

② c ③  
d ④  

鼈辿�--
滅 菌 ・ rl料湖 と は 、 原 因 微 生 物 を 根 絶 さ せ る

か 、 原 因 微 生物 の 紐 を 感 染 が成 立 し ない レ ベ
ル ま で低 下 さ せ る こ と に よ る 感 染 対策法であ
る 。 具体的に どの手術 ・ 医療器材を 、 どの よ う
な方法で、 どの程 度 ま で滅菌 · 消甜す る か は 、

Spaulding の発案し た 使 用 す る 際の感染リスク
に基づいた分類 (Spaulding 分類） が標準的に 使
用されている 。

X a 、 X b 、 X C ① は 抜歯鉗十 、
②

は リ ー

マ ー 、 ③ は ス ケ ー ラ ーで、 クリテ イ カル
に 該 当 す る 。

O d ④ は 印象用 ト レーで、 セミク リ テ イ カル
に 該当 す る 。

.... d 

①
 

No. 32 

③
 

②
 

►歯科診療補助

后

“
 ④

 

［問題 98) 付加型 シ リ コ ー ン ゴム 印象材の主成分はどれか。 1つ選べ。

a ポ リ エチ レ ン グ リ コ ー ル
b ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キサ ン
c ポリエチ ル メ タ ク リ レ ー ト
d ポリメ チ ル メ タ ク リ レ ー ト

.... 

►歯科診療補助

X a ポリエチ レ ン グ リ コ ー ルは歯質の沿色除去 を 目的と し て 、 歯磨剤 に配合される 成分である 。
O b 付加型シリコ ー ン ゴム印象材は 無歯顎 、 有歯顎の両方に使用 す る こ とが可能な籾密印 象材である 。

組成はポ リ ジ メ チ ル シ ロ キサ ン を 主成分とし、 他に塩化白金 、 無機フ ィ ラ ー 等 を 含 む。
x C ボ リ エチ ル メ タ ク リ レート (PEM A ) は粘II如調整材に お け る 主成分である 。

X d ポリメ チ ル メ タ クリレート (PMM A ) は アクリル レ シ‘ ン に お け る 粉末の 主成分である 。

［問題 99) 20 歳の男性。 下顎右側第二小臼歯の冷水痛 を 主訴と し て 来院 し た。1 か 月 前 か ら気付い
て いたが強い痛 みがない た め そ の ま ま に し て い たと い う 。 エ ア ー で一過性の疼痛 を 認め る 。 コ ン ポ
ジ ッ トレ ジ ン 修 復 を 行 う ことになった。 初 診 時 の 口 腔内写真 （別冊午後 No. 33 A ) 、 エ ッ ク ス 線写
真 （別冊午後No.33 B ) 及 び切削器具の写真 （別冊午後 No. 33 C ) を 別 に示す。

ま ず使 用 す る 切削器具は どれか。 1 つ選ぺ。
a ①  
b

② c ③  
d ④  

3
1
1
 

No.33 A B
 c

 

►歯科診療補助

① 
② 

③ ④ 

� 
a ① は タ イ ヤ モ ン ド ホイントで、 エ ナ メ ル質の切 削 に 用 い る 。

X b 
② 

は ラ ウ ン ド タ イ プの ス チ ー ルバーであり 、 エ ナ メ ル質の切削 には適 し て いない。 軟化象牙質除去
時に用いる 。

)< c ③ はカー ボラ ン ダム ポ イ ン トであり 、 金屁 の粗研磨に用 い る 。

X d ④ は ホ ワ イトボ イ ン ト で、 コ ン ボ ジ ッ トレジ ン のti:上 げ研店 に 用 い る 。

� a 

戸

小臼凶隣接面 う 蝕 を コ ン ポ ジ ットレ ジ ンで修復す る 際 に は 、 う 揺 を 開 拡し、 う 蝕検知液に よ っ て染色さ
れる 軟化象牙質 を 除去 し た 後 に 、 接芍処理 を行っ て コ ン ポ ジ ッ トレジ ン 修復 を 行 う 。 設問では 、 咬合面に
エ ナ メ ル質が残 っ て い る た め 、 う 荊の 開 拡 に は 、 ラ ウ ン ド タ イ プの ダ イ ヤ モ ン ド ポ イ ン ト ま たはカー バ イ
ドバー を 用 い る 。

1 09 
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［問題 100] 35 歳の女性。 下顎右側第二大臼歯の咀哨時痛 を 主 訴 と し て 来 院 し た。 慢性潰瘍性歯髄炎

と 診 断 さ れ、 抜髄 を 行 う こ と に な っ た。 初診時の エ ッ ク ス 線写真 （別冊午後 No. 34 A ) と 術 中 の ロ

腔内写真 （別冊午後 No. 34 B ) を 別 に 示す。

天蓋除去に 用 い る の は どれか。 1 つ選べ。

a 有鉤探針
b H フ ァ イ ル

c ク レ ン ザー

d ゲー ッ グ リ デ ン ド リ ル

鼈，肱迅直
O a 天蓋が残存 し て い る た め 、 有鉤探針で確

認 し な が ら 切削 し 、 髄腔開 拡 を 確実 に 行

7 o  
X b H フ ァ イ ル は根管壁の フ ァ イ リ ン グ に使

用 す る 。
X C ク レ ン ザ ー （抜髄針） は歯根部歯髄の 除

去 に使用する 。

X d ゲ ー ッ グ リ デ ン ド リ ル は 、 根管口の漏斗

状拡大に使用す る 。

... 

No. 34 A 

►歯科診療補助

B 

［問題 1 0 1 ]  CO 2 レ ー ザー の用途で正 し い の は どれか。 2 つ選べ。

a 骨の開削
b 粘膜の切開
c 軟組織の蒸散
d 埋伏歯の歯冠分割

►歯科診療補助

·お��t-�1·

X a 、 X d 骨 の 開 削 、 埋 伏 歯 の 歯 冠 分割 は CO 2 レ ー ザ ー で は 行 え な い。 硬組織 の 切 削 は Er : YAG

レ ー ザー が有利で あ る 。

r b 、 こ C CO 2 レ ー ザ ー は組織の表面に作用 す る レ ー ザー で あ り 、 軟組織の蒸散や粘膜の切 開 を 行 う こ

と がで き る 。

... b 、 C

コ
一

点

CO 2 レ ー ザー は発振媒体 を炭酸ガス と し た 、 波長が 1 0 . 6µm、 水への吸収係数が大 き な組織の表陪で作

用 す る レ ー ザ ー で あ る 。 熱の影響が少な く 出血 も 伴 わ な い た め 、 レ ー ザー メ ス と し て 使用 さ れ る が、 ハ イ

ド ロ キ シ ア パ タ イ ト に吸収 さ れて し ま う こ と か ら 廊洞 形 成 に は 用 い ら れ な い。

1 1 0  

［問題 1 02] 75 歳の女性。 全部床義歯の脱落 を 主訴 と し て 来 院 し た。 検査の結果 、 新義歯 を 製作する
こ と に な っ た。 製作過程で行 っ た あ る 操作の写真 （別冊午後 No. 35) を 別 に示す。

矢印で示す材料の性質は どれか。 2 つ選べ。

a 熱可塑性である 。

b 熱伝祁性が よ い。
c 細部再現性に優れる 。

d 天然樹脂を主成分 と す る 。

ー
・O a 、 O d 矢印の材料は モ デ リ ン グ コ ン パ ウ ン ドで あ る 。 モ デ リ

ン グ コ ン パ ウ ン ド は、 天然樹脂 を 主成分 と す る 熱可朔性の非
弾性印象材 で あ る 。

X b 熱伝琳性が悪 く 、 内 部 ま で軟化 さ せ る こ と が難 し い。

X C 弾性が な く 、 ア ン ダー カ ッ ト な どの細部再現性が悪い。

... a 、 d

No.35 
► 歯科診療補助

［問題 1 03] 矯正装置の写真 （別冊午後 No. 36 A ) と プラ イ ヤー の写真 （別冊午後No.36 B ) を 別 に示す。
こ の装怪の補助弾線の調整に用 い る の は どれか。 1 つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

＇よ込と曇l
写真 A は舌 fl!I)弧線装憫 を 示 し て い る 。 補助弾線の屈 曲

に は ヤ ン グ プラ イ ヤ ー を 用 い る 。

X 3 ① は ツ イ ー ド ル ー フベ ン デ イ ン ク プラ イ ヤ ー であ
る 。 レ ク タ ン ギュ ラ ー ワ イ ヤ ー を ル ー プ に 屈 仙 す
る た め の も の で あ る 。

v b ② は ツ イ ー ド ア ー チ ベ ン デ ィ ン ク プラ イ ヤ ー であ
る 。 レ ク タ ン ギ ュ ラ ー ワ イ ヤ ー を 歯 列 弓 の形に屈
曲 す る た め の も の で あ る 。

X C ③ は シ ャ ラ ハ ソ ク プラ イ ヤ ー で、 細 い ラ ウ ン ド ワ
イ ヤ ー の屈 曲 や ル ー プの付与に 用 い ら れ る 。

d ④ は ヤ ン グ プ ラ イ ヤ ー で あ る 。 床装置の ク ラ ス プ
線、 唇 側 線お よ び舌側孤線装置の主線や補助弾線
の 屈 曲 がで き る 。

働濯lfa
①
 

No.36 A 

B
 

►歯科診療補助

②
 

3
1
1
 

③
 

④
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［問題 1 04] 21 歳の女性。 下顎右側智歯の歯冠周 囲 炎 と 診断 さ れ、 伝達麻酔下にて 同歯の抜歯が行わ
れ た。 抜歯直 後 か ら 抜歯閥深部 よ り 拍動性の 出血を認め 、 止血処置を 行 う こ と に な っ た。 既往歴に
特記事項 は な い。 術前のエ ッ ク ス線写真 （別冊午後No.37 ) を 別 に示す。

準備す る の は どれか。 1 つ 選べ。
a 止血鉗子
b 破骨鉗子
c 電気メ ス
d ゼ ラ チ ン ス ポ ン ジ

.l脳， ，
X a 止血鉗子は 、 抜歯中 の軟組織か ら の

出血 に対 し て使用す る 。

X b 出血に対す る 処囮 と し て破骨·鉗子は
用 い な い。

X C 雷気 メ ス は抜歯中 、 あ る い は抜歯後
の軟組織か ら の 出 血 に 対 し て 使用す
る 。

O d 抜歯後の異常出Jfllで は 、 出血部位を
確 認 し た上で止血処附 を 行 う 。 抜歯
廊内部か ら の場合 は局所止血剤 を 用
い 、 周囲軟組織か ら の 出血では電気 メ ス に よ り 凝固止血 を 図 る 。 よ っ て 、 ゼ ラ チ ン ス ポ ン ジ を 用 いて

止血処置 を 行 う 。

� d 

No.37 

►歯科診療補助

［問題 1 05] アペ キ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン 後の根管充取 に 用 い る の は どれか。 1 つ選べ。

a EBA セ メ ン ト
b ガ ッ タ パー チ ャ 材
c リ ン 酸亜鉛セ メ ン ト
d グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト

►歯科診療補助

a:J� ・曇

x a EBA セ メ ン ト は 、 酸化亜鉛ユ ー ジ ノ ー ル セ メ ン ト に レ ジ ン 成分 を 添加 し 、 強 度 を 向 上 さ せ た セ メ
ン ト で 、 仮沿 や合沿 、 逆根管允埴での封領材 と し て 用 い る 。

O b 根管充埴用 の ガ ッ タ パ ー チ ャ 材は 、 ガ ッ タ パー チ ャ に加 え 、 酸化亜鉛や重金屁塩 な ど を 含有 し た根
管充填材であ る 。 ア ペ キ シ フ イ ケ ー シ ョ ン で は 、 根尖の閉鎖後 に ガ ッ タ パー チ ャ 材で根管充埴を行

う 。
X C リ ン 酸亜鉛 セ メ ン ト は、 合箔に 用 い ら れ る が 、 歯 質 や 金 属 に 接着性が な く 、 歯髄剌激 を 有 す る た

め 、 最近では使用 さ れな い。

X d グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト は 、 歯面や非貸金屈に接箔性 を 有 し 、 合着材や歯冠修復材 と し て 用 い

ら れ る 。

�瀑 b

［問題 1 06) 26 歳の女性。 歯並びが悪い こ と を 主 訴 と し て来 院 し た。 検壺の結果、 マ ル チ プ ラ ケ ッ ト
装 置 に よ る 治 療 を 行 う こ と に な っ た。 器具の与：真 （別冊午後 No. 38 ) を 別に示す。

ア ー チ ワ イ ヤ ー の結紫に使用 す る の は どれか。 2 つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

③
 

①
 

No.38 

④
 

②
 

5mm 

► 歯科診療補助

畿拙，もt-➔•
O a ① は リ ガチ ャ ー ワ イ ヤ ー で あ る 。 使 用 頻 度 の 高 い も の と し て は 、 直径 0 010 イ ン チ 、 0 . 011 イ ン

チ 、 0 . 012 イ ン チ (0. 25mm、 0 . 275 mm、 0 . 3 mm) が あ る 。

O b ② は 0 リ ン グ で あ る 。 ア ー チ ワ イ ヤ ー に結紫す る 際 に は 、 リ ガチ ャ ー ワ イ ヤ ー 、 0 リ ン グ を 使 用
す る 。

X C ③ は歯/MJ分離に用 い る セパ レ ー テ ィ ン グモ ジュ ー ル で あ る 。

X d ④ は顎 間 ゴ ム 用 の 輪 ゴ ム で あ る 。

3
1
1
 

�瀑� a 、 b

1 1 3  
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［問題 1 07] 小児の歯科治療時の行動変容法で、 強化因子を取り 除 く のは どれか。 1つ選べ。

a カウン ト 法
b Tell - Show - Do 法
c レ ス ポ ン ス コ スト法
d ト ー ク ン エ コ ノ ミ ー 法

►歯科診療補助

9lli�l迄�・
X a カウ ン ト 法は特定の機器や器具に対して恐怖を感 じ る場合、 10 数 え る 間 だけ使用する こ とを約束し

て 、 声を出して数えながら 実施す る 方法であ る 。 強化因子を取り 除 く 方法ではない。

x b Tell - Show - Do 法 は こ れ か ら 行 う こ と につ い て話して 、 見せて 、 行 う と い う 手順で体験 さ せ る 方
法であり 、 初めて歯科治療を経験す る 小児や恐怖心の強い小児に効果的である。

O c レ ス ポ ン スコス ト 法 は 望 ま しくない行動がみ ら れた場合、 与え ら れ る 予定であっ た正の強化因子を
除去す る 方法である 。 負の罰の1つである 。

X d ト ー ク ン エ コ ノ ミ ー 法は望 ま し い 行動がみ ら れたときに 、 正の強化因子と し て ト ー ク ン （代用貨幣）
を与え 、 一定の数が貯 ま っ た ら小児がほ し い物と交換す る 方法である 。

.-� ● c 

［問題 1 08] 口 内法 エ ッ ク ス 線撮影の模式図を示す。

① 

② 

③
 

④ 

フ ィ ルム
I 

この撮影法 に お け る 適切な入射角 度 は どれか。 1つ選べ。

a ①  
b ②  
c ③  
d ④  

►歯科診療補助

&J!.i註�1.�•
O b 図の撮影法 は 二等分法で あ る 。 二等分法エ ッ ク ス 線撮影は 、 フ ィ ルムを手指で U 腔 内 に位置 さ せ 、

フ ィ ル ム と歯軸のなす角度の二等分面を仮定し 、 これに垂直 に エ ッ ク ス 線を 入 射 さ せ る 。 よ っ て 、

② が適切な入射角 度 で あ る 。

［問題 109] 80 歳の女性。 近 医 か ら の依頼で抜歯す る こ と になっ た。 患者は1年前に 脳梗塞を発症
し 、 抗凝固薬を服用して い る 。 そのほ か高血圧症の既往があ る と い う 。

偶発事故の予防策と し て 適切なの は どれか。 2 つ選べ。

a 術前に血圧を測定する。
b 術中のバ イ タ ルサ イ ンを記録する 。
c 術中の血圧上昇の場合は頭を低くする 。

d 抗凝固薬の服用 は1か月 前 か ら中止する 。

31
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►歯科診療補助

・↓辿糾，i1.
O a 、 O b 高血圧患者は 、 精神的要 因や歯科診療 に対す る 不安 、 恐怖感などで血圧が上昇する 恐れがあ

る 。 高lfll圧症患者では 、 必ず術前に血圧を測定し 、 術 中 も バ イ タ ルサ イ ンを記録、 確認する 。 ま た
血圧上昇を招かないよ う 患者との十分なコ ミ ュニケ ーシ ョ ンが必要であ る 。

X C 術中に血圧上昇がみ ら れた 場合 に は、 た だ ち に処囮を 中 断 し患者をリ ラ ッ ク ス さ せ る 。 頭を低くす
る と苦し く なっ たり 、 誤唖 し た り す る 危険性があるので避ける 。

X d 脳梗塞の既往がある患者の多 く が抗凝固薬を服用 し て い る 。 観血的処阻 は出血傾向に 留意が必要で
あ る が、 抗凝固楽の服用を1 か 月 前 か ら 中止する必要はなく 、 歯科医師が担当医師に連絡 し 、 対応
しなければならない。

� a 、 b

［問題 1 1 0] 35 歳の女性。 顎角 部の腫脹を主訴と し て 来 院 し た 。 過去に薬物による ア ナ フ ィ ラ キシー

シ ョ ッ ク の既往がある と い う 。 検査の結果 、 蜂商織炎 と 診断 さ れ 、 抗菌薬の静脈内投与を行っ た と
こ ろ 、 し ば ら く して掻痒感を訴 え た。 その時の上腕の皮府写真 （別冊午後 No. 39 ) を別 に示す。

今後予想 さ れ るのは どれか。 2 つ選べ。
a 意識消失
b 血圧上昇
c 体温上昇
d 動脈血酸素飽和度の低下

， i』
a ア ナ フ ィ ラ キシー シ ョ ッ ク は進行が速く、 重症例では 意識を消失し、 心室

細 動 か ら 心14'1卜ヘ移行する こ とがある 。

X b 薬物によ る アナ フ ィ ラ キシーシ ョ ッ ク は 、 薬物が抗原と し て作用す る I 型
ア レ ルギー で あ る 。 I 型 ア レ ル ギ ー で は 、 肥満細胞か ら ヒ ス タ ミ ンが放出
さ れ 、 気管支収縮、 血管拡張 、 血管透過性の充進を引き起 こ し 、 結果的に
血圧低下 、 頻 脈、 喘息様発作、 森麻疹 、 浮腫を起 こ す。 血管拡張や血管透
過性充進により .llll圧は低下する 。

X C 体温は上昇 しない。

) d 咽頭 ・ 喉頭の浮腫や気管支の収縮により 、 動脈血酸素飽和度の低下を引 き
起 こ す。

� a 、 d

►歯科診療補助
No.39 

’● "!!!!J 

�遭 b
1 1 4 1 1 5  
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神経系の分類

冒：:: 性）
,
� 

竺

※ 末梢神経系 は 、 解剖学的 に は脳神経 (12 対） と 脊髄神経 (31 対） に分類さ れる 。

中枢神経系

末梢神経系

脳の構造と機能

①

②

③

④

⑤

 

⑥

⑦

⑧
 

脳神経の働き

⑨

⑩

 

脊

脳

間

髄

松果体
下亜体

大 脳 ： ヒ ト の精神活動や機能 を 司 る 。

小 脳 ： 全身運動 と 平衡の調節 を 行 う 。

中 脳 ： 大脳 と 脊髄 を結ぶ（云祁路。 姿勢反射を司る 。

橋 ： 三 叉神経 と 頻面神経の脳神経核が存在する 。

延 髄 ： 自 祁神 経 の 中 枢 で 、 舌 咽 、 迷走 、 舌下神経
の脳神経核が存在する 。

（脊髄） 反射中枢で 、 身体各部 と 脳 を つ な ぐ
情報伝祁路。

梁 ： 左右の大脳皮質 を連結す る 部分。

脳 （視床 、 視床下部） ：
視 床 ： 感覚伝導路の躾合部
視床下部 ： 自 律機能の敵裔位中枢
メ ラ ト ニ ン を分泌する 。

下垂体ホ ル モ ン を 分泌する 。

⑧
 

①
 

② 

神経名 分 類 機 能 自律機能 （副交感神経）

I 嗅 神経 感鎚性 嗅 箕
II 視 神経 感槌性 視 牝
皿 動眼神経 混合性 眼球運動 毛様体筋 、 IL箪孔括約筋

r,/ 滑車神経 運動性 眼球運動
眼神経

前頭部 、 眼球、 恥粘膜の知詑
上顎神経 ·

V 三叉神経 混合性 煩 、 上唇 、 上顎歯 、 歯）も1組織の知槌
下顎神経

咀哨 ． 咤下 ・ 顎舶面の感詑 、

咀哨筋、 頑舌骨筋、 顎プ腹筋前股の運動
VI 外転神経 運動性 眼球運動
VN 頗面神経 混合性 表佑筋の運動 、 味it (鼓索神経 ， 舌前 2/3 ) 涙腺 、 顎下 ・ 舌下腺分泌

VIB 内耳神経 感党性 聴伐 、 平衡感‘此
IX 舌咽神経 混合性 咽頭筋 、 味'.ii: ( 舌後 l 3 ) 耳下腺分泌

X 迷走神経 混合性 喉頭の感党、 運動 、 味詑 内臓の運動、 分泌

XI 副 神経 運動性 胸鎖乳突筋 、 ｛曽帽筋
迎 舌下神経 運動性 舌筋 、 舌竹下筋の運勁

3
1
1
 

口腔領域に関係する脳神経

眼神経

中枢神経系の機能局在

一

局 在 中 枢 機 能
■ 咽頭 、 口蓋、 舌 か ら の 入力 に よ っ て興術 し 、 咽頭、 食道、 胃 な どの効果器 と 呼吸筋

懇下中枢 を連動させ 、 唖下反射 を 起 こ す。

• 唖下の誘発は食塊刺激によ る と こ ろ が大 き い。

● 燕下誘発には : :l..神舒、 舌咽 fill経、 迷走神経が関与する 。

延 髄 呼吸中枢
■ 呼息時に働 く 呼息ニ ュ ー ロ ン と 、 吸息時に働 く 吸息ニ ュ ー ロ ン を 呼吸中枢 と い う 。

● 血液中の 02 濃度 、 CO 四 農度 、 お よ び pH を 一定に保つ よ う 、 呼吸運動を調節する 。

嘔吐中枢 ● 梢化管粘朕や咽頭が刺激される と 、 II世吐中 枢 を 介し嘔吐反射が起 こ る 。

唾液分泌中枢
■ 延髄の上唾液核と 下唾液核に存在す る 唾液分泌の反射中枢である 。

■ . l. 唾液核は顎下腺 と 舌下腺、 下唾液核は耳下腺の唾液分泌に関りする 。

• 全身の温度受容部位か ら情報を受取 り 、 休温の上昇や低下を防 ぐ自 伸性反射を起こ す。

休温調節中枢 • 発 熱 は プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン E2 が体温調節 中枢に作用 し 、 甚準値が ,-昇す る た めに
視床下部 生 じ る 。

飲水中枢 ● 飲水 中枢の典称はの どの渇 き 感 を 起 こ し 、 水分を摂取させる 。

摂食中枢 ■ 血液 中 の グ ル コ ー ス （血糖） 、 遊離脂肪酸 、 ア ミ ノ 酸 な どの沿度 を 調節する 。

2
 

三叉神経

顔面神経
舌咽神経

上顎神経

下顎神経

涙腺神経 、 前頭神経 、 滑車上神経 、 眼甜 I::.神経 、 鼻毛様休神経

頬骨神経 、 数突管神経、 炭1 1盗神経 、 昴口菟神経 、 大口盗神経 、 小口盗神経 、 II貼甜下神経 、

L歯槽神経
咬筋神経 、 内側猥突筋神経 、 外側痰突筋神経、 深側頭神経 、 頬神経 、 II-介側頭神経 、

下歯槽神経 、 オ ト ガ イ 神経 、 顎舌骨筋神経

大錐体神経 、 ア プ ミ 骨筋神経 、 鼓索神経 、 後耳介神経 、 頬筋枝 、 二腹筋枝 、 茎突舌竹筋枝

小錐休神経 、 鼓室神経

脊髄神経 (31 対）

頸神経 (8) 、 胸神経 (12) 、 腰神経 (5) 、 仙骨神経 (5) 、 尾骨神経 (1)

頸 椎 (7) 、 胸 椎 (12) 、 腰 椎 (5) 、 仙 椎 (5) 、 尾 椎 (3 - 5)

舌の神経支配

運 動

舌 卜神経
門神� --1':,-i;神糸f I 舶1/iif輯：→:い神糸冬

舌11ft'神舒

味

迷走神経

党

三叉神経
（舌神経〉

唾液腺の神経支配

副交感神経系

交感神経系

下唾液核 → 舌咽祉I舒 → 鼓室神経 → 小錐体神経 → 耳神経節 → 耳F腺

」：唾液核 → 用面神経 → 鼓索神経 → 舌神経 → 顎下神経節 → 江 卜I]泉 舌ド腺

第 2 - 4 胸髄 → 上頸神経節 → 耳下腺／ 顎TJI泉／ 舌下腺

3
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＊ 脳頭蓋を構成する骨 ( 1 0 種 1 5 個）
前頭竹. (1 ) 、 頭頂骨 (2) 、 後頭骨 (1) 、 側頭骨 (2) 、 蝶形骨 (1) 、 飾 骨 (1) 、 涙 骨 (2) 、 昴 竹 (2) 、

鋤 骨 (1) 、 下恥甲介 (2)

＊ 顔面頭蓋を構成する骨 (5 種 8 個）
上顎骨 (2) 、 下顎竹 (1) 、 口盗骨 (2) 、 舌 骨 (1) 、 頬 骨 (2) 

眼窟上孔

側頭骨

鱗状縫合

側頭骨

頭頂骨

ん)

頬骨弓

下顎骨

骨
骨
涙 骨

中鼻甲介
飾 骨

骨

冠状縫合
前頭骨

涙 骨

頬 骨

上顎骨

下顎骨

3 
頭蓋骨と脳神経 1 
孔の名称 骨 名 脳神経 機 能 1 

上眼甜裂 動眼神経 、 滑車神経 、 眼神経 、 外転神経 ■ 1-i1i領部の知覚
正 円孔 蝶形骨 上顎神経 • 上顎歯の知党 、 頬 口唇上部の知詑

卵 円孔 蝶形骨 下顎神経
● 下顎歯の知党 、 頬 17唇下部の知覚
■ 咀哨筋 と 舌骨上筋群の運動

I 軋I]頭骨· 頗面神経
■ 表情筋 と 舌骨上筋な どの連動

内耳孔 ■ 味鈷 （舌前 2/ 3 ) 、 顎下腺 · 舌下腺分泌
内耳神経 ■ 聴覚 、 平衡！惑党
舌咽神経 ● 感下 、 耳下腺分泌 、 味槌 （舌後 1/ 3 )

頭伸脈孔 I 1 迷走神経 ■ 発片I (喉頭筋運動） 、 感下
副神経 ● 胸鎖乳突筋 、 僧帽筋の運動

舌 下神経管 I 後頭骨 I舌下神経 • 舌運動

側頭骨

蝶形骨

ロ日'’

ヽ

碩
／

骨頂頭

構造物 通過神経、 付着す る 筋 な ど
外耳孔 ● 外耳道に辿絲 し 、 鼓膜を 介 し て鼓室に 通 じ る 。
頬骨突起 ■ 側頭突起 と 結 合 し 頼骨 弓 を 形成。

内耳孔 ■ 頻 ilti神経 、 中 間 神経 、 内耳 神経が通過。

乳様突起 ● 胸鎖乳突筋の付i沼部。

茎状突起
■ 茎突舌骨筋 、 茎突咽頭筋 、

茎突下顎靱帝の付滸部。

乳突切痕 ● 顎二腹筋後腹 の付着部。

茎乳突孔 ■ 頗面神糸tの通路。

構造物 通過神経、 付着す る筋
上眼商裂 • 小数 と 大炭の隙間 で 、 眼神経が通過する 。

正円孔 ■ I: 顎神経が通過する 。

卵円孔 • いa神経が通過する。

数状突起
● 外側板 ： 外側数突筋 が付着す る 。

• 内側板 ： 猥突閥 といい 、 内側沢突筋 が付着する。

［ 側頭骨 I

（ 蝶形骨 l

下垂体窟
（トルコ鞍）

正円孔
卵円孔

内耳孔
頸静脈孔

舌下神経管

4
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上顎骨

構造物
前頭突起
頬骨突起
口蓋突起
歯槽突起
眼窟下孔
歯槽孔

通過神経、 付藩する筋
• 前縁は鼻骨 、 後縁は涙骨 、 上縁は前頭骨 と 結 合 し て い る 。

■ 頬骨 と 結 合 し 、 頬骨 弓 の一部を形成する 。

■ 両側の 口蓋突起は正中部で結 合し骨口蓋や切歯管 を 形成する 。

■ 上顎体の下面から 下方 に向か っ て突出 し て い る 突起。

■ 眼寓下神経 と 眼商下動静脈が通過する 。

■ 後上歯槽枝 と 後 1::.歯槽動浄脈が通過す る 。

31
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［ 上顎骨の眼窓面、 前面、 後面 】

鼻切痕

歯槽隆起

頬骨突起

【 上顎骨の後面 1

四び
I 

口蓋突起
歯槽孔 上顎結節

下顎骨

構造物
下顎頭

関節突起
筋突起
外斜線

通過神経、 付着す る 筋 な ど
• 関節突起の頭の部分。 補綴では顆頭 と い う 。

咀哨筋 起 始 停 止 機 能

咬 筋 頬骨サ 咬筋祖而 閉 口運動

側頭筋 側頭腐 筋突起 側 方 、 後方 、 閉 口運動

内恨IJ炭突筋 翼突商 翼突筋根面 閉口運動

外側数突筋
上頭 ： 側頭下稜 、 蝶形竹大閲 上頭 ： 関節円板 、 関節包 I 閲 口 、 前 方、 側方運動
下頭 猥状突起外側板 下頭 炭突筋甜

側頭筋
側頭窓を埋める扇状の
筋突起に停止し、
下顎骨を引き上げる。

咬筋
頬骨弓と下顎骨の下顎角の
外側面を結ぶ筋。
下顎骨を引き上げる。

外側翼突筋
蝶形骨の翼状突起と下顎骨の
関節突起に付沼する筋で、

o\ 下顎骨を前方に引く

内側数突筋
蝶形骨の翼状突起と
下顎角の内倶II面に付着する筋で、
下顎骨を引き上げる。

舌骨上筋群 付着部

顎二腹筋 I 前 腹 二腹筋荊
l 後 股 乳突切痕

顎舌骨筋 顎舌竹筋線 I 舌 骨
オ ト ガ イ 舌骨筋 オ ト ガイ 棘
茎突舌骨筋 茎状突起

・支配神経
顎舌骨·筋神経 （下顎神経）
二腹筋枝 （顔面神経）
顎舌骨筋神経
舌下神経
茎突舌竹筋枝 （頻l面神経）

● 顎関節を形成する 。

■ 側頭筋が停止する 。

● 下顎枝前縁か ら 下顎体に移行す る 線。 義歯床縁の参 考 と な る 。

オ ト ガ イ 孔1 · オ ト ガイ神経 、 オ ト ガ イ 動静脈が通過する 。

■ 下歯槽動静脈 と ド歯槽神経が通過す る 。

下顎孔
■ 下顎管の入口 で 、 後上方から 前下方に向 かっ て進入す る 。

■ 下顎孔の前縁には蝶下顎靱帯のつ く 板状の 突起 （下顎小舌） があり 、

下縁か ら は前下方に顎舌骨筋神経溝が走る 。

昌
"'り の付竺

! I 芍匹壬底名乞---v- ヽ` レ顎舌骨筋

［ 下顎骨内面 】 ［ 下顎骨外面 l

翼突筋窟

オトガイ棘 二腹筋窓 咬筋粗面

【 舌骨上筋群 ・ 舌骨下筋群 l

6 7 
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表情筋

◇ 表梢筋は1禎面神経支配で 、 第 2 !恩弓 由来で あ る 。

◇ 表情筋 は 骨 か ら 起始 し 、 皮間に終わる 皮筋で あ る 。

【 表情筋 】

眼輪筋

笑 筋

下唇下制筋

軟口蓋を構成する 筋

軟口蓋 作用 • 特徴

口蓋帆張筋 1 - -軟n澁を緊張させ 、 舌背に近づける 。

ニ 叉 神経支配 （ 第一鯰弓由来） 。

n鋭帆挙筋

口蓋垂筋

口盗咽頭筋

口盛舌筋

軟口蓋を挙上する。

舌咽神経支配 、 昴咽腔閉銀機能に関与。

口盗垂を短縮 さ せ る と 同時に挙上する 。

舌咽神経支配 、 口蓋垂を形成。

口峡を狭める 。

舌咽神経支配 、 U盗咽頭弓を形成。

口峡を狭める。

舌咽神経支配 、 口裕舌弓 を形成。

オトガイ筋

舌 筋

舌 筋 名 称 起 始 停 止 作 用

オ ト ガ イ 舌筋 オ ト ガ イ 棘 舌 背 舌 中 央 を 下 に 引 き 、 舌 尖 を 上 方 に 向 け る 。

外舌筋 舌骨舌筋 舌骨大角 舌 背 舌 を 後方に引 く 。

茎突舌筋 茎状突起 千U ,ブ,< ヽ 舌 を 後 ろ に 引 き 、 府 さ を増す。

上 ・ 下縦舌筋 舌 根 舌 尖 舌 を 短 く す る 。

内舌筋 柚舌筋 舌 中 隔 舌側緑 舌 を細艮 く す る 。

垂直舌筋 舌 抒 舌 下而 舌 を 平 ら に す る c

1 .  外舌筋

口蓋扁桃
口峡
舌根

■ 舌の外部 か ら 起始 し 、 舌内に停止す る 筋 で、 舌の位間 を 変 え る （舌 を動かす） 働 き があ る 。

外舌筋 に は 、 オ ト ガ イ 舌筋 、 舌骨舌筋 、 茎突舌筋がある 。

2. 内舌筋
■ 舌内に終始する 筋線維束群で 、 舌の形 を 変え る働 き があ る 。
■ 上縦舌筋 、 下縦舌筋 、 横舌筋 、 垂直舌筋がある 。 I \�, 、/\\ )) !/J I , 2.- 顎動脈

［ 外舌 筋 】 ［ 内舌筋 l

茎状突起

上縦舌筋

下縦舌筋

外頸動脈

分枝方向 外頸動脈の分枝 分布先

上甲状腺動脈 甲状腺

前壁か ら 起 こ る 枝 舌動脈 舌 、 舌下部 、 舌竹上筋群

頷lfri動脈 顔面部と 顎下部

内壁か ら 起 こ る 枝 上行咽頭動脈 咽頭 、 中耳

後壁か ら 起 こ る 枝
後頭動脈 後頭部

後耳介動脈 耳介後部

終 枝
1 顎動脈 上顎骨 、 恥腔 、 咀哨筋 、 舌骨上筋群 、 下顎骨、 脳硬1朕

I iUIJ頭動脈 側頭部

顎動脈

分岐部 1 顎動脈の分枝

深耳介動脈

前鼓室動脈
下顎枝部 I

中硬膜動脈

卜歯梢動脈

咬筋動脈

深側頭動脈
炭突筋部 I

沢突筋枝

頬動脈

外耳道

鼓 室

脳硬朕 （ 棘孔 を経て頭蓋腔 に 入 る ）

下顎骨 、 下顎の歯根膜 . ffil刻 ・ 歯髄

咬 筋

側頭筋

内側猥突筋 、 外肌I]炭突筋

頬 筋

分布先

3
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拠 l釦, 1
亘三□：：L力ら 1三

［ 外頸動脈 ］ ［ 頸動脈 ］

総頸動脈

蝶口蓋動脈

後上歯槽動脈

眼窓下動脈

下行口蓋動脈

頬動脈

オトガイ動脈

舌骨 オトガイ舌筋
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副品腔

開口部
上顎洞 副恥腔の中 で蔽大容積。 中鼻道へ開口。

師骨洞 前部 、 中部は中恥道へ 、 後部は上恥道へ開口。

前頭洞 中恥道へ開口。

蝶形骨洞 蝶飾陥凹 に 開 口。

下関節腔

顎関節の構造

上関節腔 関節円板 側頭骨下顎窯 線維軟骨

下顎頭

大唾液腺

唾液腺 唾液の性状 開口部位 発生由来 排泄導管
耳下腺 純漿液腺 耳下腺乳頭 外胚葉 耳下腺管 (Stensen管）
顎下腺 混合腺 （漿＞粘） 舌下小丘 内胚狡 顎下腺管 (Wharton 管）

舌下腺 I 混合腺 （漿＜粘） ： 舌下小丘
内胚莱

大舌下腺管 (Barthohn管）
舌下 ヒ ダ 小舌下腺管 (R1vmus 管）

内 面

神経支配
舌咽神経
顔面神経

頻面神経

小唾液腺

顔面の発生

3
1
1
 外側鼻突起

前頭鼻突起
り頂口反五 （球状突起）

上顎突起
下顎突起

異 炭
恥の正中部 、 人中 、 上顎 4 前歯 、 一次口蓋
上唇 、 頬部 、 上顎骨 、 上顎犬歯 ～ 大臼歯部 、 二次口蓋
下唇 、 下顎骨 、 下顎の歯

内側鼻突起 球状突起

裂奇形

癒合不全の部位
斜顔裂 外側恥突起と上顎突起
横顔裂 上顎突起 と 下顎突起
唇 裂 内側昴突起 と 上顎突起
顎 裂 球状突起 と 口蓋突起 I ���::: 口蓋裂 左右の口盗突起 I 

鰊性器官と神経支配

支配神経

第一鯉弓 （下顎弓） =: 叉神経

第二鯰弓 （舌骨弓） 頗而神粁

第三鯰弓 （咽頭弓） 舌咽神経
第四鯰弓 迷走神経

発生す る組織
咀哨筋 ｀ 顎舌骨筋 、 顎二腹筋前腹 、 鼓膜張筋 、

メ ッ ケ ル軟骨 （ ッ チ竹 、 キ ヌ タ 骨 ）
表情筋 、 ア プ ミ 骨筋 、 茎突舌骨筋 、 顎二腹筋後腹、 ラ イ ヘル ト 軟骨 、

舌骨体上部、 舌骨小角
茎突咽頭筋 、 舌什大角 、 舌骨体下部
喉頭筋 、 喉頭部に あ る 軟骨 （ 甲状軟骨 、 披裂軟骨 、 輪状軟骨 な ど）

唾液腺
「l唇腺

前舌腺＊

腺房部の性質
混合腺
混合腺

開口部位
「 l腔前庭
舌尖下面粘膜

舌 腺 I Ebner(エプネル）腺 I 純漿液腺

後舌腺
口蓋腺
臼歯腺
頻 腺

有郭乳頭 、

葉状乳頭の輪状溝底
純粘液腺 舌根粘膜
粘液腺 （一部混合腺） 軟口盗 、 硬口蓋粘膜
混合腺 頬粘朕
混合腺 頬粘膜

三胚葉か ら形成される器官
胚 葉

外胚葉
体表外胚葉

神経外胚葉

表皮 、 口腔粘朕 （一部） 、 エナ メ ル質 、 耳 F腺
神経管

1
中枢神経系 （脳、 粕髄）

神経堤 末梢神経系 、 頭茜骨 、 象牙仇 、 歯髄 、 歯ft,)組織
中胚葉
内胚業

骨 、 軟竹 、 筋、 結合組織
顎 ト

・
腺 、 舌ド腺 、 甲状腺

＊ 前舌腺 ： Blandin -Nuhn (プラ ンデイ ン ・ ヌ ー ン ） 腺 と も よ ばれる 。

1 0  1 1  
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歯の発生

三口歯

腔

上

胚

皮

［ 営状期 ］

外エナメル上皮

エナメル髄

エナメル芽細胞

象牙芽細胞

外エナメル上皮

［ 鐘状期 ］

「
エナメル質

\'IQ. — 象牙芽細胞
象牙前質
象牙質

'6' 
ヘルトビッヒの上皮鞘 一三
（内外エナメル上皮が密接して伸びたもの）

言

ロ

エ

歯

腔

：：：レ
器

［ 帽状期 】

ヽ

歯 堤

代生歯胚

象牙前質

内エナメル上皮

マラ戊の三`
誓

ヘルトビ元の上皮鞘 ー�

〇 エナ メ ル器由来 ： エ ナ メ ル質
〇 歯乳頭山米 ： 象牙 質 、 歯髄
〇 歯小篠由来 ： セ メ ン ト 質 、 歯根朕 、 歯槽骨

·ヽ ,..,.~ 

は
工

横

レ

新

茨

エナメ ル質の組織学的構造

横 紋

レ ッ チ ウ ス条

新産線

■ エ ナ メ ル小杜の長軸に直角 方向の約 4µm間隔の線条で 、 l H の形成址を示す。
■ エ ナ メ ル 質の成長線の 1 つ で 、 石灰化不良領域であ る 。

■ 約 6 LJ - 10 日 お きに

横

紋が特に発達 し た部位が辿 な っ た も の。

■ 約 20µm 間隔 でみ ら れる石灰化不良線で あ る 。
■ 出生時の現境変化によ っ て み ら れる 石灰化不良線で 、 At心 と 第 ー大臼歯に認め られる 。

□□言!����\三塁璽胃

， 
エ ナ メ ル紡錘

象牙細管
原生象牙質
第二象牙質
管間象牙質
管周象牙質
球間象牙質
象牙前質
透明象牙質
エ プネ ル線

■ 歯髄から ED 境ある いはCD境に向か う 管状構造で、 内部に 象牙線維 （ ト ー ム ス線維） を 人れる。

■ 歯根が完成す る ま でに で き る 象牙質のこ と 。 外套象牙 質 と 髄周 象 牙 質 と が あ る 。

■ 歯根が完成 した後に形成 さ れ る 象 牙質である 。
■ 象牙細管 と 象牙細管 と の 間に存在す る 象 牙質で 、 石灰化の程度 は低い。

■ 象牙細笠周囲の 象牙質で、 石｝火化の程度は母l_:o
■ 石灰化球 と 石灰化球の間の五区北程度の低い象牙質。 削冠表層部 ( 1 / 3 ) に み られる 。

■ 歯髄最表層 の 象牙 芽細胞陪 と 象牙 質形成1面の 間 に あ る 象牙 伐で未石灰化である 。

■ 加齢によ り 象牙細管内部が石灰化 し 、 細箔が閉塞 し て しまっ た 象牙質。

■ 約 4µm間 隔でみ られる 線条 （ 石J火化イ迅良線） で 、 1 日 の 象牙質形成批であ る 。

31
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象牙質の組織学的構造

三：三三三戸戸二：圧
ED 境 ： エナ メ ル ・ 象牙税
CD 境 ： セ メ ン ト ・ 象牙境

1 3  
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歯 髄

基 質
線 維
細胞成分

プ ロ テ オ グ リ カ ン 、 組織液
コ ラ ー ゲン線維 （膠原線維） 、 弾性線維、 コ ル フ の線維
象牙芽細胞、 線維芽細胞 、 未分化間葉細胞 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 リ ン パ球 、 形質細胞

＊
 

歯髄の加齢変化
● 線維芽細胞数の減少と 体積の縮小

象牙芽細胞の萎縮
コ ラ ー ゲ ン 線維束の増大 と 増 加
血管 ・ 神経の減少
歯髄結石 （象牙粒） の増加
歯髄腔の狭小

． 

． 

． 

．

 

■ 

セメ ン ト質

管周象牙質

— ェブネル線

トームス線維

管間象牙質

一象牙前質

象牙芽細胞

歯根膜

象牙質

上 象牙前質

象牙芽細胞層

細胞希薄層

原生セ メ ン ト 質
（無細胞セ メ ン ト 質）
第ニセ メ ン ト質
（有細胞セ メ ン ト 質）

歯根部全体に分布 している。

セ メ ン ト 細胞を含有 してい な い。

根尖側 1 / 2 に分布している 。

セ メ ン ト 小体を含有する 。

＊
 

細胞成分

線維成分

線維芽細胞、 未分化間葉細胞、

セ メ ン ト芽細胞、 骨芽細胞、 破骨細胞、

破歯細胞、 マ ラ ッ セの上皮遺残細胞
コラ ー ゲ ン線維 ( I 型 、 III型） 、

オ キ シ タ ラ ン線維 、 弾性線維

歯根膜線維の走行
a. 歯梢縁線維群 ： 垂直的な力や低出力に抵抗する。
b. 水平線維群 ： 水平に加 わ る 力 や傾斜移動に抵抗する 。

C. 斜走線維群 咬合圧の緩衝、 垂直的な力や挺出力 に抵抗する 。

d. 根尖線維群 ： 垂直に加わ る 力 に 抵抗する 。

e. 根間線維群 ： 垂直お よ び側方への力に抵抗する 。

歯 肉

外縁上皮

付着歯肉

遊離歯肉

歯肉溝上皮
内縁上皮 I接合上皮

（付着上皮）

■ 遊離歯肉溝 か ら 歯肉歯梢粘膜境まで。

■ 歯肉固有層が骨膜に連続 し てい る た め、 可
動性がない。

■ 健康歯肉では ス テ ィ ッ プ リ ン グ が存在す る 。

■ 歯狗縁か ら遊離歯肉溝まで。

■ 歯の周囲を取 り 巻 く 幅約 1 mmの歯肉。

■ 若干の可動性を 有す る 。

■ 歯肉溝 に面 している 上皮。

■ エ ナ メ ル質に接 して結合 してい る上皮。

＊
 

外縁上皮
■ グ リ コ ー ゲン の含有址 ： 歯槽粘股 ＞ 歯肉

（歯槽粘膜はヨ ー ドでよ く 染まる）
乳頭の 邸 さ ： 歯肉 ＞ 歯槽粘膜
角 化 ・ 通常、 歯槽粘股は角化 してい な い が、 外縁上 皮 は 角 化

してい る 。

． 

． 

骨の組織学的構造

介在層板
神経

血管

フォルクマン管

歯肉頂 （歯肉縁）

歯肉溝上皮

遊離歯肉

付着歯肉

歯肉歯槽
粘膜境

歯槽骨

内基礎層板

骨内膜

象
牙
質

付
洒
上
皮

セ
メ
ン
ト

質

質

質

綿

密

海

緻
．

．

．

•
•
•

 

骨髄内の血管

骨細胞と骨小

腔

1 4  1 5  
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歯槽骨

固有歯槽骨
線維束骨 最 も 歯根膜側に位 骰する 。

肘板什 ハバー ス附板か ら な る 。

支持歯槽骨
海綿骨 多 く の骨梁か ら なり 、 内部に骨髄を入れる 。

皮質骨• 外縁上皮に面 し た部位。

上皮の種類

三
部 位

口腔粘膜の分類

粘膜の種類

咀哨粘膜

被覆粘膜

特殊粘膜

特 徴

歯根膜

' ' ' " " '  
線維束骨層板骨 海綿骨 皮質骨

● 粘膜上皮が角 化 している 。

● 粘股下組織がない （粘膜固有層が直接歯槽骨の骨 膜 と 結合 し て い る ） 。
”、 硬 「 l盗昌［口.��冒

゜

粘朕下組織 も
�こ底 煩粘股

• 舌背な どにみ ら れる 。

部 位

口腔の加齢変化

〇 エナ メ ル 質 ： 苅 く な る
〇 象牙質 ： 原 く な る
0 セ メ ン ト 質 ： 匝 く な る
〇 歯根膜腔 ： 狭く な る
〇 歯髄腔 ． 狭 く な る
〇 歯肉 ： 退縮する

興奮伝導の特徴

〇 全か無の法則 ． 閾値以下では活動⑮位は発牛 し な い。
〇 局所屯流 ： 神経線維の一部が興'{i>;す る と 、 神経内部は正に外部は負に逆転する 。

0 00前の伝甜 ： 局所屯流は隣接す る部位では外向 き の屯流が流れ脱分極を 起 こ す。

閾他以上にな る と 、 活動慮位が発生し、 興布が伝播する 。

〇 味秤伝祁 有髄神経線維では髄鞘 を 欠 く ラ ン じエ絞1点で イ オ ン の 出 入 り が起 こ り 、 典愈が跳ぶ よ う に速 く 伝わる。

〇 典布伝淋の三原則
• j,1,j方柏lt'枷導 ： 線維の一部 を刺激す る と 、 典布は両方向 に伝わる 。

・ 絶縁性伝蒋 ： 興布は隣接する神経線維に伝わ る こ と は な い。

• 和咸m云も ： 線維の直径が一定な ら ば、 興粥の大き さや伝淋速度は変化 し な い。

活動電位の発生

mv 

l オーハーシュート

Q 1 - - - - - - - - - - - - - - - - L - - .I - - - - - - - - - - -- - - - - - - - -

-70 

Time 

洞房結節の特徴

〇 プラ ト ー 相がない。

〇 活動軍位は ca2' 流人によ り 起 こ る 。
0 ペ ー ス メ ー カ ー地位を調節す る。

心房筋、 心室筋、 プルキンエ線維の特徴

〇 脱分極相の早い立ち上がり 。

〇 長い プラ ト ー相 を も つ。

〇 収縮は常に 弔収縮で 、 強約は起 こ ら な い。
〇 不応期が長い。

mV 

-60 

mV 

-60 

① 静止膜電位
② 脱分極 ： 細胞内へNa' が流入する。
③ 活動電位
④ 再分極 ： 細胞外へK が流出する。
⑤ 過分極

K+ 

己
o 1- - -心喜- - - - - - - - - - - - - - - - - -

3
1
1
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◄ 
不応期 附L
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f.1-

筋の種類

1 .  骨格筋 （四肢や体幹の運動）
2. 平滑筋 （ 胄 、 腸 、 尿、 血管な ど内臓筋を形成す る 筋）
3. 心 筋

骨格筋の構造

〇

横

紋構造を も ち 、 随慈運動 に関与する 。

〇 筋線維 （筋細胞） が狼合して筋線維束を形成する 。 外表は筋鞘 （細胞膜） で裂われる 。

興奮収縮連関

〇 筋を刺 激す る と 、 細胞表面膜 に生 じ る 活動電位が一連の連鎖反応を引 き 起 こ し、 収縮 タ ン パ ク （ ア ク チ ン ·
ミ オ シ ン ） の収縮反応を引 き 起 こ す。 こ の一連の過程を興稲収縮述関 と い う 。

1) シ ナ プス 終末にお け る 神経伝達物質 （ ア セ チ ル コ リ ン ； ACh) の放出
2) ニ コ チ ン受容体への結合
3) 終板部細胞朕の Na勺 秀過性の増大
4) 終板電位の発生
5) 筋鞘に活動電位が発生
6) T 管 に沿っ て脱分極が内部に伝群
7) 筋小胞 体終末槽 か ら ca' の放出

ACh 

① 筋線維細胞膜での活動電位発生
②

横

行小管系から筋小胞体への興密の伝達
③ 筋小胞

体

からのCaが放出
④ Ca2+とトロポニンCとの結合
⑤ 筋フィラメント間の滑りの開始

◎
 

c

 
横
行

小
管

骨格筋収縮

〇 単収縮
1 回 の活動這位に対応 し て筋が収縮 し て弛緩す る 過程の こ と 。

〇 強 縮
活動電位の不応期 に 入 ら な い程度の短い間隔で繰返 し剌激を加 え る と 、 筋は弛緩が起 こ ら な い う ち に 次 々 と 刺
激されるため収縮が融合 し 、 弛緩のない収締 し つ ばな し の状態 と な る 。 こ れを 強縮 と い う 。

心筋では強紺iは起 こ ら な い。

〇 硬 直
硬直は不可逆的な変化で 、 熱硬直 、 水硬直 、 死後硬直がある 。

〇 等尺性収縮 ： 筋の長さが一定の収縮をい う 。

〇 等張性収縮 · 一定の重 さ の も のを持ち上げる収縮をい う 。

心 臓

1 .  右心系 （肺循環）
大陪脈 → 右心房 → （三尖弁） → 右心室 → （肺動脈弁） → 肺動脈 ： 怜脈血が流れる 。

2. 左心系 （体循環）
肺静脈 → 左心房 → （僧帽弁） → 左心室 → （大動脈弁） → 大動脈 ： 動脈血が流れる 。

上

行

大動脈

肺動脈
) �/ /6JI , ＼肺静脈

肺動脈弁
右心房 I I I II 、 ヽ I,_____ 大動脈弁

左心房

左房室弁（僧帽弁）
心室中隔
左心室

＼＼ \ \ / I 
右心室

弁

〇 右心房ー在し室 ： 三尖弁 〇 右心室 一 肺動脈 ： ）lili動脈弁
〇 左心房 ー 左心室 ： 1曽帽弁 〇 左心室 ー 大動脈 ： 大動脈弁

血 圧

〇 血流がJfil管壁 に 及 ぼす圧力を血圧 と い う 。 通常は動脈圧を示す。

〇 収縮期圧 （霰高Jill圧） と 拡張期圧 （最低血圧） の差を脈圧 と い う 。
〇 平均血圧 (mmHg) は 、 ［ 最小血圧 ＋ 脈圧/ 3 ] に近似する 。

心臓の構造

〇 心臓は主 と し て心筋か ら な る 中空の朦器で 、 外部は心膜に包まれ内 には縦附がある 。

こ の 中空は左右側の心房 と 心室の 4 室に分かれて い る 。
〇 心筋線維は 、 合胞体を形成 し て い る た め に 1 か所の興粥 は た だ ち に 心脇全体に広がり 、 すべての心筋線維が

収縮す る 。

し かし心房 と 心室は朕性の結合組織で仕切 ら れて お り 、 合胞体の よ う な連絡はない。

〇 固有心筋細胞は 、 心房 と 心室の 自 山壁 と 中 隔の大部分を構成し、 収縮作用 に寄与する。

〇 特殊心筋は 、 ペー ス メ ー カ ー の役 割 と 興術を心臓全体 に早 く 伝え る 役割 と を担 っ て い る 。

興奮伝導系

〇 心臓は 自 発的 に興粥を く り返すが、 そ の 自 動性の源泉は右心房内 面で、 上大静脈 と の境界近 く に あ る ilrtl u}粘

節である 。

〇 こ こ で発生 し た興蒋は心房を伝わ り 、 右心房の下方に あ る 房室結節に達 し 、 続いて房室束 (His 束） 、 プ ル キ

ンエ線維を経由して心室筋に興粥が伝わる 。

〇 洞J;J結節 → 房宅結節 → 房穿束 → フル キ ン エ線維を ま と め て刺激伝祁系 （興稲（云群系） と い う 。

〇 洞房結節は心臓の リ ズ ム （歩調 ど り ） に関伊する 。

31
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心電図

P 波
QRS群
PQ間隔

ST部分

T 波

心房の典蒋 （脱分極） 期の こ と 。

心室全体に典布が広がる 。

房室典粥伝群時 間の こ と 。

QRS群の終わ り か ら T波の始ま り ま で で、

心室全体が興稲 している 。

心室が再分極する 。

音fいー

〇 聴診 に よ り 聞 こ え る も の で、 第一心音 と 第二心
音 と があ る 。

1 .  第一心音
■ 心室収縮初 期 に 1対1 こ え る 音 で、 房 室 弁

（僧相弁、 て尖弁） のf!{J鎮音である 。

■ 心電図の QRS 群に一致する 。

■ 脈拍 と 同時 に 開 こ え る 。

2. 第二心音
■ 心室拡張期初期に大動脈 弁 と 肺動脈弁が

閉 じ る と き に l!tl こ え る 。

■ 心屯図の T 波の終わ り に一致する 。

血液の成分

洞（房）結節

房室結節

房室束

p 

赤」rn球 へ モ グ ロ ビ ン 0 2 、 CO 2 の運搬 、 pH 調 整
血 頼粒球 （好中球、 好酸球、 好塩基球） 、白血球 生体防御反応 、 抗体産生な ど
球 リ ン パ球 (T細胞 、 B細胞） 、 単 球 な ど

血小板 血液凝固 （止血）
ア ル ブ ミ ン 膠質浸透圧の維持

血 タ ン パ ク 質 y ー グ ロ プ リ ン 免疫抗体

液 フ ィ プ リ ノ ー ゲ ン 血液凝固
血 糖質 （ ブ ド ウ糖 な ど） 栄養素、 血糖
漿 脂 質 （ グ リ セ リ ン 、 コ レ ス テ リ ン な ど）

無機塩類 (Na+
、 I ぐ

、 Ca2+ 、 Mgか） 没透圧調節 、 pH調節
水 物質運搬 、 Jfll圧維持 、 体温調節
老廃物

〇 血液屈 ： 体重の l 13 (約 8%) 、 比重 1.055 - 1.066
〇 液体成分 ・ 血液の約 55% (血漿） 、 細胞成分 ： JUL液の約 45%の容梢を占める 。

1 .  血 漿
● 血液の細胞成分を除いた液体）成分を血漿 と い う 。

■ Na かiと も 多 く 、 K It少t.- し 'o

● Jfll漿中 に は ア ル プ ミ ン や グ ロ プ リ ン な どの タ ン パ ク 質が含まれる 。

R
 

Q s 

T

 

2. 血 清
● Jfll漿か ら線維素原 （ フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ） や血液凝固因子の一部を取 り 除い た も のをlfll消 と い う 。

● 血消は凝固 し な い。

3. 赤血球 ( :J' : 410 - 530 万/µl、 i : 380 - 480 万Iµl)
■ 全血液の 44%を 占 め る 。 寿命約 120 R (牌臓で分解 さ れる ）
■ 核や細胞内小器官を も た な い。

■ 赤血球内 に はヘモ グロ ビ ン があ り 、 ヘ モ グ ロ ビ ン に は鉄 (Fe) が存在する 。

■ ヘモ グ ロ ビ ン と 鉄 に酸素や二酸化炭素が結合 し 、 全身腺器に運搬 さ れる 。

■ ヘ モ グ ロ ビ ン (Hb) 爵 （ヘモグ ロ ピ ン 濃度） ： が ： 14 - 18 g /  di、 年 ： 12 - 16 g /  di 
■ ヘマ ト ク リ ッ ト (Ht) 値 （全血液中の細胞成分の容梢比） ： ;J' : 39 - 52 %、 年 ： 35 - 48% 
■ Ht 値、 Hb 値は役血の検究項 目 であ る 。

4. 血小板
■ 20 - 40万/µl
■ 寿命は 8 - 11 日 の無核で平 ら な 円板状の小体。

■ Jill管壁の損偽後 、 血小板の凝集が起こ り 、 止血機構が始まる 。

5. 白血球
① 好中球

■ 顆粒球の 90%以上 （ 白 Jill球の約 50%) を 占 め る 。

■ 多核白Jfll球で忽性感染症時に増殖 （核の左方移動） 。

■ 食作用が最 も 旺盛な白血球で、 細菌を処理する 。

② 好酸球
■ 白血球の 2 - 4%。

■ ア レ ルギーや寄生虫感染時に増加する 。

③ 好塩基球
■ 白血球の 0.5 - 1%。

■ 肥満細胞に似てお り 、 ヘパ リ ン （血液凝固阻止） 、 セ ロ ト ニ ン や ヒ ス タ ミ ン を含む。

■ I 型 ア レ ルギー に関与する 。

④ リ ンJ\1求
■ 白血球の 25 - 40% 
■ T リ ンパ球 と B リ ン パ駄に 大別 さ れ る 。

T リ ンl噂
・ 骨髄由米の リ ン パ球系幹細胞が 、 胸腺の影押を受けて で き る 。

• 細胞性免疫に 関与 す る 。

B リ ンl憚
・ 骨髄山来の リ ン パ球系幹細胞 よ り で き る が、 胸腺の影響は受けない。

・ 侵入抗原に対 して抗体を産生する （休液性免疫） 。

⑤ 単 球
■ 白 Jfll球の 4 - 8%
■ 代作用 を有 し 、 成熟後に マ ク ロ フ ァ ー シ と な る 。
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止血機構

〇 血貸損似によ る 出血後、 小血管では生体の合
目 的性に よ り 出血を防止する機構が働 く 。

〇 血管収縮、 血小板、 血液凝固 ・ 線浴系 な どが
関与する 。

1) Jfll 小 板 凝 釈に よ る 血 小 板 血 栓 の 形 成
（一次止血）

2) フ ィ プ リ ン網に よ る 強固 な止血血栓の形成
（二次止血 、 血液凝固）

3) 血栓浴解

血小板因子〈血液凝固過程〉
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血液凝固因子

〇 血液凝固因子は 、 皿 （組織因子） 、 N (Ca2+) 、 VlII (抗血友病因子） 以外は肝臓で産生される 。

〇 肝脇で産生 さ れ る 凝固 因子の う ち 、 JI ( プ ロ ト ロ ン ビン ） 、 VII ( プロ コ ン バー チ ン ） 、 IX ( ク リ ス マ ス l刃子） 、

X (ス チ ュ ア ー ト 因子） の産生には ピ タ ミ ン K が必要である 。

自律神経とは・ ・ ・

〇 内腺の機能や血管運動、 分泌腺な どを調節す る 末梢神経 を 自律神経 と い う 。

0 自律神経の中枢は脳幹 お よ び脊髄に存在 し 、 さ ら に上位の視床下部や大脳辺縁系 に よ り 調節 を 受 け る 。
0 自律神経は無意識の う ち に 自 動的に働い て い る （イ斗砲店運動） 。

0 自 律神経 は父感神経 と 副父愁神経か ら な る 。

〇 交感神経 と 副交感神 経 と で ひ と つ の 内臓器官 を二重に支配 し てお り 、 一方は促進的 も う 一方 は抑制的に働い
て い る 。

こ れ を 自律神経の桔抗的二直支配 と い う 。

〇 脳神経の う ち 、 動眼神経 （第 llI脳神経） 、 顔面神経 （第 Vil脳神経） 、 舌咽神経 （第 1X脳神経） お よ び迷走神紆 （第
x脳神経） は副交感神経系の神経線維 を含んでいる。

〇 心股を支配する副交感神経は心臓迷走神 経 と よ ばれる 。

〇 交感神経の伝達物質は ノ ル ア ド レ ナ リ ン 、 副交感神経の伝達物質 は ア セチ ル コ リ ン である 。

自律神経の作用

器官名 交感神経 副交感神経
謹 孔 散 瞳 縮 瞳
気管支 拡 張 収 縮
心 臓 心拍数増加 心拍数減少
血 管 収 縮
唾液分泌 粘 棚性唾液分泌 漿液性唾液分泌
消化管 抑 制 促 進

◇ ホ ルモ ン は内分泌器官や内分泌腺で産生される 。

◇ ホ ル モ ン は身体の発育 、 成長 、 代謝な どを調節 し 、 生体の恒常性の維持 を 行 う 。

◇ ホ ル モ ン を 産生する器官 に は下垂体、 甲状腺 、 副甲状腺 、 膵臓 、 副腎、 生殖腺 、 松果体などがある 。

ホルモンの種類とその作用

ホ ル モ ン 産生臓器 作 用
チ ロ キ シ ン

甲状腺
代謝促進

カ ル シ ト ニ ン 血中Ca濃度低下 、 骨吸収抑制
パ ラ ト ルモ ン 副 甲状腺 血中 Cai農度上昇 、 竹·吸収促進
ピ タ ミ ン D :i 腎 臓 血 中 Ca 濃度上昇 、 骨吸収促進
成長ホ ル モ ン

下垂体前葉
身体の成長促進

プ ロ ラ ク チ ン 乳汁分泌刺激
ハ� ソ プ レ シ ン

下垂体後染
抗利尿作用 、 Jfll圧上昇

オ キ シ ト シ ン 子宮の収縮作用 、 乳汁射出作用
ア ド レ ナ リ ン 副腎髄質 交感神経郎郁作用
糖 質 コ ル チ コ イ ド

副腎皮質
抗炎症作用 、 血糖上昇作用

ア ル ドス テ ロ ン 腎臓でのNa 再吸収促進作用
イ ン ス リ ン

膵 臓
血糖低下作用

ク ル カ ゴ ン 血糖上昇作用
パ ロ チ ン 唾液腺 骨 、 軟骨 、 歯の石灰化促進作用
メ ラ ト ニ ン 松果体 生体リ ズム 、 睡眠調節

◇ 肺の換気は横隔膜およ び呼吸筋に よ り 行わ れ、 外気の 02 を取 り 入れ、 体内の CO2 を排出する 。

◇ 成人の平均呼吸数は 12 - 20 回 分である 。

呼吸運動
〇 胸郭 （脊柱、 胸竹 、 肋骨、 横隔膜） の伸縮に よ り 、 胸膜腔の圧が変化 し呼吸が行われる 。

〇 呼吸運動は 、 息 を 吸 う 吸息運動 と 息 を 吐 き 出 す呼息運動の繰 り 返 し で あ る 。

〇 呼吸運動は 、 延髄の呼吸中枢 に よ っ て 支配さ れて い る 。

〇 血液中 の CO2 濃度が上昇する と 呼吸は促進さ れ 、 02 濃度が上昇す る と 呼吸は抑制される 。

吸息運動 ：
■ 外 肋IHJ筋 の収縮に よ り 肋骨が も ち 上げ ら れ、 また横隅殷の収縮 に よ り 胸郭内の容積が増加した結果、 胸 膜腔

が陰圧 と な り 大気が肺胞内 に入る 。

呼息運動 ：
■ 内）リ1 1111筋の収縮に よ り 肋骨が下 が り 、 胸郭内の容積が減少す る 。 その結果、 肺胞内の空気が体外に放出される 。

肺気塁分画

O l 回換気批 ： 1 回の呼吸で肺に 出入 り す る 空気の最。 成人で 350 - 500 ml。

〇 予備吸気茄 ： 安静位吸気位から 、 さ ら に吸気して最大吸気位ま で追加吸入で き る 址。

〇 千備呼気批 ： 安静位呼気位から 、 さ ら に呼出して最大呼気位 ま で努力呼出で き る 最。

〇 肺 活 1l. : 最大吸気位か ら 最大呼気位までゆ っ く り と 呼出した益。

〇 残 気 批 ： 最大努力呼気後 に残る肺内気址。

0 機能的残気批 ： 安静呼気位において肺内に存在する姑で、 予伽呼気益に残気孤を加えた も の。

［ ス バ イ ロ グ ラ ム 】
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最大吸気位

* 1 秒率
最大吸気位から 最大呼気位まで、 一気に呼出させた努力性肺活品 に対する 最初の 1 秒間の呼出品の比で 、 正常
仙は 70%以上である 。

肺胞におけるガス交換

〇 肺胞気中の酸素は血液に溶舟平し 、 その大部分は赤血球中 のへ 1 ク ロ ヒ ン (lib に結合する 。

〇 酸索分圧 と Ilb の酸索飽和度の関係を示す1111線を酸素解離1111線と い う 。
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唾液の作用

〇 梢化作用
唾液アミ ラ ー ゼに よ り デ ン プ ンが麦芽梢 （マ ル ト ー ス） に分解される 。

0 ii月滑作用
咀哨 、 唖下 、 発音 を容勃にする 。

〇 粘朕保護作用 、 歯質保設作用
唾液中 のム チ ン の働 き に よ り 、 化学物質や細菌の刺激か ら粘膜 を保護する 。

〇 緩衝作用
唾液には爪炭酸塩 (HCOJ― ) や タ ン パ ク 質 な どが含まれ、 pH を ほ ぽ中性に保つ緩衝作1+1 を も つ。 これに よ り
食物の pH を調整 し 、 口腔や食道粘股 を保護 してい る 。

〇 抗脱灰作用 と 再石灰化作用
一部の唾液 タ ン パ ク は獲得被膜 （ペ リ ク ル） の構成成分 と な り 、 歯の表而 を 保護す る 。

また再石灰化に はス タ テ リ ン が関 与 し てい る 。

〇 清浄作用
口腔内の食洒、 異物 、 細菌 な どを洗い流す作用 を も つ 。

〇 抗菌作用
分泌型 lgA、 リ ゾチ ー ム 、 ペ ル オ キ シ ダー ゼ 、 ラ ク ト フ ェ リ ン 、 チ オ シ ア ン 酸塩 (SCN

―
) 、 ヒ ス タ チ ン は 、

細歯の増殖 を抑制 し た り 、 ま た は直接殺歯 し た り す る 作用 を も つ。
〇 排泄作用

重金属や薬物 、 ウ イ ル ス な どは唾液腺 か ら も排泄される 。

0 f本液砿の調節作用
脱水状態に あ る と き に は唾液の分泌が抑制される 。 こ れに よ り 口 渇感 と 飲水欲求が強ま り 、 水分補給が行わ

れる 。

〇 内分泌作用
耳下腺や顎下腺から 唾液腺ホ ル モ ン （バ ロ チ ン ） が分泌され、 骨や歯の発育が促進される 。

唾液分泌の様式

〇 唾液分泌は t'1 律神経に よ り 支配されて い る 。

〇 交感神経は粘梱性唾液分泌に 、 副交感神経は漿液性唾液分泌に 関与する 。

〇 無刺激で も 常時少砿の唾液が分泌する安静時唾液 （固有唾液） と 、刺激に よ っ て分泌する 反射唾液 （刺激唾液）

と があ る 。

唾液の性状と成分

〇 唾液の性状は唾液腺の種類は も ち ろ ん 、 性別、 年齢 、 日 内変動 、 身体的 ・ 精神的状態 な ど に よ っ て異 な る 。

1 .  分泌置
■ ヒ ト では 1 日 平均 LO - 1.5 1 であ る 。
• 安静時唾液 、 反射唾液 と も に顎下腺唾設が屈 も 多 く 、 耳下腺、 舌下腺の順に少な く な る 。

2. 物理的性状
■ 全唾液は無色 、 透明で粘性を も つ。 粘性は唾液中 の ム チ ン に よ る も ので 、 ム チ ン含有批で粘度が決まる 。

■ Jfll漿に比べ没透圧は低い。
3. pH 

■ pH は 5.5 ~ 8.0 の 間 を 変動 し 、 分泌が盛 ん な と き は pH が上が り （ 弱 ア ル カ リ 性） 、 分泌址が少ない
と き は pH が下がる （弱酸性）。

顎反射の種類と特徴

1 .  開口反射
• 頻面皮崩 、 口唇 、 口腔粘膜 、 歯 肉 、 歯髄な どへの侵古刺激に よ り 、 開 口筋が反射的 に収縮 し 、 同 時に 閉 口

筋の抑制が起 こ り 、 口が開 く 反射の こ と （防御反射） 。

■ 食物の中 に小石な どの硬い物が混 ざ っ ていた場合や 、 食事中歯肉に魚の骨が刺 さ っ た と き な どに生 じ る 反
射である 。

上・下顎神経支配領域への
侵害刺激

筋紡錢

‘ a 
運動神経

歯根膜機械受容器

Ao: 皮膚温覚、 痛覚
c: 皮膚感覚、 自律神経節後線維

三叉神経中脳路核

二

抑制性介在ニューロン a運動ニューロン
0 (! ⑱ ----<1 閉口筋抑制

三叉神経上核

脊髄路核
0 <l ⑲ -<I 開口筋収縮

興奮性介在ニューロン

2. 下顎張反射
■ 急激に閉口筋が引 き 伸 ばされる と （急速な開口） 、 閉 口 筋 （咬筋） が収縮 し て口が閉 じ る 反射の こ と 。

■ 閉口筋中の筋紡錘が伸張 し 、 下顎張反射が起 こ る 。

■ 持続的な下顎弧反射に よ り 下漁安静位※が保たれている 。

※ 下顎安静位
糀 F 、 発音、 咀哨 と い う 口腔の機能時に下顎は一連の連動 を す る が 、 こ れ ら の機能が終 わ っ た あ と には下
顎は上顎 と の 間 に ほ ぽ一定の距離 を 保っ て静止する 。 こ の よ う な下顎の静止位を 卜顎安祐位 と い う 。

3. 歯根膜閉口筋反射
■ 歯へのl土刺激に よ り 、 閉 1 1筋の活動が高ま り 、 口が閉 じ る 反射であ る （咀哨力の調節） 。

■ 歯根膜中 に あ る 感蹂受容器が興恋 して誘発される反射である 。

三叉神経運動核

@ 

三叉神経中脳路核

a運動ニューロン

運動核

<] 閉口筋収縮

4. 閉口反射
● 舌根部に軽い刺激が加 わ る と 下顎は ゆ っ く り と 挙上する （口が閉 じ る ） 。 こ れ を 閉 口 反射 と いい 、 喋 ド時

の 閉 口動作はこ の反射である 。

3
1
1
 

24 25 



� 

31
1
 

口腔感覚の種類

〇 口腔感槌には体性感党 と 特殊感党 と がある 。

1 .  体性感覚
①皮｝屑感党 ： 口腔粘膜の感覚 （触化 、 rE貸 、 i趾槌 、 冷＇此 、 痛’虹）
②深部感党 ： 歯 、 歯髄、 顎関節 、 咀噌筋 、 舌筋の感覚

2. 特殊感覚
①味 蹂 ： 醗味 、 甘味 、 塩味 、 苫味 、 う ま味

※ 特殊感宜 ： 嗅虻 、 視'it 、 聴‘虻、 平衡感'.it 、 味‘此

歯の感覚

1 .  圧覚 （触覚）
● 歯の感此受容器は歯髄と 歯根膜 に あ る 。

• 前歯部の方が臼歯部に比べて鋭敏である 。

2. 咬合感覚
• 上下の歯の間で物をかんだ と き の感党の こ と 。

• J.:. 下の削の歯根朕、 咀哨筋お よ び顎関節から の感牝情報を統合 して認知される 。

3. 位置感覚
● 刺激が加わっ た部位を認識す る こ と を定位 と い う 。

• 定位は圧の加わる 部位によ り 差があ り 、 前歯部の方が臼歯部 よ り 定位がよい。

歯髄感覚

〇 歯髄の感党は主 と して1i'fi'j'i:.であ り 、 刺激の種類を問わない。

〇 歯髄の知党受容器は H 由神経終末で、 A o お よ び C 線維であ る 。

歯根膜の感覚

〇 歯根膜の感党受容器は削滉 、 圧巽およ び痛箕で 、 臼歯部に比べ前歯部で多い。

〇 歯の感覚の受容や歯根膜咬筋反射 な ど に 関与する 。

口腔粘膜の感覚

〇 口腔粘朕の感従には 、 温虹 、 冷銘 、 触伐 、 圧蹂 、 痛牝 、 味註お よ び渇 き の感‘虻がある 。

〇 口腔粘股には多数の 自 山神経終末 と 少数の特殊受容器 （ マ イ ス ネ ル小体、 メ ル ケ ル盤、 ル フ ィ ニ小体、 ク ラ ウ
ゼ小体） があ り 、 主に 芦丈 神経によ り 支配されている 。

〇 神経支配は 口腔前方で密度が邸 く 、 口唇や舌の感受性が？沿い。

感覚点の分布密度

0 分布密度は口腔前方部の方が後方部に比べ高い。

〇 感韮点の多さは 、 痛点 ＞ 触点 ＞ 冷点 ＞ 温点である 。

二点弁別閾

〇 触北を識別 し 、 " 二点 ＂ を ＂ 二点 ＂ と して分離 して感 じ取れる 最小距離の こ と 。

〇 顔面領域の表面感伐は 身体に比べ鋭敏である 。

〇 頻面領域では舌尖の感党が特に鋭敏であ る 。

26 

非特異的防御機構

0 自然免疫を含めた初期防御を非特異的防御機構 と いい 、 皮屑 ・ 粘膜の物理的バ リ ア 、 自 然免疫が該当す る 。

［ 非特巽的防御機構と特異的防御機構の比較 ］
非特異的防御機構 特異的防御機構

担当組織 皮膚 、 粘膜 皮下 、 粘膜下 、 リ ン パ組織

担当細胞 好中球、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 NK細胞 B細胞 、 T細胞

担当分子
補体、 リ ゾチ ー ム 、 デ イ フ ェ ン シ ン 、 抗 体
Toll 様 レ セ プ タ ー な ど

抗原の特異性 あま り な い 厳密に存在

作用の反復 最初か ら 存在、 毎回同 じ程度の反応
抗原の侵入後に遅れて発現、 2 回 目 以降は反応
が速 く て強い

免疫学的記憶 な し あ り

1 .  皮膚、 粘膜の物理的バリ ア
■ 皮府、 粘膜は強力な物理的バ リ ア で、 微生物の侵入を防いでいる 。

2. 自然免疫
■ 自然免疫は生まれつ き 備 わ っ て、 迅速に働 く 抗瓶非特児的な防御椴構で 、 そ れ 自 身 は持続する免疫につな

が ら な い。

■ 感染初期の生体防御 と して煎要であ り 、 自然免疫系のみで感染防御がで き る こ と も 多い。

■ 自然免疫を担 う 代表的な細胞は好中球、 マ ク ロ フ ァ ー シ な どの食細胞で 、 液性因子 と しては イ ン タ ー フ ェ

ロ ン な どのサイ ト カ イ ン 、 抗OO物質 、 補体がある 。
① 食細胞

・ 体内に佼入 した微生物を貪食、 殺菌 、 消化す る細胞を食細胞 と い い 、 好q,球、 好酸球 、 マ ク ロ フ ァ ー

ジが食作用 を も つ。

・ 好中球は主に細胞外で増殖 し脊生する小型の微生物を殺滅す る のに対 し 、 好酸球は寄生 虫 な どの大型

の寄生体を殺滅する 。

・ 好中球は体液中に最 も 多 く 存在 し 、 活発な食作用を行 う こ と に よ り 、 初期段階の感染防御を担う 。

② 補 体
・ 抗体 と協同 して殺佑作用を発揮する血消 タ ン パ ク 質因子のこ と 。

抗体 と 抗原 に よ ってつ く ら れた免疫複合体 に よ っ て補体系 （補体によ る 抗原処理シ ス テ ム ） が活性化

される 。

• 新鮮な血清中に存在 し 、 56℃ 、 30 分間の加温で非拗化さ れる 。

③ ナチュ ラ ル キ ラ ー細胞 (NK細胞）
• NK 細 胞 は リ ン パ球一種であ る が、 自 然免疫を担 う 細胞で 、 ウ イ ル ス や細胞内寄生性細菌に感 染 し た

細胞を直ちに殺す。

④ Toll 様 レ セ プ タ ー (TLR)
・ 自然免疫を担 う 細胞 は 、 宿主には発現 していない さ ま ざま な微生物に共通 して存在す る 分子の構造を

認識する 。 こ れ ら の分子は病原体関連分子パタ ー ン と よ ばれ 、 LPS、 リ ポ タ ン パ ク 質、 ペ プチ ド グ リ

カ ン な どが含 ま れる 。 こ れ ら を認識す る 宿主側 の受容体 を パ タ ー ン 認識 レ セ プ タ ー (PRR) と い い 、

その代表が Toll 様 レ セ プ タ ー (TLR) である 。

⑤ 体液中の抗菌物質
・ リ ゾチー ム 、 ベル オ キ シ ダー セ 、 ト ラ ン ス フ ェ リ ン 、 デ イ フ ェ ン シ ン な どが存在する 。

31
1
 

27 



� 

31
1
 

特異的防御機構

〇 特異的防御機構は獲得免疫 あ る い は 適応免疫 と い い 、 リ ン パ球 と 抗体が主役 を な し 、 抗原特異的に活性化さ
れる 。

〇 全身免疫は 、 液性免疫 と 細胞性免疫 と があ る 。

, .  液性免疫
● 抗体によ っ て媒介される 免疫であ る 。

● 抗体は血液中や消化器、 呼吸器な どの粘膜組織の管腔に存在する 微生物や微生物の産生す る毒素 と 結合す
る こ と でそ れ ら を排除する 。

2. 細胞性免疫
■ T リ ン バ球が直接感染細胞に結合 し 、 感染細胞の細胞膜に協害 を 与 え る こ とにより 、 感染細胞 と と もに細

胞内の微生物を破滅させる 免疫機構 を い う 。

免疫関連臓器と免疫担当細胞

1 .  免疫関連臓器
● 骨髄 と 胸 腺 は免疫系の細胞が分化 ・ 成熟す る 場 で 、

中枢 リ ン パ組織 （一次 リ ンパ組糀） と い う 。

● 胸腺は二葉か ら な る牒器で 、 胎児期 か ら新生児期 ま
で は そ の大 き さ を 増す が、 思春期 以降は徐々に縮小
し て い く 。

● リ ンパ節、 牌脇 、 粘朕関連 リ ンパ組織は 、 抗原を捕捉・
沿縮 し 、 循 閃 し て い る 多 数の免疫系細胞が互いに接
触する場で 、 末梢 リ ン パ組織（二次 リ ン パ組織） と い う 。

2. 免疫担当細胞
■ 免疫応答に関与 す る 細胞はすべて造Jfll幹細胞 か ら 発

生 す る が、 主 な 働 き を す る の は 、 単球 、 マ ク ロ フ ァ
ー ジ 、 樹状細胞 、 リ ン パ球である 。

① 単球 ・ マ ク ロ フ ァ ー ジ
② 樹状細胞
③ ナチュ ラ ル キ ラ ー細胞 (NK 細胞）
④ リ ン パ球
1) T リ ン パ球
2) B リ ン バ球

胸腺

骨髄

I末梢リンバ組織
アデノイド

扁桃腺

リンバ節

リンバ管

牌臓

小腸バイエル板

虫垂

サイ ト カ イ ン

〇 生体組織の局所で産生され 、 細胞間の情報伝逹 を 媒介す る タ ン パ ク 性因子の総称。 ホ ル モ ン と 同 様に微址で
作用発現する 。

〇 細胞性免疫で は T 細胞がさま ざ ま な サ イ ト カ イ ン を 放出 し て 免疫機構が進行する 。

［ サイ トカイ ンの種類 l
① リ ン ホ カ イ ン ： 感作 リ ン パ球によ っ て産生 ・ 分泌される 。

② モ ノ カ イ ン ： 単球によ っ て 産生 ・ 分泌される 。

③ イ ン タ ー ロ イ キ ン ． 白血球が分泌する 。

④ イ ン タ ー フ ェ ロ ン ： 宿主細胞が産生する抗ウ イ ル ス 1月子 と マ ク ロ フ ァ ージ活性化因子
⑤ コ ロ ニ ー 剌激因子 (CSF) : 血液細胞の増殖に作用
⑥ ケ モ カ イ ン • 白血球の遊走因子

免疫機構の発現と調節

1 .  抗 原
■ 抗原には抗体産生や感作 T 細胞を 誘起す る性質であ る 免疫原性と 、 産生された抗原や感作 T 細胞 と 反応

す る 能力である 反応原性がある 。

2. 抗原提示細胞と主要組織適合性遺伝子複合

体

(MHC)
■ MHC は免疫機能に非常に重要な役割 を 担 っ て い る 追伝子群で 、 MHC ク ラ ス I 、 MHC ク ラ ス II 、 MHC

ク ラ ス m の 3 つの グ ル ー プに分類される 。

■ MHC ク ラ ス I はすべての有核細胞 （赤血球以外の細胞） に発現 し て い る 。
■ MHC ク ラ ス II はマ ク ロ フ ァ ー ジ、 村状細胞、 B 細胞に発現 し ており 、 こ れ ら の細胞 を抗原提示細胞 と い う 。

免疫の種類

1 .  能動免疫と受動免疫
■ 抗原が体内に入 る こ とによ り誘禅される免疫を 能動免疫 と い う 。

■ 既に免疫応答が誘禅された1個体の血消や免疫細胞を 、 無処骰の個体に移入する こ と で誘淋す る も の を受動
免疫 と い う 。

2. 免疫不全と自己免疫疾患
■ 免疫機能の低下によ り感染 し やす く な る 状態 を 免疫不全 と い う 。

• 免疫機構が破綻 し 、 免疫反応によ る組織偏害が原因で発症す る も の を 自 已免疫疾患 と い う 。

• ロ腔にみ ら れ る 自 己免疫疾患には 、 シ ェ ー グ レ ン症候群、 ベ ーチ ェ ッ ト 病 、 天疱癒 な どがある 。

3. 免疫寛容
■ 生体は 自 己の物質に対 し て は抗原認識 も 免疫応答 も 起 こ さ な い。 こ の よ うに抗原特異 的 な 反応 を 起 こ さ な

い現象 を 免疫党容 （ ト レ ラ ン ス ） と い う 。 免疫党容の破綻により 、 自 己免疫疾患が発症する 。

4. 移植免疫
● 同 じ種同士で免疫反応 を 引 き 起 こ す物 質 を 同種抗原 （ ア ロ 抗原） と い い 、 主体は MHC 分子 （ ヒ ト では

HLA と い う ） である 。

ワ ク チ ン

, .  生ワクチン
● 病原微生物を弱毒化 したワ ク チ ン で 、 本来の感染過程に近 く 、 接種後も 持続的な抗原の産生が期待 で き る 。

● 増殖性が残 っ て い るために副作用の リ ス ク が高 く 、 免疫不全がある 場合には重篤 な合併症 を 引 き 起 こ す。

■ BCG 粘核l府） 、 ム ン フス 、 ボ リ オ 、 麻疹 、 風疹 、 水痘 ワ ク チ ン が あ る 。

2, 不活化 ワ ク チ ン
● 抗原性 を 保 っ たまま、 ホ ルマ リ ン や紫外線な どで感染性を な く した ワ ク チ ン である 。

• 生 ワ ク チ ン よ り安全性は高いが、 微生物の成 分 自 体 を 用 い る た め 、 副作用の リ ス ク は残る 。

■ 狂犬病 、 II 本胎炎ワ ク チ ン がある 。

3. 成分ワ ク チ ン
■ 微生物の成分の 中で 、 感染防御に布 用 な 部分のみを免疫 源 と し て 用 い る た め 、 副作用 を抑え る こ と がで き

る 。

■ 百 R 咳 FHA 、 イ ン フ ルエ ン ザ HA ワ ク チ ン が あ る 。

4. トキソイ ド
■ 謡性成分を変性させ 、 毒性を な く した茄素 （ ト キ ソ イ ド） を 免疫源 と し て 用 い 、 甜索に対する 中和抗体を

誘淋す る ワ ク チ ン で あ る。

● 破傷風、 ジフ テ リ ア ワ ク チ ンがある 。
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免疫グロ ブ リ ン （抗体）

0

0

 

1 .  抗体の構造
■ 抗体は 2 本の重鎖 (H 鎖） と 2 本の

軽鎖 (L 鎖） が集合 し た左右対称の
単最体分子である 。

2 本 の H 鉗 と L 鎖 は 互 い に ジ ス ル
フ ィ ド (S - S) 結合で結ばれている 。

抗 原 結 合 部 位 は 抗体 ご と に 異 な っ
て い る た め 、 可変部(V 領域） と い う 。

2 本 の H 鎖 の C 末 端 側 の 配 列 は 、

多形性の少な い領域で定常部 と よ
ば れ 、 補体の Clq と の結合部位や
マ ク ロ フ ァ ー ジ や 多 形核 白 血球表
面 に あ る レ セ プ タ ー と 結合する (Fe
部） 。

2
 

抗体は抗原 を特異的に認識 し て結合する 糖 タ ン パ ク で 、 免疫 グ ロ プ リ ン ( r グ ロ プ リ ン ） が本体である 。

抗原刺激を受けた B 細胞か ら分化 し た形質細胞 に よ っ て産生される 。

•

 ．
 ． 

抗体の種類と特徴

Fab領域

抗体(lgG)の墓本構造と抗原、細胞、補体との反応部位

Feレセプター／補体結合部位

CH2 c心

CH2 Ct13 

v :  可変部
c :  定常部

Fe領域

coo
 ,
 COO'
 

特 徴

lgA 

lgD 

lgE 

lgG 

lgM 

● 分泌液 （唾液 、 乳汁） に 多址に存在する 。

• 分泌型は 2 分 子の IgA が］ 鎖で結合されて い る ( 2 批体） 。
■ B細胞の成熟 に関与す る と 考え ら れ て い る 。

■ I 型 ア レ ル ギー に関与する 。

● 肥満細胞や好塩基球の表而に は IgE レ セ プタ ーが存在 し 、 IgEが結合す る と ヒ ス タ ミ ンが遊離される 。

■ 血中抗体の主体を なす。

■ II型、 m 型 ア レ ルギー に関与す る 。

● 胎盤通過性があり 、 母体か ら 胎児 に移行する 。

■ 歯l刻 溝滲 出液、 歯周ポケ ッ ト 内 に多 い。

• 5屈体を形成する 。

■ II 型 ア レ ル ギー に関与する 。

■ 感染初期に lgG よ り先に産生される 。

細胞性免疫の種類

゜
゜

細胞性免疫は 、 細胞内寄生性細菌、 ウ イ ル ス 感染細胞や癌細胞の排除、 臓器移植時の拒絶反応 、 IV型 ア レ ル
ギー な どに関与 し て い る 。

細胞性免疫 は主に キ ラ ー T 細胞に よ る細胞偽害性活性 と 、 Thl に よ っ て活性化された マ ク ロ フ ァ ー ジの（動き
に よ る 。

ア レルギー

0

0

 

ア レ ル ギー （過敏症） は 、 抗原 （ ア レ ル ゲン） に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 免疫反応である 。

抗体が関与す る も の を液性免疫 、 T リ ンバ球が関与す る も の を 細胞性免疫 と い う 。

［ ア レルギーの種類と特徴 l
特 徴

I 型
■ 抗原崩館後数分以内に起こ る急激な免疫反応である 。

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー型反応
● IgE を 介 し た好塩基球や肥満細胞の脱莉粒が起 こ る 。

● 花粉症、 ア ト ビー性皮閲炎 、 気管支喘息ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー な どがあ る 。

n 型
■ 自 己の細胞や組織に対する抗体 (lgG、 lgM) が関与する 。

細胞傷害型反応
● 自 己免疫疾患の多 く が II 型 ア レ ル ギー で 、 尋常性天疱癒、 浴血性貧血、

新生児溶血性黄疸 、 不適合輸血に よ る 溶J[Uな どがあ る 。

皿 型 ■ 抗 原 と IgG と でで き た免疫複合体が、 補体や好中球 を活性化す る こ と で起 こ る 。
免疫複合

体

型反応 • 慢性関節 リ ウ マ チ 、 糸球体腎炎、 全身性エ リ テ マ ト ー デス な どがあ る 。
• 免疫応答が生 じ てか ら 症状が現れるまで 24- 48 時間 を 要する 。

w型 ■ 抗体は関与せず 、 T細胞 に よ っ て惹起される 。

遅延型反応 ■ 金属 ア レ ルギー
、 接触性皮府 炎 、 臓器移植 に お け る 拒絶反応 、

ッ ベ ル ク リ ン反応 （結核の検査） な どがある 。

3
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一次応答 • 免疫の記憶 ＇ 二次応答

抗

体

産
生
量

抗
原（
二
次
刺
激）

i

時間（ 日数）
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微生物の分類

1 .  原核生物
〇 細歯 、 マ イ コ プラ ズマ、 リ ケ ッ チ ア 、 ク ラ ミ ジア に は核膜がな く 、 布糸分裂を行わず、 染色体が 1 本 （環

状） である 。

細菌は直径 l µm 前後 で 、 表陪にペプチ ド グ リ カ ン か ら な る 細胞壁がある 。

マ イ コ プラ ズマは細菌 と ほ ぼ変わ ら な いが、 細胞壁を欠いている 。

リ ケ ッ チ ア と ク ラ ミ ジアは直径が 0.2 - 0.5 pm と 小 さ く 、 宿主に寄生した状態で生育する 。

゜゚
゜

2. 微小原生生物
〇 原生生物 の う ち病原微生物 と な る のは真歯 と 原虫である 。

3. ウイルス
ウ イ ル ス は DNA あ る い は RNA のいずれか一方 を追伝子 と して も ち 、 宿主の細胞に寄生 して増殖する感
染性の微小粒子である 。

ウ イ ル ス は原核生物 と 異 な り 、 2 分裂増殖 を行わず 、 宿主の代謝機能 を 利 用 し て 自 己複製 を 行 う 。

゜
゜

4. プ リ オ ン
o DNA 、 RNA のいずれ も 有 し な い感染性の タ ン パ ク 質 で、 ヒ ト の ク ロ イ ッ フ ェ ル ト ・ ヤ コ プ病 や ウ シの海

綿状脳症 (BSE) の原因因子である 。

［ 原核生物と真核生物の特徴 l

1 性 状
主 な 生物
染色体
核 膜
ミ ト コ ン ド リ ア
細胞壁ペプチ ド グ リ カ ン

原核生物
細菌 、 ク ラ ミ ジア 、 リ ケ ッ チ ア

1 本 、 環状

＋ 

真核生物
真菌 、 原虫 、 動植物

複 数
＋ 

＋
 

柿物 ： ＋ 、 動物 ： 一

【 原核細胞 】

英膜
細胞壁
細胞膜

細胞質
リ ボソー ム

線毛 核外染色体

1 頁核細胞 l

中心体
＼ ミ ト コ ン ド リ ア

ゴルジ体
細、'ii-f-—�丁ム 粗面小胞体

滑面小胞体

原核細胞と真核細胞の違い
原核細胞では、 細胞内に染色体 ONA があ り 、 細胞内小器官は な い。 真核細胞で は、 核があ る ほか、 ゴルジ体、

小胞体、 リ ‘ノ ソ ー ムな どの細胞内小器官が あ り 、 そ れぞれ特化した機能 を 有 し て い る 。

•ヽ

細 菌

1 .  細菌の構造
1 ) 細菌表層の構造

① 英 膜 ： 細佑最表料 に あ る 歯が産生 し た粘液性の物質で 、 抗原性を有する。
② 細胞壁

■ 細胞質膜の外側に存在し、 外界 と 菌 体内の環税を分けている 。

グ ラ ム 陽性菌ではペプチ ド グ リ カ ン 層が数 I·層 も 重層 し 、 菌体 を 取 り 囲んでいる 05 - 80 nm)。
■ グ ラ ム 陰性菌では 、 数培のペプチ ド グ リ カ ン 隊のみが存在す る。

③ 外 膜
■ グ ラ ム 陰性菌に特有の構造物で、 薄いペプチ ド グ リ カ ン 陪の外側に存在す る 。

外膜の外側 に は リ ポ多糖 (LPS) が存在す る 。

2) 細胞質内の構造
① 核
． 

3) 芽胞 （胞子）
■ 芽胞は き わめて安定 してお り 、 100℃ の加熱 に も 耐え る こ と がで き る 。

芽胞状態の歯は休眠 している状態であ り 、 増殖活性は 示 さ な い。

芽胞状態の菌を滅菌 す る に は 、 オ ー ト ク レ ー プあ る い は 180℃ で 30 分以上の乾熱滅菌 を 行 う 必要があ る 。

2 ,  細菌の増殖
〇 細歯が増殖 中 に 2 つ に 分 裂 す る ま での 時 間 を 、 \t;/JJI 時間 あ る

いは世代時間 と い う 。

倍加時間は菌の種類や栄養 、 環境条件に よ っ て大 き く 異な る 。

通常培殖では 、 誘森期 、 対数増殖期 、 定常期 、 死滅期 の 4 つ
の相がある 。

① 誘導期
細菌が新しい現境に適応す る た め の準備を してい る 期 間 で 、

こ の 間 に増殖に必要な酵素や中間代謝物の生成を 行 っ てい る 。

② 対数増殖期
栄従 も 十分に供給 さ れ、 安定 して増殖してい る状態である 。

③ 定常期
細菌数の増加 に よ り 栄投が枯渇し、 ま た細 歯 自 身の代謝産物が増 加 し たた め 、 増殖閑境が悪化す る 。 そ の

ため倍加時間が延長 し 、 一部の歯が死滅す る ため生歯数はほぼ一定 と な る 。

④ 死滅期
増殖環境が さ ら に悪化す る ため死滅細歯数が多 く な り 、 生歯数は少な く な る 。

゜゜

． 

．

 

* LPS (Lipopolysaccharide : リ ポ多糖）
リ ピ ド A 、 コア オ リ ゴ粘、 0 多糖の 3 つの部分か ら構成 さ れる 。

内蒋素 と して、 人では発熱な ど さ ま ざ ま な茄性と 生理活性を発揮す る が、 LPS の リ ビ ド A 部
分がその活性の本体であ る 。

④ ペ リ プ ラ ズ ム ： グ ラ ム 1陰性菌 では 、 細胞膜 （ 内 股） と 外膜 の 間 に 薄 い ペ プチ ド グ リ カ ン 層 を も つが、

その領域を ペ リ プラ ズム と い う 。

⑤ 細胞膜 （内膜） ： リ ン 脂質 （脂質二重層） と タ ン パ ク 質か ら な り 、 ペ プチ ド グ リ カ ン 陪 の 直 下 に あ る 。

⑥ 鞭 毛 ： 細歯の運動 （移動） に 関 わ る構造物で、 回 転 さ せ る こ と で運動性を発揮する 。

⑦ 線 毛 ： 鞭毛 よ り 細 く 短 く 、 直状の構造物で、 歯の生体への付杓や菌同士の結合な どに関与 している 。

②
 

． 

．

 

核朕がないため は っ き り と した境界は な く 、 核 様体 と よ ばれる。
リ ボ ソ ー ム
■ RNA と タ ン パ ク 質か ら な り 、 タ ン パ ク 合成に 関与する 。

↓ーー
生
菌
数
の
対
数 誘

導
期

定
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期
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3. 病原因子
① 付沼 ・ 定着因子

■ 線毛 、 菌体表陪 の タ ン パ ク 質や多糖体 、 グ ラ ム 陰性歯の リ ポ タ イ コ酸が関与している 。

② 組織侵襲性因子
• プ ロ テ ア ー ゼ （ タ ン バ ク 分解酵素） 、 ヒ ア ル ロ ニ ダー ゼ （ ヒ ア ル ロ ン酸分解酵素） 、 核酸分解酵素 な ど

が関与している 。

③ 毒 素
1 ) 外毒素

・ グ ラ ム 陰性菌 ・ 陽性菌 に かかわ ら ず、 多 く の病原性細菌が菌体外に産生す る タ ン パ ク 質 あ る い は
ペプチ ド性の海素である 。

・ 外毒素の作用 は強力であ る が熟に弱 く 、 ま たホ ル ム ア ルデ ヒ ドで処理す る こ と に よ り 抗原性を保
持したまま海性 を な く した状態 （ ト キ ソ イ ド） と な る 。

2) 内毒素
・ グ ラ ム 陰性菌の最外附 を構成する LPS が班性を発揮する 。 グ ラ ム1楊性菌には存在 し な い。

・ 熱に対 して安定であ り 、 オ ー ト ク レ ー プでは不活化で き な い。

・ タ ン バ ク 質で な いため 、 ト キ ソ イ ド化 も で き な い。

【 細菌毒素の分類と特徴 l

由 来
化学的実体

安定性

抗原性
ト キ ソ イ ド化

毒 性

外毒素
菌の培投上i青
タ ン パ ク 、 ポ リ ペプチ ド
不安定
熱、 紫外線で失活
強 力
ホ ル ム ア ルデヒ ドで可能
強 力

内毒素
グ ラ ム 陰性歯の外膜
リ ポ多糖体 (LPS)
安定
特に熱には強い

中等度～弱い
で き な い
中等度～弱い

病原性細菌

1 .  グラム陽性球菌
① プ ド ウ球歯屈 (Staphylococcus)
② レ ン サ球菌属 (Streptococcus)

• ロ 腔 レ ンサ球菌は 、 mutans グルー プ、 anginosus グ ルー プ、 salivarius グ ルー プ、 mitis グ ル ー プに分
類され 、 う 蝕原性が高いの は ミ ュ ー タ ン ス レ ン サ球菌である 。

［ 口腔レ ンサ球菌群と ヒ ト ロ腔における分布 ］

ヒ ト ロ腔における分布
口腔レンサ球菌群 細菌種 血清型

唾 液 舌表面 歯 面 歯肉溝
ミ ュ ー タ ン ス グル ー プ 5. mutans c/e/f/k 士 ／ ＋ 土

＋ ／ ＋ ＋ 
＋ (mutans group) S. sobrinus d/g ＋ 

ア ン ギノ ー サ ス グ ルー プ S. anginosus + / +  + ＋ ／ ＋ ＋ 5. intermedws ± 
＋ ＋ 伽ginosus group ) 5. constellaws 

サ リ バ リ ウ ス グルー プ S. salivanus 
5. vestbularis + + +  + + +  (sa/Jvarius group ) S. thermoph1Jus 
S. sanguims 
5. gordonu 

ミ テ ィ ス グ ル ー プ S parasangwms 
＋ ＋  ＋ ＋  + + +  ＋ (milis group ) 5. oralis 

S mitis 
S cnsta 

（ ヒ トロ腔レンサ球菌の動物実験系における う 蝕誘発能 ］

う 蝕誘発能
病原機序 細菌 （種）

小窟裂溝 う 蝕 平滑面う 蝕
ス ク ロ ー ス か ら の S mutans + + +  + + +  
酸産生お よ び付消性 グ ル カ ン合成 S. sobrinus 

ス ク ロ ー ス か ら の 5. sa11gu1ms 
5. oralis ± 

酸産生お よ び非付浄性グ ル カ ン合成 5. salivanus 
その他のslJ·eptococci

ス ク ロ ー ス か ら の酸産生 Lactobacilli ± 

Candida 

2. グラム陽性拌菌
① ク ロ ス ト リ ジ ウ ム 属 (Clostridium)

• ク ロ ス ト リ ジ ウ ム 屈 に は 、 破侶風菌、 ポ ッ リ ヌ ス 菌 な どがある 。

② マ イ コバク テ リ ウ ム 属 (/l;fycobacterium)
• マ イ コパ ク テ リ ウ ム 属 に は 、 結核菌や ら い歯がある 。

③ 放線歯属 (Actinomyces)
• ヒ ト の 口腔内か ら は 、 A. odontolyticus 、 A. naeslundii、 A. viscosus、 A. israelii な どが分離される。
■ A .  odontolyticlls は う 蝕の原因菌、 A. naeslundii、 A. viscosus は根面 う 蝕の主たる 原因歯である 。

■ A. israehi は顎放線歯症患者の病巣か ら分離される。

3.  グラム陰性球菌
① ナ イ セ リ ア 駈 (Neisseria)

■ ナ イ セ リ ア 屈 に は 、 髄朕炎菌や淋菌がある 。

4. グラ ム陰性棒菌
① 腸内細菌科

■ こ れ ら は通性嫌気性 グ ラ ム 陰性枠菌 に 分 類 さ れ、 大腸菌 (Escherichia coli) 、 赤痢歯、 サ ル モ ネ ラ な

どがある 。

② その他の科
• ビ プ リ オ属 （コレ ラ 歯 、 腸炎 ビ プ リ オ ） 、 ヘ リ コバ ク タ ー 屈 (H. pylori) 、 レ ジ オ ネ ラ 屈 、 ボルデテ ラ 屈 （百

日 咳菌） な ど。

③ 歯周病原性細頂
■ 歯肉縁上プラ ー ク に は Sti·eptococcus 属 な どの グ ラ ム 陽性球菌や Act.Jnomyces 属 な どの グ ラ ム 賜性相

菌が主 に生息してお り 、 歯 1t,J縁下 プラ ー ク で は グ ラ ム 陰性鎌気性枠閑の割合が増加する 。 歯｝むl病原性

細歯は主 と して グ ラ ム 陰性嫌気性枠歯で 、 歯肉縁下プラ ー ク 中 に存在する 。

1) Po1phyromonas g1ngivalis 
・ ヒ ト の歯肉溝か ら 分離される慢性歯周炎の主要原因細歯の一つである。
・ 血液寒天培地で生脊 し たコロニ ー は濃い黒色 に な り 、 強い悪臭 を 放つ （黒色色素産生性の グ ラ ム

陰性偏性嫌気性枠菌） 。

• P gingivahs の産生す る ジ ン ジパ イ ン は 歯 肉 のコラ ー ゲン組織を破壊 し 、 また内甜素 は骨吸収を

誘発する 。

2) Aggregatibacter actinomycetemcomiitans 
A. actinomycetemcomiitans は侵襲性歯閻炎や慢性歯周 炎の局所から甜頻度に分離される 。

茨膜や鞭毛 も な く 、 連動性は な い。

• CO2 存在下で発宥する 通性煉気性相歯 で 、 培地上では 白色を呈する。
・ 病原因子と してロ イ コ ト キ シ ン （外勅素） を 産生 す る 。
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3) Prevotella intermedia 
P 1ntermedia は黒色色素産生性 の グ ラ ム 陰性偏性嫌気性祥菌で 、 慢性歯周炎の原因菌の一つであ
る 。

・ エ ス ト ロ ゲ ン （卵胞ホ ル モ ン ） は P. intermedia の生脊を 促進す る た め、 妊娠性歯 肉 炎 と 関連が深い。

壊死性潰瘍性歯肉 炎にも 関与し、 ス ピ ロ ヘー タ と と もに増殖する 。

・ 病原因子 と して、 コラ ゲナーゼ 、 内縣素、 免疫グロ プ リ ン 分解酵素がある 。

4) Fusobacterium nucleatum 
• F nucleatum は紡錘状の グ ラ ム 陰性偏性鎌気性相菌である 。

・ 壊死性潰瘍性歯肉炎や慢性歯周炎に関与 す る 。

5) Tannerella forsythensis (T. forsythia) 
• T. forsythensis は紡錘状の グ ラ ム 陰性偏性嫌気性枠菌である 。

・ 慢性歯周炎の活動期に分離さ れる こ と が多 い。

・ 病原因子 と して、 ト リ プシ ン梯の タ ン パ ク 分解酵素を産生する 。

ス ピロヘー タ

0 ス ビ ロ ヘー タ は らせん状の形態 を と り 、 鞭毛によ り 運動 を 行 う グ ラ ム 陰性菌である 。

〇 ヒ ト の 口腔内か ら 分離 さ れる ト レポネ ー マ城 (Treponema) には 、 T denticola や T. vinsent1i な どがあ る 。

0 T. pallidum は梅協病原体で、 性行為によ り 感染する 。

ウイルス

1 .  ウ イルスの構造
■ ウ イ ル ス の基本構造は 、 粒子の 中心にあ る ウ イル ス 核酸 と 、 そ れ を取 り 囲む カ プシ ド と よ ばれる タ ン パ ク

質の核か ら構成 さ れた粒子である 。

• カ プシ ドの外側には エ ン ベ ロ ー プ と い う 膜成分を も つ も の も あ る 。

① ウ イ ル ス 核酸
・ 通常、 DNA か RNA の どち ら か を も っ ため 、 DNA ウ イ ル ス か RNA ウ イ ル ス かに大別 さ れる 。

② カ プシ ド
・ ウ イ ルス核酸を被ってい る タ ン パ ク 質で、 核酸を保護する役割 を も つ。

・ カ プシ ドは同 じ構造 を も つ小 さ な タ ン パ ク 質 （ カ プ ソ メ ア ） が多数組み合わ さ っ て構成 さ れている 。

・ ウ イ ル ス 核酸 と カ プシ ド を合わせた も の を ヌ ク レ オ カ プシ ド と い う 。

③ エ ン ベ ロ ー プ
• ウ イ ル ス の種類によ っ ては 、 カ プシ ドの外側にエ ン ベ ロ ー プ と よ ばれ る 朕構造 を も つ。 こ れは ウ イ ル

ス粒子が面主細胞か ら 出芽する と きに、 布主の細胞膜や核朕の一部 を ま と っ た も ので あ る 。

2. ウイ ルスの増殖
● ウ イ ルス は そ れ 自 身では増殖で き ず 、 ほかの生物に感染す る こ と で初めて増殖可能 と な る 。

• ① 宿主への吸滸
→ ② 宿主内への侵人

→ ③ 脱 殻 （暗黒期）
→ ④ 核酸の複製 ・ タ ン バ ク 合成

→ ⑤ 粒子の組立て
→ ⑥ 放 出

ービ〕→`》
ウ イ ル竺 � @ ) -

② ③ 

歯科に関連するウイルス

1.  ヘルペスウイルス
• 宿主細胞由来のエ ン ベ ロ ー プを被っ た大型の DNA ウ イ ル ス で 、 正二十面休のカ プシ ド を も つ。

● 単 純 ヘ ル ベ ス (HSV) 、 水 痘 ・ 帯 状 疱 疹 ウ イ ル ス (VZV) 、 ヒ ト サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス (CMV) 、

Epstein Barr ウ イ ル ス な どがある 。

2. 肝炎ウイルス
① A 型肝炎ウ イ ル ス (HAV)

・ ビ コ ナ ウ イ ル ス 科に屈 す る プ ラ ス 1 本鎖 RNA ウ イ ル ス で 、 HAVに汚染 さ れた水や食物が原 因 と な
る （経口感染） 。

② B 型肝炎ウ イ ル ス (HBV)
・ ヘパ ド ナ ウ イ ル ス 科に屈 す る DNA ウ イ ル ス であ る 。

患者Jf!l消中には デー ン (Dane) 粒 子 と よ ばれ る 感染力のあ る完全粒 子 と 、 HBs 抗原か ら な る 不完全
粒子が認め ら れ る 。

• HBs (surface) 抗原 、 HBc (core) 抗原、 HBe (e タ ン バ ク ） 抗原の 3 つの抗原 を有する 。

• HBs 抗原はエ ン ベ ロ ー プ表層抗原であ り 、 ワ ク チ ンに用 い ら れ る 。 11t炎発症の ） か月 前か ら 検 出 さ れ
は じめ る 。

• 1-IBc抗原は ヌ ク レ オ カ プシ ドの抗／原であ り 、 Jfll中 か ら は検出する こ と はで き な い。

• HBe 抗原は Dane 粒子の分解した抗原であ り 、 発症時に短期間で検出 さ れ る 。

• ま た 、 それぞれの抗原に対する HBs抗体 、 1-IBc 抗体、 1-IBe抗体が産生 さ れる 。

• HBs 抗体は HBs抗原が梢失 し 治癒 し た の ちに現れ、 長期間持続す る た め 、 感染の既往を示す と い う
意味で非常に重要な抗体である 。

• HBc 抗体 は HBs 抗原が検出 さ れ る 時 期にIgM 型 の 1-IBc 抗体が ま ず産生 さ れ、 そ の 後、 IgG 型 の
HBc 抗体が続いて産生 さ れる た め、 長期間血中に持続する 。

• HBe抗体は HBe抗原が消失する こ ろに産生が開始 さ れ 、 4 - 5 か月 で消失する 。

I B 型肝炎ウイルスの構造模式回 】

( 
馨HBs球状粒子

HBs抗原

洲
HBs管状粒子エンベロ ー プ

HBc+HBe抗原

[ B 型肝炎の抗原抗

体

血中濃度のグラ フ 】

発病
囀 I 函 I 固亘IJ fHBV 感染の既往1

相
対
濃
度

GOT· GPT 1 
y-GTPの上昇 HBc抗体

③ C 型肝 炎 ウ イ ル ス (HCV)
• HCV は フ ラ ピ ウ イ ル ス 科に屈 す る エ ン ベ ロ ー プを有す る RNA ウ イ ル ス である 。

・ 過去においては輸血によ る 感染が多 く あ っ たが、 現在は激減し性交渉感染が多 く を 占めている 。

• HCV は HBVに比べて劇症肝炎の発症は少ないが、 肝炎か ら 肝癌への進展は最 も 多い。
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3. ピコルナ ウ イ ルス
• エ ン ベ ロ ー プを も たな い 1 本鎖 RNA ウ イ ル ス で あ る 。

■ ボ リ オ ウ イ ル ス や コ ク サ ッ キ ー ウ イ ルスが属 し 、 感染症 と してヘルパ ン ギー ナや手足口病がある 。

① ヘル パ ン ギー ナ
・ コ ク サ ッ キ ー ウ イ ルス A 型が主な 原 因 で、 乳幼児の軟口蓋後端付近に小水疱、 び ら ん 、 泊勧を形成する 。

② 手足口病
・ コ ク サ ッ キ ー Al6、 エ ン テ ロ ウ イ ル ス 71 型が主な 原 因 で あ る 。 主 な 症状 と して、 発熱 、 口唇周囲の

紅潮、 手掌 と 足底の水ぶ く れがみ ら れ る 。

4. パラ ミ ク ソ ウ イルス
• マ イ ナ ス 1 本鎖 RNA を核酸 と す る ウ イ ル ス で、 エ ン ベ ロ ー プに包 ま れている 。

● ム ン プス ウ イ ル ス （流行性耳下腺炎） 、 麻疹ウ イ ルス （ は し か） が属す る 。

5 .  風疹ウイルス
■ 妊娠初期に感染す る と 先天性風疹症候群を発症 し 、 新生児に奇形や障害 （心奇形 、 眼異常 、 聴力障害） を

も た ら す。

6. イ ンフルエンザウイルス
• エ ン ベ ロ ー プを も つマ イ ナ ス 1 本鎖 RNA ウ イ ル ス で、 RNA 依存性 RNA ポ リ メ ラ ー ゼを も つ。

7. レ ト ロ ウ イルス
● ほかの RNA ウ イ ル ス と は異 な り 、 逆転写酵素を用 いて 1 本鎖 RNA を鋳型 と し て 2 本鎖ウ イ ルス DNA

を合成する 。

● ヒ ト T 細胞白血病 ウ イ ルス (HTLV) や ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス (JIIV) が屈 してい る 。

頁 菌

1 .  構造と増殖
• 真菌は カ ビ、 酵丹、 キ ノ コ な どの総称で 、 動柚物 と 同 じ真核生物に属し、 核や ミ ト コ ン ド リ ア な どの細胞

内小器官を も つ。

■ キ チ ン 、 B グ ル カ ンを主成分 と す る厄い細胞壁を も ち 、 基本形態は歯糸系 と 酵 母形である 。

■ 歯科領域で重要な真菌には 、 Candida albicans がある 。

2. Candida albicans 
• ロ腔 、 腸管 、 皮府 、 腔な どに常在 し 、 口腔では舌背か ら 邸頻度に検出されるが、 常在菌である ため健康な

ヒ ト がカ ン ジ ダ症を発症す る こ と は稀である。
• 免疫機能が低下 し て い る 高齢者な どで 日 和見感染を 起 こ し 、 また抗菌薬の使用によ る 菌交代症の原因 と な

る 。

■ 治療には ア ゾー ル系薬剤 （ ミ コ ナ ゾー ル ） やボ リ エ ン 系が用 い ら れ る 。

• ロ腔カ ン ジ ダ症は以下の 3 つが主な病型である 。

① 偽膜性カ ン ジ ダ症
・ 舌や口腔粘股に無痛性の白 苔状の斑点を形成する 。 病変が広範囲に及ぶ と 、 舌の疼痛、 味伐異常 、

喋下困難を伴 う 。

② 萎縮性 （紅斑性） カ ン ジ ダ症
• 口腔粘膜、 特に舌の有痛性発赤 、 舌乳頭喪失 、 摂食障害を特徴 と す る 。 口腔乾媒、 栄養障害、 義

歯装浩に関連す る こ と が多 い。

③ 操性肥厚性カ ン ジ ダ症
・ 偽膜性カ ン ジ ダ症 の 白 苔が厚 く な り 、 粘膜上皮層の肥匝と 角化充進を示すが、 稀な病態であ る 。

口腔内の主な微生物

グラ ム陽性菌 グラ ム陰性菌 口腔 ト レ ポ ネ ー マ
口腔レ ン サ球菌 Neissena Treponema denticola 
腸球菌 Veillonella 
Peptococcus 黒色色素産生性嫌気性相菌 マ イ コ プラ ズマ
Peptos廿eptococcus 非黒色色索産生性嫌気性Prevotella 屈 Mycoplasma orale、 M salivarium 
乳酸枠歯 A act1・11omycetemcom1tans 
Co1ynebacterium F nucleatum 真 菌
放線菌 Campylobacter Candida albicans 

バイ オフ ィルム

0 バ イ オ フ ィ ル ム と は、 微生物が コ ロ ニ ー状に凝楳 し 、 自 ら が産生した多糖体を主成分 と す る糖衣に囲 ま れ、 固
相の物質表面に付約した細菌の狼合体である 。

〇 プラ ー ク はバ イ オ フ ィ ルム の一つであ り 、 清掃が不完全な歯の表面に強 く 固着する 。

〇 プラ ー ク は歯肉縁上プラ ー ク と 歯肉縁― F プラ ー ク とに分け ら れる 。

［ 歯肉緑上プラーク と歯肉縁下プラークの比較 l

歯肉縁上プラ ー ク 歯肉縁下プラ ー ク
グ ラ ム 染色 陽性歯が多い 陰性歯が多い
主な細菌 通性嫌気性球歯 、 放線菌 偏性鎌気性枠歯 、 紡錘1:tl 、 ス ピ ロ ヘ ー タ
運動性 少 な い 多 い
エ ネ ルギー源 糖質 （炭水化物） タ ン パ ク 質
主な病原性 う 蝕 、 歯 1灸j 炎 歯 肉 炎 、 歯周炎

プラークの形成機序

1 .  歯面へのペ リ クル （獲得被膜） 付着
■ ペ リ ク ル は主に唾液中の梢 タ ン パ ク で構成さ れてお り 、 ］豆 さ は約 l ,, m であ る 。

■ ペ リ ク ル は酸によ る 脱灰か ら 歯面を守る（勅 き を も つが、 細 歯 は こ のペ リ ク ルに付沿す る た め の レ セ プ タ ー

因子を も つ。

2. 歯面への細菌付着
• プ ラ ー ク 形成初期では 、 口腔 レ ン サ球菌やAct1i10myces 屈 な どはペ リ ク ル を 介 して歯面に付箔す る （初

期付滸） 。

• ロ腔内にス ク ロ ー スが高頻度に摂取される と 、 ミ ュ ー タ ン ス レ ンサ球歯群は ス ク ロ ー ス を基質に、 粘性の
高い不溶性 グ ル カ ンを産生 し 、 歯面への強固な付治が起 こ る 。

3. プラーク の形成 （菌体外多糖の合成）
■ 食物か ら ス ク ロ ー スが供給される と 、 細 歯 は そ れを基質 と して粘転移酵素によ り 菌体外に多糖を合成する 。

■ 粘箔性を も つ不浴性 グル カ ン は、 細歯付府を強固に し、 さ らに細歯の付着や凝集を進める 。

① 不溶性 グ ル カ ン
・ 不溶性グ ル カ ン は プラ ー ク 細歯の酵素では分解 さ れ な い の で、 漸次プラ ー ク の容積が増加する 。

• 細菌の代謝によ っ て姫生された酸は中和 、 緩衝、 洗浄されないので、 プラ ー ク l村に貯留される 。

② 水溶性グ ル カ ン と フ ル ク タ ン
• 水 溶性 グ ル カ ン と フ ル ク タ ン は 、 粗弱 な プ ラ ー ク 基質を構築する 。

・ プラ ー ク 細歯由来の多糖分解酵素によ り 分解されやすいので、 糖の供給がな く な っても酸産生を持紬する。

・ 食間 の糖が供給されない と きに細菌のエネルギー源と して利用 さ れ 、 pH を低 く 維持する 。

3
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4. プラ ークの成熟
■ プ ラ ー ク は複数の異な る細菌種が共凝狼してい く こ と で 、 その原み を 増 し て い く 。

• プ ラ ー ク 中 の細歯叢の割合は 、 経時的に変化 し て い く 。

■ 全周期 を 通 し て StJ·eptococcus 屈が最 も 優位である 。

• プ ラ ー ク の 成熟に伴い 、 好気性菌 で あ る Neisseria は 減 少 し 、 Fusobacterium 屈 、 Corynebacterium 属
Veiflonella 屈 、 Actinomyces 屈 な どの嫌気性菌が増加する 。

［ 歯肉縁上プラークの形成過程における細菌種の変化 ］

1 00 

n~
 
ー

総
菌
数
に
対
す
る
割
合

1 0  

％ 
� 0. 10  

0.01 

Streptococcus 
Actinomyces 
Veil/one/la 

Fusobacterium 

3
 

5 
日 数

7
 

，
 

※ デンチ ャ ープラーク
◇ デ ン チ ャ ー プ ラ ー ク も 、 初 期 プ ラ ー ク 形 成 段 階 で は 口 腔 レ ン サ 球 菌 、 Neisseria 屈 、 Staphylococcus

aureus な ど の グ ラ ム 陽 性 球 菌 が 多 勢 を 占 め る が、 成 熟 に 伴 い Fusobacterium 屈 、 Actinomyces 屈 、

Corynebacterium 屈 な どの グ ラ ム 陽性およ び陰性の相歯の占める 割合が増加 し て く る 。

◇ デ ン チ ャ ー プラ ー ク の特徴 と して Candida 屈 の分離頻度が邸 く 、 これは Candida 屈 が レ ジ ン に 対 す る 付
粁能が店い こ と に起因している 。

プラークの石灰化と歯石の形成

〇 プラ ー ク が石灰化する と 歯石 に な る 。 歯石は形成部位に よ り 、 歯肉縁上歯 石 と 歯肉縁下歯石に大別される 。

〇 プラ ー ク は唾液に比べて カ ル シ ウ ム と リ ン 酸 を 応bi農度に含んでいる 。

〇 プ ラ ー ク 内で酸性ホ ス フ ァ タ ー ゼ や ビ ロ ホ ス フ ァ タ ー ゼ な どに よ り 、 カ ル シ ウ ム や リ ン 酸浪度が局所的 に 高
く な る 。

0 分泌唾液か ら炭酸ガスが失われた り 、 ウ レ ア ー ゼが尿素を分妍 し ア ン モ ニ ア を 生成する と 、 プラ ー ク pH が邸
ま り 、 カ ル シ ウ ム の浴解性が低下する 。

〇 唾液成分のス タ テ リ ン や 拙 プ ロ リ ン タ ン パ ク 質は カ ル シ ウ ム 結 合性が嵩 く 、 ア パ タ イ ト 形成阻害能 を も つ。

こ の タ ン パ ク がプ ラ ー ク に没透 し て 、 細 歯 由 来の プ ロ テ ア ー ゼの作用 で分解される と リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 化合
物が沈殿する 。

�� 

う蝕病原性細菌

〇 う 蝕の主要な病原性細歯は 、 StJ·eptococcus mutans と S sobrinus であ り 、 ミ ュ ー タ ン ス レ ン サ球歯群 と い う 。

ミ ュ ータ ンス レ ンサ球菌の特性
グ ル コ シ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ (GTF) と フ ル ク ト シ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ (FTF) を も つ。

・ 糖の供給がない と き で も エ ネ ル ギー 産生を続行する こ と がで き る 。

→ 水溶性グル カ ン を （加水） 分解す る デキ ス ト ラ ナ ー ゼ と フ ル ク タ ン を分解する フ ル ク タ ナ ー ゼ を も ち 、

菌体内外の貯蔵多糖 を 分解利用する 。

ミ ュ ータ ン ス レ ンサ球菌による有機酸の産生
プラ ー ク の粕質は細菌の解糖系で ピ ル ビ ン 酸 に 至 る が、 ビ ル ビ ン 酸を経て TCA 皿路で ATP を 作 る こ と
がで き ない。

・ ビ ル ビ ン 酸 か ら 乳酸 、 ギ酸、 酢酸、 プロ ピ オ ン 酸、 酪酸な どの有機酸に変 え る こ と に よ り 、 酸素を利用す
る こ と な く ATP を 産生する 。

1 ) 糖濃度の影四
① 十分な糖置

■ プラ ー ク ヘ没透す る 糖枇が十分な と き は、 解糖系で ピ ル ピ ン 酸が生成される 。

■ 歯体内の フ ル ク ト ー ス 1,6 ー ニ リ ン酸は邸i農度で、 こ れに よ り 乳酸脱水素酵素が活性化され乳酸
を生成する 。

② 制限された糖量
■ プ ラ ー ク ヘ没透する 糖址が少な い と き は菌 体 内 の フ ル ク ト ー ス 1,6 ー ニ リ ン 酸は低濃度 な た め 、

乳酸脱水素酵素が不活性化される 。

■ グ リ セ ル ア ルデ ヒ ド 3 ー リ ン酸が低濃度 と な り 、 ピ ル ビ ン 酸 リ ア ー ゼのI軋出が解かれ、 ギ酸 、 酢
酸 を 生成する 。

2) 酸素の影響
① 好気的条件

■ 酸素が存在す る と ビ ル ビ ン 酸 ギ酸 リ ア ー ゼは失活 し、 ギ酸 、 酢酸は生成されず、 主に乳 幻が産生
される 。

② 嫌気的条件
■ 酸素が存在 し ない と 、 ビ ル ビ ン 酸ギ酸 リ ア ー ゼは活性を維持 し て 、 キ酸 、 削酸 を生成する 。

3) プラ ークの部位
① プラー ク表層

■ 酸素に触れる機会が多 く 、 比較的好気的条件 に あ り 、 また糖の供 給 も 十分である 。

■ 最終産物は主に孔位である 。

② プラーク深暦
■ 酸素はな く な り 、 高度な好気的条件 と な り 、 糖の供給 も か な り 制 限を受ける 。

■ 乳酸産生は抑制され、 敵終産物 は士に ギ酸、 I"!杓友 、 エ タ ノ ー ルである 。
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［ 歯肉縁上歯石と歯肉緑下歯石の比較 】

歯肉縁上歯石 歯肉縁下歯石
由 来 唾 液
色 調 白色ま た は淡黄色
好発部位 上顎大臼歯頬側 、 下顎前歯舌側
硬 さ 比較的 も ろ い

歯肉溝滲出液
暗褐色 、 賠緑色
歯 周 ポ ケ ッ ト 存在部位
硬 い
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歯肉炎と病原因子

〇 歯 肉 炎の う ち 最 も 多い の は 、 歯肉縁上 プ ラ ー ク の蓄和によ る プ ラ ー ク 性歯l女）炎である 。

〇 プラ ー ク 性歯 肉 炎 で は 、 プラ ー ク の蓄積に伴 っ て歯 肉 炎が発症す る と と もに、 プ ラ ー ク 細歯叢の構成が変化
す る 。 グ ラ ム 脇性菌が減少し 、 Actinomyces 屈 、 Fusobacterium j成や黒色色素産生性 グ ラ ム 陰性枠菌の増加 、

さ らには運動性枠菌の出現な どの変化が観察される 。

歯周炎と歯周病原性細菌

〇 歯周炎の原因は 、 歯肉縁下プラ ー ク 中 の あ る 特定の細菌で あ る 。 そ の 中 で特に重要 な も の は 、 慢性歯周炎の
原 因 菌 と し て の Po1phyromonas gingiva!is 、 Tannereffa forsythia 、 Treponema deno·cofa 、 Aggregatibacter
actinomycetemcomitans であ る 。

〇 煎度歯周炎に関連する 3 菌種 (P gingivafis 、 T forsythia 、 お よ び T denticofa) を Red complex と い う 。

o Red complexに屈す る P gingivafis 、 T forsythia 、 お よ び T denticofa は歯周 炎が重度であ る部位か ら 検 出 さ
れる 頻度が裔い。

〇 プラ ー ク 細菌叢は成熟 と と もに Red complex を頂点 と し た ピ ラ ミ ッ ド状の細菌構成にな る と 考 え ら れて い る 。

〇 初期楳落形成細菌群に屈する細歯の多 く は 、 Purple、 Green 、 Yellow complex のいずれかに分類されている 。

0 後期集落形成細菌群およ び非付灼性細菌群の多 く は 、 Orange や Red complexに属す る 。

［ 歯肉縁下プラーク細菌の構成 (Socransky S. 2002 を改変、 Red complex 以外は抜粋して記載） ］

Purple complex 
Veil/one/la parvula 
Actinomyces odontoly/icus 

Capnocytophaga species 
Aggregatibacter 

actinomycetemcomitans serotype a 
Eikene/la corrodens 

［ 歯周疾患の病型 と関連する歯周病原性細菌 ］
・ 慢性歯周炎 （成人性歯周炎）

Aggregatibacter actinomycetemcomitans 、 Porphyromonas gingivalis 、 Prevotella intermedia 、

Capnocytophaga 属 、 Fusobacterium nucleatum 、 Tannerella forsy山ia 、 Capnocytophaga 、 Su·eptococcus
intermedius、 Campylobacter rectus、 Neisseria

・ 侵襲型歯周炎
Aggregatibacter actinomycetemcomitans 、 Porphyromonas gingivalis 、 Prevotella intermedia 、

Capnocytophaga 属 、 Neisseria 屈
・ 妊娠性歯肉 炎

Prevotella intermedia 
・ 急性壊死性樅瘍性歯肉 炎

Prevotella intermedia 、 Fusobactenum nucleatum 、 ス ピ ロ ヘー タ (Treponema)

◇ 物質の代謝経路に障岩が起 こ る と 、 細胞ば恒常性を維持で き な く な る 。 こ れを 変性 と い う 。

◇ 細胞の代謝レ ベルの低下または細胞死によ って組織容秋が低下す る こ と を 萎縮 と い う 。

◇ 変性の進行によ る細胞死を壊クヒ と い う 。

◇ 萎縮 、 変性、 壊死 な どの細胞障者を 退行性病娑 と い う 。

壊 死

〇 細胞や組織への傷害作用 で そ れ ら が死滅す る局所性の細胞組織の死 を壊死 （ ネ ク ロ ー シ ス） と い う 。

＊ 壊死の細胞変化
• 細胞の膨化
● 細胞朕の破裂 （細胞内容物の放出）

アポ トーシス

〇 生体 を よ り よ い状態に保つために積極的に引 き 起 こ さ れ る 、 管理 ・ 調節された細胞の死す な わ ち プ ロ グ ラ ム
された細胞死 （ 自発的な 細胞死） を ア ポ ト ー シ ス と い う 。

0 ア ポ ト ー シ ス の例 ： 乳歯の的根吸収、 腫揚細胞 、 ウ イ ル ス 感 染 し た細胞な ど
＊ ア ポ トー シスの細胞変化

〇 核の濃縮
〇 細胞の変形
o DNA の断片化 、 ア ボ ト ー シ ス小休

◇ 細胞の増殖 と 修復 は進行性病変 と も いわれ 、 生休に対す る さま ざまな 因子に対す る 反応性の嵩い活動的 な変化
である 。

◇ 進行性病変には 、 生体の組織や臓器の増大によ っ て機能九進を き たす ）l�Aや増11 (過形成） 、 化'I·.があ り 、 ま
た生体に生 じた病変や組織欠損を修復す る 肉 芽組織の形成や細胞増殖があ る 。

再 生

〇 組織や脇器の病的欠損部がそ の欠損部を構成 していた同一の細胞や組織で補われ 、 治癒す る こ と を再生 と い う 。

＊ 再生に関わる細胞
• 不安定細胞 （生涯にわた っ て分裂 ・ 増殖す る ）

皮府や粘股の重陪扁平上皮 、 骨組織、 結合組織、 骨髄1J..Jの細胞な ど
• 安定細胞 （ な ん ら かの刺激が加わっ た と きに活発に増殖す る ）

肝臓や腎脇 な どの実質細胞、 線維芽細胞や平滑筋細胞、 骨芽細胞、 Jfll管内皮細 胞 な ど
● 永久細胞 （生後再生す る こ と の な い細胞群）

中枢神経細胞や心筋細胞

肉芽組織

〇 組織が侶害を受け た と き 、 その防衛や修復のために形成される t細血竹に窃む幼弱な粘合糾紐 を 肉芽組椛 と い
う 。

＊ 肉芽組織の構成
● 好中球 ： 貪食作用 、 細胞走化性,�子の放出
• マ ク ロ フ ァ ー ジ ： 貪食作用 、 抗原提示
• リ ンパ球 ： 液性免疫 (B リ ンパ球） と 細胞性免疫 (T リ ン バ球）
● 形質細胞 ： B リ ン パ球が成長 して形質細胞にな る 。 抗体産生細胞
● 線維芽細胞 ’ 膠原線維の産生
● 毛細血管 ： 栄養 、 酸素の供給
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創傷治癒

0 外力 に よ っ て生 じた組織の離断や欠損を創低 と い い、 創傷の再生あ る い は修復を創倍治癒 と い う 。

＊ 創傷治癒経過
組織の離開 → 出 血 → 創面部の細胞壊死 → 局所の充血、 滲出 、 細胞浸澗 → ． ．

→ 好中球、 マ ク ロ フ ァ ー ジ に よ る 貪 食 → 肉芽組織の増生 と 再生 → 肉芽組織の線維化 （ 搬痕化 ）

一次治癒

〇 創面が小さく 、 あま り 肉芽組織の囮換 を 必要 と し な い場合の治癒
〇 鋭利な刃物に よ る 切開創 な ど

二次治癒

〇 創面が大 き く 、 大批の肉芽組織を利用 して骰痕 を 形成 す る 治癒
〇 開放創の治癒形式で 、 大 き な組織欠損があ る 場合。 肉芽組織の形成益が多く 、 治癒完了までに時間を要する 。

〇 搬痕化す る 。

臨床的五大徴候

〇 発 赤、 熱 愁 、 Jj屯 脹 、 疼 痛、 機能i;:;;占

炎症性細胞

〇 好中球
急性炎症において最 も 活動的な細胞で、 化膿性炎症の主な構成細胞である 。

〇 好酸球
過敏症 （ ア レ ル ギー） や あ る 種の寄生虫感染時に出現する 。

〇 好塩基球、 肥満細胞
ヒ ス タ ミ ン やヘパ リ ン お よ びア ナ フ ィ ラ キ シ ー遅延反応物質 を 含んでいる 。

炎症性刺激が加 わ る と 、 細胞内 よ り ヒ ス タ ミ ン が放出 さ れる 。 I 児I ア レ ルギー と 関係が深い。

〇 リ ンパ球、 形質細胞
T 細胞 は細胞性免疫に 、 B 細胞 お よ び形質細胞は液性免疫に 関与する 。

0 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 単球
マ ク ロ フ ァ ー ジは死滅した細胞や異物 を除去す る ほ か、 サ イ ト カ イ ン を 分泌する 。

炎症のケミカルメ デ ィ エー タ ー （炎症性化学伝達物質）

〇 血管作動性ア ミ ン （ ヒ ス タ ミ ン 、 セ ロ ト ニ ン ） ： 炎症初期に関与
0 ア ラ キ ド ン 酸代謝産物 （ フロ ス タ クラ ン シ ン 、 ト ロ ン ボキサン 、 ロ イ コ ト リ エン ）
0 キ ニ ン 類 （ブ ラ ジキ — ン ） ： 発術物質

急性炎症

〇 病変の経過が速 く 、 1 週間- 10 日 の経過でみ ら れ る 炎症で 、 症状 も 強 く 現れる 。

〇 滲 出が著明で 、 病変部 に は浸出液に よ る 浮腫や滲 出細胞である liT中抹や単球の没潤が 目 立つ 。

慢性炎症

〇 病変の経過が遅 く 、 1 か月 以上～数年に 及 ぶ も のである 。

〇 急性炎症 と は異 な り 滲 出 は若り］で は な く 、 細胞の増生や組織の修復な どの現象がみ ら れ る 。

〇 没潤細胞は リ ン パ詠、 If外'� .ttlll也、 マ ク ロ フ ー ノ な どが中心であ る 。

炎症反応の種類

〇 変質性炎
臓器での代謝障害に よ る 退行性変化 （変性） が 目 立つ炎症である 。

〇 滲出性炎
病変部の滲出が顕著 な 炎症であ る 。 滲 出物の性状 に よ っ て、 ① 漿液性炎、 ② カ タ ル性炎、 ③ 線維素性炎、

④ 化膿性炎、 ⑤ 出血性炎、 ⑥ 壊疸性炎に分類 さ れ る 。

※化胆性炎に は蜂甜織炎、 膜瘍、 蓄膿がある 。

〇 増殖性炎
増殖性炎は 、 傷害 に対する生体の修復能が強く 、 過剰 に 反応 を 示すため に組織増殖が主体 と な る 炎症 を い う 。

増殖組織の主体は1刻芽組織である 。

〇 肉芽柚性炎 （特異性炎）
肉芽腫性炎は 、 特異な結節状の肉芽組織 （肉芽腫） を形成す る 炎症 を い う 。

結核症、 梅毒、 ハ ン セ ン 病 、 チ フ ス 、 放線菌症 な どがあ る 。

水 腫 （浮 腫）

〇 組織内 あ る い は体腔内 に組織液また は リ ンパ液が多最に溜まった状態を水腫 （浮腫） と い う 。

＊ 水腫の原因
水腫は血管内の水分が組織間へよ り 多く移動す る こ と に よ る 。

■ リ ン パ管の狭窄や閉 � ■ [; 細血特の透過性九進 ■ 毛糸llllfilnザの上外
■ Jill漿膠m必透/_[の低f ( ア ル プ ミ ン凪の抵l、 ) ■ 組糀11、J塩化ナ ト リ ウ ム の増 IJII

虚 血

〇 虚Jfl lと は 、 局所の臓器 ・ 組織中 を循閑する 1/11液｝ が異祁に成少した状態 を い う 。
〇 局所に流入する 血液址の減少や局所から流出する血液祉の増加 に よ っ て 起 こ る 。

＊ 虚血による変化
局所虚血 → 虚血部位の社白 → 虚血部位の機能低下、 栄妥障害 → 変性、 萎縮、 壊死

充 血

〇 充血 と は局所の動派血がf\1/Jllした状態で、 充Jill部位 は動脈血が増 え る ため に発赤 し 、 熱感 を も つ。

う っ血

〇 う つ JUI と は浄脈血流が妨 げ ら れ、 組織や臓器の神脈Jillか伐常( - i許}JI I し た状態 を い う 。
〇 う っ 血が長引 く と 皮府 、 1 1唇、 ）「＼床は青紫色を呈し、 こ の状態を イ ア ノ セ と い う 。

出血と出血性素因

〇 血液の全成分が心臓あ る い は血管外に流出する こ と を 出血 と い う 。

〇 特別な 原囚がなく 、 または軽度な外傷で も 容易 に 出 血 し 、 出Jfllがす ぐには止ま ら な い状態を 出Jill性出IJ..l と い う 。

＊ 出血性素因の発生原因
■ 血液凝固機転の異常 ： 血液凝固l刃子の時害、 血小板数の減少、 血小板の機能障害
• 血管壁の障害 ： ビ タ ミ ン C 欠乏

塞栓症

0 Jfil栓、 腫瘍細胞、 細菌、 脂肪滴、 空気な どが血流で運ばれ、 ド流のJIil管内 腔 を 閉塞 し た場合 に こ れ を塞栓症

と い い 、 塞い だ も の を 塞栓 と い う 。

〇 塞栓症の結果、 心臓では心筋梗塞、 脳では脳梗塞 （脳卒中） を 起 こ し 、 塞栓症 に陥っ た血管の末梢領域は壊

死が起 こ る 。

梗 塞

〇 臓器の栄焚動脈に急激な狭窄な い し 1牝1-1寒が起 こ る と Jfll流が1月 ざ さ れ、 その支配領域が ，,., に 陥 る 。 こ の状態

をtし～ と い う 。
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歯の発育異常

新生歯 生後 l ヵ 月 以内 に 萌出 した歯。 下顎の乳中切歯に 多 く 、 リ ガ ・ フ ェ ー デ病の原因 と な る 。

高位歯 咬合線 を越 えて位岡する異常歯。 対合歯の喪失に よ っ て生 じ る 。

タ ー ナ ーの 歯 乳術の根尖病巣 に よ って後継永 久歯の歯冠に生 じ る 構造異常。 エ ナ メ ル 質減形成がみ られる 。

フ ル ニ エ の 歯 先天性梅森 に 関連 して生 じ る 桑実状臼歯 （形態異常歯） であ る 。

ハ ッ チ ン ソ ンの歯 先天性悔磁でみ ら れ る 前歯の半月 状欠損であ る 。

歯内歯 歯冠の一部が歯髄腔内に陥入 し た形態異常で 、 上顎切歯に多い。

エ ナ メ ル質減形成 高度の栄養障害や各種の全身疾患 に よ り 生 じ る 。

癒合歯 （融合歯） 2 つの歯胚が融合 し た も の で 、 歯髄を 共,(jす る 。

癒着歯 歯根形成後に 2 つの歯がセ メ ン ト 貿のみで結合 した も の。

歯の形態異常

棘突起 前歯の舌側面にあ る基底結節 か ら 切縁に向かって走る膨隆。

旦 1�;三已三三戸戸口
カ ラ ペ リ ー結節 上顎大臼招の近心舌側咬頭の舌側面に生ずる 副結節。

急性う蝕と慢性う蝕の比較

急 性 慢 性
好発年齢 若年者� 中泊i年者
好発部位 小寓裂溝 平滑面
進

行

形態 穿通性 穿下性
進

行

速度 速 い 遅 い
着 色 弱 V ヽ 強 \,\

軟化象牙質 多 い、 湿潤 少ない 、 乾媒
第三象牙質 少ない 多 い

エナメル質う蝕

〇 エ ナ メ ル 質 う 蝕はエナメ ル小柱に沿って進行する 。

象牙質う蝕

う 蝕象牙質
� 
先

多

恥

菌

屈
菌培第一層

う蝕象牙質

� 生活反応屡
第二層

小窓裂溝試蝕

ロ
エナメル象牙境

遊離エナメル質

多菌屈

寡菌層

先駆菌層

混濁層

透明層

嚢胞の分類 (WHO 2005) 

発育性嚢胞
歯原性嚢胞 乳歯の歯狗嚢胞 (Epstein真珠） 、 含歯性嚢胞 、 萌出殺胞 、 側方性歯周嚢胞 、 腺様歯原性器胞

非歯原性嚢胞
顎骨内に発生す る も の 心口蓋普嚢胞 、 術後性上顎毅胞、 単純性骨嚢胞、 脈瘤性骨獲胞、 静止性骨空洞

軟麟に発生するもの I類皮嚢胞 ・ 類表皮器胞 、 リ ンパ上皮性嚢胞、 鰐骰胞 、 甲状 舌管謡胞、 粘液殺胞

炎症性嚢胞
歯根殺胞、 歯周嚢胞

歯原性腫瘍の分類 (WHO 2005) 

悪性腫瘍
歯原性癌腫 l悪性工ナ メ ル上皮腫 、 エ ナ メ ル上皮癌 、 原発性骨内扁平上皮癌

歯原性肉腫 Iエナ メ ル上皮線維肉腫 、 エ ナ メ ル上皮線維象牙質肉腫

良性腫瘍
エ ナ メ ル上皮腫、 石灰化上皮性歯原性腫瘍 、 腺様歯原性腫瘍 、 角 化嚢胞性歯原性腫瘍、 歯牙腫 、

石灰化嚢胞性歯原性腫瘍 、 セ メ ン ト 芽細胞腫 、 線維性骨異形成症、 単純性骨桜胞

非歯原性腫瘍

〇 上皮性良性腫瘍 ： 乳頭腫
〇 非上皮性良性腫瘍 ： 線維腫 、 血管胚 、 リ ン パ管腫 、 脂肪腫、 筋腫 、 骨腫、 軟骨腫

〇 上皮性悪性腫瘍 （癌腫） ： 扁平上皮癌 、 腺癌
〇 非上皮性悪性腫瘍 （肉腫） ： 骨 肉腫 、 線維肉腫 、 筋肉腫 、 悪性リ ンパ腫、 悪性黒色腫

扁平上皮癌

〇 口腔領域の悪性腫瘍の 90%が癌肺で 、 そ の う ち 85%が扁'V· t皮枷であ る 。

0 中芯5年に 多 く 、 50 歳代が蔽 も 多い。 男性に多 く 、 女性の 1.5 - 2. 5 t名である 。

〇 好発部位は舌で 、 次いで下顎歯肉 、 口底、 上顎歯肉の順である 。

〇 初期は無症状に進行 し 、 進行 と と も に癌性疼痛 を訴え る 。

〇 癌性潰批は辺縁不整で、 易出血性である 。

〇 所属 リ ン パ節への転移は顎下、 頭部 リ ン パ節 に 多 く 、 触診に よ り 硬結を触れる 。 リ ン パ行性に遠際転移す る

こ と が多 い。

良性腫瘍と悪性腫瘍の比較
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上記の分類において、

〇 う 蝕検知液 → り�-1\Vjをuf染 、 細菌は最一層 ま で保入。

〇 痛箕 → 第一層 は な い。

種 類 良性腫瘍 悪性腫瘍

発育速度 緩やか 速 い

発育形式 膨張性 没澗性

境 界 明 瞭 （ 被膜形成） 不明瞭

転 移 し な い す る

再 発 全 く 「 し な い」 と はい え な い 多 い

第三象牙質 生活反応阿
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細胞の構造体と役割

1 .  核
● 核 内 に は染色体が存在 し 、 ヒ ト では 23 組 46 本で あ る 。

● 染色体 を構成す る デオ キ シ リ ポ核酸 DNA) は ヒ ス ト ン と 結合 し 、 ク ロ マチ ン と い う 構造体を形成す る 。

2. 細胞膜
● 細胞を包み、 外部 と 境 界を つ く る 脂質二重陪で 、 糖鎖 を も つ糖 タ ン パ ク 質が部分的に埋め 込 ま れて い る 。

3. ミ ト コ ン ド リ ア
● 化学的エ ネ ル ギー物質で あ る ア デノ シ ン 三 リ ン酸 (ATP) の生成に 関与する （電子伝達系） 。

4. 小胞体
• 小胞体に は 2 種類あ り 、 膜表面にリ ボ ソ ー ム が付着する柑面小胞体と 、 付着の み ら れ な い滑面小胞体 と が

あ る 。

● 粗面小胞体で は タ ン パ ク 貸の合成が行われる 。

● 滑而小胞体では｝］印質やス テ ロ イ ド代謝、 薬物代謝、 Ca 貯蔵な どが行われる 。

5. リ ボソ ーム
• 小胞体に付着 し 、 タ ン バ ク 仇合成に関与する 。

● 核の遺伝情報が転写された メ ッ セ ン ジ ャ ー RNA (m - RNA) が示す塩基配列 に 従 っ て 、 各種タ ン パ ク 質
の ア ミ ノ 酸配列が決定される 。

6. ゴルジ体
● 粗面小胞体で合成された タ ン パ ク 箕の修飾 を 行 う 。

● 修飾 し た タ ン パ ク 質 を分泌顆粒 と して1JI胞外へ分泌す る。

7. リ ソ ソーム
● 内部に加水分解酵素 を含み 、 異物等 を梢 化 ・ 分解す る 。

• マ ク ロ フ ァ ー ジ や 白 Jill球な ど食作用 の盛んな細胞で発達 している 。

8. 中心体
・ 剖l胞分製の際に 中心的な役割 を 呆たす。

半接着斑（ヘミデスモゾーム） 基底膜

滑面小胞体

生体構成成分と栄養素

〇 糖質、 脂質、 タ ン パ ク 質 を三大栄菱索 と い う 。

1 .  糖 質

単糖類
六炭糖 グル コ ー ス フ ド ウ l>u 、 フ ル ク ト ー ス （呆糖） 、 ガ ラ ク ト ー ス
五炭糖 ： リ ボー ス 、 デオキ シ リ ボー ス
ス ク ロ ー ス シ ョ 瑣） ： グル コ ー ス ＋ フ ル ク ト ー ス

二糖類 マ ル ト ー ス （及芽糖） ： グル コ ー ス ＋ グルコー ス
ラ ク ト ー ス 乳 t柘 ． グ ル コ ー ス ＋ ガラ ク ト ー ス

多糖類 テンフン 、 マ ン ナ ン 、 セ ル ロ ー ス 、 グ リ コー ゲン

2. タ ンパク質
• ア ミ ノ 酸がペプチ ド結合した も のがタ ン パ ク 質で、 タ ン バ ク を構成する ア ミ ノ 酸は 20 fが社である 。

3. 脂 質
• 生体内で貯蔵され、 エ ネ ル ギー の供給源や、 細胞膜の構成成分 と し て重要で あ る 。

4 .  無機質 （ミネラル） の役割
● 骨格や歯の形成 、 筋1刻の収縮や神経の刺激、 生体液、 細胞内の緩衝作用、 没透l王の維持、 補酵素、 血液凝括

5. ビタミン
• 生体の機能維持に必要な物質で、 微砒で作 用 し 、 生体内で合成されな い化合物で あ る 。
• 水溶性 ピ タ ミ ン と 脂溶性ピタ ミ ン と に分類される。
● 水溶性 ビ タ ミ ン は細胞内で補酵素 と して作用する 。

種 類 作 用 欠乏症

ピ タ ミ ン A ( レ チ ノ ール）
■ 上皮細胞の維持 ● 夜百症
■ ロ ド プ シ ン の構成）成分 ■ 皮府や粘膜上皮の角化充進

ピ タ ミ ン B 1 ( チ ア ミ ン） ■ 糖代謝の補酵索 • 脚 気

ピ タ ミ ン B パ リ ポ フ ラ ピ ン） ■ 炭酸脱水素酵素の補酵素 ● 11角 炎
ピ タ ミ ン 恥 （ ピ リ ド キ シ ン） ● ア ミ ノ 酸代謝の補酵素 ■ 口 角 炎

ビ タ ミ ン 8 1 2 ( コ パ ラ ミ ン） ■ DNA合成 ■ 悪性往lfll 、 Hunter舌炎
ナ イ ア シ ン （ニ コ チ ン酸） ■ 逍子伝達系の補酵素 ■ ペ ラ グ ラ

葉 酸 ■ 核酸代謝の補酵素 ■ 悪性貨lfll

ピ タ ミ ン C (アス コ ル ピ ン酸） • コ ラ ー ゲン合成 ■ 壊血病

ピ タ ミ ン D ( カ ル シ フ ェ ロ ール）
■ 小腸での Ca吸収 ● く る 病 、 骨軟化1ず
• llll消 Cai農度の調節 ■ 歯の萌出遅延

ピ タ ミ ン E ( ト コ フ ェ ロ ー ル） ■ 抗酸化作J-1-1 ■ 脱力感、 不 妊
ピ タ ミ ン K ( フ ィ ロ キ ノ ン） ● 血液凝固 • 新生児メ レ ナ
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消化と吸収

1 .  糖質の眼収
■ 糖質は単糖 と な っ て吸収される 。

■ 単糖の吸収速度は 、 ガ ラ ク ト ー ス ＞ グルコー ス ＞ フ ル ク ト ー ス ＞ マ ン ノ ー ス の順である 。

■ 吸収後 、 肝臓へ移 行し グ リ コー ゲン と して貯蔵 さ れ る が、 再 び グルコー ス と して血中を移行し、 細胞でエ
ネ ル ギー 代謝に利用される 。

2. 脂質の吸収
● 中性脂肪は リ パー ゼ に よ り 加水分解を受け、 胆汁中の胆汁酸 と 共存 して乳化し、 小腸の微絨毛朕に存在す

る リ ン パ行 よ り 吸収される 。 リ ン パ管か ら 胸管を経て血液中に移行する 。

● 脂肪は貯蔵エ ネ ル ギー と して利用 される 。

3. タ ンパク質の吸収
■ タ ン パ ク 質は加水分解されア ミ ノ 酸 と して吸収される 。

■ 単糖 と 同 じ く 微絨毛朕か ら上皮細胞を経て毛細Jfll管 よ り JI干門脈を通 り 、 全身に移行する 。

■ 各種組織 に お け る タ ン パ ク 質や窒索化合物の生合成 に 利 用 さ れ る 。

消化液中の消化酵素とその作用

分泌液 酵 素 基 質 生成物 作用
唾 液 唾液ア ミ ラ ー ゼ デ ン プ ン 、 グ リ コー ゲン マ ル ト ー ス 、 オ リ ゴ糖
胃 液 ペプシ ン タ ン パ ク 質 ペプチ ド

ト リ プシ ン （ キ モ ト リ プシ ン ） タ ン パ ク 質 ポ リ ペ プチ ド
膵 液 膵液 ア ミ ラ ー ゼ デ ン プ ン 、 グ リ コー ゲン マ ル ト ー ス 、 オ リ ゴ糖

リ バ ー ゼ ト リ グ リ セ リ ド 脂肪酸 、 グ リ セ ロ ー ル
ス ク ラ ー ゼ ス ク ロ ー ス グルコー ス 、 フ ル ク ト ー ス

小

腸液 マ ル タ ー セ マ ル ト ー ス グルコー ス
ラ ク タ ーゼ ラ ク ト ー ス グルコー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス

糖質の代謝 （糖質の分解過程と ATPの生成）

1 .  解 糖
● 酸素の供給が不十分 な状態で化学的エ ネ ル ギー を得る 目 的で 、 グ ルコー ス を乳酸 に分解する 過程を解糖系

と い う 。

● 代謝過程で生成 す る エ ネ ルギーを化学的 エ ネ ル ギー化合物である (ATP) に変換する 。

• 生成した乳酸は肝臓に連ばれ、 TCA 回路で代謝さ れ る か 、 糖新生の過程を経て再びグルコー ス に な る 。

2. ト リ カルボン酸サイクル (TCA 回路） と電子伝達系
■ 細胞内の酸素供給が十分であれば、 解糖系の中間韮物であ る ビ ル ビ ン 酸は最終的に CO2 と 水に分解される 。

■ ミ ト コン ド リ ア に こ の代謝系が存在し 、 こ の過程で生成す る 化学的エ ネ ルギー か ら ATP が生成される 。
• ビ ル ビ ン酸から生成 し た ア セ チ ル CoA が TCA 回路に 入 り 、 ク エ ン 酸 と な る 。

■ タ ン パ ク 質に由来する ア ミ ノ 酸 、 脂質に由来する脂肪酸も TCA 回路で代謝され、 ATP 生成を行う 。

3. 血糖値
■ 食品か ら摂取されたデン プン 、 シ ョ 糖、 乳糖な どは 、 消化液中の酵素 に よ り 加水分解を受け、 グルコー ス 、

フ ル ク ト ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス な どの単糖 と な る 。

■ 単糖類は小腸 よ り 吸収され、 門脈内 に入 り 肝脇へ遥ばれ、 さ ら に一部は筋掬内 に迎ばれる 。

■ グルコー ス は貯蔵多糖であ る グ リ コー ゲン に生合成 さ れ る 。

■ 血液中には各種の単糖類が存在す る が、 グルコー ス派が圧倒 的 に 高 く 、 Jfll糖値はlfll液中 の グ ルコー ス益を
示 している 。

■ 血糖値が正常値 よ り 低下する と 、 肝臓の グ リ コー ゲ ン か ら グルコー スが生成 し 、 血糖値が一定に保たれる 。

■ 血糖値の調節には イ ン ス リ ノ 、 ア ド レ ナ リ ン 、 グル カ ゴ ン な どのホルモ ン が関与してい る 。

＊ イ ン ス リ ン
■ 膵ラ ン ゲルハ ン ス 島 B 細胞で合成分泌される 。

■ 肝臓、 筋 肉 、 脂肪組織に作用 し、 グ リ コー ゲ ン 合成、 タ ン パ ク 質合成、 脂質合成 な どを促進 し、 グ リ コー

ゲン 分解を抑制 （血梢伯低下） す る 。

＊ グルカゴン
■ 膵 ラ ン ゲルハ ン ス 島 A 細胞で合成分泌される 。

■ 肝臓で の グ リ コー ゲン の分解や糖新生を充進す る結果、 血梢値が卜昇す る 。

＊ ア ド レ ナ リ ン
■ 副腎髄質で合成され る ホ ルモ ン で あ る 。

■ 肝細胞に作川 し 、 グ リ コー ゲン 分解を促進 （血糖伯 J-.昇） す る 。

● 脂肪組織に作用 し 、 脂肪分解を促進する 。

タンパク質の代謝

0 タ ン パ ク 質に は 、 卵 、 肉 な どの動物性 タ ン パ ク 質 と 豆類な どの植物性 タ ン パ ク 質 と があ る 。

〇 食物と して摂取後、 い っ た ん構成ア ミ ノ 酸に消化された後、 再び生休に必要な タ ン パ ク 質 につ く り か え ら れ る 。

〇 細胞内に取 り 込 ま れた ア ミ ノ 酸の一部は化学的 エ ネ ル ギー の供給に 利 用 さ れ 、 TCA 同路を経て水 と 炭酸ガス
に分解されるが、 ア ミ ノ 基は ア ン モ ニ ア と して遊離後に尿素 と な り 、 尿中に排泄される 。

1 .  アミ ノ酸の構造と種類
● タ ンパ ク 質を加水分解す る と 、 約 20 種類のア ミ ノ 酸が得 ら れ る 。

● 得 ら れ る ア ミ ノ 酸は一般に L - a ー ア ミ ノ 酸で 、 a ー 炭素の 4 つの手に 、 ア ミ ノ �、 カ ル ボキ シ ル基、 水素、

側鎖が結合 した構造を している 。

● 側銀 (R) の構造の相違 に よ り 、 ア ミ ノ 酸の種類が決定される 。

• 生体内で合成する こ と ので き な い ア ミ ノ 酸を必須ア ミ ノ 酸 と い う 。

メ チ オ ニ ン 、 ト リ プ ト フ ァ ン 、 ロ イ シ ン 、 ハ リ ン 、 ス レ オ ニ ン 、 フ ァー ニ ル ア ラ ニ ン 、 リ シ ン 、 イ ソ ロ イ シ ン 、

ヒ ス チ ジ ン
• ア ミ ノ 酸は側鎖の性質 に よ り 、 中性 、 酸性 ま たは塩基性に分類される 。

〇 酸性ア ミ ノ 酸 ア ス パ ラ ギン 酸、 グ ル タ ミ ン酸
〇 塩基性ア ミ ノ 酸 ： ア ルギニン 、 ヒ ス チ ジ ン 、 リ シ ン
〇 中性ア ミ ノ 酸 ： 上記以外の 15 種類

2. ペプチド結合とタンパク質
● タ ン パ ク 質中 で ア ミ ノ 酸はペプチ ド結合で結合している 。

● 1 番 目 の ア ミ ノ 酸の カ ルボキ シ ル 基 と 2 番 目 の ア ミ ノ 酸の ア ミ ノ 基、 2 番 且 の ア ミ ノ 酸の カ ルボキ シ ル基
と 3 番 目 の ア ミ ノ 酸の ア ミ ノ 基 と い う 具合で、 顛次ア ミ ノ 酸が結合する 。

● ペプチ ドや タ ン パ ク 質 に お け る ア ミ ノ 酸の配列順）f；は極めて重要であ り 、 配列順）iう に よ っ て タ ン パ ク 質の
種類や性質が決定する 。

31
1
 

51 



........--

3. ペプチ ド鎖が示す基本的な構造
ア ミ ノ 酸がペプチ ド結合を形成し、 ポ リ ペプチ ドが形成 さ れ る と 、

主鎖である N - C - C - N - C - C - N・ ・ ・ の配列は 、 3 種の異なっ た立体構辿を示す。

■ a ー らせん構造 ： a ー ケ ラ チ ン な ど
■ fJ - プ リ ー ツ シ ー ト 構造 ： フ ィ プロ イ ン な ど
■ ト リ プル ヘ リ ッ ク ス構造 ： コ ラ ー ゲ ン な ど

4. タ ンパク質の分類
名 称 i 存在部位や役割

線維状 タ ン バ ク 質
ケ ラ チ ン 皮／肖 、 髪
コ ラ ー ゲン 結合組織
エ ラ ス チ ン 血管、 腱ー弾性を示す
フ イ プ リ ノ ー ゲン 血液中 一 血液凝固

球状タ ン パ ク 質
イ ン ス リ ン ホ ル モ ン 一 血糖値の調節
免疫 グ ロ プ リ ン 免疫反応
へモグロ ビ ン 酸素の輸送
血消ア ル プ ミ ン 没透圧の調整 、 脂肋酸の巡搬

種 類
酵 素
ホルモ ン

例

生体触媒 と し て 慟 ＜
イ ン ス リ ン や グル カ ゴ ン 、 血糖値の調整

貯蔵タ ン パ ク 質 卵 白 ア ル プ ミ ン 、 フ ェ リ チ ン
運搬タ ン パ ク 質 ヘモグロ ピン 、 血消ア ル プ ミ ン
構造 タ ン パ ク 質 ケ ラ チ ン 、 エ ラ シ チ ン 、 コ ラ ー ゲン
収縮 タ ン パ ク 質 ア ク チ ン 、 ミ オ シ ン
防御 タ ン パ ク 質 免疫 グ ロ プ リ ン 、 フ ィ プ リ ノ ーゲン

アミ ノ基の代謝

0 ア ミ ノ 酸 か ら 生 じ た ア ン モ ニ ア は裾性が泊j い た め 、 肝細胞 中の尿索サイ ク ル で代謝 さ れ 、 尿素 と し て 尿 中 に
排泄 さ れ る 。

タ ンパク質の生合成と DNA

＊ タ ンパク質の合成過程
1) 細胞核で DNA の塩基配列が 111 - Ri\'A に転写 さ れ る 。 （真核細胞
2) 111 - RNA は細胞質に移行 し 、 リ ボ ソ ー ム と 結 合 し て タ ン

パ ク 質合成の瑞を形成する 。

3) タ ン パ ク 質生合成 の開始 コ ド ン に t - RN,\ が結合し 、 タ ン
パ ク 合成が始 ま る 。

4) 次 の コ ド ン を 認識す る t - RNA ー ア ミ ノ 酸が リ ボ ‘ノ ー ム 上
で m - RNA と 結合 し、 2 番 目 の ア ミ ノ 酸 が決定 さ れ 、 ポ
リ ペ プチ ド鎖が C 末端側に延長する 。 こ の 反応が反復 さ れ
て い く 。

5) 終止 コ ド ン が認識 さ れ る と ポ リ ペプチ ド鎖の延長が終結
し、 合成 さ れた タ ン パ ク 質 が リ ボソ ー ム よ り 遊離する 。

生物はセ ン ト ラ ル ド グマの公理に よ っ て成長増殖する 。

《 セ ン ト ラ ル ド グマ 》 DNA → （転写） → mRNA → （翻訳） → タ ン パ ク 質

核

前駆

体

核酸の基本単位

〇 五炭糖 ・ 塩基 ・ リ ン酸の結合物であ る ヌ ク レ オ チ ドが核酸 (DNA. RNA) の基本単位である 。

o DNA は五炭糖がデオ キ シ リ ボー ス 、 RNA は リ ボー ス で あ る 。

ヌ ク レ オ チ ド ＝ 塩基 ＋ 五r· ・ リ ポー ス 、 デ オ キ シ リ ボー ス ＋ リ ン ·
■ DNA を構成する 有機塩基 ： A ( ア デニ ン ） 、 G ( グ ア ニ ン ） 、 C ( シ ト シ ン ） 、 T (チ ミ ン ）
■ RNA を構成する 有機塩基 ： A ( ア デニ ン ） 、 G ( グ ア ニ ン ） 、 C ( シ ト シ ン ） 、 u ( ウ ラ シ ル）
■ A と T、 C と G が水素結合する こ と に よ っ て 、 DNA の二重 ら せん構造 をつ く る 。

■ DNA の A, T. C, G に RNA の構成要素である U. A. G. C が相補的に対応 し 、 RNA が合成 さ れ る 。

〇 相補的塩基対
A =  T (U) 
C = G  

リン酸 ＼

デオキシリボース
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脂質の分類

〇 脂肪 （ ト リ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル ） は脂肪酸と グ リ セ ロ ー ル の エ ス テ ル で、 脂肪酸には飽和脂肪 酸 と 不飽和脂
肪酸 と があ る 。

0 ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン や ビ タ ミ ン D は コ レ ス テ ロ ー ル か ら 合成 さ れ る 。

【 脂肪酸の種類 と 性質 】
脂肪酸名 炭素数 二重結合数 構 造 融点 （℃）

ラ ウ リ ン酸 12 ゜ CH3 (CH2 ) 10 COOH 44 
ミ リ スチ ン 酸 14 ゜ CH3 (CHz) 12 COOH 58 
パ ル ミ チ ン 酸 16  ゜ CH3 (CHz) 14 COOH 63 
ス テ ア リ ン 酸 1 8  ゜ CH3 (CH2 ) 16 COOH 70 
オ レイ ン 酸 18 l CH3 (CH 2 ) 1 CH = CH (CH2) 1 COOH 4 
リ ノ ー ル酸 18 2 CH3 (CH2) 4 CH = CHCH 2CH = CH (CH2) 1 COOH - 5 
リ ノ レ ン酸 18 3 CH3CH2CH = CHCH2CH = CHCH2CH = CH (CH 2 )  1 COOi-i - 1 1  
ア ラ キ ド ン 酸 20 4 CH3 (CH 2 ) 4 (CH = CHCH 2 )  4CH2CH 2 COOH - 50 

脂質の代謝とエネルギーの生成

0 中性脂肪 （ ト リ グ リ セ リ ド） は小腸内で膵臓か ら の リ パ ー ゼ に よ っ て加水分解 さ れ 、 モ ノ グ リ セ リ ド と 脂肪
酸 を 生 じ る 。

〇 腹部リ ン バ管 か ら 胸 管 を 通 っ て循環系 に入 り 、 脂肪組織や肝脇へ運ばれる 。

〇 脂肪組織へ送 ら れた ト リ グ リ セ リ ドは貯蔵エ ネ ルギー と な る 。

〇 肝臓や筋肉 で グ リ コ ー ゲ ン の合成に使 わ れ な か っ た 過剰 の グ ル コ ー スが脂肪に変換さ れ蓄積する 。

＊ 脂肪酸の酸化 ( /3 ー酸化）
■ 脂肪の異化は ト リ グ リ セ リ ドの グ リ セ ロ ー ル と 脂肪酸への加水分解反応 か ら 始 ま る 。

• 脂肪酸は ミ ト コ ン ドリ ア内でfJ—酸化に よ っ てアセチル基を解離しながら 、 炭素数が 2 つ少ない分子 と な る。
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結合組織の成分

細胞外マ ト リ ッ ク ス
線維状タ ンパク質

線維間マ ト リ ッ ク ス物質

細胞成分

コ ラ ー ゲ ン 、 エ ラ ス チ ン
プ ロ テ オ グ リ カ ン 、 リ ン脂質、 水分 （軟骨 ： 約 73% 、 皮閲 ： 70 % )  
糖 タ ン パ ク 質 （ ラ ミ ニ ン 、 フ ィ ブロ ネ ク チ ン な ど）

線維芽細胞 （軟骨細胞 、 骨芽細胞 、 象牙芽細胞 な ど）
脂肪細胞 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ、 形質細胞 、 肥満細胞 、 白Jfll球な ど

コラーゲン

0 --: 本鎖ヘ リ ッ ク ス構造である 。

〇 哺乳動物で虻 も 多い タ ン バ ク 質で 、 総 タ ン パ ク 質の約 30% を 占め る 。

〇 皮膚 、 骨 、 腿、 軟件、 歯 な どの主な線維成分である 。

0 ア ミ ノ 酸組成で共通の特徴は 、 グ リ シ ン (Gly) の含.:.-が棗 も 多 く 、 全ア ミ ノ 酸の約 1 / 3 を 占め る 。

0 ア ミ ノ 酸配列 は 、 Gly - X - Y の く り 返 しで あ る 。

〇 合成には ピ タ ミ ン C が必要であ る 。

〇 他の タ ン パ ク 質には ほ と ん ど存在 し ない ヒ ド ロ キ シ リ シ ン や ヒ ド ロ キ シ プロ リ ン を含んでいる 。

〇 骨 、 皮Ji!/ 、 腱、 象牙質な どの主体 を 占 め るコラ ー ゲ ン は U l コ ラ ー ゲ ン で あ る 。

〇 コ ラ ー ゲ ン溶液を加熱する と 、 約 40℃でコラ ー ゲ ン 分子のヘ リ ッ ク ス構造が壊れて 、 ゼ ラ チ ンに変化す る 。

型 分 布
I 皮附 、 骨 、 象牙質 、 セ メ ン ト 質 、 腱 、 靭帯 な ど
II 軟 骨
Ill I と 同 じ。 血管壁 、 胎盤な どに多い
N 基底朕
V I と ほぼ同 じ。 胎盤 、 皮府 、 骨 な ど
X 肥大軟骨細胞層 （内軟骨骨化）

歯の無機成分

1 .  リ ン酸カルシウム
• 生体内に存在す る リ ン 酸化合物は オ ル ト リ ン酸 (H炉Q4) ま た は ピ ロ リ ン酸 (H4恥0分 の誘禅体であ る 。

2. ヒ ド ロキシアパタイ ト (Ca,o(POふ(OH)i)
• ア パ タ イ ト を構成す る 最小単位は、 平行六面体を し た単位胞から組み立て ら れている 。

■ 組成は Ca が 10 mol と P01 が 6 mol ょ り な る ので 、 Ca / P 比 はモ ル比で 1.67 、 その重益比で 2.15 と な る 。

3. その他の無機成分
● 歯は部位 ・ 深さによ っ て そ の組成が異 な る 。

① 表界の濃度が内部 よ り 邸い も の フ ッ 素 、 鉛 、 亜鉛 、 鉄、 ス ズ 、 塩素
② 表培の濃度が内部よ り 低い も の ： ナ ト リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭酸
③ 一様に分布 し てい る も の ： ス ト ロ ン チ ウ ム 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 カ リ ウ ム

4. エナメル質の微塁元素 ： フ ッ素 (F)
● ア パ タ イ ト と の反応は フ ッ 素の沿度によ っ て 異 な り 、 高沿度の場合 は フ ッ 化 カ ル シ ウ ム の 沈殿が生 じ 、

低濃度の場合は フ ル オ ロ ア パ タ イ ト (Ca,11 PO ,;F ,) が形成される 。

● フ ッ 化 カ ル シ ウ ム の沈殿は 、 最終的には フ ル オ ロ アパ タ イ ト ヘ移行する 。

● フ ル オ ロ アパ タ イ ト は ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ トに比べ大 き く 、 格子欠陥の少ない結品で 、 酸溶解性が低 く な る
(,;1酸件が坪す） 。

,.,........,./ 

歯の有機成分

1 .  エナメル質のタンパク質
■ 骨や象牙質、 セ メ ン ト 質の主要な有機］成分が コ ラ ー ゲ ン で あ る のに対 し 、 エ ナ メ ル質は 、 その形成期の幼

若エナ メ ル質ではエナ メ ル タ ン パ ク 四 と 称され る ア メ U ゲニ ン 、 エナ メ リ ン を含む。

■ エ ナ メ ル タ ン パ ク 質はエナ メ ル芽細胞によ っ て合成され 、 石灰化が進むにつれ減少 し 、 完全に成熟 し た エ
ナ メ ル 質で は 0.2 - 0.3%である 。

■ ア メ ロ ゲニ ン はエ ナ メ ル タ ン パ ク 質の七体 （約 90%) を 占 め 、 成熟に伴い消失する 。

■ エナ メ リ ン は酸性 タ ン パ ク 質 アパ タ イ ト 結品に強い親和性を も つが、 成熟後 も 少砿残存する 。

2. 象牙質とセメン ト質のタンパク質
● 象牙質お よ びセ メ ン ト 質の主たる タ ン パ ク 質 は I 冗，!コラ ー ゲ ン である 。

• ホ ス ホ ホ リ ン は 象牙質に特義的 な タ ン パ ク 質 （象牙質 リ ン タ ン パク ） である 。

• ホ ス ホ ホ リ ン は象牙芽細胞が産生 し 、 象牙質石灰化に関与 し てい る 。

◇ 骨や歯の有機マ ト リ ッ ク スにリ ン 酸 カ ル シ ウ ム が沈着する こ と を石灰化 と い う 。

石灰化の し く み～ 基質小胞説 ～

〇 基質小胞 は 主 と して軟骨細胞、 骨芽細胞 、 象牙芽細胞の近 くに観察され 、 石灰化開始部位の小胞は ア パ タ イ
ト 結品 を含んでいる 。

〇 エナ メ ル質の石灰化憐l始部位には存在 し な い。

〇 基質小胞中には 、 ア ル カ リ ホ ス フ ァ タ ー ゼ 、 ピ ロ ホ ス フ ァ タ ー ゼお よ び ATPase のほか、 リ ン脂質を 含んでいる 。

〇 ビ ロ ホ ス フ ァ タ ー ゼ は ビ ロ リ ン 酸 （石灰化阻害物質） を分解 し て 、 ア パ タ イ ト 形成 を 促進する 。

歯と骨の石灰化の特徴

〇 エ ナ メ ル 質 と 象牙質の石灰化は 、 共に一附 の エ ナ メ ル芽細 胞 と 象牙芽細胞がエナ メ ル象牙境 を 介 し て正反対
の方向ヘマ ト リ ッ ク ス 形 成 と その石灰化 を 続 け な が ら 交代 し て い く と い う 明確 な方向性 を も っ て進行する 。

〇 骨の場合、 絶えず古い オ ス テ オ ン は破fl·細胞によ っ て壊され 、 'l'l冴•細胞が新 しい オ ス テ オ ン を 形成 し て い る 。

こ れ を骨の改造 （ リ モ デ リ ン グ） と い う 。

〇 リ モ デ リ ン グはエ ナ メ ル質 、 象牙質で は み ら れ な い。

〇 エ ナ メ ル質の石灰化は 、 幼若エナメ ル 質で形成され る エ ナ メ ル タ ン パ ク が 、 7/7灰化につ れ て ほ と ん ど分解さ
れ消失する 。

ま たその石灰化 も 骨や象牙質 と は異なり 、 二段階で迎行す る （ ．
．段階,fjI火化 ： 形成期 と ］成熟期） 。
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◇ カ ル シ ウ ム は ヒ ト の身体 を構成する元素の 中で最 も 多い。
◇ 体内に存在する Ca の 99 %以上が骨 （硬組織） に存在 し 、 残 り 1 % 弱は血液 お よ び軟組織に存在し、 筋の収縮 、

神経伝達、 血液凝固 な ど、 重要な生理機能 を 担 っ てい る 。

◇ 血消 Ca と HPOi
―

濃度は 、 それ ら の イ オ ン の体内への取 り 込み 口 で あ る 小腸 、 貯蔵耶であ る 骨 、 排泄口 （再
吸収に も 関与） で あ る 腎臓が関与する ホ メ オ ス タ シ ス機構に よ って調節されている 。

◇ 3 つの主要な臓器に作用 し 、 Ca 濃度 と リ ン 酸i農度を調節 してい る 3 つの ホ ル モ ンがある。

1 .  副甲状腺ホルモン (PTH)
• 上皮小1本ホ ルモ ン 、 パ ラ ト ルモ ン と も よ ばれ る ホ ル モ ン で 、 副甲状腺か ら 分泌される 。

■ 主 な作 用 は 、

1) 腎臓に作用 してCa の吸収を促進する。
2) 腎臓に作用 して 1 a .  25(0H)2D3 の合成を促進する 。

3) 骨に対しては骨芽細胞を介して破骨細胞 を 賦活 し 、 骨の浴解を促進する 。

※ 上記 1) - 3) の作用 に よ り 、 Jfll清 Ca i農度は上外す る 。

2. カルシ トニン
■ 甲状腺か ら 分泌さ れ る ホ ルモ ン で あ る 。

■ 主な作用は 、 骨に対して破骨細胞の数の減少 と 機能制御を介して骨の浴解を抑制す る 。
• 上記の作用 に よ り 血泊 Ca i/},J斐は低ドす る 。

3. 活性型ビタ ミ ン ら(1 a,25 (0Hli応）
■ 皮渭への紫外線照射に よ り 、 7 ー デ ヒ ド ロ コ レス テ ロ ー ルが ビ タ ミ ン 恥 へ変換される 。

こ の ビ タ ミ ン 恥 がltf股 と ＇抒臓で水酸化反応 を う け 、 l a . 25(0H)z恥 と い う 活性型へ変換される 。

■ 主な作用は、

1) 腸管に対 し Ca と リ ン酸の吸収を促進させる。
2) 骨 に 対 し て骨芽細胞を介して破骨細胞を賦活し 、 竹の溶解を促進す る 。
※ 上記の作用 に よ り J(Ui�;- Ca 濃度は l・

・外す る 。

分泌臓器
標的器官

血清Caホルモ ン
小腸 骨 腎臓

副甲状腺ホルモン 副甲状腺 X ゜ ゜ J-. 昇
カ ル シ ト ニ ン 甲状腺 X ゜ X 低 下
活性型 ピ タ ミ ン D 腎 臓 ゜ ゜ X 上 昇

◇ 医薬品は全て国が定めた 「医薬品 、 医療機賂等の品質 、 布効性及 び安全性の確保に 関す る 法律」 （薬機法） と
厚生労働大臣が定めた ＂ 日 本薬局方 ＂ に よ って 、 その取 り 扱い 、 用 途 、 成分 、 規格な どが規制されてい る 。

薬機法

〇 医薬品 、 医薬部外品 、 化粧品 お よ び医療機器の品質 、 有効性 お よ び安全性の確保 を 目 的 と してその取 り 扱い 、

用途 、 応用等を規制した法律である 。

薬機法による医薬品の定義

1 .  日本薬局方に収め られている物 ： 局方医薬品
2. 人又は動物の疾病の診断、 治療又は予防に使用される こ と が目 的とされている物であ っ て 、 機械器具、 歯科

材料、 医療用品及び衛生用品 （以下 「機械器具等」 と い う 。） でないもの （医薬部外品を除く 。） 。

＊ 医薬品には …
〇 局方医薬品 ： 多 く の医療行為 に 使用 される薬物の他 、 酸素、 ワ セ リ ン 、 血液 、 石秤 （ただし歯科 用 で

ない） な ど。

〇 局方外医薬品 ： 匝生労拗大臣に承認されてい る が、 日 本薬局方には未収載の も の。

〇 治験薬 ： 医楽品承認前の臨床試験 中 の も の。

薬機法による医薬部外品の定義

〇 こ の法律で 「医薬部外品」 と は 、 次に掲げる こ と が 目 的 と されている （一部抜粋） 。

• 吐 き 気その他の不快感又は口具若 し く は休臭の防止
＊ 主な医薬部外品 ： 口臭／

体

臭防止剤、 浴用剤、 薬用歯磨き、 薬用石鹸、 殺虫剤など。

薬機法に よる化粧品の定義

0 人の身体を清潔 に し 、 美 化 し 、 魅力 を 増 し 、 容 貌 を 変 え 、 又は皮府 若 し く は 毛嬰 を 他やかに保つために 、 身
体に塗擦 、 散布その他 こ れ ら に類似する方法で使用 される こ と が 目 的 と されている物。
＊ 主な化粧品

整嬰料、 口紅、 歯lせき 、 石鹸な ど。

薬機法による医療機器の定義

0 人若 し く は動物の疾病の診断、 治療約 し く は予防に1史）廿 さ れ る 機械器具 を い う 。

＊ 主な医療機器
歯科用ユニ ッ ト 、 歯科）廿エ ン ジ ン 、 歯科用金屈 、 歯科用 ワ ッ ク ス 、 義歯床材科、 根管充填材、 歯科川印象材 、

歯科川石秤、 医療用 ハサ ミ ／ ビ ン セ ッ ト 、 体温計、 注射筒 、 注射針 、 エ ッ ク ス線 フ ィ ル ム 、 衛生用 品 な ど。

日本薬局方

〇 医薬品についての性状お よ び規格をはかるため 、 その効力 、 強度 、 品 質 な ら びに純度を規制 した公定料である 。

■ /',i't労働人北が定め る。
■ 医薬品の有用性、 安全性 、 楽用凪は記載されてい な い。

■ 5 年 こ と に改正される 。

■ 法的強制力がある 。

■ 薬事法に よ っ て作成が義務付け ら れてい る 。
■ 薬事 ・ 食品衛生稲議会の意見に基づく 。
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医薬品の分類

1 .  一般用医薬品 （市販薬、 大衆薬、 OTC (over - the - counter drug) ) 
〇 一般の人が薬剤師 な どの ア ドバイ ス の も と に薬局や ド ラ ッ グ ス ト ア な どで購入 し 、 自分の判断で使用す る 薬。

指示 されて い る 用屈の範囲では比較的安全と され 、 また 、 誰 に で も 使いやすい よ う に工夫されて い る 。

〇 効能 ・ 効果は、 熱、 秘水、 せ き 、 胃 痛 、 な ど症状か ら 薬が選択で き る よ う に な っ て い る も のが多 く 、 使用
枇や使用方法 な ど を わ か り やす く 記載 した説明杏 （添付文杏） がついて い る 。

2. 医療用医薬品
0 作用や使用方法な どの点で医師、 歯科医師 、 薬剤師な どの専門家 に よ る 管理が必要であ り 、 大部分が保険

適用される 。

OTC 医薬品の分類と専門家のア ドバイス

リ ス ク分類 例

出 プ ロ ッ カ ー含有薬 、

第 1 類医薬品 I 一部の毛髪用薬
（特に リ ス ク が高 い も の）
主なかぜ薬 、 解熱鎖痛薬 、

第 2 類医薬品

第 3 類医薬品

対応する
専門家

薬剤師

胃腸鎖痛鎮けい薬
（ リ ス ク が比較的邸 い も の） I

薬剤師

ビ タ ミ ン B · C 含有保健薬 、
または

主な整腸薬、 消化薬
登録販売者

（ リ ス ク が比較的低い も の）

薬の適正な使用 の た め の説明 ・ 対応
（法律上の規定）

0 薬 を購入す る 際は 、 必要な情報が瞥面 を 用 いて提供さ
れます。 （義務）

0 相 談 を した場合に 、 必要な梢報が提供されます。 （義務）
0 薬 を購入す る 際 は 、 必要な 情報が杏面 を 用 い て提供さ

れます。 （努力義務）
0相談を した場合に 、 必要な情報が提供されます。 （義務）

0 相談を した場合に 、 必要な梢報が提供されます。 （義務）

＊ ジェ ネ リ ッ ク医薬品 （後発医薬品）
ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬 品 と は 、 新薬の独占的販売期間 （有効性 • 安全性を検証する 再審査期FIFJ 及 び特許期聞） が
終了 した後に発売 される 、 新薬 と 同 じ 有効成分 で効能 ・ 効果 、 用法 ・ 用益が同 一であ り 、 新薬 に 比べてfJl:fi仙
格 な 医薬品の こ と であ る 。

処方せんの交付義務

〇 歯科医師法第 21 条 に よ り 義務付け ら れて い る 。

〇 処方せん に よ ら ない薬剤の投与は原則禁止である 。

保存期間

〇 保険薬局開設者は、 調剤済み と な った処方 せ ん を 、 そ の 日 か ら 3 年間保存 し な け ればな ら な い （薬剤師法第
27 条） 。 麻薬処方せん も こ れに 準 じ て 3 年間 の保存。

〇 病院等の医療機関では医療法施行規則 第 20 条の 10 に よ り 、 2 年間 の保存義務に な っ て い る 。

処方せんの記載事項 （歯科医師法施行規則第 20 条）

1) 患者の氏名
2) 年齢または生年 月 日
3) 薬 名 ： 一般名 、 慣用名、 別 名、 商品名 、 略名 の どれ で も 可。

4) 分 屈 ： 内服薬は 1 R 址 、 頓服薬は 1 同屈、 外用薬 は投与総址 と し て表す。

5) 用 法 ： 服用方法、 投与屈を記載 （例 ： 食後あ る い は食間 、 1 日 3 回服用 、 3 日 間分） 。

6) 用 枇 ： 単位は固形薬剤が mg, g、 液剤が ml、 錠剤やカ プセル剤はその数 (1T, lCap.) 。

7) 発行の年月 日
8) 使用期 間 ： 発行日 を含めて 土且圃有効。

9) 病院若 し く は診療所の名称及び所在地又は歯科医師の住所
10) 記名押印又は署名

麻 薬

〇 麻薬取扱者は都道府県知 ']i よ り 麻楽施用者免；，'r· (医師 、 歯科医 師） 、 麻妬管理者免叶 （医師 、 歯科医師 、 薬剤師）
を受ける 。

〇 習慣性、 依存性があ る の で 、 「麻薬お よ び向精神薬取締法」 に よ っ て 、 保管 、 使用が規制さ れ て い る 。
〇 保管は他の医薬 品 と 厳密に区別 し て 、 健のかかる 固 定 した屯固な設備 （た と え ば金眼） に保管。
〇 使用は麻薬使用許可免許証保持者のみ。

〇 処方箋にその免許証の記号、 番号お よ び記名 、 押印を し な け れ ばな ら な い。

〇 麻薬の容器に は 「麻」 の記号を付す。

向精神薬

〇 習阻性、 依存性が あ る の で 、 「麻薬 お よ び向精神薬取締法」 に よ っ て 、 保管 、 使用が規制さ れ て い る 。

〇 保管 は鍵のかかる設備 （た と え ば金廊） に保管。

〇 容器には 「向」 の記号を付す。

0 ペ ン ト バル ビ タ ー ル （バル ビ ッ レ ー ト ） 、 ペ ン タ ゾシ ン 、 ベ ン ゾジ ア ゼ ピ ン 化合物な ど。

毒 薬

〇 茄薬はその直接の容器又は直接の被包に 、 黒地に白枠 、 白字をもっ て 、 そ の品名及び 「茄」 の文字が記載さ
れていな ければな ら な い。

〇 他の物 と 区 別 し て 、 貯蔵 し 、 又は陳列 し な ければな ら な い。

〇 甜薬を貯蔵 ・ 陳列する場所 に は 、 鍵を施さな ければな ら な い。

劇 薬 白枠

〇 削薬 は そ の 直接の容器又は直接の被包に 、 白地に赤枠、 赤字を も っ て 、 そ の品名及び 「劇」 の文字が記載さ
れ て い な け ればな ら な い。

〇 他の物 と 区別 し て 、 貯蔵 し 、 又は陳列 し な ければな ら な い。 ※ 施錠の義務はない。

赤枠

日本薬局方による保存温度

〇 標準温度 ： 20℃ 、 常温 ： 15 - 25℃ 、 室温 ： 1 - 30℃ 、 微温 ： 30 - 40℃ 、 冷所 ： J - 15℃ 

保存容器

〇 密閉容器 ： 紙箱や紙袋な どの簡単の容器で 、 液体や気体の異物の混入を 防 ぐのは難 し い。

〇 気術脊悩 ： ガラ ス 瓶や管 、 プ ラ ス チ ッ ク 容器で、 固形 ・ 液体の異物の混入 を 防 ぐ こ と がで き る 。

〇 密」寸容器 ： ア ン プルやバ イ ア ル で、 気体の混入 も 防 ぐ こ と がで き る 。

〇 遮光容器 ： 光の透過 を 防 ぐ容器。
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薬理作用の基本形式

基本形式
興奮作用
抑制作用

概 要
薬物の適用によ り 特定の細胞 ・ 組織 ・ 器官の機能が充進される楊合。

特定の細胞 ・ 組織 ・ 器官の機能が抑制 される場合 （例） 催眠薬によ る 中枢抑制 な ど。

薬理作用の分類

直接作用 と 間接作用
一過性作用 と 持続性作用

全身作用 と 局所作用

主作用と副作用

薬理作用の発現機序によ る 分類
薬理作用の発現時間によ る 分類
全身作用 ： 薬物が全身循現に入 り 薬理作用 を示す楊合。

局所作用 ： 薬物の適用部位に限局 し て薬理作用が発現す る場合。

主作用 · 治療の 目 的に利 用 さ れ る も の。

副作用 ： 治療上不必要な作用 ま たは障害にな る よ う な作用。

協力作用

0

0

 

拮抗作用

0

0

 0
 
0
 

用置反応曲線に関係する用語

0

0

 0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

薬物の併用によ り 薬物の効果が増強す る こ と を協力作用 と い い 、 相加作用 、 相乗作川がある 。

効果の強化や副作用軽減を期待す る こ と がで き る 。

薬物の併用によ り 、 いずれか一方の特定の作用が減弱さ れ る 場合 を拮抗作用 と い う 。

拮抗作川 を起こ す薬物を拮抗薬 （ ア ン タ ゴニス ト ） と いい 、 拮抗される 側の楽物 を作用薬 （ ア ゴニ ス ト ） と い う 。

拮抗は大 き く 分けて、 競合的拮抗と 非競合的拮抗があ る 。

非競合的拮抗は 、 生理学的拮抗、 化学的拮抗、 そ して生化学的拮抗の 3 つに分 け ら れ る 。

無効屈 ： 治療効果 を現さない盈。

妓小有効乱 （限侃） ： 治療効果を現す最小の菰。

有効拭 ： 最小有効址 と 最大有効屎の間で 、 通常の治療に使用 される 成人批。

最大有効侃 ： 中涛症状 を 示 さ な い最大砿。

中誨枇 ： 生体に中祝症状 を発現させる砒。

最大耐菜 ： 死 を き た さ な い 最大砿。

最小致死址 ： 初めて死 を き たす最小址。

ED,o (50%,{.j効；；；:) : 一群の動物数の 50%に効果の出る批。

LD" (50%致死祉） ： 一群の動物数の 50%が死亡す る 批。

治療係数 （安全域） ： LDso と EDso の比 (LD:o/ ED』 の こ と 。 ※ こ の値が大き い ほ ど安全性が高い薬物であ る 。
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。

薬物は 1 回のみ投与する場合 と 反復投与す る 場合がある 。 前者を 頓服 と いい 、 主 と して鎖痛薬に用 い ら れ る 。

一定以上の血中 濃度を保ち 、 作用の持紐 と 効果を 的確に期待する場合には、 反復投与 を 行 う 。

積

薬物の吸収速度が 、 排泄速度 （消失速度） を 上 同 っ た場合、 薬物は体内に蓄積する 。

性

薬物の反復投与によ る 生体側に感受性の低下。 初回の効果 を 得 る た めに用 益 を 増益 し なければな ら な い。

薬物代謝酵素の誘郡が原 因 の ひ と つである 。 ア ルコー ル 、 モ ル ヒ ネ 、 バル ビ ッ レ ー ト な どにみ ら れ る 。

タキフィ ラキシー

比較的短時間の反復投与で現れる 感受性の低下 を い う 。

習慣 ・ 薬物依存

゜

経口投与

0

0

 

薬物の連用によ っ て、 その薬物に対 して精神的 、 ikJ体的依存性が生 じ 、 投与の中止が困難になる現象。 その
薬物を連用 し続け る と 習慣性を帯び、 耽溺 （たん で き ） 症状 を 起 こ す。

薬物依存 を 起 こ す も のには、 モ ル ヒ ネ 、 フ ェ ン タ ニ ル 、 ベ ン ゾジ ア ゼ ピ ン 、 コ カ イ ン な どがある 。

精神的依存 （習慣）
・ 薬物に対 して精神的欲求が強 く な っ た状態で 、 楽物の中断によ り 精神 的に不安定にな る 。

・ 弛い欲求のためその楽物の使川を意志で コ ン ト ロ ー ル で き な い強迫状態
身体的依存
・ 断薬／減楽によ り 身体的異常 （ 退薬症候 、 禁断症状） を 生 じ る状態。

退薬症候 （離脱症状、 禁断症状）
身体依存 を 形成 し やすい薬物を長期服用 していて、 急に服川 を 中 止 した り 、 i咸絨 し た り した時に起こ る 症状。

不安 、 不眠 、 焦燥、 振戦 （ふる え ） 、 発汗 、 稀にせん妄や けいれんな どの症状が一過性に現れる 。

． 

． 

． 

経口適用 された薬物の大部分は小脱粘股か ら 吸収される が、 一部は口腔 、 胃 、 大腸か ら も 吸収される 。

胃 、 小腸から吸収された薬物はl"l脈 を 介 し て肝l政に入 り 、 心臓を経て全身にい き わた る 。

利 点
• 安全である 。

• 作用が緩和である 。

● 持続貼間が長い

欠 点
■ 作用の発現が遅い （緊急時には不向 き ） 。

■ 吸収が遅 く 、 個体差によ っ て吸収の程度が異なる （薬効が不確実） 。

■ 肝臓での代謝を受ける （初 回通過効呆） 。

注

0

0

 

射

薬液は直接組織内 ま たはJfll液中に入 る の で 、 投与 した薬物の全批が吸収さ れて循環系に入る 。

注射後投与部位によ っ て異 な る が、 一般に急速に最高」flt中浪度に達す る ため作用は急速に現れる反面、 血 中
濃度は急速に低下 し 、 作川の持続時間 も 短い。

静脈内注射利 点 欠 点
● 疼痛を伴う 。• 作用発現が速い ■ 滅歯が必要。（静脈内＞筋肉内＞皮下 ・ 皮内＞経U) ■ 作用が怠激1· 現れる⇒ 緊急時に有用。 ⇒ 副作用の発現。■ 効果が大きい。
● 薬物アレルギーが起こる場合は重篤■ 吸収が確実 ＝ 効果が確実。 にな り やすい。■ 初回通過効果を受けずに全身循閑に ■ 医師ま たは看設師が行わなければな入る。 らない。

血
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薬物動態の例 （経口投与された薬物の運命）

, .  吸 収
■ 薬物の吸収 （生体膜通過） は 、 受動輸送あ るいは能動輸送に よ り 行われる 。

■ 酸性環境下 （ 胄 ） では弱酸性薬物が吸収されやす く 、 塩基性項境下 （小腸） では弱塩基性薬物が吸収され
やすい。

■ 脂溶性または非イ オ ン型で吸収される 。

2. 分 布
■ 吸収された薬物は生体内の作用 を 期 待 さ れ る 部位

へ と 分布 す る 。 循棗系 に 入 っ た薬物は 、 血漿 タ ン
パ ク （ ア ル プ ミ ン ） と 結合する 。 こ の場合、 遊離
型薬物のみが薬理作用 を も つ。 結合型薬物は生体
内変化を受けない。

3. 代 謝
● 主 と し て肝脇の薬物代謝酵素の作 用 に よ っ て起 こ

る が、 肝臓以外で も 起 こ る 。

● 薬 物 は 代 謝 を 受 け て 水 溶性 を 高 め 、 尿細管か ら の
再吸収が減少す る と と も に排泄が促進する 。

● 酸化、 還元、 加水分鮒反応 を 第 1 柑反応 、 抱介 を
第 2 相反I心 と い う 。

● 肝臓での薬物代謝に は シ ト ク ロ ム P - 450 が関与する。

4. 排 泄
■ 薬物は未変化のまま、 あ る い は代謝を受けて腎臓、 肝腕、 乳腺 、 唾液腺 な どから排泄される 。

生物学的半減期 (T1 2) 

〇 薬物の血中i農度が50%に半減す る の に要する 時間の こ と 。

＊ 生物学的半減期の意味する こ と は ・ ・ ・
• Tl 2 が短縮する場合 ： 代謝速度が速い と き 、 排泄が速い と き 、 酵素誘祁された と き
• Tl 2 が延長する場合 ： ｝楊肝循棗 をする薬物 、 腎機能、 肝機能の低下 （翡齢者） 、 未発達 （小児）

生物学的利用率 （バイオアベイ ラ ビ リ テ ィ ）

〇 投与祉に対する 全身循棗血液中 に 入 っ た楽物砒の比率。

〇 静脈内投与での生体利用能は 1 である 。

〇 経口投与では全益が吸収される わ け で は な い の で 1 以下 と な る 。

〇 経口投与では初回通過効果を受け る の で 1 以下 と な る 。

初回通過効果

経口投与された薬物は 、 胄 や小腸な どの消化管 （直脱下部と 口腔粘股を 除 く ） か ら 吸収され 、 上腸間朕静脈を
介 し て門脈に入 り 、 全身循閑に入 る 前 に肝臓で代謝を 受ける こ と に な る 。 こ れ を初 同通過効果 と い う 。

薬物療法の目的

1 .  原因療法
疾病の病因 （原因） と な った元を薬物に よ っ て 除去 し 、 完全治癒に向かわせる療法 を い う 。

＊ 原因療法の例 ： 抗菌薬、 抗癌剤 、 解塀薬

2. 対症療法
疾病の病因 （ 原 因 ） と な っ た元 を 除去で き ず に、 その疾病の病因 （原因） に よ っ て生 じた症状のみ を 軽滅さ
せる こ と に よ っ て 、 患者の苦痛 を 和 ら げる よ う な療法をい う 。

＊ 対症療法の例 ： 解熱 ・ 消炎鎖痛薬 、 降圧薬 ・ 降圧利尿薬、 糖尿病治療薬 、 催眠剤

3. 予防療法
病気の発症を予防す る 目 的で行 う 療法 を い う 。

＊ 予防療法の例 ： 予防接種、 ワ ク チ ン

4. 補充療法
体の機能維持に必要な も の を補充する 、 またはそれら物質が欠如 した場合 に補充す る 療法 をい う 。

＊ 補充療法の例 ： ホ ルモ ン剤 、 ピ タ ミ ン剤 、 鉄剤

全身麻酔薬

〇 可逆的に全身の知覚 と 意識を 梢失させる薬物 を全身麻酔薬 と い う 。

〇 吸入麻酔薬と 静脈内麻酔薬 と があ る 。

薬 物
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特 徴

吸入麻酔薬

静脈内麻酔薬

笑気 （亜酸化窒素） 、

ハ ロ タ ン 、 エ ン フ ル ラ ン 、 イ ソ フ ル ラ ン
バル ピ ッ レー ト 類 、 プロ ポ フ ォ ー ル 、

ケ タ ミ ン 、 ベ ン ゾジ ア ゼ ピ ン

肺 か ら 吸収 し 中枢に作用する 。

麻酔深度の調節が容易である 。

浄脈内注射に よ り投与する 。

作川発現が速やかである 。

向精神薬

薬 物

臼；；：薬 1三;;;��;::;そ:�,",ー ル

特 徴
不安 ・ 緊張を和 ら げ る 。

う つ病に用い る。

統合失調症の治療 に 用 い る。

鎮痛薬

代表薬

麻薬性鎖痛薬

麻 薬 ： モ ル ヒ ネ 、 コ デ イ ン
合成麻薬 ： フ ェ ン タ ニ ル
非麻薬 ： ペン タ ゾシ ン

解熱性鎮痛薬
非ス テ ロ イ ド性抗炎症薬
アス ヒ リ ン 、 ジ ク ロ フ T- ナ ク ナ ト リ ウ ム 、

メ フ ェ ナ ム 酸 、 ロ キ ソ プロ フ て ン 、

ア 七 ト ア ミ ノ フ ェ ン

局所麻酔薬

〇 局所麻酔薬は、 投与部位周辺の感虻神経線維に お け る痛みの刺激伝淋を一時的に遮断させる 。

〇 作用機序は神経線維の ナ ト リ ウ ム チ ，， ネ ル の遮断 （朕の安定化） である 。

;: :; 
型 i:; ニ ノ

プ

：ごテノ
ト ラ

メカこ：カ イ ✓ I::塁；にここ
ス？フ 戸セ に よ り 分解。

＊ 局麻へのア ド レナ リ ン添加の目的
局所麻酢作用時間の延長 、 f'rlll の助弛 、 中毒の予防 、 1l- .血 と f術野の確保
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ステロイ ド性抗炎症薬

〇 ホ ス ホ リ パ ー ゼ A2 を 阻害し、 ア ラ キ ド ン酸の遊離 を抑制する 。

→ プロ ス タ グ ラ ン ジ ン 、 ロ イ コ ト リ エ ン 、 ト ロ ン ボキ サ ン の 生成 を 阻害する 。

0 代表薬 ： 副腎皮質ホ ル モ ン （糖質コルチコイ ド） ： コ ルチ ゾン 、 ヒ ド ロ コル チ ゾン
合成副腎皮質ホ ルモ ン ： プ レ ドニゾロ ン 、 ト リ ア ム シ ノ ロ ン 、 デキサメ タ ゾン

〇 副作用 ： 易感染性 、 骨粗枢症、 満月 様顔貌 （ム ー ン フ ェ ー ス） 、 梢化性潰瘍 な ど

非ステロイ ド性抗炎症薬

0 シ ク ロ オ キ シ ゲナー セを 阻害し 、 プロ ス タ
グ ラ ン ジ ン 、 ト ロ ン ボキ サ ン の産生 を抑制
す る 。

0 代表薬 ： ア ス ビ リ ン 、 イ ン ド メ タ シ ン 、 ロ
キ ソ プ ロ フ ェ ン 、 ジ ク ロ フ ェ ナ ク
ナ ト リ ウ ム 、 メ フ ェ ナ ム 酸

〇 副作用 ： 喘息発作 、 消 化性潰瘍 、 腎障害 、

出血傾向 な ど

抗 ヒ ス タ ミ ン薬

〇 ヒ ス タ ミ ン 受容体 (HI 受容体） を遮断 し 、 ヒ ス タ ミ ン に よ る ア レ ルギー作 用 を 抑制する 。

0 ジ フ ェ ン ヒ ド ラ ミ ン 、 ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ ン な どがあ る 。

〇 副作用には 、 II渇や眠気がある 。

自律神経系 ・ 運動神経に作用する薬物

自律神経系における神経伝達物質とその局在および受容

体
交感神経系

節前線維 節後線維 心臓(/31 :心機能冗進）
-----0 三一塁 : 工悶品翌；：悶儡緩）

唾液腺(/32'.粘積性唾液分泌）
自律神経節 " r 効果器

受容体
ニコチン受容体(Nn受容体）

伝達物質
アセチルコリン (ACh)

節前線維 副腎髄質
〇 （ニコチン受容

体

） .. 血中ヘアドレナリン分泌

副腎髄質ホルモンとして、 遠隔臆器で

副交感神経系

節前線維 節後線維 、 心臓（心機能抑制）

三 !i。。 a :::��� 芯霊筋収縮）

自律神経節 1 「 効果器
受容体

ムスカリン受容体
伝達物質

アセチルコリン

受容体
ニコチン受容体(Nn受容体）

伝達物質
アセチルコリン (ACh)

ダ 炎症性刺激

){){���){�){){){){タ術汽 RRR){RRRR\1\1){\1
8888ggggggg 8888888888g8 

言���
シクロオキシゲナーゼ

プロスタグラシジン ドロンボキサンA2

受容体
アドレナリン受容体(al ,a2、{31 、 {32)

伝達物質
ノルアドレナリン、 アドレナリン

体

性神経（運動神経）

運動神経線維
勿 神経筋接合部

信 °。I r=�� ン受容体[Nm受容体）

勿 骨格筋収縮
アセチルコリン

ロイコトリエン

抗菌薬

抗菌薬 作用機序 副作用
ベ ― シ リ ン系 ベニ シ リ ン シ ョ ッ ク 、 胃腸隙害 、 肝障害、

/3 ラ ク タ ム系
ベニ シ リ ン G 、 ア ン ピ シ リ ン 腎障害

細胞墜合成阻古
セ フ ェ ム系
セ フ ァ ク ロ ル、 セ フ ァ レ キ シ ン

シ ョ ッ ク 、 腎障害

ア ミ ノ グ リ コ シ ド系
ス ト レ プ ト マ イ シ ン、 カ ナマ イ シ ン

内耳神経1箱害 （難聴 、 平衡感‘此障害）

マ ク ロ フ イ ド系
ア ジス ロ マ イ シ ン、 エ リ ス ロ マ イ シ ン タ ン バ ク 合成阻店

肝I箱布

ァ ト フ サ イ ク リ ン
ミ ノ サ イ ク リ ン、 ド キ シ サ イ ク リ ン

硬組織形成不全、 出牙杓色

ク ロ フ ム フ ェ ニ コ ー ル 再牛不良性貨Jfll
ュ キ ノ ロ ン系
オ フ ロ キ サ シ ン 、 ガチ フ ロ キ サ シ ン 核酸合成 阻害 中枢神経系1旅害 、 けいれん 、 光線過敏症

抗ウイルス薬

〇 ヘルペス ウ イ ルス ： ア シ ク ロ ビル
0 イ ン フ ルエン ザウ イ ルス ’ オ セ ル タ ミ ビル
o B 型肝炎 ウ イ ル ス ： イ ン タ ー フ ェ ロ ン

止血薬

種 類 代表薬 特 徴

， 
血液 タ ン パ ク 凝固薬 塩化ア ル ミ ニ ウ ム 、 硫酸ア ル ミ ニ ウ ム カ リ ウ ム 血管 、 血液の タ ン パ ク を凝固

吸収性止血薬
酸化セ ル ロ ー ス 、 ゼ ラ チ ン ス ポ ン ジ、 物理的止血
ア ル ギン酸ナ ト リ ウ ム

血 凝固機序作用薬 ト ロ ン ビン製剤 毛細血管の止血に用 い る 。
薬

血管収縮薬 ア ド レ ナ リ ン 末梢血管 を 収縮 さ せる 。

血液凝固促進薬
フ ィ プ リ ノ ー ゲン製剤 、 第VIII因子製剤 、 血液凝固機序に作用 して、 凝 固 を

『
第1X 因子製剤 、 ビ タ ミ ン K 促 進 さ せ る 。

毛細Jfll管強化薬 ア ド レ ノ ク ロ ム 、 カ ルバゾク ロ ム 、 ビ タ ミ ン C
血管壁 を 硬 化 し 、 血管透過性充進

血
によ る 出血 を 防 ぐ。

薬 抗プラ ス ミ ン 薬 ト ラ ネ キ サ ム 酸、 イ プ シ ロ ン ー ア ミ ノ カ プロ ン 酸
プ ラ ス ミ ン の働 き を抑制 し 、 線溶
性 を 阻害する 。

3
1
1
 

口腔にみられる薬物の副作用

0 「 l腔乾燥
■ ア ト ロ ピ ン 、 ジ フ ェ ン ヒ ド ラ ミ ン 、 ジ ア ゼパム

〇 歯肉増殖
■ ニ フ エ ジ ピ ン 、 フ ェ ニ ト イ ン 、 シ ク ロ ス ボ リ ン

〇 歯の府色
• テ ト ラ サ イ ク リ ン

口腔乾燥の治療に用いる薬物

〇 ビ ロ カ ル ビ ン 、 セ ビメ リ ン

65 



消毒薬

グ グ

緑膿菌 I 真
菌

ウ イ ルス
フ

I H I H I 芽分 類 消毒薬 作用機序 ム ム H 

＇ ， 
I B C 胞

V V V 

酸化剤 オ キ シ ド ー ル 酸化作用 ゜ ゜ X X X X X X X 

次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム ゜ ゜ △ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ △ 

グ ル コ ン酸ク ロ ルヘ キ シ ジ ン
タ ン パ ク 質凝固 ・

゜ ゜ ゜ △ X X X X X 

ハ ロ ゲ ン化合物 変性作用
ヨ ー ドチ ン キ 、 酸化作用 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ポ ピ ド ン ヨ ー ド

X X △ 

エ タ ノ ー ル、
タ ン バ ク 質凝固

ア ル コ ー ル類 変性作m ゜ ゜ ゜ ゜ △ ゜ X X X 

イ ソ プロ パ ノ ー ル
脱水作用

アルデヒ ド類
ホルマ リ ン 、 タ ン バ ク 質凝固

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜グ ル タ ー ルアルデヒ ド 変性作用

タ ン バ ク 質凝届I .

フ ェ ノ ー ル 、
変性作用

フ ェ ノ ー ル類 必須酵素阻害作用 ゜ ゜ ゜ ゜ △ X X X X 

ク レ ゾー ル石鹸
細胞股破壊
透過性変化作）TI

塩化ベンザルコニウム 、 細胞膜破壊 ・
゜ ゜ ゜ △ X X X X X 

界面活性剤
塩化ペ ン ゼ ト ニ ウ ム 透過性変化作用

塩化ア ル キ ル ポ リ ア ミ ノ エ チ 細胞股破壊 ・
゜ ゜ ゜△ △ X X X X 

ル グ リ シ ン 透過性変化作用

有機色素類 ア ク リ ノ ー ル 必須酵素阻害作）ll ゜ ゜ X X X X X X X 

〇 ＝ 有効 △ ＝ 十分効果が得 ら れ な い こ と があ る X = 無効

消毒薬 環 境
金属 非金属

手指皮膚 粘 膜
HBV、 HCVに HIVに

製器具 製器具 対する消毒法 対 す る 消毒法

グルタ ー ルアルデヒ ド ゜ ゜ ゜ X X 2 % 、 30 分- 12 時間 2% 、 10分-30 分

ホルムアルデ ヒ ド ゜ △ △ X X ガスが有効 0 5 % 、 10-30 分

汚染の著しい場合 1%、

次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム △ X ゜ △ △ 1-12時間、 汚染の少ない場 5 % 、 10分-30 分
合 0 1%、 1 時間

消毒用エ タ ノ ー ル △ ゜ ゜ ゜ X X 70% 、 10分-30分

ボビ ド ン ヨ ー ド X X X ゜ ゜ X 0 01 %、 10分-30分

ク レ ゾー ル石鹸 △ △ △ △ △ X 

塩化ベンザル コ ニ ウ ム ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ X X 

グ ル コ ン酸
゜ ゜ ゜ ゜ X X X 

ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン

塩酸アルキルポリアミ
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ X X 

ノ エ チ ルグ リ シ ン

〇 ＝ 使）11可能 △ ＝ 注意 し て 使用 X = 使 用 不 可 ま たは無効
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消毒液 用 途 濃 度

酸化剤 オ キ シ ド ー ル 創協面 、 粘膜 、 洗口 原液 ま たは 2 - 3 倍希釈液 1 0 倍希釈

次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム
手指 、 粘朕 0 0 1 - 0  05% 

器具 （非金屈） 、 室内 0 02~0 05 % 

グ ル コ ン 酸 ク ロ ルヘ キ シ ジ ン 器具 、 室内 0 05 % 
ハ ロ ケ ン化合物 手指 0 1 - 0 . 5 % 

希 ヨ ー ドチ ン キ 手指 、 粘朕 原液あ る い は 2~ 5 倍希釈液

ポ ビ ド ン ヨ ー ド
洗口 1 0 %  

手指 、 粘朕、 創傷面 0 25~0. 5 %  

エ タ ノ ー ル 手指 、 器具、 室内 70 -80% 
ア ル コ ー ル類

イ ソ プロ パ ノ ー ル 手指、 器具、 室内 50-70% 

ホ ルマ リ ン 器具 、 室内 1 - 5 %  ( ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と し て ）

ア ル デ ヒ ド類 器具 2 %  
グ ル タ ー ル ア ルデ ヒ ド

室内 0 5 %  

フ ェ ノ ー ル
手指 l 5 - 2 %  

フ ェ ノ ー ル類 器具 、 室内 2 - 5 %  

ク レ ゾー ル石けん 手指、 器具 、 室1J、J 0 5 - 1  % (ク レ ゾー ル と し て ）

手指 0 05 - 0  l % 

塩化ベ ン ゼ ト ニ ウ ム 粘膜 、 創傷面 0 0 1 - 0 . 025 % 

界面活性剤
塩化ベ ン ザル コ ニ ウ ム 器具 0 l % 

室内 0 05 - 0  2 %  

両性界面活性剤
手指、 器具 、 室 内 0 05-0 2 %  

粘朕 、 創偏而 0 0 1 - 0  05 % 

色素類 ア ク リ ノ ー ル 粘膜 、 創但面 0 05-0 I %  

HBV および HIV に対する消毒薬

HBV 

グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド
1

2 % 、 30 分- 1 2 時r:n-

次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム
汚染の 労 し い場合 ： 1 % 、 1 - 12 時 間 、

汚染の少な い場合 ： 0 . 1  % 、 1 時間

消毒用 エ タ ノ ー ル l 効果 な し

イ ソ プ ロ バ ノ ー ル

ホ ル ム ア ルデ ヒ ド

過酸化水素水

効果な し

ガ ス が有効

効果な し

HIV 

2 % 、 1 0 - 30 分

0 . 5 % 、 1 0 - 3 0 分

1 0 - 3 0 分

70% 、 1 0 分

5 % 、 1 0 - 3 0 分

有効であ る が明確な基準 は な い

参考文献
1 ) 森本俊文 他 第 5 版 基礎歯科生理学 医歯薬出版株式会社
2 ) 全国歯科衛生士教育協請会 編 最新歯科衛生士教本 医歯薬出版株式会社

・ 人体の構造 と機能 ・ ロ腔解剖学、 口腔組織発生学、 口腔生理学
． 疾病の成 り 立 ち及び回復過程の促進 1 , 2 ,  3 

＊ 臨床系は 、 「歯科衛生士国家試験 全国総合模擬試験 3 1 2」 解答 ・ 解説集に掲載予定です。
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| … 巻 末 資 料 索 引 … ］ 
悪性貧血 49 
アクチン 18 
ア ク リ ノール 66 
アスピリ ン 63. 64 
アセチル コ リ ン 2 2  
アセ トアミノ フ ェ ン 63 
アデニン 53 
ア トピー性皮膚炎 3 1  
ア ドレナリン ・ 22, 5 1 , 65 
ア ドレノクロム 65 
ア トロピン 65 
アナフィラキシー型反応 3 1  
ア ポ トーシス 43 
ア ミ ド型 63 
ア ミ ノ グ リ コシ ド系 65 
アメロゲニン 55 
アルギン酸ナ ト リ ウム 65 
ア レルギー 3 1  
安全域 60 
ア ン ド レーゼン線'' 1 3  

い
易感染性 64 
移行上皮 1 6  
一次止血 2 1  
一次治癒 44 
一次リ ンバ組織 28 
イプシロン ー アミノカ ブロン酸 65 
医薬品'' 57 
医薬品、 医療機器等の品質、 有効性及び安

全性の確保に関する法律 57 
医薬部外品 57 
医燎機器 57 
飲水中枢 2 
イ ン ス リ ン ·22, 5 1  
インターフ ェ ロン 27 
イン ドメタシン・ 64 
インフルエンザウイルス · 38 

う
ウイルス 32 
ウイルスの構造 36 
ウイルスの増殖 36 
う蝕病原性細菌 4 1  
う蝕誘発能 35 
うつ血 45 
ウラシル 53 

え
永久細胞 43 
液性免疫 28 
壊死 43 
エステル型 · 63 
エタノール 66 
エナメリン 55 
エナメル器 1 2  
エナメル閏う蝕 46 
エナメル質の組織学的構造 1 3  
エナメル上皮Jli 47 
エナメル叢 1 3  
エナメル紡錘 1 3  
エナメル葉 1 3  
エブネル線， 1 3  
塩化ベンザルコニウム・ ． ． 66 
塩化ベンゼ トニウム ．． 66 

照下中枢．

炎症性細胞
炎症性嚢胞

. . . ・ ・ 2 
44 
47 

炎症のケミカルメディエーター 44 
延髄
エンベロープ・

お
横顔裂・・
嘔吐中枢
横紋
オーエンの外形線
オキシ ドール
オ トガイ棘
オ トガイ孔
オ トガイ舌骨筋

f.l 
外エナメル上皮
外縁上皮
外頸動脈 ・・ . .  
壊血病
開口反射
介在結節
外舌筋・
外側鼻突起
外側翼突筋 . .  
外毒素
外胚葉
海綿骨
外肋閻筋
下顎安静位・
下顎孔 . .  
下顎骨
下顎神経
下顎張反射
下顎突起
下眼高裂
下関節腔
寡菌層
核
顎下腺
顎関節の構造
核酸
顎舌骨筋
顎舌骨筋線
顎動脈
顎二腹筋 ・
顎反射
顎裂
下行口蓋動脈
下歯楢動脈
下垂体
加水分解・
脚気

．．  
. . 
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36 
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1 5  
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25 
46 

8 
1 1  

7 
34 
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1 6  
23 
25 
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4 
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46 
48 
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49 

活性型ピタミン 0 3 ( 1 a . 2 5 (0H狂D拉
..  56 

活動電位▼ 1 7  
果糖 49 
カプシ ド . .  ． ．  36 
花粉症 4 3 1  
芽胞 33 
ガラク トース 49 
カラベリー結節 46 
カルシウム・ 56 

＇ 

カルシウムの調節機構
カルシトニン
カルバゾクロム
肝炎ウイルス
眼窟下孔
眼高下動脈
眼高上孔
管間象牙質・・ ・

還元 ． ．  

含歯性嚢胞
管周象牙質
冠状縫合 ・

関節円板
関節突起 . .  
関節包
間脳
顔面神経
顔面頭蓋．

顔面動脈 . . .  
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風疹ウイルス 38 
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ブラークの成熟 40 
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7 

F 5, 7 
Fusobacterium nucleatum 36 7 



G 
Y ー グロブリン

H 
HAV 
HBc抗原
HBc抗体
HBe抗原
HBe抗体
HBs抗原
HBs抗体
HBV 
HCV 
HIV 
Hunter舌炎

lgA 
lgD 
lgE 
lgG · ．． 
lgM 

L 
LDso (50%致死鼠）
LPS 

M 
m- RNA 

N 
Neissena 
NK細胞 ．

゜

OTC医薬品

p 
P gingivalis · 

. . .  
． ． 

... . 

． ． ．  

Porphyromonas gingivalis 
Prevotella intermedia 
PTH 
P波 ．． 

R 
Red complex 
RNA 

s 
Staphylococcus 

T 
Tannerella fo「sythensis
TCA回路
T denticola 
T forsythia 
T リ ンバ球

.. 20 

37 
37 
37 
37 
37 

· 37 
37 

37. 67 
37 
67 
49 

30 
30 

． ．  30 
30 
30 

· 60 
33 , 34 

52 

35 
27 

58 

42 
35 
36 
56 
20 

· 42 
53 

34 

36 
50 
42 

36, 42 
21  
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